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日本髪の女性

杉本雄三・画く元・関西電力病院長＞
’目次人口と開発扉・スケッチ

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
合
同
部
会

日
本
の
少
子
化
ｌ
小
川
直
宏
自
大
教
授
が
講
演

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ

ｏ
日
本
財
団
・
’
一
一
つ
の
現
場
か
ら

歌
川
令
三

ｌ
海
外
旅
行
の
本
に
は
な
い
話
ｌ

・
ケ
ニ
ア
の
人
口
教
育
ｌ
Ⅲ
年
の
あ
ゆ
み

林
謙
治

◇
高
齢
化
は
地
球
規
模
で
進
行

西
内
正
彦

◇
高
齢
化
社
会
は
究
極
の
社
会
川

黒
田
俊
夫

ｌ
基
本
戦
略
と
逆
三
角
形
の
霊
ｌ

ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
１
Ｉ
，
ｌ
ｉ
Ｉ
１
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
，

■
新
潟
・
人
口
、
食
料
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー

■
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
と
懇
談

■
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
、
人
口
・
開
発
事
情
を
視
察

■
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
」
と
「
Ｉ
Ｆ
Ｐ
第
２
回
運
営
委
員
会
」
を
東
京
で
開
催

■
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
消
息

肥
高
齢
社
会
全
国
世
論
調
査
／
世
界
一
の
老

人
大
国
日
本
／
飢
餓
に
配
分
シ
ス
テ
ム
作

り
／
出
生
率
の
低
下
第
四
段
階
に
／
Ｏ
Ｄ
Ａ

「
量
か
ら
質
へ
」
／
結
婚
、
４
人
に
１
人
益
な

し
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
米
不
足
深
刻
／
中
国
・

改
革
開
放
農
業
総
括
／
高
齢
者
、
雇
用
含
め

巻
頭
一
一
旨
／
人
口
と
エ
イ
ズ

新
春
対
談

「
少
子
化
」
問
題
を
語
る

中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
噸
広
瀬
次
雄
本
誌
主
幹

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

対
策
を
／
薄
れ
る
結
婚
適
齢
期
意
識
／
老
保

施
設
「
痴
ほ
う
」
３
割
／
途
上
国
少
子
化
は
女

性
保
護
／
世
界
人
口
、
百
億
人
へ
／
米
、
人
口

基
金
へ
拠
出
中
止
／
中
国
帥
歳
以
上
一
億
六

千
万
／
増
え
続
け
る
一
人
暮
ら
し
／
コ
メ
増

人
口
増
に
追
付
け
ず
…
…
…
：
…
・
…
…
…
他

石
弘
之
３
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≦１
頭Ｉ

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
ｐ
二
年
に
一
度
発

表
さ
れ
る
人
口
推
計
は
、
人
口
急
増
を
予

測
す
る
ゆ
う
う
つ
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
今
回
は
将
来
予
測
が
大
幅
に
下
方
修

正
さ
れ
、
希
望
の
光
が
み
え
て
き
た
。
’

九
九
八
年
に
五
九
億
人
を
超
え
た
世
界
人

口
は
、
九
九
年
に
六
○
億
に
達
す
る
。
世

界
人
口
が
そ
の
半
分
の
三
○
億
人
か
ら
倍

増
す
る
の
に
、
わ
ず
か
三
九
年
し
か
か
か

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
と
は
中
位

の
推
定
で
、
二
○
五
四
年
に
九
○
億
人
に

な
る
。

一
別
回
の
推
計
で
は
、
二
○
五
二
年
に
は

一
○
○
億
人
に
達
す
る
と
さ
れ
て
い
た
か

ら
、
来
世
紀
半
ば
に
は
こ
の
予
想
よ
り
約

一
○
億
人
も
下
回
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

背
景
に
は
出
生
率
の
急
減
が
あ
る
が
、
同

時
に
死
亡
率
の
上
昇
も
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
喜
ん
で
ば
か
り

国
連
人
口
推
計
の
一
九
九
八
年
版
が
、

一一一面

る
エ
イ
ズ
感
染
者
の
う
ち
、
八
六
％
の
二

六
○
○
万
人
が
三
四
カ
国
の
途
上
国
（
ア

フ
リ
カ
二
九
カ
国
、
ア
ジ
ア
三
カ
国
、
中

南
米
二
カ
国
）
に
集
中
し
、
エ
イ
ズ
に
よ

は
い
ら
れ
な
い
。

今
回
の
推
計
で
は
と
く
に
、
エ
イ
ズ
の

流
行
と
人
口
の
関
係
に
一
章
を
割
い
て
い

る
。
世
界
で
三
○
○
○
万
人
と
推
定
さ
れ

鷺
議
，

は
、
平
均
寿
命
（
零
歳
児
の
平
均
余
命
）
は

四
七
歳
で
、
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
非
流
行

国
に
比
べ
て
七
歳
も
短
い
。
と
く
に
、
エ

イ
ズ
感
染
の
成
人
人
口
が
一
○
％
を
占
め

る
よ
う
な
ケ
ニ
ア
、
南
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
、

ボ
ツ
ワ
ナ
な
ど
流
行
の
激
し
い
国
で
は
四

八
歳
と
若
い
。
エ
イ
ズ
が
な
け
れ
ば
、
五

八
歳
に
達
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
’
○

歳
も
若
死
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二

○
’
○
～
一
五
年
に
は
、
さ
ら
に
短
く

な
っ
て
四
七
歳
ど
ま
り
な
る
と
推
定
さ

れ
、
非
流
行
国
と
は
一
六
歳
の
差
が
つ
く

見
通
し
だ
。

か
っ
て
、
人
口
増
に
歯
止
め
を
か
け
て

き
た
の
は
、
疫
病
と
飢
餓
と
戦
争
だ
っ

た
。
大
規
模
な
飢
餓
や
戦
争
が
減
っ
て
き

た
と
思
っ
た
ら
、
疫
病
と
い
う
古
典
的
な

人
口
抑
制
手
段
が
、
ふ
た
た
び
顔
を
み
せ

て
き
た
。

（
東
京
大
学
教
授
）

る
死
亡
の
九
一
％
は
こ
れ
ら
の
国
で
発
生

し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
死
亡
率
が
急
上
昇
し
て
い

る
。
上
記
の
二
九
カ
国
の
ア
フ
リ
カ
で

~､~､~＿~＿､~､~､~！
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広
瀬
本
誌
主
幹
》

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
’
九
九
九
年

と
い
い
ま
す
と
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
有
名
な
大
予
言
で
地
球
が

滅
び
る
と
い
わ
れ
る
年
で
す
。
本
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る

の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
西
暦
で
二
○
○
○
年
期
を
目
前
に

し
て
地
球
か
滅
び
る
と
い
う
の
は
大
袈
裟
で
あ
る
と
し
て
も
、

私
た
ち
の
社
会
が
大
き
な
転
換
期
に
立
ち
、
厳
し
い
変
革
を
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
言
い
古
さ
れ

た
こ
と
で
す
が
、
今
の
選
択
が
ま
さ
に
未
来
を
決
め
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
ど
も
が
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
、
人
口
問
題
に
関
し
て

も
世
界
的
に
見
て
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
な
ど
の
発
展

途
上
国
で
は
人
口
増
加
の
勢
い
が
依
然
と
し
て
衰
え
ず
、
一

方
、
先
進
国
の
日
本
な
ど
で
は
逆
に
極
端
な
”
少
子
・
高
齢

化
”
現
象
か
進
み
、
こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
人
口
問
題
の
重
要

性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

先
生
は
、
日
本
再
生
会
議
の
議
長
と
し
て
少
子
化
対
策
を
日

本
再
生
の
カ
ギ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
少
子
化
対
策
基
本
法

案
の
提
出
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
日

は
、
日
本
の
人
口
と
少
子
化
、
人
口
問
題
に
関
す
る
国
際
貢
献

を
中
心
に
お
話
を
う
か
が
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

中
山
太
郎
理
事
長
》

こ
の
重
大
な
時
期
に
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
理
事
長
に
就
任
し
、
役
割

の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
際
人
口

開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
以
降
、
様
々
な
分
野
で
大
き
な
成
果

が
上
が
り
、
世
界
の
人
口
増
加
の
勢
い
が
鈍
化
し
つ
つ
あ
る
と

は
い
え
、
相
変
わ
ら
ず
、
毎
年
、
約
八
○
○
○
万
人
も
増
加
し

続
け
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
か
続
い
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す

私
ど
も
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
、
加
え

て
、
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
と
い
う
人
口
転
換
を
成
し
遂

げ
た
先
進
国
で
は
高
齢
社
会
へ
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

か
、
と
り
わ
け
著
し
く
〃
少
子
化
”
が
進
む
日
本
で
は
こ
の
問

題
の
解
決
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の

少
子
化
を
放
っ
て
お
け
ば
、
我
が
国
は
亡
国
の
危
機
に
直
結
す

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

広
瀬
”
地
球
規
模
で
見
る
と
下
方
修
正
に
転
じ
て
い
る
と
は
い

え
、
世
界
人
口
は
国
連
推
計
で
は
今
年
六
月
十
六
日
に
六
○
億

人
に
な
る
と
公
表
し
て
い
ま
す
。
更
に
二
○
二
○
年
に
は
八
○

億
人
、
二
○
三
五
年
に
は
一
○
○
億
人
を
上
回
る
、
と
い
う
予

測
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
口
爆
発
は
深
刻
な
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
、
食
料
や

資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世
界
的
な
不
足
を
招
い
て
地
球
が
人
類

を
扶
養
で
き
な
く
な
る
、
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
自
然
体
系
回
復
の
上
か
ら
も
大
問
題
で
す
。

も
し
今
の
地
球
で
こ
れ
か
ら
安
全
快
適
で
持
続
可
能
な
環
境

を
維
持
で
き
、
人
口
を
は
じ
め
万
物
の
生
命
を
十
分
扶
養
し
て
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い
く
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
な
ら
、
取
り
た
て
て
人

口
問
題
を
論
ず
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
現
実

は
極
め
て
厳
し
い
。
人
類
と
地
球
の
共
生
が
限
界
に
近
づ
い
て

ま
す
か
ら
…
…
。

そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
先
進
国
は
「
少
子
化
」
に
悩
ん
で
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
今
地
球
上
で
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東

な
ど
途
上
国
の
「
人
口
爆
発
」
と
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
日

本
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
先
進
国

の
「
少
子
化
」
問
題
が
同
居
し
て
、
や
や
こ
し
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。
人
口
問
題
は
一
つ
の
ヤ
マ
を
越
す
と
、
ま
た
ヤ
マ
が
現

れ
る
ｌ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で

す
が
、
問
題
と
し
て
は
地
球
規
模
で
の
人
口
増
加
の
方
が
遥
か

に
重
大
で
す
ｃ

し
か
し
、
先
進
国
の
少
子
化
問
題
も
経
済
的
に
途
上
国
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
点
を
見
落
と
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

ね
。

中
山
”
先
進
国
の
経
済
力
が
弱
ま
れ
ば
、
途
上
国
へ
の
開
発
援
助

が
減
り
、
ま
た
途
上
国
か
ら
先
進
国
へ
の
輸
出
が
減
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
日
本
経
済
が
不
況
に
陥
っ
た

と
き
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
日
本
向
け
輸
出
か
激
減
し
、
ア
ジ

ア
経
済
が
危
機
に
瀕
し
た
こ
と
が
こ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ

て
い
ま
す
。
先
進
国
が
「
産
め
や
殖
や
せ
よ
」
と
い
う
の
で
は

も
ち
ろ
ん
な
く
、
日
本
な
ど
で
は
せ
め
て
Ｔ
Ｆ
Ｒ
（
合
計
特
殊

出
生
率
）
が
一
・
八
前
後
に
な
ら
な
い
と
、
日
本
経
済
の
た
め

に
も
、
ま
た
世
界
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

広
瀬
亜
そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
先

生
が
打
ち
出
さ
れ
た
少
子
化
対
策
基
本
法
案
の
概
要
に
つ
い
て

お
う
か
か
い
し
た
い
の
で
す
が
…
…
。

広瀬次雄本誌主幹●
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中
山
坤
私
は
先
ず
政
治
家
は
先
見
性
の
あ
る
長
期
的
展
望
に
立
っ

て
、
雄
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
的
確
な
判
断
の
下
に
果
敢
な

実
行
力
で
政
策
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
い
ま

す
。同
時
に
足
元
に
迫
っ
て
い
る
緊
急
課
題
も
早
急
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
考
え
方
に
立
っ
て
、
日
本
再
生
会

蕊
中山太郎理事信●

議
と
し
て
少
子
化
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
「
女
性
か
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
の
整
備
は

国
家
と
し
て
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に

立
っ
て
、

Ｈ
育
児
休
業
制
度
の
充
実

口
児
童
手
当
支
給
に
関
す
る
所
得
制
限
の
廃
止

曰
児
童
手
当
の
支
給
を
現
行
の
三
年
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま

で
と
す
る

四
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
課
税
最
低
限
を
現
行
の
一
○
三
万
円

か
ら
引
き
上
げ
る

田
小
児
科
外
来
患
者
の
家
族
負
担
を
現
行
の
三
○
％
か
ら
一

○
％
に
引
き
下
げ
る

㈹
保
育
時
間
の
二
時
間
延
長
を
目
指
す

㈹
教
育
減
税
の
推
進

の
七
点
の
具
体
的
な
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
供
こ
そ
、
未

来
の
礎
と
な
る
唯
一
の
存
在
で
す
。
経
済
も
国
も
、
人
な
く
し

て
あ
り
え
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
が
政
治
家
と
し
て
「
少
子
化

対
策
は
二
十
一
世
紀
の
日
本
に
と
っ
て
国
家
の
存
亡
に
関
す
る

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
明
確
な
政
治
決
断

が
必
要
で
あ
る
」
と
の
見
識
に
立
っ
て
行
動
を
起
こ
し
て
お
り

ま
す
。

広
瀬
恥
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
政
治
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
こ
れ

ほ
ど
求
め
ら
れ
る
分
野
も
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
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口
問
題
と
い
う
の
は
経
済
の
基
本
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
の

根
源
だ
け
に
、
単
に
人
間
の
数
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
、
と
思

い
ま
す
。

た
だ
、
少
子
化
対
策
は
あ
ま
り
必
要
な
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
「
高
齢
化
社
会
は
文
化
水
準
が
高
い
現
れ

だ
、
定
年
制
を
七
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
延
ば
し
、
高
齢
者
は

も
っ
と
働
け
ば
い
い
」
な
ど
と
い
う
極
端
と
思
わ
れ
る
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
う
う
ま
く
事

は
運
ば
な
い
、
と
思
い
ま
す
。
医
療
が
い
く
ら
進
歩
し
て
も
高

齢
者
の
場
合
、
個
人
差
が
激
し
く
、
お
元
気
な
お
年
寄
り
は
若

者
を
も
し
の
ぐ
ほ
ど
お
元
気
で
す
か
、
同
じ
七
十
歳
で
も
、
労

働
な
ど
に
は
、
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。

未
来
の
社
会
が
労
働
力
に
頼
ら
な
い
知
価
社
会
だ
と
し
て

も
、
若
者
の
力
や
体
力
を
必
要
と
す
る
分
野
は
絶
対
に
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
革
新
を
起
こ
し
、
新
し
く
知
恵
を
切
り
開

い
て
い
く
の
も
ま
た
若
者
の
特
権
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
高
齢

者
の
活
用
は
そ
の
知
識
の
活
用
と
い
う
意
味
で
重
要
で
す
が
、

自
ず
と
若
者
と
役
割
は
異
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意

味
か
ら
言
い
ま
す
と
、
現
在
の
日
本
に
と
っ
て
、
そ
の
活
力
を

再
生
し
、
未
来
の
希
望
を
創
る
た
め
に
も
少
子
化
対
策
は
喫
緊

の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

中
山
函
そ
う
で
す
ね
。
高
齢
者
の
活
用
を
考
え
る
だ
け
で
も
、
少

子
化
対
策
だ
け
で
も
お
そ
ら
く
不
十
分
で
、
両
方
を
同
時
に
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
我
が
国
で
は
、
国
会
や
政
府
が
高
齢
化
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
や
介
護
保
険
制
度
を
創
設
す
る
な

ど
社
会
保
障
の
充
実
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

程
度
の
対
策
で
は
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
端
的
に
結
論
を
申

し
上
げ
れ
ば
、
こ
の
超
高
齢
化
社
会
対
策
は
、
高
齢
者
の
活
用

を
含
め
、
年
金
を
支
払
う
人
口
を
増
や
す
こ
と
、
こ
の
こ
と
が

先
決
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

ま
た
、
活
力
の
あ
る
日
本
社
会
を
再
生
す
る
た
め
に
は
「
子

供
を
産
み
や
す
く
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
一
政
策
を
早
急

か
つ
大
胆
な
発
想
で
実
行
す
る
こ
と
で
す
ｃ

今
、
日
本
の
よ
う
に
、
男
女
の
ペ
ア
が
平
均
し
て
一
・
一
一
一
九

人
し
か
子
供
を
持
た
な
い
。
し
か
も
こ
の
ま
ま
少
子
化
が
進
行

す
れ
ば
、
や
が
て
〃
赤
ち
ゃ
ん
“
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
珍

し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
味
気
な
い
こ
と
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
上
、
困
っ
た
こ
と
に
少
子
化
問
題
に
、
一

番
無
関
心
な
の
か
、
今
の
若
い
人
た
ち
で
す
。
と
い
っ
て
私
た

ち
や
政
府
が
「
子
供
を
産
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
強
制
す

る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

五
年
前
の
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
の
カ
イ
ロ
亘
一
一
一
口
で
は
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
と
い
っ
て
〃
い
つ
、

何
人
、
子
供
を
産
む
か
ど
う
か
は
女
性
の
選
択
に
よ
る
“
と

い
っ
て
い
ま
す
し
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
四
条
に
「
家
族
生
活
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広
瀬
函
一
九
七
○
年
代
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
こ
ろ
の
日
本

の
出
生
数
は
、
年
間
二
○
○
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
年
々
減
り
続
け
、
二
十
一
世
紀
に
は
年
間
の
出
生
数
が

一
○
○
万
人
を
割
り
込
む
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
山
亜
大
変
な
こ
と
で
す
ね
。
今
の
ま
ま
で
は
、
二
一
○
○
年
の

わ
が
国
の
人
口
は
中
位
推
計
で
も
六
七
三
六
万
人
、
低
位
推
計

で
は
五
○
八
八
万
人
ま
で
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
○
○
年

間
で
日
本
の
人
口
が
半
減
す
る
わ
け
で
す
。
’
○
○
年
先
と
い

う
遠
い
未
来
を
私
た
ち
が
こ
の
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
」
と
躯
っ
て
い
る
よ
う

に
、
子
づ
く
り
は
個
人
の
自
由
で
す
。
し
か
し
、
我
が
国
の
将

来
を
真
剣
に
考
え
た
と
き
、
果
た
し
て
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
ｌ
と
思
う
の
で
す
．
少
子
化
の
影
響
で
こ
れ
か
ら
も
っ

と
も
被
害
を
受
け
る
の
は
今
の
若
者
た
ち
で
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国
の
責
任
と
し
て
、
先
に

掲
げ
た
「
女
性
が
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
の
整
備
」
か
不
可

欠
と
な
る
の
で
す
。

出
産
費
用
は
国
が
負
担
し
、

子
育
て
減
税
、

保
育
所
無
料
化
も

ん
。
し
か
し
、
そ
こ
に
い
た
る
過
程
で
、
猛
烈
な
高
齢
化
と
少

子
化
が
起
こ
り
、
人
口
構
造
が
い
び
つ
な
形
に
な
る
こ
と
だ
け

は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
が
、
先
進
国
の
人
口
問
題
と
途
上
国
の

人
口
問
題
の
大
き
く
違
う
点
で
す
。
こ
の
人
口
構
造
の
い
び
つ

さ
が
、
社
会
構
造
、
家
族
形
態
、
経
済
、
防
衛
な
ど
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
だ
け
は
事
実
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
、
｜
人
当
た
り
の
国
の
ス
ト
ッ
ク
が

増
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
｜
人
当
た
り
資
産
か
増
え
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
｜
人
当
た
り
の
負
債
（
負
の
資
産
）
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
ｃ
特
に
、
適
切
な
経
済
運
営
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
負
の
資
産
の
み
が
急
増
し
、
次
の
世
代
に
覆
い

被
さ
っ
て
く
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
の
原
因
で
あ
る
少
子
化
は
、
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。
我
が

国
の
場
合
、
そ
の
原
因
と
し
て
非
婚
化
、
晩
婚
化
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
二
十
歳
代
後
半
女
性
の
未
婚
率
が
こ
の

十
年
間
で
三
割
か
ら
五
割
に
急
増
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
理

由
は
多
様
で
な
か
な
か
特
定
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
結
婚
し
た

夫
婦
が
何
ら
か
の
理
由
で
産
め
な
い
、
ま
た
は
希
望
す
る
子
供

数
ま
で
得
ら
れ
な
い
、
と
い
う
問
題
に
は
対
応
の
し
ょ
う
が
あ

り
ま
す
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
子
育
て
に
お
金
が
か
か

り
過
ぎ
る
、
教
育
費
が
高
い
、
住
宅
が
狭
す
ぎ
る
、
共
働
き
で

は
保
育
所
等
の
数
や
費
用
に
問
題
が
あ
る
こ
と
等
が
ネ
ッ
ク
に
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な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
国
は
思
い
切
っ
て
出
産
費
用
を
支
給
す
る
と
か
、
子

育
て
減
税
や
児
童
手
当
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
保
育
所
の
無
料

化
・
増
設
、
さ
ら
に
子
育
て
夫
婦
の
た
め
の
住
宅
補
助
金
な
ど

を
出
す
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
可
能
な
政
策
と
し
て
、
①
児
童
手
当
制
度
の
拡

充
。
こ
れ
は
現
行
の
一
一
一
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
と
し
て
支
給
さ

れ
て
い
る
児
童
手
当
を
義
務
教
育
終
了
ま
で
延
ば
し
、
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
一
律
一
万
円
を
給
付
す
る
。
②
小
児
科
に
か
か
っ

て
い
る
医
療
費
負
担
を
現
行
の
三
割
か
ら
一
割
に
す
る
。
③
子

育
て
減
税
を
行
い
、
育
児
を
支
援
す
る
。
④
保
育
時
間
の
延
長

な
ど
保
育
所
制
度
を
改
善
す
る
。
⑤
地
域
社
会
に
お
け
る
子
育

て
支
援
態
勢
の
整
備
。
⑥
育
児
休
業
制
度
の
充
実
。
⑦
不
妊
治

療
に
関
す
る
施
設
の
充
実
、
な
ど
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
は
、
次
世
代
の
大
切
な
”
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ

ソ
ー
ス
“
（
人
的
資
源
）
へ
の
極
め
て
重
要
な
投
資
で
す
。
建

設
国
債
の
事
業
以
上
に
大
事
な
”
公
共
投
資
”
と
し
て
位
置
づ

け
る
べ
き
で
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
対
策
の
財
源
と
し
て
「
子

ど
も
国
債
」
の
発
行
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

広
瀬
』
少
子
化
社
会
と
な
る
と
先
ず
経
済
活
力
が
低
下
す
る
。
社

会
保
障
費
負
担
が
増
大
し
、
労
働
力
不
足
が
生
じ
ま
す
。
さ
ら

に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
自
国
の
防
衛
・
警
察
・
消
防
な
ど
の

治
安
維
持
能
力
が
ぐ
ん
と
低
下
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
今
で
も

後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
い
る
農
・
林
・
漁
業
な
ど
は
産
業
と
し

て
生
き
残
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
。
こ
う
し
た
社
会
の
活
力
を

失
っ
た
国
が
豊
か
に
、
安
全
に
繁
栄
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
山
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
点
が
問
題
な
の
で
す
。
人
口
を
増
や
そ

う
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
子
供
を
産
み

た
い
お
母
さ
ん
を
応
援
す
る
。
子
供
が
欲
し
い
の
に
不
妊
症
な

ど
で
持
て
な
い
状
況
を
改
善
す
る
。
今
夫
婦
の
間
で
の
理
想
子

供
数
と
い
う
も
の
は
平
均
し
て
二
・
九
人
な
の
で
す
。
そ
れ
が

現
状
で
は
、
二
・
二
人
し
か
子
供
が
持
て
て
い
な
い
。
こ
の
間

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
は
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
幸
せ
な

社
会
作
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
供
が
欲
し
く
な
い
の
に
産
ま

ざ
る
を
得
な
い
途
上
国
の
現
状
も
悲
劇
な
ら
ば
、
子
供
が
欲
し

い
の
に
持
て
な
い
日
本
の
現
状
も
悲
劇
で
す
。
そ
の
悲
劇
を
解
決

す
る
た
め
に
政
治
家
が
働
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
防
、
治
安
、

農誰 林
漁
業
の

後
継
者
は

が
担
う
か
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新春対談
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広
瀬
》
ま
た
少
子
化
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
非
婚
化
、
晩
婚
化
に

つ
い
て
は
、
成
人
し
た
男
女
の
自
由
意
志
の
問
題
で
す
か
ら
、

他
人
が
と
や
か
く
い
う
こ
と
の
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
も
現
状
を
見
て
い
ま
す
と
、
非
婚
や
晩

婚
が
本
当
に
自
分
の
意
志
で
、
そ
の
よ
う
に
選
択
し
た
結
果
、

そ
う
な
っ
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

例
え
ば
、
非
婚
や
晩
婚
に
つ
い
て
、
多
く
の
識
者
は
「
社
会

か
豊
か
に
な
っ
た
結
果
、
女
性
が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
結
婚
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
結
果
で
あ
る
」
と

言
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
が
本
当
に
豊
か
な
国
の
姿
な
の
で

し
ょ
う
か
。
結
婚
と
い
う
も
の
を
単
に
経
済
的
な
面
だ
け
で
捉

え
る
と
い
う
の
は
ま
さ
し
く
貧
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

食
べ
ら
れ
る
か
ら
結
婚
す
る
と
か
、
し
な
い
と
か
言
い
ま
す

が
、
結
婚
と
い
う
の
は
、
お
互
い
に
大
切
な
ベ
タ
ー
ハ
ー
フ
と

共
に
、
人
生
の
苦
し
み
、
楽
し
み
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
子
孫

を
残
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
温
か
い
家
庭
を
築
き
、
生
き
て
い

く
ｌ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
．
そ
れ
こ
そ
が
人
間
と

し
て
豊
か
さ
や
幸
せ
の
基
礎
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い

う
発
想
に
向
か
わ
な
い
と
こ
ろ
に
現
在
の
貧
し
さ
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

中
山
》
同
感
で
す
ね
。
少
子
化
対
策
も
、
ま
さ
に
歴
史
の
転
換
点

の
中
で
「
い
か
に
し
て
豊
か
な
社
会
を
築
く
か
」
と
い
う
こ
と

に
換
言
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
応
援
し
、
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
政
治
家

の
仕
事
で
す
。
子
供
は
国
の
基
で
あ
り
、
社
会
の
希
望
で
す
。

こ
の
国
の
未
来
に
希
望
の
種
か
ま
か
れ
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を

広
く
国
民
的
に
討
議
し
、
早
急
に
行
動
に
移
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
経
済
の
再
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
、
日
本
の
果
た
す
べ
き
国
際
社
会
へ
義
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
、
信
じ
ま
す
。

古
来
、
「
希
望
な
き
、
夢
な
き
民
は
滅
び
る
」
と
申
し
ま

す
。
二
十
一
世
紀
に
明
る
い
「
日
本
」
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、

こ
の
道
に
邇
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
瀬
ｍ
今
日
は
、
力
強
い
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
大
変
力
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
中
山
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら

の
具
体
策
を
早
急
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
落
日
ム
ー
ド
を
吹
き
飛
ば
し
、
高
齢
者
も
若
者
も
、

未
来
に
不
安
の
な
い
、
幸
福
な
国
づ
く
り
に
希
望
が
持
て
る
よ

う
、
更
に
ご
精
進
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
対
談
を
終

わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鱈人□間頴讓冨撫 ＩＥ

小川直宏･曰大教授

が講演画曰 本 鰯霊ＩＣ

熱心に受講する

国際人ロ問題議

員懇の出席議員

一参議院第一

会議室で－

￣‐
Ｉ
｜
｜

公
平
・
平
等
の
〃
社
会
政
策
〃
か

効
率
重
視
の
〃
出
生
促
進
策
“
か

ｌ
急
ぎ
対
策
を
ノ
ー

２
人
を
切
っ
た
理
想
子
供
数

Z圏虞

③

「
こ
の
ま
ま
深
刻
な
少
子
化
が
進
め
ば
、

二
十
一
世
紀
の
日
本
は
危
機
に
陥
る
」
ｌ

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
は
、
立
ち
遅
れ

て
い
る
わ
が
国
の
少
子
化
を
重
要
な
政
治
課

題
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
対
策
を
急
ぐ
た
め

十
一
一
月
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
参
議
院
議
員

会
館
第
一
会
議
室
で
同
懇
談
会
合
同
部
会
を

開
き
、
小
川
直
宏
・
日
本
大
学
教
授
を
講
師

に
「
日
本
の
少
子
化
と
そ
の
現
状
」
を
テ
ー

圏

▽

寂
自

團廻麺
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国際人ロ問題議員懇談会・合同部会

図表で説明する

小川直宏･日大教授

マ
と
し
た
熱
心
な
勉
強
会
を
開
い
た
。

小
川
教
授
は
日
米
の
共
同
研
究
の
成
果
に

基
づ
く
同
日
の
講
演
の
な
か
で
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
事
例
を
次
々
に
取
り
上
げ
説
明
し

た
が
、
大
局
的
に
は
①
健
全
な
マ
ク
ロ
経
済

政
策
の
実
施
、
②
公
正
・
平
等
の
”
社
会
政

策
”
か
、
効
率
重
視
の
”
出
生
促
進
策
“
か

の
二
者
択
一
の
選
択
、
③
理
想
子
供
数
が
変

わ
ら
な
い
前
に
対
策
を
ｌ
を
重
視
し
た

思
い
切
っ
た
政
策
の
実
施
を
急
が
な
け
れ
ば

今
回
の
発
表
は
、
日
米
の
共
同
研
究
の
成

果
と
し
て
出
さ
れ
た
英
文
論
文
を
も
と
に
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
研
究
成
果

そ
の
も
の
が
、
で
き
た
ば
か
り
で
す
の
で
ま

だ
未
熟
な
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
’
九
四
七
年
か
ら
最
近
ま
で
の
Ｔ

Ｆ
Ｒ
函
合
計
特
殊
出
生
率
（
生
涯
に
産
む
赤

ち
ゃ
ん
の
数
）
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

団
塊
の
世
代
で
は
女
性
一
人
当
た
り
の
Ｔ
Ｆ

Ｒ
は
四
・
五
人
で
し
た
。
そ
れ
が
、
一
○
年

間
で
出
生
率
が
半
減
し
ま
し
た
。
こ
の
急
激

な
減
少
は
世
界
で
も
例
を
見
な
い
も
の
で
し

た
。
大
き
な
流
れ
で
い
い
ま
す
と
、
そ
の
後

安
定
し
、
一
度
若
干
上
昇
し
、
オ
イ
ル

な
ら
な
い
ｌ
と
強
調
、
出
席
し
た
国
会

議
員
の
決
意
を
促
し
た
。

合
同
部
会
は
、
中
山
太
郎
会
長
の
挨
拶
の

の
ち
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
新
政
権
樹
立
後
、
日
本

国
議
員
と
し
て
初
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
ロ
事

情
を
視
察
し
た
谷
津
義
男
議
員
団
長
が
現
地

状
況
（
本
財
団
の
主
催
事
業
、
別
面
に
記

載
）
を
報
告
。
清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
の
司

会
で
、
小
川
教
授
が
次
の
よ
う
な
発
表
を

行
っ
た
。

シ
ョ
ッ
ク
の
後
ま
た
落
ち
は
じ
め
た
、
と
い

え
ま
す
。

こ
の
点
か
ら
、
日
本
の
出
生
率
は
、
二
段

階
に
分
け
て
下
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の

結
果
、
実
際
に
持
つ
子
供
の
数
と
持
ち
た
い

子
供
の
数
、
つ
ま
り
理
想
子
供
数
が
乖
離
を

し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
乖
離
こ
そ
が
、
政
府
が
介
入
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
持
ち
た

い
子
供
の
数
ほ
ど
産
め
な
い
と
い
う
現
状
に

対
応
す
る
の
が
、
少
子
化
対
策
の
基
本
と
な

る
の
で
す
。

一
九
四
七
年
か
ら
四
九
年
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
で
は
一
年
間
に
二
七
○
万
人
出
生

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
急
激
に
低
下
し

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
直
前
に
ま
た
多
数
生
ま

れ
ま
し
た
。
教
育
を
含
め
、
こ
こ
に
目
を
つ

け
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

の
世
代
は
日
本
の
消
費
パ
タ
ー
ン
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
世
代
が
現

在
二
十
歳
台
の
後
半
に
さ
し
か
か
っ
て
き
お

り
、
こ
の
人
口
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か

で
、
将
来
の
消
費
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
齢
化
社
会
は
出
生
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
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く
る
と
い
え
ま
す
。
現
状
を
考
え
ま
す
と
、

高
齢
化
社
会
の
到
来
は
選
択
の
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口
学
的
に
は
少
子
化

Ⅱ
高
齢
化
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
す
。

日
本
を
は
じ
め
、
先
進
工
業
国
の
基
本
的

な
人
口
の
高
齢
化
の
パ
タ
ー
ン
を
見
る
と
、

一
九
七
○
年
ま
で
は
圧
倒
的
に
少
孑
化
、
つ

ま
り
、
子
供
が
生
ま
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
高
齢
化
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
最
近
の
高
齢
化
は
寿
命
の
伸
び
と
、
中

高
年
の
死
亡
の
低
下
が
、
高
齢
化
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
の
で
す
。

少
子
化
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る

寿
命
の
限
界
、
平
均
余
命
で
は
な
く
健
康
余

命
、
つ
ま
り
〃
何
年
間
ベ
ッ
ド
に
寝
な
い
で

生
き
る
か
〃
を
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
か
な
い

と
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
問
題
を
乗

り
切
れ
ま
せ
ん
。

少
子
化
対
策
を
進
め
る
な
ら
、
同
時
に
、

死
亡
・
寿
命
の
限
界
・
安
楽
死
・
尊
厳
死
の

問
題
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
婚
は
し
た
け
ど
、
生
活
が
苦
し
か
っ
た

た
め
に
子
供
を
つ
く
ら
な
く
な
っ
た
、
と
い

う
の
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
の
子
供
を
持

た
な
い
理
由
で
し
た
。
し
か
し
、
一
九
八
○
造
に
な
り
ま
す
。

年
か
ら
九
○
年
に
な
る
と
、
全
く
違
っ
た
構

結
婚
し
た
の
ち
に
第
一
子
を
持
つ
こ
と
、

つ
ま
り
子
供
を
持
つ
か
ど
う
か
の
選
択
が
、

難
し
く
な
り
、
結
婚
し
て
も
子
供
を
持
た
な

い
世
帯
が
増
大
す
る
一
方
で
、
子
供
を
三
人

待
つ
人
も
増
え
、
二
極
化
し
て
き
た
わ
け
で

す
。
最
近
の
五
年
間
は
、
こ
の
二
極
化
が
拡

大
し
た
と
い
え
ま
す
。
政
府
は
言
及
し
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
出
生
率
を
引
き
下
げ
て
い
る

の
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
（
デ
ィ
ン
ク
ス
孵
共
働

き
で
子
供
は
つ
く
ら
な
い
）
が
、
九
○
年
代

急
浮
上
し
て
き
た
た
め
と
い
え
ま
す
。

結
婚
し
て
も
、
子
供
を
持
た
な
い
夫
婦
と

八
○
年
代
に
三
子
待
っ
た
人
が
、
九
○
年
代

に
四
子
、
五
子
目
を
持
ち
た
が
っ
て
い
る
、

も
う
一
つ
は
、
デ
ィ
ン
ク
ス
の
女
性
は
一

五
％
で
あ
り
、
今
の
状
態
で
は
政
府
の
見
込

み
よ
り
も
っ
と
高
い
数
値
に
な
り
、
二
七
％
の

圃
Ｄ
－
Ｎ
Ｋ
Ｓ
（
共
働
き
で
孑
供
は
つ
く
ら
な
い
）
の
出
生
百
動
に
注
目

．
Ⅳ
％
の
女
性
が
生
涯
子
供
を
持
た
な
く
な
る
Ｉ

と
い
う
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
デ
ィ
ン
ク
ス
の
出
生
行
動
に
着

目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

’
九
五
一
年
時
点
で
は
、
男
子
の
結
婚
率

は
高
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
安
定
し
ま

し
た
が
、
途
中
か
ら
急
激
に
低
下
し
、
女
子

も
低
下
し
は
じ
め
ま
し
た
。
今
日
の
よ
う
な

結
婚
市
場
が
続
く
と
、
男
子
一
三
％
が
未
婚

に
な
り
、
女
子
は
、
一
五
％
未
婚
に
な
り
ま

す
。
東
京
都
の
場
合
、
四
十
五
歳
か
ら
四
十

九
歳
ま
で
の
未
婚
率
は
、
一
九
七
五
年
に
は

八
％
だ
っ
た
の
が
、
わ
ず
か
二
十
年
間
で
、

四
倍
に
な
っ
た
の
で
す
。

女
性
が
生
涯
子
供
を
持
た
な
く
な
り
ま
す
。

男
性
の
場
合
は
も
っ
と
厳
し
く
、
男
性
優

位
で
あ
っ
た
結
婚
市
場
が
低
下
傾
向
に
な
り

I‘
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ま
す
。
都
道
府
県
別
の
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ

る
と
、
中
学
校
卒
業
の
学
歴
を
持
つ
男
性
の

場
合
、
五
十
歳
に
お
け
る
未
婚
率
Ⅱ
生
涯
未

婚
の
確
率
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
で
学
歴
別
未
婚
率
の
男
女
割
合
が
そ

ろ
う
か
と
い
う
と
、
高
校
卒
業
の
学
歴
を

持
っ
た
場
合
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
短
大
に
な

る
と
、
女
子
の
未
婚
率
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な

り
、
四
年
制
の
大
学
に
な
る
と
、
全
く
女
子

が
不
利
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
、
は
た
し

て
日
本
だ
け
の
現
象
か
と
い
う
と
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
未
婚
化
と
い
う
の

は
、
日
本
だ
け
の
独
特
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
四
十
五
歳
か
ら
四
十
九
歳
の
女
性
の

未
婚
率
を
調
べ
て
み
る
と
ア
ジ
ア
の
ほ
う
が

日
本
よ
り
確
率
が
高
い
の
で
す
。

未
婚
率
の
増
加
は
日
本
を
は
じ
め
、
急
成

長
し
て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
で
急
速
に
起
こ
っ

て
い
る
現
象
と
い
え
ま
す
。
東
京
都
と
バ
ン

コ
ク
を
比
べ
る
と
、
高
等
教
育
を
受
け
た
日

本
の
大
学
生
よ
り
も
バ
ン
コ
ク
の
ほ
う
が
未

婚
率
が
高
く
、
二
一
％
に
な
っ
て
い
る
。
都

市
化
が
進
ん
だ
日
本
や
ア
ジ
ア
で
も
、
四
年

制
の
大
学
を
卒
業
し
た
女
性
の
未
婚
率
が
急

増
し
て
い
る
の
で
す
。

女
性
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
、
男
性
を
選

ぶ
か
と
い
う
選
択
基
準
を
見
る
と
、
’
九
八

八
年
か
ら
九
八
年
の
十
年
間
で
、
多
く
の
年

齢
別
で
見
て
も
相
手
の
男
性
の
所
得
が
重
要

で
、
相
手
の
職
業
、
教
育
、
年
齢
の
占
め
る

比
重
は
あ
ま
り
大
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

未
婚
女
性
に
と
っ
て
な
に
が
重
要
な
の
か

を
示
す
要
素
の
中
で
、
唯
一
数
値
が
上
が
っ

て
い
る
、
つ
ま
り
結
婚
を
決
定
す
る
要
素
と

し
て
の
重
要
度
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
、

〃
相
手
の
親
と
の
同
居
の
有
無
“
で
す
。
日

本
の
低
出
生
社
会
に
お
い
て
、
親
と
の
同
居

と
い
う
の
は
基
本
的
に
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

日
本
政
府
が
い
う
日
本
型
福
祉
社
会
の

ベ
ー
ス
に
な
る
「
同
居
は
国
民
の
国
民
資
産

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
か
つ
て
厚
生
白
書

に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
に

お
い
て
同
居
が
は
た
し
て
国
民
資
産
で
あ
り

う
る
の
で
し
ょ
う
か
。
従
来
は
、
見
合
い
結

婚
が
主
流
で
、
親
と
同
居
す
る
人
を
選
択
す

る
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
そ

れ
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
九
六
○

年
代
か
ら
現
在
ま
で
、
結
婚
を
出
会
い
別
に

分
類
す
る
と
、
急
速
に
低
下
し
て
い
る
の

が
、
親
の
紹
介
、
親
類
、
血
縁
関
係
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
比
率

が
増
し
て
き
て
い
る
の
が
友
達
、
同
僚
か
ら

の
紹
介
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
、
五
、
六

年
で
急
激
に
結
婚
に
結
び
つ
く
契
機
と
し
て

上
が
っ
て
い
る
の
が
、
学
校
や
サ
ー
ク
ル
で

す
。
つ
ま
り
結
婚
市
場
に
お
け
る
血
縁
の
比

重
が
低
下
し
、
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

結
婚
市
場
を
形
作
る
主
因
と
な
っ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

結
婚
の
最
近
の
パ
タ
ー
ン
で
、
急
激
に
低

下
し
て
い
る
の
が
、
見
合
い
結
婚
の
割
合
で

す
。
一
九
五
五
年
に
は
六
三
％
の
結
婚
が
見

合
い
で
し
た
が
、
今
は
一
○
％
を
切
っ
て
い

ま
す
。

交
際
期
間
と
い
う
点
か
ら
い
い
ま
す
と
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。
交
際
期
間
が
伸
び

て
お
り
、
特
に
、
一
九
七
○
年
に
は
、
平
均

し
て
付
き
合
っ
て
か
ら
一
年
ち
ょ
っ
と
で
結

婚
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
三
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

見
合
い
の
場
合
は
、
最
近
で
も
結
婚
ま
で

の
期
間
は
変
わ
り
な
く
、
ほ
ぼ
同
じ
期
間
で
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結
婚
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
恋
愛
で
の
結

婚
ま
で
の
期
間
が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
の
で

す
。出
生
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
、
さ
ら
に
重

要
な
の
は
結
婚
か
ら
第
一
子
を
産
む
ま
で
の

間
隔
で
で
す
。
結
婚
年
齢
が
遅
れ
る
上
に
、

結
婚
し
て
か
ら
第
一
子
を
持
つ
ま
で
の
間
隔

が
長
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
以
前
は
、
’

六
カ
月
だ
っ
た
の
が
、
二
七
カ
月
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の

場
合
よ
り
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
人
の
結
婚
観
が
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
結
婚
し
た
ら
女
の
人
が
子
供
か
ら
幸
せ
を

得
る
た
め
に
〃
ま
ず
子
供
を
つ
く
る
“
と
い

う
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
も
の
か
、
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
な
夫
婦
間
の
幸
福
を
求
め
る
結
婚
に

変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
子
を
持
つ
の

を
延
ば
し
て
、
互
い
の
理
解
を
深
め
る
と
い

う
傾
向
に
、
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。
し
か

し
、
離
婚
率
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
は
現
在
、
結
婚
前
に
妊
娠

す
る
ケ
ー
ス
が
二
五
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

七
○
年
代
に
は
二
％
だ
っ
た
の
で
、
倍
増

し
て
い
ま
す
。
結
婚
Ⅱ
出
産
で
は
な
く
、
結

婚
と
出
産
と
が
別
の
こ
と
と
な
っ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

少
子
化
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
交

際
期
間
が
長
く
な
っ
て
、
そ
し
て
第
一
子
を

産
む
ま
で
の
期
間
が
き
わ
め
て
長
く
な
っ
た

出
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
て
い
る
の

は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

住
宅
環
境
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
こ
の
点
を

分
析
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
け
ば
、
政
策
的

に
介
入
す
る
余
地
が
出
て
く
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
女
性
が
ど
こ
で
職
を
辞
め
る
か
と
い
う
時

期
の
問
題
で
す
。
一
九
五
五
年
と
一
九
九
六

先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
、
日
本
型
の
社

会
保
障
の
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
同

居
率
は
一
九
六
○
年
頃
、
三
人
中
一
一
組
あ
っ

た
も
の
が
、
そ
の
後
、
低
下
し
は
じ
め
現
在

で
は
三
○
％
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同

居
の
理
由
と
し
て
一
番
多
い
の
は
、
相
手
が

．
遅
れ
て
い
る
出
生
の
タ
イ
ー
ニ
グ
の
分
析
が
必
要
Ｉ

圃
妻
の
親
と
な
ら
同
居

こ
と
で
、
全
体
的
に
タ
イ
ミ
ン
グ
の
遅
れ

が
、
出
生
率
の
低
下
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
産
む
タ
イ
ミ
ン

グ
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
状
況
は
だ
い
ぶ
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

年
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
結
婚
を
機
会

と
し
て
職
を
辞
め
な
く
な
り
、
第
一
子
を
産

ん
で
か
ら
辞
め
る
、
と
い
う
傾
向
が
出
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
女
性
に
と
っ
て
、

機
会
費
用
の
上
昇
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
結
婚
し
て
失
う
も
の
も
多
い
が
、
子
供

を
持
つ
こ
と
に
よ
る
損
失
の
ほ
う
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す
。

長
男
で
あ
る
こ
と
で
す
が
、
現
在
で
は
、
長

男
で
あ
っ
て
も
同
居
し
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
相
手
の
女
性
の
親
と
住
む

事
例
が
、
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
父
系
か

ら
母
系
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

親
と
相
手
と
ど
こ
に
住
む
か
に
つ
い
て
、
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毎
日
新
聞
社
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
八

○
％
の
近
く
の
人
が
、
同
棲
に
肯
定
的
で

す
。
性
行
動
の
低
年
齢
化
と
と
も
に
、
同
棲

の
可
能
性
が
日
本
で
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。ア
メ
リ
カ
の
事
例
か
ら
同
棲
に
つ
い
て
分

ま
た
、
若
干
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年

の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
未
婚
の
女
性
の
性

行
動
が
活
発
化
し
、
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
一
九
九
○
年
か
ら
デ
ー
タ
を
二
年
ご
と

統
計
的
な
結
果
を
分
析
す
る
と
、
夫
の
親
と

同
居
す
る
場
合
と
、
妻
の
親
と
同
居
す
る
場

合
で
、
同
居
を
解
消
し
た
い
と
い
う
希
望
の

割
合
が
違
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
夫
の
親
と

同
居
し
て
い
る
場
合
、
ほ
ぼ
五
五
％
の
人

が
、
解
消
を
望
ん
だ
こ
と
が
あ
る
、
と
答
え

て
い
る
の
に
対
し
、
妻
の
両
親
と
住
ん
で
い

る
場
合
に
は
、
同
居
解
消
へ
の
希
望
は
非
常

国
別
％
近
く
が
同
棲
に
肯
定
的

画
活
発
化
し
て
い
る
未
婚
女
性
の
性
行

１
口
１
１
口

折
し
て
み
る
と
、
黒
人
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、

同
棲
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
は
労
働
意
欲
を
失

い
、
社
会
的
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
く
つ
い
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
政
府
が
豊
か
な
時
は
い

い
が
、
厳
し
く
な
る
と
、
財
政
を
圧
迫
し
、

こ
の
同
棲
の
増
加
は
社
会
問
題
と
な
り
ま

に
分
析
し
た
結
果
で
す
が
、
こ
れ
に
は
、
特

に
決
定
因
子
と
呼
べ
る
要
素
が
現
れ
て
き
ま

せ
ん
。
決
定
因
子
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

皆
等
し
く
同
じ
よ
う
に
、
教
育
が
高
い
と
か

に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
の
親
と
同
居
す
る
場
合
、
女
性
の
側
か

ら
離
婚
申
し
立
て
を
す
る
可
能
性
が
高
く
、

女
性
の
親
と
同
居
す
る
場
合
に
比
べ
て
約
二

○
％
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
統
計

的
に
見
て
も
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ

ス
と
の
共
同
研
究
の
結
果
で
も
明
ら
か
で

す
。

Ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｄ

す
。
イ
ギ
リ
ス
も
同
様
な
状
態
で
す
。

’
九
九
○
年
代
に
入
り
、
四
五
％
の
未
婚

の
女
性
が
、
ま
っ
た
く
デ
ー
ト
の
相
手
が
い

な
い
の
で
す
。
結
婚
し
た
い
意
欲
は
あ
る

が
、
”
何
も
特
別
に
し
て
な
い
“
と
、
答
え

て
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
、
男
女
と
も
九
五
％
が
親
と

住
ん
で
い
る
た
め
、
結
婚
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
カ
ン
ガ
ル
ー
世
代
と

低
い
な
ど
の
傾
向
が
あ
ま
り
な
く
、
ほ
ぼ
す

べ
て
横
な
ら
び
で
性
行
動
が
変
化
し
て
き
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
女
性
の
性
行
動
が

活
発
化
し
、
年
齢
と
と
も
に
比
率
は
上
が
っ

て
い
ま
す
。
一
九
九
四
年
か
ら
九
六
年
、
こ

の
時
、
日
本
に
何
が
あ
っ
た
の
か
不
明
で
す

が
、
明
ら
か
に
こ
の
二
年
の
間
に
性
行
動
が

急
激
に
変
化
し
、
そ
の
傾
向
が
今
も
続
い
て

い
る
の
で
す
。
何
か
特
定
の
決
定
因
子
が
判

明
し
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
変
化

の
要
因
は
、
教
育
も
所
得
も
関
係
な
く
、
価

値
観
の
変
化
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
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呼
ん
で
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
と
比
較
す
る

と
、
日
本
で
は
十
八
歳
か
ら
二
十
四
歳
の
男

ま
た
、
出
生
順
位
、
教
育
、
ど
こ
に
住
ん

で
い
る
か
の
要
素
を
す
べ
て
計
算
に
入
れ
た

統
計
分
析
を
行
う
と
、
「
結
婚
し
た
い
か
否

か
」
を
決
め
る
最
大
の
決
定
因
子
は
、
自
分

の
〃
父
親
が
家
庭
で
ど
の
く
ら
い
家
事
を
手

伝
っ
た
か
“
で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。
両
親
の
結
婚
生
活
、
特
に
父
親
を
見

て
、
自
分
の
結
婚
観
を
築
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

大
分
県
の
平
松
知
事
は
、
「
Ｗ
Ｍ
作
戦

（
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
チ
作
戦
）
」
で
、

県
庁
の
職
員
を
見
合
い
相
手
に
し
て
、
独
身

男
性
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
女
の
人

二
○
○
○
人
が
集
ま
り
、
大
成
功
を
収
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
二
回
目
を
実
施
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
男
性
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
機
会
さ
え
あ
れ
ば
ま

だ
結
婚
へ
の
希
望
は
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は

日
本
ば
か
り
で
は
な
く
私
の
知
り
合
い
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
、
彼
は
博
士
号
を
持
っ
て
い

国
父
親
を
見
て
結
婚
観
を
築
く

性
の
八
○
％
が
親
と
同
居
し
て
い
る
の
に
対

し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
○
％
以
下
で
す
。

る
よ
う
な
人
口
の
専
門
家
な
の
で
す
が
、
見

合
い
の
た
め
の
ポ
ー
ト
・
ク
ル
ー
ズ
へ
応
募

し
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
時
は
い
い
相
手

を
見
出
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ま
た
応

募
す
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

少
子
化
へ
話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
で

は
、
現
在
結
婚
し
て
い
る
二
五
～
二
六
％
の

夫
婦
が
、
理
想
子
供
数
を
産
ん
で
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
の
夫
婦
が
子
供
を
理
想
子
供
数

ま
で
産
め
ば
、
日
本
の
出
生
率
は
、
解
決
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

理
想
子
供
数
は
変
わ
ら
な
い
が
、
現
実
の

子
供
数
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
乖
離

が
年
々
、
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
問
題
で
す
。
学
問
的
に
は
、
価
値
観
と
現

実
Ⅱ
行
動
と
規
範
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
の
間
は
必
ず
埋
ま
り
ま
す
。
そ
の
埋

ま
り
方
は
価
値
観
が
下
が
る
、
つ
ま
り
理
想

子
供
数
そ
の
も
の
が
低
下
し
て
し
ま
う
か
、

出
生
が
増
加
す
る
か
し
か
な
い
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
例
で
は
、
価
値
観
が
突
然
下

が
り
ま
し
た
。
も
は
や
理
想
子
供
数
が
急
激

に
下
が
っ
て
し
ま
え
ば
、
希
望
し
て
い
な
い

の
で
す
か
ら
政
府
が
介
入
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

毎
日
新
聞
社
の
世
論
調
査
結
果
で
は
、
今

回
、
初
め
て
未
婚
女
性
の
理
想
子
供
数
が
二

人
を
切
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
見
る
と
、

将
来
的
に
理
想
子
供
数
が
突
然
下
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
供
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
親
の
価
値
観

は
、
毎
年
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

老
人
の
介
護
に
対
す
る
価
値
観
は
突
然
下
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
老
人
介
護

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
社
会
の
意

識
が
あ
る
日
突
然
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
現
在
、
日
本
の
女
性
の
八
○

％
が
、
親
の
面
倒
を
み
る
こ
と
は
〃
良
い
こ

と
で
あ
る
“
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化

社
会
が
実
際
に
現
実
の
も
の
に
な
り
、
在
宅

ケ
ア
中
心
に
切
り
替
わ
っ
た
と
き
に
、
実
際

に
建
前
論
か
ら
本
音
論
に
変
わ
つ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
政
策
的
に
注
目
し

た
い
の
は
、
四
人
、
五
人
産
む
人
が
現
在
た
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く
さ
ん
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
の
も
一
つ
の

手
段
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま

り
、
多
く
産
む
人
に
多
く
産
ん
で
も
ら
う
の

も
対
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

少
子
化
を
め
ぐ
る
、
子
供
と
は
一
体
何
か

と
い
う
議
論
が
日
本
社
会
の
中
で
欠
落
し
て

い
ま
す
。
国
民
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て

子
供
は
、
政
府
が
介
入
を
必
要
と
す
る
公
共

財
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、
私
的
財
な
の
か

を
し
っ
か
り
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
す
。

例
え
ば
、
小
学
校
、
中
学
校
と
、
区
立
に

行
っ
た
場
合
、
税
金
で
子
供
が
育
て
ら
れ
た

の
で
、
公
共
財
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
一

方
、
私
立
の
小
学
校
、
中
学
校
へ
行
け
ば
、

そ
れ
は
個
人
的
な
資
金
で
支
出
さ
れ
る
の
で

す
か
ら
私
的
財
に
な
り
ま
す
ｂ
子
供
が
公
共

財
の
部
分
が
あ
れ
ば
、
政
府
が
介
入
し
返
金

さ
せ
る
余
地
は
あ
り
ま
す
が
、
完
全
に
私
的

財
で
あ
れ
ば
そ
の
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
子
供
は
完
全
な
公
共
財
で
も
あ
り

え
な
け
れ
ば
、
完
全
な
私
的
財
で
も
な
い
の

で
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
政
府
の
や
っ
て
き
た
出

生
対
策
は
、
あ
く
ま
で
も
社
会
政
策
の
一
端

と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
の
苦
い
経
験
が
あ
る
の
で
、
“
産
め

よ
殖
や
せ
よ
“
は
い
や
だ
。
し
か
し
、
年
金

問
題
が
あ
る
の
で
、
な
ん
と
か
子
供
を
増
や

し
た
い
。

年
金
問
題
と
い
う
点
か
ら
の
議
論
、
こ
れ

は
、
子
供
を
公
共
財
と
し
て
考
え
て
い
る
の

で
す
。

少
子
化
問
題
の
対
策
を
と
る
に
は
、
最
終

的
に
は
、
効
率
か
公
正
を
と
る
か
①
一
つ
に

一
つ
し
か
な
い
の
で
す
。
公
正
と
い
う
考
え

方
を
原
則
と
し
て
、
社
会
政
策
と
平
等
感
を

主
体
と
し
た
政
策
を
進
め
、
今
の
よ
う
な
児

童
手
当
を
維
持
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
社
会

的
公
平
と
か
公
正
を
犠
牲
に
し
て
も
、
効
率

性
を
重
視
し
思
い
切
っ
て
効
率
を
上
げ
る
た

め
に
、
出
生
促
進
政
策
に
す
る
か
、
の
い
ず

れ
か
で
す
。

補
助
金
を
つ
け
る
場
合
で
も
、
働
い
て
い

る
母
親
に
つ
け
る
場
合
と
、
在
宅
で
フ
ル
タ

イ
ム
で
子
供
を
み
て
い
る
母
親
に
つ
け
る
の

と
で
は
、
違
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
公
共
の
公
平
の
原
理
は
侵
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
選
択
的
に
出
生

率
が
上
が
る
よ
う
な
補
助
金
の
付
け
方
に
す

る
か
、
の
政
策
的
選
択
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
わ
け
で
す
。
も
し
、
少
子
化
の
解
消
を
効

率
化
し
な
が
ら
公
平
を
保
つ
と
い
う
こ
と
を

や
ろ
う
と
す
る
と
、
経
済
成
長
率
を
高
い
数

字
に
保
ち
、
財
政
出
動
を
し
続
け
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
一
九
九
○
年
に
、
二
・

一
四
と
い
う
合
計
特
殊
出
生
率
を
達
成
し
、

先
進
工
業
国
最
大
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
今
年
前
半
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
、
一
・
四
ま
で
下
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
経
済
の
崩
壊

と
、
政
府
の
補
助
金
カ
ッ
ト
、
経
済
の
悪
化

に
よ
る
も
の
で
す
。
東
ド
イ
ツ
が
一
九
九
○

年
に
、
東
西
ド
イ
ツ
に
統
合
さ
れ
た
時
に
、

東
ド
イ
ツ
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
○
・
七
ま

で
下
が
っ
た
の
も
、
こ
れ
は
西
ド
イ
ツ
と
の

経
済
の
統
合
に
よ
り
、
競
争
力
を
失
い
、
補

助
金
が
な
く
な
り
、
市
場
経
済
に
任
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
少
子
化
対
策

を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
マ
ク
ロ

経
済
運
営
が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。ア
ジ
ア
全
体
と
し
て
い
え
る
の
が
、
人
的
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資
源
政
策
の
問
題
で
す
。
ア
ジ
ア
の
国
々
に

お
い
て
、
一
九
八
○
年
代
に
は
人
口
、
出

生
、
死
亡
、
健
康
、
教
育
を
含
め
、
人
間
資

源
の
分
野
が
急
速
に
改
善
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
景
気
が
悪
く
な
る
と
真
っ
先
に
予
算
が

削
減
さ
れ
る
の
が
こ
れ
ら
の
分
野
で
す
。

ア
ジ
ア
の
経
験
か
ら
い
え
ば
、
将
来
、
出

生
率
が
さ
ら
に
低
下
し
て
年
金
が
少
な
く
な

り
、
景
気
が
悪
く
な
る
と
、
こ
の
分
野
か
ら

真
っ
先
に
予
算
が
切
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
会
議
員
の
先

生
方
に
は
、
出
生
率
を
上
げ
る
た
め
の
政
策

と
し
て
ど
の
く
ら
い
〃
効
率
性
重
視
“
の
政

策
を
と
る
か
、
そ
れ
と
も
、
出
生
率
の
劇
的

な
改
善
は
あ
き
ら
め
て
で
も
”
平
等
“
を
と

る
か
、
政
治
家
と
し
て
政
策
の
選
択
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
女
性
の
価
値
観
は
、
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
根
底
に
あ
る
も

の
は
、
変
わ
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
。
日
本
女
性
の
価
値
観
が
変
化
し
た
面
と

変
化
し
て
い
な
い
面
を
理
解
し
た
う
え
で
政

策
を
と
る
べ
き
で
、
欧
米
の
よ
う
な
政
策
を

単
純
に
日
本
に
適
用
す
る
こ
と
で
は
問
題
は

解
決
し
ま
せ
ん
。

そ
の
一
つ
の
例
が
子
育
て
に
関
す
る
価
値

観
で
す
。
毎
日
新
聞
社
の
調
査
で
、
子
供
を

保
育
園
に
あ
ず
け
て
い
る
の
は
、
二
四
％

で
、
七
五
％
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
あ
ず
け
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
ど
う
し
て
あ
ず
け

な
い
の
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、
｜
自
分
の

手
で
育
て
た
い
」
と
い
う
回
答
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
日
本

の
お
母
さ
ん
た
ち
が
母
親
業
に
対
し
て
、
非

常
に
大
き
な
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
価
値
観
に
対
応
し

た
政
策
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
を
無
視
し
て
、
い
く
ら
保
育
園
を

作
っ
て
も
国
の
政
策
と
お
母
さ
ん
方
の
価
値

観
が
全
然
合
わ
な
い
と
意
味
が
な
い
の
で

す
。色
々
と
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
後

に
改
め
て
一
言
申
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い

か
な
る
条
件
が
あ
ろ
う
と
も
少
子
化
対
策
を

立
て
る
場
合
、
理
想
子
供
数
が
変
わ
ら
な
い

前
に
立
て
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
残
さ
れ
て
い
る
時
間
は
あ
ま
り
な
い

画
”
子
育
て
は
自
分
の
手
で
“
母
親
業
に
価
値
観
を
持
つ
曰
本
女
性

と
思
い
ま
す
。

圃
巨

司
匡
汕
一

藷
輝
明
陣
刎
皿
華

爵
干
。
』
⑪

ア国会議

ＷＦＰＡ）

４ＦＰＰＤ

ﾖ際会議’

ＩＰＰＦ）

ゾアの役

ゴム開講

崖の「第15回

。・環境議員

開発に関する

可日、韓国・

藍金（ＵＮＦＰ

ま、①ICPD

人口増加と１

１本のワナロー

』
宮
・
ｒ

ロ
ゴ
、

五
一
Ｆ
円

遅
日
会
簾
料
の

四
８
コ
て
食
驚

筆
韮
ｊ
ノ
コ
ヨ
一
圧
二
凸

山
が
②

１
６

国
雨

四
・
ワ 廉
壬
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と
よ
く
贋
か
れ
る
ｃ
そ
も
そ

も
「
日
本
財
団
と
は
競
艇
の

売
上
金
の
一
一
一
・
三
％
を
、
先
見
性
と
柔
軟
性

を
も
っ
て
、
幅
広
い
公
益
活
動
を
推
進
す
財

団
法
人
…
…
」
（
財
団
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
「
工
ｍ
三
宅
で
○
二
「
○
亡
ヱ
ロ
ア
「
’
○
三
」

か
ら
）
な
の
だ
が
、
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ

一
」

■
１
１

「
日
本
財
団
と
は
何
ぞ
や
」

と
よ
く
聞
か
れ
る
。
そ
も
そ

●歌川令三くうたがわ･れいぞう＞
1934年、東京都生まれ

現職：財団法人日本船舶振興会（日本財
団）常務理事

最終学歴：横浜国立大学経済学部卒業
職歴：毎日新聞社取締役編集局長、卿世
界平和研究所理事、政府税制調査会委
員、金融制度調査会専門委員

■
■

｜
寸

当
財
団
の
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
請
団

体
は
ベ
ト
ナ
ム
障
害
者
援
助
組
織
。
ベ
ト
ナ

ム
系
ア
メ
リ
カ
人
、
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ

Ａ
氏
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
米
国
内
の
非
営

卜
を
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
（
問
い

合
わ
せ
先
は
、
日
本
財
団
広
報
部
）
。

ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）

●あるベトナム系
米人の半生

●

利
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
日
本
財
団
の
ほ
か
に
ベ
ト
ナ

ム
政
府
や
米
国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
）
の
協
力
も
得
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
負

傷
し
た
身
体
障
害
者
や
、
い
ま
だ
に
発
生
す

る
地
雷
の
被
害
者
な
ど
に
、
義
手
・
義
足
や

車
椅
子
を
提
供
し
、
リ
ハ
ビ
リ
や
職
業
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
何
故
、
財
団
が
援
助
に

踏
み
切
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
リ
ー
ダ
ー
の
人

物
像
に
ほ
れ
こ
ん
だ
か
ら
な
の
だ
。

Ｃ
Ａ
氏
の
半
生
は
波
潤
万
丈
で
あ
る
。
一

九
五
一
年
、
中
部
ベ
ト
ナ
ム
の
塑
壕
の
中
で

生
ま
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
の
空
襲
下
で
の
誕

幻
生
で
あ
る
。
三
年
後
、
彼
の
兄
は
フ
ラ
ン
ス

が
刊
行
し
て
い
る
「
人
ロ
と
開
発
シ
リ
ー

ズ
」
の
表
紙
に
、
当
財
団
の
ニ
コ
ニ
コ
マ
ー

ク
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
同
協
会
が
、
当
財

団
の
大
事
な
援
助
先
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
な
の
だ
。

「
日
本
財
団
と
は
何
ぞ
や
」
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
海
外
で
の
活
動
の
い
く
つ
か

を
紹
介
す
る
。
そ
こ
に
は
人
間
の
心
の
触
れ

合
い
、
海
外
旅
行
の
本
に
は
な
い
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
ド
ラ
マ
が
あ
る
。



と
闘
っ
た
ベ
ト
ミ
ン
軍
の
兵
士
と
し
て
死

亡
。
五
四
年
、
南
北
ベ
ト
ナ
ム
分
離
後
、
ト

ラ
ン
家
は
南
ベ
ト
ナ
ム
の
地
方
政
府
に
職
を

得
た
が
、
再
び
戦
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
Ｃ
Ｃ

Ａ
氏
は
独
学
で
英
語
を
学
び
、
サ
イ
ゴ
ン
に

移
り
、
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
通
訳
と
な
る
。

一
九
七
五
年
の
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
の
日
、
彼
は

奥
さ
ん
と
と
も
に
難
民
で
満
杯
の
ハ
シ
ヶ
か

ら
か
ろ
う
じ
て
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
生
死
の
境

を
さ
ま
よ
い
つ
つ
、
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
海
軍
基
地
。
肌
身
離

さ
ず
も
っ
て
い
た
米
海
兵
隊
勤
務
の
Ｉ
Ｄ

カ
ー
ド
が
も
の
を
い
っ
て
、
Ｃ
Ａ
夫
妻
は
米

国
に
送
ら
れ
、
無
一
文
の
中
か
ら
身
を
起
こ

し
、
や
が
て
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
の
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
五
つ

の
メ
キ
シ
コ
料
理
店
を
経
営
、
高
級
住
宅
地

マ
ク
リ
ー
ン
に
百
万
ド
ル
も
す
る
家
を
所
有

す
る
に
至
る
。

こ
こ
ま
で
な
ら
、
よ
く
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン

・
ド
リ
ー
ム
の
物
語
だ
が
、
彼
は
物
質
的
成

功
に
満
足
せ
ず
、
私
財
を
投
じ
て
九
一
年
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
始
め
た
。
戦

争
で
足
を
失
っ
た
人
々
の
た
め
に
義
足
を
製

造
し
た
り
、
車
イ
ス
を
提
供
し
た
り
、
手
弁

当
で
同
胞
の
援
護
に
乗
り
出
し
た
の
だ
。
私

は
少
な
く
と
も
一
年
に
一
度
は
彼
と
ベ
ト
ナ

ム
や
ア
メ
リ
カ
で
会
う
機
会
が
あ
る
。
ベ
ト

ナ
ム
の
活
動
現
場
で
の
、
彼
と
の
対
話
は
私

の
記
憶
に
鮮
明
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

ポ
ー
ト
・
ピ
ー
プ
ル
が
成
功
を
お
さ
め
、

ベ
ト
ナ
ム
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
行
う
男
に
変
身

す
る
過
程
は
ま
さ
に
劇
的
で
あ
っ
た
。

「
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
基
地
に
送
ら
れ
て
三
カ

月
後
、
お
前
は
明
日
か
ら
自
由
の
身
だ
。
ア

メ
リ
カ
の
ど
こ
に
住
も
う
と
何
の
仕
事
を
し

よ
う
と
自
由
だ
と
い
わ
れ
た
。
自
由
は
私
の

あ
こ
が
れ
だ
っ
た
が
、
い
き
な
り
自
由
を
や

る
と
い
わ
れ
て
当
惑
し
た
。
わ
ず
か
の
ド
ル

が
支
給
さ
れ
た
が
、
ど
こ
に
行
く
の
か
、
何

を
や
る
の
か
選
択
の
し
ょ
う
が
な
い
。
と
り

あ
え
ず
基
地
の
外
に
出
て
通
る
車
に
親
指
を

上
げ
た
。
一
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
さ
」
と
彼
は
い

う
。
何
十
台
目
か
に
大
き
な
ト
レ
ー
ラ
ー
が

拾
っ
て
く
れ
た
。
「
二
日
か
か
っ
て
着
い
た

と
こ
ろ
が
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
と
こ
ろ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
だ
っ
た
」
。
彼
は
そ
こ
で
荷
物
と

一
緒
に
ト
レ
ー
ラ
ー
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
。

Ｃ
Ａ
夫
妻
は
、
そ
こ
で
掃
除
人
の
仕
事
に

あ
り
つ
い
た
。
管
理
事
務
所
の
支
配
人
が
ベ

ト
ナ
ム
帰
還
兵
だ
っ
た
の
が
運
の
つ
き
始
め

だ
っ
た
。
夜
は
倉
庫
の
片
隅
で
毛
布
に
く
る

ま
っ
て
寝
た
。
Ｃ
Ａ
氏
は
誠
実
に
働
き
続
け

た
。
三
カ
月
経
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
・
レ
ス
ト

ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
オ
ー
ナ
ー
に
声
を
か
け
ら

れ
た
。
「
俺
の
店
で
働
く
気
は
な
い
か
」

と
。
掃
除
人
と
し
て
陰
日
向
の
な
い
働
き
ぶ

り
が
見
込
ま
れ
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
十
五

年
、
Ｃ
Ａ
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
成
功
物
語
の
階

段
を
登
り
続
け
た
。

だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
過
去
は
、
忘
れ
よ

う
と
し
て
も
忘
れ
切
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
九
○
年
、
父
親
が
病
気
と
の
連
絡
に
接

し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
里
帰
り
し
た
。
あ
ま
り
の

荒
廃
に
目
を
見
張
っ
た
。
足
を
ヒ
ザ
下
か
ら

失
い
、
段
ボ
ー
ル
の
上
に
乗
っ
て
、
い
ざ
る

人
々
の
多
い
こ
と
。
ベ
ト
ナ
ム
全
土
で
五
十

年
に
わ
た
る
戦
争
で
四
○
○
万
人
が
死
亡
、

傷
病
者
は
六
○
○
万
人
と
い
わ
れ
る
。
年
に

七
○
○
人
が
戦
争
の
残
し
た
地
雷
で
新
た
に

足
を
失
っ
て
い
た
。
だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の

見
ず
知
ら
ず
の
人
々
に
対
す
る
関
心
は
薄

か
っ
た
。
「
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
た
ベ
ト
ナ

ム
人
も
一
○
○
万
人
は
い
る
。
親
戚
に
送
金

2２
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し
、
里
帰
り
も
す
る
。
で
も
彼
ら
の
関
心
は

家
族
・
親
戚
・
友
人
に
限
ら
れ
る
。
不
特
定

多
数
の
人
々
の
不
幸
は
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
な

い
ん
だ
」
と
彼
は
い
う
。

地
縁
、
血
縁
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
人

の
つ
き
あ
い
の
基
盤
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
そ
れ
が
全
て
だ
と
い
う
。
Ｃ

Ａ
氏
の
血
縁
者
で
は
、
兄
も
含
め
て
十
四
人

も
の
戦
争
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。
だ
が
、

Ｃ
Ａ
氏
は
、
縁
者
の
範
囲
内
で
自
己
完
結
し

て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
文
化
の
行
動
規
範
か
ら
、

飛
び
出
し
た
自
分
を
発
見
し
た
。
そ
れ
が
彼

の
勺
国
げ
少
ｚ
弓
国
詞
○
勺
目
の
原
点
だ
っ

た
。
里
帰
り
の
帰
路
、
Ｃ
Ａ
氏
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
の
空
港
で
、
「
俺
は
ベ
ト
ナ
ム
に
ま
た

戻
る
ぞ
」
と
電
話
し
た
。

彼
は
、
今
で
は
過
去
を
心
の
中
に
し
っ
か

り
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
五
軒
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
う
ち
一
軒
を
残
し
て
売
却
し
、
奥
さ
ん

が
経
営
し
て
い
る
。
「
生
活
費
は
そ
れ
で
十

分
だ
」
と
彼
は
い
う
。
一
年
の
う
ち
半
年
は

ベ
ト
ナ
ム
で
生
活
し
、
母
国
の
同
胞
の
援
助

活
動
を
続
け
て
い
る
。
日
本
財
団
と
彼
の
第

二
の
人
生
と
の
お
つ
き
あ
い
は
、
か
れ
こ
れ

五
年
に
な
る
。

日
本
財
団
は
お
よ
そ
四
半
世
紀
の
間
、
笹

川
記
念
保
健
協
力
財
団
と
国
連
機
関
で
あ
る

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
を
通
じ
て
、
世

界
の
ハ
ン
セ
ン
病
（
ラ
イ
病
）
制
圧
の
た
め

の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
今
日
ま
で
の
援
助

総
額
は
約
一
三
○
億
円
に
達
す
る
。
こ
の
資

金
は
主
と
し
て
、
多
剤
併
用
療
法
（
Ｍ
Ｄ

Ｔ
）
の
錠
剤
購
入
に
充
て
ら
れ
る
。
日
本
財

団
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
世
界
で
一

○
○
○
万
人
以
上
い
た
ラ
イ
患
者
は
、
一
○

○
万
人
以
下
に
減
少
し
た
。
二
十
一
世
紀
ま

で
に
ラ
イ
患
者
を
お
お
む
ね
ゼ
ロ
に
す
べ

く
、
最
後
の
追
い
込
み
に
入
っ
て
い
る
。
Ｍ

Ｄ
Ｔ
に
よ
っ
て
ラ
イ
は
医
学
的
に
は
解
決
済

み
と
も
い
え
る
が
、
問
題
は
人
々
の
心
の
あ

●君よ知るや悲惨の島
(ハンセン病制圧プログラ幻

り
方
な
の
だ
。
ラ
イ
は
薬
に
よ
っ
て
完
治
す

る
の
だ
が
、
人
々
の
偏
見
や
差
別
の
問
題
が

根
強
く
残
っ
て
い
る
。

旧
約
聖
書
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
ラ
イ
病
。

一
神
が
人
類
の
犯
し
た
罪
に
対
す
る
罰
と
し

て
与
え
ら
れ
た
も
の
―
。
そ
れ
が
古
い
聖
書

の
解
釈
で
あ
り
、
恥
辱
の
病
と
さ
れ
、
も
っ

ぱ
ら
世
間
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
隔
離
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
病
の
特
効
薬
が
発
明
さ
れ
て
か
ら

五
十
年
。
今
日
で
は
ラ
イ
は
簡
単
に
治
癒
す

る
皮
膚
病
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、

こ
う
し
た
医
療
的
現
実
と
、
人
々
の
こ
の
病

を
見
る
目
と
の
間
に
は
、
ま
だ
大
き
な

ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
問

題
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
う
や
っ
て
解

決
に
導
く
の
か
１
．
そ
の
事
を
考
え
る

為
に
ハ
ワ
イ
の
モ
ロ
カ
イ
島
に
出
か
け
た
の

で
あ
る
。

モ
ロ
カ
イ
島
は
、
ハ
ワ
イ
に
八
つ
あ
る
大

き
な
島
の
中
で
、
五
番
目
に
大
き
い
。
だ
が

か
な
り
の
旅
行
通
で
も
こ
の
島
の
名
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
。
大
規
模
な
観
光
開
発
と
団

体
の
ツ
ァ
ー
客
を
拒
絶
す
る
手
つ
か
ず
の
秘

燗症Ｍ川呼鳩他Ⅶ榊辨勵噸脚戦栖頤加詔



し
て
い
る
。
だ
が
た
っ
た
一
カ
所
、
屏
風
状

の
崖
の
は
る
か
下
に
、
緑
色
の
台
地
が
太
平

洋
に
せ
り
出
し
て
い
る
。
一
辺
が
四
キ
ロ
ほ

ど
の
三
角
形
の
岬
だ
。
そ
れ
が
私
の
訪
問
先

で
あ
っ
た
。

一
八
六
六
年
に
設
立
さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病

（
ラ
イ
病
）
患
者
の
居
留
地
で
あ
る
。
地
名

は
嵐
シ
Ｓ
レ
ロ
勺
少
宅
し
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
最

盛
期
に
は
一
○
○
○
人
も
の
患
者
が
、
島
流

し
同
然
に
隔
離
さ
れ
て
い
た
。
今
で
は
元
患

者
（
治
癒
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
わ
か
る
外

形
は
顕
著
に
残
っ
て
い
る
）
四
十
五
人
が
生

活
し
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
空
港
か
ら
約
四
十

分
、
太
平
洋
の
白
い
崖
の
下
を
海
面
ス
レ
ス

レ
に
飛
び
「
尻
し
げ
レ
ロ
勺
ン
□
し
め
因
弓
曰
句
回
‐

三
回
ｚ
Ｂ
」
に
到
着
。

迎
え
に
来
た
元
患
者
の
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ナ

イ
ア
さ
ん
の
運
転
す
る
古
い
バ
ン
で
見
学
に

出
か
け
る
。
ツ
ア
ー
の
相
客
は
日
本
の
元
患

者
同
盟
会
長
の
曽
我
野
さ
ん
、
韓
国
の
元
患

者
で
救
ラ
イ
運
動
家
、
鄭
さ
ん
、
笹
川
記
念

保
健
協
力
財
団
の
山
口
さ
ん
ら
だ
。
ま
ず
墓

場
に
案
内
さ
れ
る
。
日
本
、
韓
国
、
中
国
人

の
墓
も
多
い
。
太
平
洋
を
見
下
ろ
す
台
地

に
、
故
国
の
あ
る
西
方
に
背
を
向
け
る
形

で
、
墓
石
が
立
っ
て
い
る
。
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
、
判
読
不
能
の
墓
碑
が
多
い
。

ハ
ワ
イ
諸
島
に
ハ
ン
セ
ン
病
が
襲
っ
た
の

は
電
撃
的
だ
っ
た
。
島
々
に
捕
鯨
船
が
寄
港

す
る
以
前
の
十
八
世
紀
末
、
ハ
ワ
イ
人
た
ち

は
病
原
菌
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
純
粋
無
垢
の

人
々
だ
っ
た
。
抵
抗
力
の
な
い
人
々
に
、
欧

州
と
東
洋
か
ら
菌
が
持
ち
込
ま
れ
、
ハ
ン
セ

ン
病
は
あ
っ
と
い
う
問
に
伝
染
し
た
。
こ
の

地
の
東
洋
人
の
墓
は
、
当
時
の
ハ
ワ
イ
王
国

の
砂
糖
キ
ビ
畑
の
労
働
者
と
し
て
移
民
し
、

そ
こ
で
発
病
し
た
。
無
縁
仏
が
多
い
。
ハ
ワ

イ
王
国
衛
生
局
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
こ
の

病
気
を
現
地
語
で
「
富
ご
勺
シ
【
国
」
（
中

国
病
）
と
名
づ
け
怖
れ
お
の
の
い
た
。
累
計

で
八
○
○
○
人
の
患
者
が
こ
の
地
に
強
制
的

に
送
り
込
ま
れ
た
。

患
者
隔
離
の
第
一
船
の
上
陸
地
点
に
近
い

【
し
げ
シ
ミ
ン
○
に
粗
末
な
教
会
が
残
っ
て

い
る
。
「
人
類
に
締
め
出
さ
れ
た
十
二
人
の

女
と
二
十
三
人
の
男
た
ち
は
、
大
声
で
神
を

求
め
、
悲
嘆
の
中
で
、
こ
こ
に
教
会
を
建
立

す
」
と
あ
っ
た
。
彼
ら
は
当
座
の
食
糧
と
種

子
と
農
機
具
が
渡
さ
れ
、
置
い
て
き
ぼ
り
に

さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
あ
る
者
は
自
暴
自
棄

に
な
り
バ
ク
チ
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
淫
し
、
強

者
の
み
が
生
き
残
る
無
法
状
態
が
続
い
た
と

も
い
う
。

こ
こ
は
世
界
最
大
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

居
留
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
凄
惨
な
地
で
十
六

年
間
の
布
教
と
救
ラ
イ
生
活
を
送
り
、
み
ず

か
ら
も
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
り
殉
職
し
た
ベ

ル
ギ
ー
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
ダ
ミ
ァ
ン
神

父
の
生
涯
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
世
界
で
は
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
。
小
説
「
宝
島
」
の
著

者
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
、
彼
の
死

の
直
後
、
こ
の
島
に
渡
り
「
嫌
悪
す
べ
き
悪

臭
。
こ
こ
は
言
葉
で
表
せ
な
い
恐
怖
の
場
所

で
あ
り
、
か
つ
て
見
た
こ
と
も
な
い
悲
惨
の

国
」
と
評
し
、
ダ
ミ
ア
ン
神
父
を
「
信
仰
を

同
じ
く
す
る
人
々
の
霊
的
な
幸
せ
に
貢
献
し

た
」
と
称
賛
し
て
い
る
。

モ
ロ
カ
イ
島
の
居
留
地
に
住
ん
で
い
る
元

患
者
の
生
活
は
決
し
て
暗
く
は
な
い
。
外
見

上
は
そ
う
見
え
る
。
芝
生
を
刈
り
込
ん
だ
広

い
庭
付
き
の
家
。
村
に
は
コ
ン
ビ
一
一
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
バ
ー
と
郵
便
局
、
病
院
と

本
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
あ
る
。
た
ま
に

は
気
晴
ら
し
に
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
カ
ジ
ノ
に

出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
だ
が
ラ
イ
の

2‘
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恐
怖
を
刷
り
込
ま
れ
た
世
間
の
目
は
そ
れ
ほ

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

「
要
す
る
に
人
間
の
心
の
越
え
難
い
障
壁

は
視
覚
上
の
美
醜
の
問
題
で
す
よ
。
ラ
イ
が

ハ
ン
セ
ン
と
名
前
が
変
わ
っ
て
も
、
世
の
中

の
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、
移
ら
な
い

と
頭
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
外
見
上
、
醜
い

か
ら
だ
」
。
同
行
の
元
患
者
同
盟
会
長
の
曽

我
野
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た
。
そ
れ
が
心
の
痛

み
だ
と
彼
は
い
う
。

翌
日
、
ホ
ノ
ル
ル
の
市
政
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
お
よ
び
元
患
者
の

「
尊
厳
を
求
め
て
」
の
会
合
に
、
曽
我
野
さ

ん
た
ち
と
出
席
し
た
。
「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

と
い
う
集
合
名
詞
で
な
く
、
Ｔ
Ｏ
Ｍ
と
か
花

子
と
か
個
人
の
名
前
で
呼
ん
で
ほ
し
い
。
そ

し
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
回
復
者
は
相
互
に

助
け
合
う
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
は
世
の
中

一
般
の
人
を
手
助
け
し
て
あ
げ
た
い
」
。
こ

れ
が
医
療
と
二
本
立
て
で
行
わ
れ
て
い
る
心

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
日
本
財
団
は
こ

う
し
た
運
動
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
る
。

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
、
“
心
の
運

動
”
が
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
日
本
が

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
隔
離
を
廃
止
し
た
の
は

日
本
財
団
は
、
一
九
六
八
年
以
来
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
三
国
に
囲
ま
れ
た
マ
．
シ
海
峡
の
安
全
航

行
の
た
め
の
援
助
を
実
施
し
て
い
る
。
中
東

の
原
油
を
積
ん
だ
タ
ン
カ
ー
が
イ
ン
ド
洋
を

通
り
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
入
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
向
か
う
と
急
に
狭
く
な
る
。
潮
流
の
変

化
が
激
し
い
上
に
、
岩
礁
や
浅
瀬
が
あ
ち
こ

ち
に
あ
り
、
海
の
難
所
だ
。
日
本
財
団
は
ま

ず
こ
の
海
域
の
海
図
作
り
に
費
用
を
出
し
、

さ
ら
に
各
種
の
光
波
標
識
、
電
波
標
識
（
無

人
灯
台
）
な
ど
、
過
去
三
十
年
間
で
合
計
九

’
九
九
六
年
。
ハ
ワ
イ
州
に
遅
れ
る
こ
と
｜

十
七
年
で
あ
る
。

･過密海峡マラッカ
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八
億
円
の
支
援
を
や
っ
て
い
る
。

た
ま
た
ま
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
会
議
」
で
同
席
し

た
ア
メ
リ
カ
退
役
海
軍
大
将
、
元
第
七
艦
隊

司
令
長
官
、
元
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
最
高
司
令
官
・

ポ
ー
ル
・
ミ
ラ
ー
氏
を
海
峡
見
学
ツ
ア
ー
に

誘
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
「
ほ
う
、
マ
ラ
ッ

カ
海
峡
は
十
年
ぶ
り
か
な
一
。
横
須
賀
を
母

校
と
し
て
い
る
第
七
艦
隊
の
親
玉
は
気
軽
に

応
じ
て
く
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
一
行
を
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、
日
本
海
難
防
止
協
会
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
事
務
所
長
の
川
上
直
美
氏
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
日
本
船
員
セ
ン
タ
ー
の
金
子
昭
治
氏

ら
だ
っ
た
。
六
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
あ
る
世

界
屈
指
の
良
港
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
客
船
用
の

マ
リ
ー
ナ
か
ら
、
小
さ
な
ク
ル
ー
ザ
ー
で
海

峡
の
難
所
め
ぐ
り
を
す
る
。

「
よ
う
こ
そ
提
督
。
四
つ
星
の
大
将
旗
を

か
か
げ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
の
船
長
が
、
そ
う
歓
迎
の
辞
を
述

べ
る
。
ミ
ラ
ー
提
督
は
、
何
度
か
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
軍
港
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。
だ
が
そ
の
船
は
原
子
力
空
母
か
イ
ー
ジ

ス
艦
だ
っ
た
ろ
う
。

「
わ
れ
わ
れ
の
日
常
の
仕
事
は
敷
設
し
た

2５



マラッカ海峡は今日も

船でいっぱいだ。

§蘂電鑿

浮
標
や
、
無
人
灯
台
の
管
理
と
補
修
で
す
。

時
々
、
大
型
船
の
当
て
逃
げ
が
あ
る
。
太
陽

電
池
が
破
壊
さ
れ
、
夜
間
光
を
発
し
な
く
な

る
。
日
本
製
の
電
池
は
二
十
年
も
寿
命
が
あ

る
。
た
だ
し
付
着
し
た
鳥
の
フ
ン
や
ス
モ
ッ

グ
の
煤
を
拭
い
て
や
れ
ば
で
す
ね
」
と
川
上

さ
ん
。
そ
れ
が
結
構
、
手
間
の
か
か
る
仕
事

だ
と
い
う
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
は
、
年
に

何
隻
の
船
が
通
過
す
る
の
か
、
実
は
そ
れ
が

は
っ
き
り
し
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
に
入

港
す
る
隻
数
は
一
一
万
隻
だ
。
だ
が
海
峡
を

素
通
り
す
る
船
に
つ
い
て
は
通
行
税
を
徴
収

す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
統
計
は
な
い
。

一
日
三
百
隻
と
い
う
目
視
に
よ
る
調
査
デ
ー

タ
は
あ
る
が
、
夜
は
監
視
し
て
い
な
い
の
で

も
っ
と
多
い
は
ず
だ
と
い
う
。

日
本
船
に
つ
い
て
は
統
計
が
あ
る
。
年
間

二
万
隻
、
タ
ン
カ
ー
が
多
い
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
勿

ビ
ア
か
ら
横
浜
ま
で
十
八
日
間
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
沖
を
通
ら
ず
に
ロ
ン
ポ
ク
海
峡
経
由

だ
と
二
十
一
日
間
か
か
る
。
こ
の
コ
ー
ス
を

と
る
と
一
隻
に
つ
き
三
○
○
○
万
円
余
計
に

か
か
る
。
こ
の
日
は
土
曜
日
の
午
後
だ
っ
た

の
で
、
残
念
な
が
ら
タ
ン
カ
ー
に
は
遭
遇
し

な
か
っ
た
。
「
早
朝
に

は
、
二
○
万
ト
ン
級
の
タ

ン
カ
ー
の
行
列
が
見
ら
れ

ま
す
。
海
の
難
所
で
す
か

ら
視
界
の
良
い
早
朝
に
通

過
し
て
し
ま
う
の
で
す
」

と
金
子
さ
ん
が
い
う
。

金
子
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

船
長
三
○
○
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
巨
大
な
タ
ン
カ
ー

は
波
高
五
メ
ー
ト
ル
の
波

を
起
こ
し
な
が
ら
通
過
す

る
。
カ
ヌ
ー
や
船
外
機
付

の
小
舟
は
転
覆
す
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
小
舟
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
漁
民
た
ち

の
も
の
だ
。
海
峡
の
ス
マ
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ト
ラ
側
で
獲
っ
た
魚
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ

レ
ー
人
に
売
り
、
米
や
布
な
ど
に
換
え
る
。

獲
っ
た
魚
は
炎
天
下
で
は
半
日
で
腹
が
ふ
く

ら
ん
で
し
ま
う
の
で
、
海
水
で
冷
や
し
つ
つ

大
急
ぎ
で
洋
上
の
取
引
き
を
す
ま
せ
、
日
没

前
に
帰
途
に
つ
く
。
我
々
一
行
の
ク
ル
ー

ザ
ー
は
、
そ
の
種
の
帰
り
舟
に
何
隻
も
遭
遇

し
た
。

古
代
、
中
世
の
こ
の
海
峡
は
、
ス
マ
ト
ラ

と
マ
レ
ー
半
島
の
南
北
の
通
路
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
欧
州
の
三
角
貿
易

を
開
発
し
た
欧
州
人
に
よ
っ
て
東
西
の
シ
ー

レ
ー
ン
に
変
わ
っ
た
の
だ

「
海
事
に
た
ず
さ
わ
る
人
間
が
こ
ん
な
事

を
い
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
海
を
畑
と
考
え

識
蕊 る

も
の
は
こ
の
海
峡
を
南
北
の
通
路
と
思

い
、
道
路
を
考
え
る
立
場
の
国
は
東
西
の
近

道
と
の
み
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
が
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
」
と
金
子
さ
ん
は
い
う
。
国
際

政
治
的
に
い
う
な
ら
、
巨
大
な
近
代
文
明
と

い
う
強
者
と
、
細
々
と
続
く
土
着
文
化
の
小

さ
な
〃
文
明
の
衝
突
”
が
、
日
々
狭
い
マ
．

シ
海
峡
の
文
明
の
十
字
路
で
起
こ
っ
て
い
る

と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

日
本
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
者
は
年
間
一

○
○
万
人
を
超
す
。
し
か
し
飛
行
機
で
チ
ャ

ン
ギ
国
際
空
港
に
入
る
旅
行
者
に
は
、
マ
．

シ
海
峡
の
存
在
さ
え
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
で
発
行
の
旅
行
案
内
書
の
ど
の
ペ
ー
ジ

を
繰
っ
て
も
「
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

●［ヨ

ョ(よ

障害

して

日３

悪Ｃ

海
峡
」
な
る
も
の
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の

だ
。
だ
が
通
常
の
旅
行
者
の
死
角
に
こ
そ
、

興
味
深
い
ド
ラ
マ
が
展
開
し
て
い
る
も
の
な

の
だ
。
日
本
財
団
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
目

抜
き
通
り
を
通
る
二
階
建
て
バ
ス
に
「
日
本

財
団
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
安
全
航
行
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
一

と
い
う
趣
旨
の
広
告
を
掲
載
す
る
。
マ
レ
ー

語
、
英
語
、
中
国
語
、
タ
ミ
ー
ル
語
で
。

【
】

曰
】
同
印
て
ｍ
Ⅱ
伯

⑰

２７



ｹﾆｱ⑳人口議胄

プリント教材エンガロ・ジーコ（土かまど）

日本との協力で村人達が自分で作った
国立公衆衛生院保健統計人口学部長

林謙ｉ台

人
口
・
家
族
計
画
関
係
の
国
際
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
か
ら
、
か
れ
こ
れ
二

十
年
近
く
に
な
る
。
一
九
八
○
年
代
は
中
国

を
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ペ

ル
ー
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
活
動
し
た
が
一
九

九
○
年
代
は
も
っ
ぱ
ら
ア
フ
リ
カ
で
の
活
動

で
あ
っ
た
。
人
口
・
家
族
計
画
の
国
際
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
と
内
容
が
あ
り
、
住
民
を
対
象
と
す
る
プ

ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
よ
う
な
公
衆
衛
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
統
計
専
門
家
を
相
手
と

す
る
統
計
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
そ

の
幅
は
広
い
。

さ
て
人
口
教
育
と
い
え
ば
、
｜
股
に
は
人

口
を
抑
制
す
る
た
め
の
家
族
計
画
教
育
と
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
う
が
、
確

か
に
一
九
六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代
ま
で
国

連
機
関
や
各
援
助
国
は
そ
の
よ
う
な
方
向
で

進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
住
民
の
価

値
観
に
沿
わ
ず
歓
迎
さ
れ
て
な
い
ケ
ー
ス
が

少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
今
や
古
典
的
な
概
念

と
な
っ
た
。
現
在
で
は
む
し
ろ
住
民
参
加
を

求
め
、
内
容
的
に
も
家
族
計
画
の
み
な
ら
ず
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￣￣￣

母
子
保
健
を
は
じ
め
女
性
の
活
動
支
援
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

筆
者
が
一
九
八
九
年
に
た
ち
上
が
っ
た
ケ

ー
ー
ァ
の
人
口
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
以
来
、
は
や
十
年
経
過
し
、
昨
年
二
九

九
八
年
）
十
二
月
に
終
了
し
た
。
こ
の
間
思

う
に
、
比
較
的
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
思
う
よ
う
に
事
が
運
ば
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
評

価
を
受
け
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
一
眉
の
荷
が
下
り
た
思
い
が
す
る
。
し

か
し
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
成
功
し
た
こ
と

失
敗
し
た
こ
と
も
多
く
の
貴
重
な
教
訓
を
残

し
て
お
り
、
い
ず
れ
な
ん
ら
か
の
形
で
他
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
う

が
、
ま
た
、
こ
の
分
野
の
専
門
家
と
経
験
を

●林謙治くはやし.けんじ＞
1945年長野県生まれ。医学博士・

千葉大学医学部卒業。エール大学留学、
松戸市立病院産婦人科勤務の後、現在、
国立公衆衛生院保健統計人口学部部長。
主な著書は、「十代の妊娠」自由企画出
版1987年、「調査研究の考え方進め方」
医学醤院1988年、他多数。

わ
が
国
で
は
ケ
ニ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
る
ま
で
、
そ
も
そ
も
ア
フ
リ
カ
で
人
口

・
家
族
計
画
分
野
の
事
業
展
開
し
た
経
験
が

な
く
、
ま
た
、
当
時
ア
フ
リ
カ
に
詳
し
い
専

門
家
も
見
当
た
ら
ず
、
暗
中
模
索
の
う
ち
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
現
在
よ
り
十
歳
若
く
、
若
気

の
い
た
り
と
申
し
ま
す
か
大
胆
に
も
引
き
受

け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

経
験
の
な
い
ア
フ
リ
カ
と
は
言
え
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
や
は
り
成
功
を
目
指
す
の
が
目

標
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
の
文
化
習

慣
を
熟
知
せ
ず
に
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
タ
イ

プ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
き
な
り
展
開
す
る

の
も
無
謀
の
よ
う
に
思
え
た
。
そ
こ
で
安
全

を
期
し
て
日
本
の
得
意
な
Ａ
Ｖ
機
器
を
活
用

し
た
教
材
作
製
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
う
が

よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
、

事
前
調
査
で
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
国
連
や

援
助
国
の
資
金
で
作
製
し
た
粗
末
な
パ
ン
フ

共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
始
め

レ
ッ
ト
類
が
大
半
で
た
ま
に
ビ
デ
オ
教
材
が

あ
っ
て
も
現
に
中
国
で
使
用
し
て
い
る
も
の

を
借
り
受
け
て
き
た
も
の
し
か
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
ま
し
て
ビ
デ
オ
教
材
の
作
製
な
ど

想
像
も
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
選
び
に
も
難
渋
し

た
。
当
初
内
容
的
に
は
家
族
計
画
や
母
子
保

健
を
考
え
て
い
た
の
で
保
健
省
相
手
が
適
当

か
と
思
わ
れ
た
が
他
の
援
助
機
関
や
Ｍ
Ｇ
Ｏ
ｓ

か
ら
入
手
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
不
正
が
多
い

と
か
実
行
能
力
に
乏
し
い
な
ど
先
が
思
い
や

ら
れ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
聴
く
に
つ
れ
、
つ

い
及
び
腰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
人
口
開

発
委
員
会
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
す
る
方

へ
傾
い
て
い
っ
た
。

多
く
の
途
上
国
に
も
共
通
す
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
種
の
組
織
は
人
口
政
策
を
策
定
す

る
機
関
で
あ
り
、
現
場
の
仕
事
を
役
割
と
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
体
的
に
担
い

た
い
と
主
張
す
る
の
に
閉
口
し
た
。
は
じ
め

て
案
内
さ
れ
た
の
は
国
立
ケ
ニ
ヤ
ツ
タ
病
院

の
建
物
の
一
部
に
あ
る
映
画
撮
影
所
と
見
ま

が
う
ほ
ど
の
巨
大
な
ス
タ
ジ
オ
で
あ
り
、
こ

れ
を
リ
ハ
ビ
リ
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
で

あ
っ
た
。
ス
タ
ジ
オ
は
世
界
銀
行
の
融
資
で
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建
設
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
後
技
術
者
の

調
達
が
つ
か
ず
稼
働
で
き
な
い
ま
ま
に
放
置

さ
れ
、
機
器
は
す
で
に
老
朽
化
も
し
く
は
故

障
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ビ
デ
オ

フ
ィ
ル
ム
を
数
本
作
製
し
た
実
績
し
か
残
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
建
物
、
設

備
は
ま
さ
に
廃
嘘
と
な
っ
た
観
が
あ
り
、
援

助
の
空
し
い
側
面
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
。

結
局
、
人
口
開
発
委
員
会
の
役
割
か
ら
考

え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
窓
口
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
に
し
て
、
実
際
は
情
報
放
送
省
の

付
属
教
育
セ
ン
タ
ー
に
本
拠
を
お
き
、
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
メ
デ
ィ
ア
制
作
能
力
の
向
上

と
人
口
教
材
の
普
及
活
動
を
中
心
と
す
る
内

容
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

二
、
生
き
た
教
材
を
つ
く
る

教
材
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
が
、

ケ
ニ
ア
側
の
技
術
者
は
印
刷
教
材
よ
り
も
複

雑
な
機
器
を
用
い
る
ビ
デ
オ
の
制
作
に
強
い

関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
機
械
操
作
の
学
習
で

手
い
っ
ぱ
い
で
家
族
計
画
や
母
子
保
健
ど
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
。
二
年
目
の
後
半
で
や
っ

と
作
品
ら
し
い
も
の
が
完
成
し
た
が
、
お
せ

じ
に
も
評
価
に
堪
え
得
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
巡
回
指
導
の
た
び
に
方
向
性
を
確
認
し

彼
ら
を
励
ま
し
た
が
、
人
口
開
発
委
員
会
と

情
報
放
送
省
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
争
い
の
調
整
に
も
か
な
り
の
精
力

を
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

三
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
の
で
な
ん
と

か
実
績
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
圧
力
が
二
年

目
の
後
半
か
ら
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
頑
張
っ
た
結
果
あ
る
程
度
の
数
量

と
一
定
水
準
の
作
品
が
確
保
で
き
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
印
刷
も
の
は
家
族
計
画
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
入
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
住
民
に
は

人
気
が
あ
っ
た
。

さ
て
人
口
教
育
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
い

な
が
ら
制
作
に
ほ
と
ん
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

注
が
れ
て
き
た
た
め
、
と
か
く
住
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
は
疎
か
に
な
り
が
ち
で

あ
っ
た
。
実
は
当
初
か
ら
ナ
イ
ロ
ビ
よ
り
西

四
○
○
キ
ロ
離
れ
た
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
付
近
の

カ
カ
メ
ガ
と
い
う
地
域
及
び
ナ
イ
ロ
ビ
東
二

○
○
キ
ロ
に
位
置
す
る
メ
ル
ー
地
区
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
人
口
教
育
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
ナ
イ
ロ

ビ
に
つ
な
が
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
地
帯
で
、

農
業
を
中
心
と
し
た
人
口
密
度
の
高
い
、
人

口
増
加
の
最
も
激
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ふ

と
人
口
学
の
教
科
書
に
、
貧
困
が
ゆ
え
に
多

く
の
子
供
を
産
む
と
い
う
説
は
誤
り
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
た
。
や
は
り
あ
る
程
度

食
べ
て
い
け
る
と
こ
ろ
に
人
が
集
ま
り
、
子

供
が
働
き
手
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

自
然
増
加
率
も
上
昇
す
る
ほ
う
が
正
し
い
で

は
な
い
か
。
極
貧
状
況
で
は
子
供
を
産
ん
で

も
育
た
ず
人
口
は
あ
ま
り
増
加
し
な
い
で
は

な
い
か
と
考
え
た
り
も
し
た
。

ビ
ク
ト
リ
ア
湖
に
沈
む
夕
日
は
実
に
美
し

い
。
九
州
の
面
積
く
ら
い
の
湖
と
い
う
か
ら

む
し
ろ
海
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
村
人
は

人
な
つ
っ
こ
ぐ
歌
が
上
手
で
あ
る
。
そ
の

ハ
ー
モ
ニ
も
プ
ロ
級
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
よ
く

合
っ
て
い
た
。
私
に
手
を
つ
な
が
れ
た
七
歳

位
の
女
の
子
は
一
緒
に
日
本
に
行
く
と
い

う
。
歯
の
抜
け
た
元
気
な
老
婆
に
年
を
聞
い

て
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
こ
れ

で
は
国
勢
調
査
の
技
術
が
上
が
っ
て
も
正
確

な
統
計
が
取
れ
な
い
は
ず
だ
。
息
子
の
た
め

に
家
を
建
て
て
い
る
と
い
う
お
じ
さ
ん
と
村

道
で
出
く
わ
し
日
本
人
か
と
聞
か
れ
た
。
彼

は
ビ
ル
マ
で
イ
ギ
リ
ス
兵
と
し
て
日
本
兵
と
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露

村人との別れの

あいさつ

婦人合唱団の

パーフォーマン

スのあと

戦
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
日
本
人
に
出
会
う
の

は
久
し
ぶ
り
で
懐
か
し
く
感
じ
る
と
い
う
。

イ
ギ
リ
ス
軍
と
い
っ
て
も
最
前
線
に
立
っ
て

一
一
一
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ヘ
の
目
覚
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
年
延
長
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
制
作
能
力

に
自
信
を
持
ち
は
じ
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
婦
人

い
た
の
は
黒
人
兵
だ
そ
う
で
あ
る
。
「
ビ
ル

マ
の
竪
琴
」
で
日
本
兵
が
一
同
涙
し
た
と
い

う
「
は
に
ゅ
う
の
宿
」
の
曲
は
ケ
ー
ー
ア
人
が

歌
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
な
ん
と
生
き
生
き
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
な
い
か
。

ナ
イ
ロ
ビ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
ケ
ー
ー

ァ
で
は
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
作
品
の
多
く
は

ス
タ
ジ
オ
内
で
自
己
完
結
し
て
お
り
、
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
こ
と
な
く
よ
そ
よ
そ
し

い
。
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
住
民
と
接
触
せ

ず
に
作
っ
た
教
材
は
死
ん
だ
教
材
で
あ
る
。

現
地
取
材
の
喜
び
を
感
じ
取
っ
て
制
作
に
生

か
す
こ
と
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
賛
成
し
て

く
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
現
地
取
材
を
否
定
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
遠
隔
地
の
野
外

撮
影
は
経
費
か
か
さ
む
の
で
あ
る
。

合
唱
団
に
よ
る
家
族
計
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝

達
風
景
、
保
健
所
活
動
は
番
組
制
作
の
恰
好

な
材
料
で
あ
る
。
夫
の
無
理
解
が
家
族
計
画

の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
だ
ん
だ

ん
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
ふ
う
に
あ
る
い
は
ス
ト
ー
リ
ー
ふ
う

に
脚
本
し
た
後
、
撮
影
の
手
順
を
決
め
て
制

作
を
開
始
し
て
、
ビ
デ
オ
や
印
刷
教
材
作
り

は
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
た
。
完
成

し
た
作
品
に
村
人
自
身
が
登
場
す
る
の
で
大

い
に
喜
ば
れ
た
。
婦
人
合
唱
団
の
コ
ン
ペ
が

始
ま
り
、
村
の
健
康
ま
つ
り
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
村
人
達
は
役
所
に
何
も
か
も

頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
始
め

た
よ
う
で
あ
っ
た
。

メ
ル
ー
地
区
で
は
保
健
所
を
建
て
た
い
と

い
う
。
資
材
購
入
費
か
ら
援
助
し
て
も
ら
え

ば
自
分
た
ち
で
工
事
し
、
川
か
ら
水
を
引
っ

張
り
、
土
地
購
入
費
は
募
金
活
動
で
集
め
、

医
師
や
看
護
婦
は
県
知
事
に
か
け
あ
っ
て
派

遣
し
て
も
ら
う
と
い
う
計
画
を
立
て
た
。
私

は
当
初
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
の
で
、
き
ち
っ

と
し
た
計
画
が
で
き
る
な
ら
ば
約
束
し
て
も

よ
い
と
言
い
残
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

し
て
ケ
ー
ー
ァ
政
府
を
通
じ
て
県
知
事
か
ら
正
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あいさつ

前面は女性の

長老

式
要
請
が
上
が
っ
て
き
た
の
に
驚
い
た
。
村

人
た
ち
は
本
気
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
に
わ

ず
か
な
資
金
投
入
で
立
派
な
保
健
所
が
で
き鍵

上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
点
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
畔
の
カ
カ
メ
ガ
地

区
の
住
民
の
盛
り
上
が
り
が
今
一
つ
精
彩
に

欠
け
る
印
象
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
は
中
央

か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
大
物
政
治
家
を
輩
出

し
て
い
る
た
め
、
今
ま
で
に
も
多
く
の
外
国

援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
投
入
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
婦
人
団
体
も
選
挙
が
ら
み
で

組
織
さ
れ
た
と
聴
い
て
い
る
。
中
心
地
区
は

立
派
な
町
と
な
っ
て
お
り
、
周
辺
離
村
と
の

格
差
が
大
き
い
。
保
健
活
動
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
官
制
で
、
わ
れ
わ
れ
へ
の
対
応
は
友

好
的
で
あ
っ
た
が
、
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で

あ
っ
た
気
も
す
る
。
知
事
お
よ
び
関
係
者
の

目
を
離
村
開
発
に
向
け
さ
せ
、
そ
し
て
い
か

に
し
て
自
助
努
力
の
意
識
を
高
め
る
か
が
課

題
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

四
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み

一
一
年
間
延
長
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
終
わ

り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
教
材
制
作
面
は

飛
躍
的
に
向
上
し
た
が
、
普
及
面
で
は
十
分

効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
あ
っ

た
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ヘ
の
本
格
的

に
展
開
で
き
る
条
件
も
整
い
つ
つ
あ
る
感
触

を
得
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

終
了
さ
せ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
惜
し
い
。
国

際
協
力
事
業
団
も
同
様
な
意
見
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
一
九
九
四
年
よ
り
教
材
制
作
・
普

及
の
一
層
の
充
実
化
お
よ
び
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ

ル
ス
ケ
ア
を
抱
き
合
わ
せ
た
五
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
形
態
は
わ
が
国
の
人
口
家
族
計
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
初
め
て
で
あ
っ
た
と
思
う
。

メ
デ
ィ
ア
制
作
ス
タ
ッ
フ
は
す
っ
か
り
自

信
を
つ
け
、
国
立
ケ
ニ
ア
放
送
が
作
品
の
ビ

デ
オ
番
組
や
ス
ポ
ッ
ト
の
放
映
を
し
て
も
よ

い
と
い
う
ま
で
に
成
長
し
た
。
各
国
の
援
助

機
関
か
ら
も
来
訪
者
が
相
次
ぎ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
イ

ロ
で
行
わ
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
に
出
展

し
た
ケ
ニ
ア
の
人
口
事
情
に
関
す
る
紹
介
番

組
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
品
で
あ
る
。
作

品
の
水
準
は
高
く
評
価
さ
れ
、
東
ア
フ
リ
カ

で
は
セ
ン
タ
ー
的
存
在
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
フ
ェ
ー
ズ
は
プ
ラ

イ
マ
リ
ケ
ア
活
動
が
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め

に
ビ
デ
オ
よ
り
印
刷
物
の
普
及
が
よ
り
重
要
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五
、
エ
ン
ザ
ロ
村
の
歌
が

山
を
越
え
て
こ
だ
ま
す
る

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
の
ち
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
を
取
材
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
使
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
活
動
を
人
に

紹
介
で
き
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤

が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
の
際
認
め
た
ほ
う
が
、

筆
を
先
に
進
め
る
の
に
気
が
楽
で
あ
る
。
村

を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
地
位
向

上
が
重
要
で
あ
る
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
理
屈

は
わ
か
る
に
し
て
も
、
そ
れ
で
は
具
体
的
に

何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か
教
科
書
に
も
載
っ

て
お
ら
ず
、
結
局
自
ら
考
え
る
し
か
な
い
の

と
思
わ
れ
た
。
日
本
側
の
佐
藤
リ
ー
ダ
ー
と

岸
田
専
門
家
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ヶ
ア
の
牽
引
車

と
な
っ
て
く
れ
た
。
中
央
省
庁
の
相
も
変
わ

ら
ず
の
綱
引
き
の
中
で
地
域
展
開
で
は
ロ
ー

カ
ル
の
各
セ
ク
タ
ー
が
よ
く
協
力
し
あ
っ

た
。
保
健
省
は
正
式
な
カ
ン
ウ
タ
パ
ー
ト
で

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
方
の
ス
タ
ッ
フ
は

喜
ん
で
参
加
し
て
く
れ
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

カ
ヵ
メ
ガ
地
区
の
エ
ン
ザ
ロ
村
を
含
む
離
村

地
域
で
あ
っ
た
。

で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
婦
人
合
唱
団
の

協
力
で
、
家
族
計
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

ビ
デ
オ
番
組
を
制
作
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
元
気
な
中
高
年

者
が
多
い
。
若
い
女
性
は
農
作
業
や
育
児
に

忙
し
く
、
こ
う
し
た
活
動
を
す
る
時
間
が
さ

け
な
い
の
で
あ
る
。
男
性
は
、
た
ま
に
冷
や

か
し
半
分
に
女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
見
物

に
や
っ
て
く
る
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は

実
は
伝
統
助
産
婦
で
あ
り
、
農
業
以
外
の
副

業
と
し
て
代
々
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

注
目
し
て
活
動
を
進
め
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
役
人
は
、
保
健
所
の
建
設
か
ら
始
め
、
グ

ル
ー
プ
の
活
動
拠
点
に
も
な
る
よ
う
設
計
し

た
。さ
て
、
活
動
資
金
で
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ

自
ら
稼
ぎ
出
す
こ
と
を
考
え
、
当
初
う
ず
ら

を
捕
獲
し
、
卵
を
町
に
販
売
す
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
た
。
彼
女
ら
は
飛
び
は
ね
な
が
ら
網

で
う
ず
ら
を
捕
ま
え
る
の
は
実
に
上
手
で
あ

る
。
そ
の
他
七
面
鳥
な
ど
を
飼
育
し
た
り
も

し
た
が
、
収
入
は
多
く
な
い
よ
う
で
あ
っ

た
。
モ
ー
タ
ー
で
作
動
す
る
粉
引
き
機
を
贈

呈
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
資
金
源
に
も
し

た
。
国
際
協
力
事
業
団
か
ら
家
族
計
画
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
な
ぜ
粉
引
き
機
が
必
要
か

不
思
議
に
思
わ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

ト
イ
レ
は
、
堀
り
穴
式
で
大
変
不
潔
で
あ

る
。
用
を
足
す
時
に
寄
生
虫
予
防
に
も
な
る

か
ら
わ
ら
じ
を
は
い
た
ほ
う
が
良
か
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
現
地
の
材
料
を
使
っ
て
、
昔
日

本
の
い
な
か
で
作
っ
て
い
た
方
法
を
教
え
、

町
で
販
売
し
た
ら
意
外
と
人
気
が
あ
っ
て
よ

く
売
れ
た
。
た
だ
し
、
売
れ
る
も
の
は
す
ぐ

模
倣
す
る
人
が
出
て
き
て
、
そ
の
う
ち
あ
ま

り
売
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で
経
済
活
動
が
行

わ
れ
、
う
ま
く
い
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
あ

ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
売

れ
な
い
場
合
は
自
家
消
費
用
に
ま
わ
し
、
も

と
も
と
資
金
役
人
が
少
な
い
の
で
損
を
し
た

感
覚
も
あ
ま
り
な
い
。

稼
い
だ
資
金
は
一
部
運
転
資
金
に
ま
わ

し
、
残
り
は
他
の
生
活
改
善
活
動
の
た
め
に

、
、

活
用
し
た
。
例
え
ば
、
「
か
や
」
作
り
で
あ

る
。
家
族
が
ば
ら
ば
ら
で
寝
て
い
る
の
で
、

な
る
べ
く
多
く
の
人
が
一
緒
に
寝
れ
る
大
き

耐托》川畑Ⅶ棒俸壯川舵靴舳で旅麺泄鉛
、
、



、
、

作
っ
た
か
や
も
町
で
良
く
売
れ
た
。
現
在
ア

メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
○
：
←
の
局
扁
○
局
□
肘
②
閉
の

、
、

○
・
コ
←
３
］
）
は
、
か
や
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
効

果
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
中
に
は

、
、

か
や
に
薬
品
を
塗
布
し
、
一
一
重
予
防
効
果
を

狙
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
そ
う
で

←〈）プ（）Ｃ

マ
ラ
リ
ア
と
い
え
ば
、
共
同
給
水
所
の
周

辺
に
水
た
ま
り
が
で
き
や
す
い
の
で
ボ
ウ
フ

ラ
が
よ
く
わ
く
。
こ
こ
に
菜
種
油
を
散
布
す

れ
ば
水
面
に
油
膜
が
で
き
、
水
中
の
ボ
ウ
フ

ラ
は
呼
吸
で
き
ず
に
ほ
と
ん
ど
死
滅
す
る
。

そ
の
他
に
も
考
え
得
る
手
立
て
を
尽
く
し
、

い
ず
れ
が
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
か
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
来

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
れ
ば
、
マ
ラ
リ

ア
患
者
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

井
戸
を
掘
っ
て
給
水
所
を
作
っ
た
資
金
の

一
部
も
、
経
済
活
動
か
ら
捻
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
フ

リ
カ
で
は
川
に
水
を
汲
み
に
行
く
の
は
大
事

な
日
課
で
あ
り
、
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
あ

る
。
こ
の
村
で
は
水
汲
み
は
子
供
た
ち
の
役

目
で
あ
る
。
日
本
の
村
と
違
っ
て
家
は
一
力

所
に
集
中
し
て
お
ら
ず
、
ま
ば
ら
に
散
ら

ば
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
共
同
給
水
所
を
ど
こ

に
作
れ
ば
よ
い
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
結
論

は
な
る
べ
く
学
校
周
辺
に
給
水
所
を
作
っ
て

夕
方
子
供
た
ち
が
下
校
時
に
持
ち
帰
れ
る
よ

う
に
し
た
。
女
性
た
ち
の
活
発
な
活
動
に
刺

激
さ
れ
て
、
給
水
所
作
り
に
夫
た
ち
は
き
わ

め
て
積
極
的
に
参
加
し
た
。

後
で
も
触
れ
る
が
、
学
校
に
は
必
ず
「
土

か
ま
ど
」
を
作
っ
た
。
こ
れ
で
子
供
た
ち
は

学
校
で
い
つ
で
も
沸
し
湯
を
飲
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
想
像
が
つ

か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
校
に
は
水
の

み
カ
ッ
プ
さ
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま

日
本
の
自
衛
隊
が
ナ
イ
ロ
ビ
に
派
遣
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
毎
日
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
ボ
ト
ル
が
数
千
本
と
廃
棄
さ
れ
る
。
わ
が

専
門
家
は
隊
長
に
か
け
あ
っ
て
大
量
に
も
ら

い
受
け
、
こ
れ
で
子
供
た
ち
の
水
の
み
カ
ッ

プ
問
題
は
一
気
に
解
決
し
た
。

目
に
見
え
て
も
っ
と
も
成
果
が
上
が
っ
た

の
は
「
か
ま
ど
」
作
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
昔

日
本
の
農
村
で
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
土
を
用
い
て
作
っ

た
。
ケ
ニ
ア
で
は
か
ま
ど
の
こ
と
を
ジ
ー
コ

と
い
う
。
北
欧
に
か
ま
ど
学
会
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
途
上
国
に
普
及
す
る
た
め
の
研
究

が
盛
ん
な
よ
う
で
あ
る
。
設
計
の
し
か
た
や

熱
効
率
、
余
熱
利
用
の
問
題
も
研
究
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
隣
村
も
含
め
て

一
九
九
八
年
初
頭
ま
で
三
千
戸
に
普
及
し

た
。あ
ま
り
雨
が
降
ら
な
い
の
で
多
く
の
カ
ャ

ブ
キ
民
家
の
天
井
近
く
は
外
気
と
通
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
の
場
合
は
煙
の
排
出

は
容
易
な
の
で
、
か
ま
ど
は
屋
内
に
設
置
す

る
。
夕
食
の
支
度
時
は
一
時
煙
が
立
ち
込
め

る
が
、
蚊
の
進
入
に
も
役
立
つ
。
家
屋
に
煙

の
排
出
口
が
な
い
場
合
、
か
ま
ど
は
屋
外
に

設
置
す
る
。
乳
児
下
痢
症
は
、
み
る
み
る
う

ち
に
減
少
し
た
。
た
ま
た
ま
九
八
年
一
月

に
、
こ
の
地
域
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
。

川
を
挾
ん
だ
向
こ
う
側
で
は
五
○
人
の
死
者

を
出
し
た
。
一
方
、
か
ま
ど
の
普
及
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
区
で
は
、
死
者
ゼ
ロ
ど
こ
ろ

か
、
一
例
の
患
者
も
発
生
し
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
直
ち
に
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
か
ま
ど
の
評
判
は
一
気
に
全
国
に
広

ま
っ
た
。
最
近
で
は
ヱ
ン
ザ
ロ
・
ジ
ー

コ
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

3与



ケニアの人ロ教育

保健所の前で子

供たちとの会話

栄
養
改
善
に
も
着
目
し
た
。
各
部
族
は
、

部
族
ご
と
に
伝
統
的
に
食
べ
ら
れ
る
野
菜
と

食
べ
ら
れ
な
い
野
菜
を
区
別
し
て
い
る
。
食

六
、
エ
ン
ザ
ロ
の
歌
声
は

ど
こ
ま
で
届
く
か

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
台
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
人
も
い
る
位
に
、
生
活
改
善

を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
家
族
計
画

・
母
子
保
健
は
、
生
活
改
善
と
連
動
し
て
そ

の
水
準
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
水
、
か
ま

ど
の
お
か
げ
で
乳
児
死
亡
が
減
少
し
て
き
て

い
る
。
家
族
計
画
は
、
む
し
ろ
生
活
改
善
の

共
同
作
業
の
中
で
積
極
的
に
な
っ
た
と
言
っ

た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
政
府
の
配
給
す

る
避
妊
器
具
、
避
妊
薬
が
途
絶
え
が
ち
で
あ

る
こ
と
が
難
点
で
あ
る
。
｜
旦
病
院
・
保
健

く
ら
な
い
野
菜
と
い
っ
て
も
何
か
特
別
な
理

由
が
あ
る
訳
で
な
く
、
単
に
食
べ
る
習
慣
が

な
い
と
い
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ

で
各
部
族
が
食
用
し
て
い
る
も
の
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
、
写
真
入
り
の
教
材
を
作
製
し

た
。
こ
れ
を
テ
キ
ス
ト
に
婦
人
グ
ル
ー
プ
の

講
習
会
に
用
い
、
村
人
の
食
卓
メ
ー
ー
ュ
ー
は

豊
か
に
な
っ
た
。
野
菜
の
中
に
は
、
駆
虫
薬

の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

も
わ
か
っ
た
。

所
に
配
給
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
な
く
な
る

ほ
ど
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
意
識
は
高

い
よ
う
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
評
価
報
告
書
に
、
ケ

ー
ー
ァ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
曰
く
、
「
村
人

は
貧
し
い
が
知
的
に
か
ら
っ
ぽ
の
舟
（
犀
己
‐

℃
ご
く
①
別
の
一
）
で
は
な
い
」
と
書
き
し
る

し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
確
か
に

日
本
側
も
初
期
に
は
い
ろ
い
ろ
と
介
入
し

た
。
し
か
し
、
一
旦
動
機
づ
け
が
う
ま
く
い

く
と
、
彼
ら
の
間
か
ら
次
々
と
ア
イ
デ
ア
が

出
さ
れ
、
実
行
に
移
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

日
本
側
は
、
む
し
ろ
相
談
相
手
の
役
割
を
担

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
永
遠
に
続
く
わ
け
で
は

な
い
。
今
後
は
ケ
ニ
ア
人
自
身
が
さ
ら
に
発

展
さ
せ
全
国
普
及
に
努
力
す
る
の
が
建
前
で

あ
る
。
し
か
し
、
十
年
つ
き
あ
っ
た
エ
ン
ザ

ロ
の
行
く
末
は
、
や
は
り
気
に
な
る
も
の
で

あ
る
。
村
の
校
長
は
手
書
き
の
住
所
を
く
れ

て
、
日
本
人
と
の
活
動
を
続
け
た
い
と
い
っ

て
別
れ
た
。
私
と
し
て
は
、
今
後
地
方
自
治

体
か
Ｍ
Ｇ
Ｏ
ｓ
が
興
味
を
示
し
、
引
き
継
い

で
頂
け
る
な
ら
ば
幸
せ
で
あ
る
。
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勢
で
昼
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ホ
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ム
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高
齢
化
は
地
球
規
模
で
進
行

’
六
月
に
は

今
年
は
人
口
、
開
発
、
女
性
の
地
位
の
向

上
、
環
境
、
食
料
な
ど
地
球
的
規
模
で
解
決

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
を
真
剣
に
考

え
る
年
と
い
っ
て
い
い
。
と
い
う
の
は
、
い

く
つ
か
理
由
が
あ
る
。

第
一
は
、
十
月
十
二
日
に
世
界
人
口
が

人
ロ
高
齢
化
と
い
う
と
先
進
国
の
「
特

許
」
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。
だ
が
、
発
展
途

上
国
に
も
「
高
齢
化
の
波
」
が
押
し
寄
せ

始
め
て
い
る
。
地
球
上
に
人
類
が
生
ま
れ

て
以
来
、
人
ロ
は
圧
倒
的
に
若
い
世
代
が

多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
出
生
率
の
低
下
や

平
均
寿
命
の
延
び
に
伴
い
、
二
十
世
紀
の

後
半
に
な
っ
て
高
齢
者
が
増
え
始
め
た
。

▽
人
ロ
爆
発
の
世
紀

西

内

正

彦

鳥Ll

J鶯
寶７J.■

国
連
人
口
特
則
鑑
震
口
詑
鞭

そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
は
、
地
球
規
模
で

高
齢
者
と
い
う
「
新
し
い
世
代
」
が
か
な

り
の
比
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

国
連
総
会
で
決
ま
っ
た
「
国
際
高
齢
者

年
」
が
昨
年
十
月
一
日
の
「
国
際
高
齢
者

の
日
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
高
齢
化
す
る
世

界
の
人
ロ
事
情
、
国
際
高
齢
者
年
の
目
的

な
ど
を
紹
介
し
よ
う
。

「
六
○
億
人
の
日
」
を
迎
え
る
か
ら
だ
。

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
昨
年

七
月
、
六
○
億
人
に
達
す
る
の
は
六
月
十
六

日
と
発
表
し
た
。
だ
が
、
国
連
が
十
月
に
公

表
し
た
一
九
九
八
年
世
界
人
口
推
計
で
人
口

増
加
率
が
以
前
の
推
計
に
比
べ
て
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
六
○
億
人
の
日
を
約

四
カ
月
遅
ら
せ
た
。

八
・
・
・
缶

卍」》

■し

『’も〆』》〆｜・｝赴一【戸トー・…‐〃私》｜｜・｜降町４＄
目
ニ
ー
、
－

式丙十い●８》‐１４Ｊ」。◇→］］凸一「’’

●‐一法年や少

ョ
Ｐ
（
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高齢化は地球規模で進行

国
連
の
資
料
に
よ
る
と
、
西
暦
元
年
の
世

界
人
口
は
三
億
人
程
度
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
れ
が
が
一
○
億
人
に
な
っ
た
の
は
一
八
○

四
年
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
｜
世
が
皇
帝
に
な
っ
た

年
だ
。
人
類
が
誕
生
し
た
の
は
五
○
○
万
’

四
○
○
万
年
前
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
気
の

遠
く
な
る
ほ
ど
の
時
間
を
か
け
て
一
○
億
人

ま
で
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

一
一
○
億
人
は
一
九
一
一
一
○
年
、
三
○
億
人
は

一
九
六
○
年
、
四
○
億
人
は
七
四
年
、
五
○

億
人
は
八
七
年
で
あ
る
。
’
○
億
人
が
新
た

に
加
わ
る
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。

九
八
年
世
界
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
年
間

増
加
率
は
一
・
三
一
一
一
％
、
年
間
増
加
数
は
七

八
○
○
万
人
。
女
性
一
人
当
た
り
の
平
均
子

Ｑ
年
間
増
加
数
は
七
供
数
は
一
九
五
○
年
代
の
五
人
か
ら
二
・
七

一
人
当
た
り
の
平
均
子
人
に
ま
で
下
が
っ
た
。
今
後
、
増
加
率
は
下

が
り
、
最
も
可
能
性
の
あ
る
「
中
位

，
説
入
熊
会
Ｊ
億

推
計
」
で
は
二
○
五
○
年
に
八
九
億

一
」
論
社
、
ロ
豊
加

》熱》》》》『甸孵
人
に
な
る
。

世
界
人
口
推
計
は
二
年
ご
と
に
発

鱗
蕊
騨
》
霧
蝋
纈
》

剛繍霊鰄鰄蝋臓牛謝捌小鮖鰕Ｍ１｜っ一

先腫

－－＝＝》←’一・剋暉・‐・な』ヘーー～～

た
か
ら
、
新
推
計
は
途
上
国
で
家
族
計
画
の

普
及
な
ど
に
よ
っ
て
出
生
率
が
低
下
し
た
成

果
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
、
推
計
は
エ
イ
ズ
に
よ
る

死
亡
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
特
に
エ
イ
ズ
感
染
率
が
高
い
ア
フ
リ

カ
の
二
九
カ
国
で
は
、
平
均
寿
命
（
男
女
平

均
）
が
四
十
七
歳
で
、
も
し
エ
イ
ズ
が
な
い

と
し
た
場
合
の
五
十
四
歳
よ
り
七
歳
も
短
く

な
っ
て
い
る
。
正
確
な
知
識
と
予
防
で
、
各

国
は
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
す
努
力
を

ホームの中の売店で買物

＝北海道の特別養護老人ホーム
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世界の年齢別人口の推移 (1,000人）

窯iii了iiIW蒜|iii霧漏iiii
地域

65歳以上

1,415,925

287,374

1,128,550'鱗;糠 雛!Ⅱ鱗
世界全域

先進地域'）

発展途上地域2） ;劉繍
ＵＮ,Ｔ１ｈｅＳｂ罪α几dAgeDLsけdbutio几Ｑ/ZheWorJdPOpulcItjonsJI99６による。
１）ヨーロッパ、北部アメリカ、日本、オーストラリア及びニュージーランドからなる地域。
２）先進地域以外の地域。

世界の年齢別人口の割合 (％）

…::蓑藏ｌ５ｍｉ芸;|;祠I王|雨:鶚地域
65歳以上

１５．１

２４．７

64.4

58.3

65.2

20.5

17.0

21.0

6.5

13.5

４．７

世界全域

先進地域

発展途上国

62.2

66.9

60.9

31.3

19.6

344
２
９
９

Ｆ
１
Ⅱ
３

34.4

27.4

37.8

60.4

64.8

584 13.8

ＵＮｐＴ１ｈｅＳｂ工mzdAgeDtsZ（b“tjo〃ｑ/,t/ZeWoFZdPopuJQtjo几s､･ノ996による。

し
、
国
際
的
な
支
援
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

世
界
人
口
の
比
率
を
先
進
国
と
途
上
国
に

分
け
る
と
、
五
○
年
に
は
三
二
％
と
六
八

％
。
そ
れ
が
現
在
は
二
○
％
と
八
○
％
だ

が
、
二
○
五
○
年
に
は
一
三
％
と
八
七
％
に

な
る
と
い
う
か
ら
、
途
上
国
の
急
増
ぶ
り
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

世
界
人
口
は
一
九
○
○
年
に
は
一
六
億
五

○
○
○
万
人
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
年
、
六
○

億
人
に
な
る
。
’
○
○
年
の
う
ち
に
四
三
億

五
○
○
○
万
人
も
の
人
口
が
増
え
た
世
紀
は

な
い
。
し
か
も
そ
の
増
加
は
二
○
世
紀
後
半

の
五
○
年
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
さ
に
二
○

世
紀
は
「
人
口
爆
発
の
世
紀
」
な
の
だ
。

第
二
の
理
由
は
、
六
月
三
十
日
か
ら
七
月

二
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
人

口
開
発
特
別
総
会
が
開
か
れ
る
こ
と
だ
。

特
別
総
会
で
は
、
九
四
年
に
カ
イ
ロ
で
開

か
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
が
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
た
か
を
評
価
し
、
今
後
の
実
施
に
向

け
て
各
国
の
経
験
を
学
び
合
う
の
が
目
的

▽
－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
５

だ
。総
会
に
向
け
て
国
連
人
口
基
金
は
昨
年
か

ら
地
域
会
議
や
専
門
家
に
よ
る
円
卓
会
議
な

ど
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
二
月
八
日
か
ら
十

二
日
ま
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
総
仕
上

げ
と
も
い
う
べ
き
「
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約
一
八
○

カ
国
の
代
表
が
参
加
す
る
予
定
だ
。
並
行
し

て
国
会
議
員
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
、

青
年
代
表
に
よ
る
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
政
府
、
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
、
市

民
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
人
口
問
題
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。

カ
イ
ロ
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計

画
」
は
、
七
四
年
の
世
界
人
口
会
議
（
ブ
カ

レ
ス
ト
）
、
八
四
年
の
国
際
人
口
会
議
（
メ

キ
シ
コ
市
）
で
の
行
動
計
画
と
は
、
人
口
増

加
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ま
っ
た
く
異

な
っ
て
い
る
。

過
去
二
回
の
行
動
計
画
は
、
人
口
増
加
を

抑
制
す
る
た
め
に
家
族
計
画
な
ど
の
施
策
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
マ
ク
ロ
の
視
点

が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
カ
イ
ロ
会
議
で
は
、
カ
ッ
プ
ル
や
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高齢化は地球規模で進行

「歩行器を使って施設

の中を歩きます」

＝ドイツ・デュッセル

ドルフの高齢者施設

個
人
、
そ
れ
も
女
性
の
視
点
を
前
面
に
打
ち

出
し
た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
、
権
利
）
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

（
能
力
の
開
発
と
向
上
）
だ
。
子
供
を
産
む

か
ど
う
か
、
何
人
に
す
る
か
と
い
う
自
己
決

定
の
権
利
を
人
権
と
し
て
認
め
、
そ
の
た
め

の
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
を
普
及
し
、
女

性
の
自
立
、
社
会
参
加
を
促
す
こ
と
が
必
要

と
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
が
回
り
道
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
結

果
的
に
は
人
口
増
加
の
速
度
を
遅
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
各
国
が
食
料
、
環
境
、
保

健
衛
生
、
教
育
、
雇
用
な
ど
の
解
決
に
向
け

て
取
り
組
み
や
す
く
な
る
、
と
い
う
わ
け

だ
。行
動
計
画
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル

ス
分
野
の
実
施
に
必
要
な
資
金
も
盛
り
込
ん

だ
。
九
五
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま
で
に
年
間

一
七
○
億
ド
ル
必
要
で
、
そ
の
三
分
の
一
は

先
進
国
が
拠
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
国
連
人
口
基
金
は
先
進
国
か
ら
の

拠
出
が
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
望
ま

な
い
妊
娠
や
中
絶
が
増
え
る
だ
ろ
う
と
警
告

し
て
い
る
。

ハ
ー
グ
で
の
国
会
議
員
の
会
議
で
は
、
人

口
問
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
が
中
心
に
な
っ
て
、

先
進
国
政
府
に
対
し
国
際
社
会
へ
の
約
束
を

守
る
よ
う
促
し
て
ほ
し
い
。

三
月
に
は
国
連
人
口
開
発
委
員
会
が
開
催

さ
れ
る
。
こ
れ
は
特
別
総
会
の
事
前
会
議
の

意
味
合
い
を
持
ち
、
国
連
事
務
総
長
が
特
別

総
会
に
提
出
す
る
報
告
草
案
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
の
理
由
は
、
昨
年
十
月
か
ら
「
国
際

高
齢
者
年
」
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

国
連
が
一
九
五
六
年
に
出
し
た
「
人
口
高

齢
化
と
そ
の
経
済
社
会
的
含
蓄
」
と
い
う
報

告
書
は
、
総
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
比
率

が
七
％
を
超
え
る
と
「
高
齢
化
社
会
」
、
一

四
％
を
超
え
る
と
「
高
齢
社
会
」
と
し
て
い

る
。
先
進
国
で
は
六
五
歳
以
上
を
高
齢
者
と

す
る
の
が
一
般
的
だ
。
し
か
し
、
途
上
国
で

は
平
均
寿
命
が
ま
だ
短
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

六
○
歳
以
上
を
高
齢
者
と
す
る
こ
と
も
あ

る
。一
局
齢
者
は
ど
の
程
度
増
え
る
の
だ
ろ
う

か
。

一
九
九
六
年
の
世
界
人
口
推
計
に
よ
る

と
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
九
五
年
の
三
億

五
○
○
○
万
人
か
ら
、
二
○
五
○
年
に
は
一

四
億
二
○
○
○
万
人
に
増
え
る
。
総
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
で
あ
る
高
齢
化
比
率

で
見
る
と
、
六
・
五
％
か
ら
一
五
・
一
％
に
な

る
。
つ
ま
り
、
現
在
は
「
高
齢
化
社
会
」
の

入
口
に
当
た
る
の
に
、
二
十
一
世
紀
半
ば
に

は
地
球
全
体
が
「
高
齢
社
会
」
と
い
う
わ
け

▽
二
○
五
○
年
の
高
齢
者
Ｍ
億
人

3９



バングラデシュの農村で

見かけた52歳のおじいさ

んと生後３ヵ月の孫

だ
。こ
の
う
ち
途
上
国
の
増
え
方
が
著
し
い
。

先
進
国
で
は
九
五
年
の
一
億
五
七
○
○
万

人
が
、
二
○
五
○
年
に
は
二
億
八
七
○
○
万

人
と
一
・
八
倍
。
一
方
、
途
上
国
で
は
二
億

一
三
○
○
万
人
か
ら
一
一
億
二
九
○
○
万
人

と
五
・
八
倍
に
な
る
。
来
世
紀
半
ば
に
は
、

世
界
の
高
齢
者
の
八
割
が
途
上
国
の
住
人
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
推
計
は
年
齢
を
ゼ
ロ
か
ら
五

歳
刻
み
に
分
け
、
八
○
歳
以
上
は
ひ
と
ま
と

め
に
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
九
八
年
推
計
で

は
八
○
歳
以
上
も
五
歳
刻
み
に
し
、
一
○
○

歳
以
上
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
高
齢
化
の
持
つ
重
み
が
よ
く
伝

わ
っ
て
く
る
。

八
○
歳
以
上
の
「
オ
ー
ル
デ
ス
ト
・
オ
ー

ル
ド
｜
と
呼
ば
れ
る
世
代
は
現
在
、
六
六
○

○
万
人
だ
が
、
二
○
五
○
年
に
は
六
倍
の
三

億
七
○
○
○
万
人
に
な
る
と
い
う
。
高
齢
者

の
中
で
高
齢
化
が
進
行
す
る
こ
と
を
示
し
て

い
『
６
。

▽
’
’
○
二
五
年
の
平
均
寿
命
は
ね
歳

昔
か
ら
長
寿
は
人
間
の
願
望
だ
っ
た
。
そ

の
願
い
が
達
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
一
九
九
八
年
世
界

健
康
報
告
書
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

あ
る
年
齢
の
人
が
何
年
生
き
ら
れ
る
か
を

「
平
均
余
命
」
、
ゼ
ロ
歳
児
の
平
均
余
命
の

こ
と
を
「
平
均
寿
命
」
と
い
う
。
世
界
全
体

の
平
均
寿
命
（
男
女
平
均
）
は
五
五
年
は
四

八
歳
だ
っ
た
。
そ
れ
が
九
五
年
に
は
六
五
歳

に
な
り
、
一
一
○
二
五
年
に
は
七
一
一
一
歳
ま
で
延

び
る
と
い
う
。

二
○
一
一
五
年
に
は
先
進
国
の
二
六
カ
国
で

八
○
歳
を
超
え
る
。
中
で
も
最
高
齢
グ
ル
ー

プ
の
日
本
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
八
二
歳
に
達
す
る
、
と

し
て
い
る
。

発
展
途
上
国
の
平
均
寿
命
の
延
び
も
顕
著

で
、
九
六
年
世
界
人
口
推
計
で
は
、
現
在
の

六
三
・
六
歳
か
ら
、
二
十
一
世
紀
半
ば
に
は

今
の
先
進
国
の
水
準
で
あ
る
七
五
・
五
歳
と

な
る
。

平
均
寿
命
は
地
域
の
保
健
、
衛
生
、
経
済

状
態
を
示
す
指
標
と
さ
れ
て
い
る
。
途
上
国

の
平
均
寿
命
が
現
在
よ
り
約
一
二
歳
延
び
る

こ
と
は
、
途
上
国
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る

こ
と
を
予
測
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
逆
に

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
に
は
、
八
五
年
’
九
五

年
の
間
に
平
均
寿
命
が
一
・
九
歳
短
く
な
っ

た
国
も
あ
り
、
厳
し
い
経
済
状
況
を
死
亡
率

の
上
昇
と
い
う
指
標
で
示
し
た
こ
と
に
な

る
。一
局
齢
者
の
増
加
に
伴
う
医
療
、
年
金
、
介

護
な
ど
は
先
進
国
の
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち

`０



高齢化は地球規模で進行

社
会
保
障
・
国
立
人
口
問
題
研
究
所
は
、

九
七
年
に
「
日
本
の
将
来
推
計
人
目
を
発

表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
九
五
年
に

一
億
二
六
○
○
万
人
だ
っ
た
日
本
人
口
は
二

○
○
七
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
後
、
減
少
を

始
め
、
二
○
五
○
年
に
は
一
億
五
○
万
人
に

な
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
推
計
を
見
る
と
、
途
上
国

も
含
む
地
球
規
模
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
な

の
で
あ
る
。

高
齢
化
と
裏
表
の
関
係
に
あ
る
の
が
、
出

生
率
の
低
下
に
よ
る
子
供
人
口
の
減
少
。
つ

ま
り
少
子
化
で
あ
る
。
世
界
人
口
推
計
を
見

る
と
、
ゼ
ロ
－
’
四
歳
の
子
ど
も
人
口
の
比

率
は
、
九
五
年
の
一
一
二
・
一
一
一
％
か
ら
二
○
五

○
年
に
は
二
○
・
五
％
へ
と
減
少
す
る
。
し

か
し
実
数
で
見
る
と
、
一
八
億
八
○
○
○
万

人
か
ら
一
九
億
二
○
○
○
万
人
へ
増
え
る
。

途
上
国
で
は
人
口
増
加
抑
制
と
、
高
齢
者
対

策
の
両
方
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
る
。

▽
日
本
は
高
齢
化
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

高
齢
者
は
九
五

年
の
一
八
○
○
万

人
（
一
四
・
六
％
）

か
ら
、
’
一
一
二
○
○

万
人
（
三
二
・
一
一
一

％
）
へ
増
え
る
。

国
民
の
三
人
に
一

人
が
高
齢
者
と
い

う
、
世
界
の
ど
の

国
も
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
こ
と
が

日
本
で
起
き
る
の

だ
。

一
方
、
ゼ
ロ
－

十
四
歳
の
子
供
人

口
は
二
○
○
○
万

人
□
六
％
）
か

ら
減
り
続
け
、
一

三
○
○
万
人
（
’

三
・
｜
％
）
に
な

る
。
働
き
盛
り
の

一
五
’
六
四
歳
の

生
産
年
齢
人
口
は

八
七
○
○
万
人

（
六
九
％
）
か
ら

liTmIiFifiiijiiijjiiiriijTii訓
人口(1,000人）

F恩~霞一、二F礦。15～64歳 65歳以上 65歳以上

３．３８

２．３８

－０．１３

守来推計人口の年齢構造に関する指旨標(2)

人口割合(％） 平

iｌ

従属人口指数(％）

舂玩i引竈子Iil巍

~計JJj
年次

蕊
上表の人口に対応する。

65歳以上

１４．５６

１７．２４

２２．０４

２７．３９

３２．２９

総数 年少人口

39.7

41.3

43.9

49.0

49.9

43.91

iｉｉｌ
23.0

21.5

22.6

22.0

23.9
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バングラデシュの農村

で出会ったお年寄り

五
五
○
○
万
人
（
五
四
・
一
％
）
に
減
少
す

る
。平
均
寿
命
の
延
び
も
著
し
い
。
九
七
年
簡

易
生
命
表
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
男
性
七
七
・
一
七
歳
、
女
性
八
三
・
八
二
歳

で
あ
る
。
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
は
、

二
○
五
○
年
に
は
七
九
・
四
三
歳
、
八
六
・
四

七
歳
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
推
計
結
果
は
、
日
本
の
少
子
・

高
齢
・
長
寿
・
人
口
減
少
社
会
の
到
来
は

「
避
け
ら
れ
な
い
未
来
」
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

日
本
の
高
齢
化
の
特
徴
は
、
高
齢
化
の
速

度
が
速
い
こ
と
。
高
齢
化
比
率
が
七
％
か
ら

一
四
％
に
な
る
の
に
、
福
祉
先
進
国
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
八
二
年
か
か
っ
て
い
る
の

に
、
日
本
は
わ
ず
か
二
四
年
で
到
達
し
た
。

こ
う
し
た
急
速
な
高
齢
化
が
医
療
、
年
金
制

度
の
大
改
革
が
検
討
さ
れ
、
二
○
○
○
年
四

月
か
ら
介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
る
背
景
で

も
あ
る
。

高
齢
化
の
速
度
の
速
さ
で
も
、
絶
対
数
の

多
さ
で
も
日
本
の
高
齢
化
は
世
界
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
だ
。
日
本
の
高
齢
者
対
策
は
、
日

本
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
東
ア
ジ
ア
に
は
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

▽
す
べ
て
の
人
の
た
め
の

社
会
を
め
ざ
し
て

国
連
は
一
九
八
一
一
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
、
高

齢
者
問
題
世
界
会
議
を
開
き
、
各
国
の
高
齢

者
対
策
の
指
針
に
な
る
高
齢
者
問
題
国
際
行

動
計
画
を
採
択
し
た
。

途
上
国
で
は
高
齢
化
が
ほ
と
ん
ど
問
題
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
が
、
中
国

は
こ
の
会
議
に
向
け
て
中
国
老
年
問
題
委
員

会
を
発
足
さ
せ
、
高
齢
化
を
先
取
り
し
た
と

注
目
を
集
め
た
。
二
○
五
○
年
の
中
国
の
高

齢
者
は
三
億
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

九
一
年
の
国
連
総
会
は
「
高
齢
者
の
た
め

の
国
連
原
則
」
を
採
択
し
た
。
「
自
立
、
参

加
、
ケ
ア
、
自
己
実
現
、
尊
厳
」
の
五
項
目

で
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
促
進
す
る
た
め
に
一

九
九
九
年
を
国
際
高
齢
者
年
と
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

テ
ー
マ
は
一
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社

会
め
ざ
し
て
」
。
昨
年
十
月
一
日
の
「
国
際

高
齢
者
の
日
」
か
ら
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
に

な
っ
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総

長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
。
そ
の
中
で

「
高
齢
化
の
傾
向
は
、
家
族
構
成
に
も
影
響

す
る
。
若
者
が
多
く
、
高
齢
者
が
少
な
い
と

い
う
伝
統
的
な
家
族
構
成
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

は
、
子
供
一
人
に
対
し
て
親
が
二
人
、
祖
母

父
が
四
人
、
曾
祖
父
母
が
数
人
と
い
う
逆
三

角
形
へ
と
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
」

「
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社
会
と
い
う

の
は
、
高
齢
者
が
患
者
や
年
金
生
活
者
と
し

て
中
傷
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
発
展
の
主
役
か

つ
受
益
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
社
会
で
あ

る
。
多
世
代
共
存
型
の
社
会
で
あ
り
、
人
々
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高齢化は地球規模で進行

罰
・
口
簿

おやつとジュースとケー

キが楽しみ

（ドイツ・デュッセルド

ルフの高齢者施設）

霞

が
年
を
と
っ
て
い
く
中
で
、
健
康
な
生
活
様

式
を
可
能
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
尽
力

す
る
社
会
で
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

長
寿
時
代
の
高
齢
者
が
、
扶
養
さ
れ
る
世

代
で
は
な
く
、
潜
在
能
力
を
持
っ
た
世
代
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

九
九
年
に
国
連
が
主
催
す
る
政
府
間
会
議

は
な
い
。
し
か
し
各
国
や
非
政
府
組
織
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
な
ど
に
よ
る
具
体
的
な
行
動
は
昨
年

の
一
国
際
高
齢
者
の
日
」
か
ら
始
ま
っ
て
い

写真･左上＝野菜を切るのも機能回復訓練

（スウェーデンの高齢者施設）

写真･左下＝織物は楽しみと機能回復訓練

（スウェーデンの高齢者施設）

写真･右下＝１日に数回のホームヘルパーの

訪問を受けながら、車いすで独り暮らしを

するリューマチの女性。週に－度はヘルパー

と１階にあるスーパーヘ買物に行き、好き

なものを選ぶのが楽しみという

（スウェーデンの高齢者住宅）

る
。政
府
は
国
際
高
齢
者
年
に
関
す
る
関
係
省

庁
連
絡
会
議
を
発
足
さ
せ
た
。
高
齢
者
問
題

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
う
ち
一
三
団
体
が

一
高
齢
者
年
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
協
議
会
」
を
設

け
、
高
齢
者
年
に
つ
い
て
の
情
報
セ
ン

タ
ー
、
高
齢
者
団
体
の
結
集
、
連
携
の
場
と

す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

九
九
年
と
い
う
年
は
、
日
本
の
高
齢
者
対

策
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
折
り
目
の
年
だ
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
増
員
な
ど
高
齢
者
保
健
福
祉
の
基

盤
整
備
の
目
標
を
掲
げ
た
一
新
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ど
の
最
終
目
標
の
年
が
九
九
年
度
。

さ
ら
に
二
○
○
○
年
四
月
か
ら
の
介
護
保

険
法
に
向
け
て
の
最
終
準
備
の
年
で
も
あ

り
、
年
金
や
老
人
保
健
法
の
改
革
も
国
会
で

議
論
さ
れ
る
。

「
す
べ
て
の
人
の
社
会
め
ざ
し
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
は
、
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
が
乳

幼
児
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
生
涯
の
各
段
階
を

考
え
て
い
る
よ
う
に
、
子
供
、
障
害
者
、
妊

産
婦
、
高
齢
者
ら
す
べ
て
の
人
が
住
み
や
す

い
社
会
作
り
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
訴
え
て
⑱

い
る
の
だ
と
思
う
。



高齢化社会は究極の社凸

､論Iﾋﾟド

日本大学人口研究所名誉所長
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第
二
次
大
戦
後
の
二
十
世
紀
後
半
か
ら
二

十
一
世
紀
中
頃
ま
で
の
一
世
紀
は
、
そ
れ
ま

で
の
人
類
の
長
い
歴
史
と
区
分
さ
れ
る
べ
き

分
水
嶺
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
類
の
持
続
的

生
存
に
か
か
わ
る
人
口
爆
発
で
あ
る
。
一
九

五
○
年
か
ら
二
○
五
○
年
ま
で
の
一
世
紀

は
、
二
十
世
紀
後
半
の
五
○
年
を
前
期
、
二

十
一
世
紀
前
半
の
五
○
年
を
後
期
と
区
分
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
前
期
は
世
界
人
口
の
爆

発
的
増
加
と
挑
戦
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
、
後
期
は
前
期
増
加
と
対
策
の
結
果
と
し

て
の
人
口
変
動
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
後
期
の
人
口
変
動
は
人
口
高
齢
化

の
年
齢
構
造
変
化
と
都
市
化
と
い
う
人
口
分

布
の
顕
著
な
変
化
で
構
成
さ
れ
る
。

前
期
は
ほ
ぼ
終
了
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
間
も
な
く
人
口
爆
発
の
後
期
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
二
つ
の
重
要

な
人
口
学
的
局
面
が
見
ら
れ
る
。
第
一
は
前

期
の
人
口
爆
発
に
対
応
す
る
積
極
的
な
人
口

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
と
し
て
の
人
口
高
齢

序
説
人
口
爆
発
の
世
紀

１
人
類
史
の
分
水
嶺
上
九
五
○
～
二
○
五
○
Ｉ

化
と
い
う
年
齢
構
造
変
動
で
あ
る
。
人
類
全

体
と
し
て
の
高
齢
化
現
象
の
展
開
で
あ
る
。

第
二
は
人
口
増
加
率
の
著
し
い
低
下
傾
向
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
前
期
に
お
け
る
高
出
生
率

の
産
物
と
し
て
の
若
年
層
人
口
を
中
心
と
す

る
年
増
加
人
口
が
な
お
当
分
大
き
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
当
分
の
間
は
年
平
均
八
○
○

○
万
前
後
、
後
期
の
終
わ
り
頃
で
も
な
お
年

増
加
分
は
四
○
○
○
万
以
上
と
予
想
さ
れ

る
。年
増
加
率
も
後
期
の
終
わ
り
頃
に
は
○
・

五
％
以
下
に
ま
で
低
下
が
予
想
さ
れ
、
そ
の

あ
と
増
加
零
へ
の
安
定
化
に
向
か
う
と
期
待

さ
れ
る
が
、
過
去
の
必
要
な
行
動
の
必
然
的

産
物
で
あ
る
増
加
分
に
適
切
に
し
て
十
分
な

扶
養
を
新
し
い
世
代
が
提
供
で
き
る
か
が
重

大
な
挑
戦
的
課
題
で
あ
る
。

以
上
の
世
界
人
口
の
変
動
の
二
局
面
に
つ

い
て
若
干
ふ
れ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
日
本

人
口
の
変
化
の
基
本
的
特
徴
が
世
界
人
口
の

動
向
の
先
駆
的
実
験
を
示
し
て
い
る
と
恩
わ

ｲｺ
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君丸

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

世
界
人
口
は
一
九
六
○
年
に
は
三
○
億
人

で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
の
十
月
に
は
二
倍

の
六
○
億
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
三

十
九
年
間
に
三
○
億
人
の
増
加
で
あ
る
が
、

こ
の
三
○
億
人
は
人
類
出
現
以
来
一
九
六
○

年
に
至
る
何
百
万
年
の
増
加
に
匹
敵
す
る
。

’
九
五
○
年
の
世
界
人
口
は
二
五
億
人
で

あ
っ
た
。
一
○
○
年
後
の
二
○
五
○
年
に
は

ほ
ぼ
四
倍
の
一
○
○
億
人
前
後
が
推
計
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
想
像
を
絶
す
る
地
球
上
の

人
類
と
い
う
生
物
の
増
加
は
、
人
口
爆
発
と

呼
ば
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
二
十
世
紀
の
後
半

一
九
五
○
年
以
降
に
お
い
て
発
生
し
た
。

歴
史
上
経
験
の
な
い
現
象
で
あ
る
だ
け

に
、
そ
の
地
球
規
模
的
意
義
と
影
響
に
つ
い
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し連た例い年七九

i識:霊
門関は｜こ史二のら
家、国達上％十一
のそ際し異と五九

て
は
容
易
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
’
九
七

二
年
の
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の
「
成
長
の
限

界
」
は
、
世
界
人
口
の
増
加
と
経
済
成
長
の

持
続
は
、
人
類
の
破
局
を
も
た
ら
す
と
警
告

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
驚
き

を
、
他
方
で
は
大
げ
さ
で
あ
る
と
い
っ
た
批

判
さ
え
あ
っ
た
。

し
か
し
、
食
糧
生
産
の
増
加
率
を
は
る
か

に
上
回
る
人
口
増
加
率
の
途
上
国
で
は
、
す

で
に
固
定
化
し
て
き
て
い
る
ぼ
う
大
な
貧
困

層
、
社
会
開
発
の
遅
れ
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ

る
人
口
増
加
の
抑
制
は
、
国
の
政
策
上
の
極

め
て
明
白
な
緊
急
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
途
上
国
の
個
々
の
国
の
立
場

か
ら
す
る
切
実
な
現
実
で
あ
っ
た
。

他
方
に
お
い
て
、
世
界
人
口
は
戦
後
急
速

世
界
人
口
は
戦
後
急
速

に
増
加
率
を
高
め
、
一

関
心
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
増
加
抑
制
の

た
め
の
家
族
計
画
政
策
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
が
強
力
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
個
々
の
国
の
場
で
の

人
口
抑
制
と
地
球
規
模
で
の
家
族
計
画
運
動

は
相
互
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
出
生
力
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
先
進
諸

国
の
ほ
と
ん
ど
の
国
の
出
生
力
は
置
換
水
準

以
下
に
低
下
し
た
。
先
進
諸
国
全
体
の
合
計

特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
は
一
九
七
○
’
’

九
七
五
年
に
は
二
・
二
、
’
九
七
五
’
一

九
八
○
年
に
は
遂
に
一
・
九
一
と
置
換
水
準

以
下
と
な
り
、
一
九
九
○
’
’
九
九
五
年
に

は
さ
ら
に
低
下
し
て
一
・
六
八
に
達
し
た
。

世
界
人
口
の
八
○
％
占
め
る
途
上
国
に
お
い

て
も
一
九
六
五
’
一
九
七
○
年
の
六
・
○

○
、
一
九
九
○
’
一
九
九
五
年
に
は
一
一
一
・
三

○
と
半
分
に
近
い
低
下
を
み
せ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
水
準
は
な
お
高
く
、
今
後
の

一
層
の
政
策
の
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
途
上
国
に
お
い
て
も
、
す
で
に
一

部
の
諸
国
、
た
と
え
ば
中
国
、
韓
国
、
タ

イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
す
で
に
置
換
水
準

以
下
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
を
実

現
し
て
い
る
。
国
連
に
よ
る
と
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
置

割５



換
水
準
以
下
に
達
し
て
い
る
国
は
一
九
九
七

年
で
五
一
カ
国
に
達
し
、
そ
の
人
口
は
世
界

人
口
の
四
四
％
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
○
一
五

年
に
は
八
八
カ
国
に
増
大
し
、
そ
の
人
口
は

世
界
人
口
の
三
分
の
二
に
達
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。

留
意
を
要
す
る
点
は
途
上
国
で
あ
る
。
前

述
の
如
く
、
一
部
の
途
上
国
で
は
先
進
国
並

み
の
出
生
力
低
下
を
実
現
し
て
は
い
る
が
、

な
お
著
し
く
高
い
国
や
地
域
も
少
な
く
な

い
。
た
と
え
ば
、
’
九
九
○
’
一
九
九
五
年

の
ア
フ
リ
カ
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
五
・
七
一
、
西
ア

ジ
ア
は
四
・
○
六
と
い
う
高
水
準
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
と
西
ア
ジ
ア
の
人
口
を
合
わ
せ
る

と
約
九
億
に
近
い
大
き
な
人
口
で
あ
る
。
い

い
か
え
れ
ば
途
上
地
域
と
い
っ
て
も
、
人
口

転
換
の
過
程
が
著
し
く
多
様
化
し
始
め
、
｜

部
で
は
先
進
国
水
準
を
達
成
し
て
い
る
国
も

あ
れ
ば
、
な
お
近
代
化
の
初
期
に
停
滞
し
て

い
る
国
も
あ
る
。
経
済
発
展
の
段
階
に
つ
い

て
も
同
様
な
分
化
の
過
程
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
人
口
爆
発
の
世
紀
の
後
半
に
お
け

る
世
界
人
口
の
高
齢
化
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
よ
う
。
前
期
に
お
け
る
め
ざ
ま
し
い
出
生

力
低
下
は
必
然
的
に
世
界
人
口
の
高
齢
化
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

世
界
人
口
の
八
○
％
は
途
上
国
で
あ
る
た

め
、
世
界
人
口
全
体
と
し
て
の
年
齢
構
造
は

子
供
の
多
い
若
い
人
口
構
造
を
示
し
て
い

る
。
一
九
五
○
年
代
で
は
六
十
五
歳
以
上
人

世界人ロおよび先進地域､途上地域別高齢化率(65＋)の変化（％）表１

地域月 205020402010 2020 203020001995

世界全体

先進地域

途上地域

15.113.56.5 ６８ 7.4 8.9 11.2

24.718.4 21.8 23.714.2 15.513.5

11.9 13.85.6 9.45.0 7」4.7

口
の
割
合
は

五
％
と
低

几
く
、
’
九
九

０

・
繩
五
年
に
は
よ

眼
う
や
く
六
・

９ ９印
五
％
（
日
本

ｈ証
の
一
九
一
ハ
五

ｔ脾
年
頃
の
水

ｓ

恥
準
）
に
達
し

。
、
た
。
一
一
十
一

ｔａ

、
世
紀
に
は
い

Ｏ

Ｐ
る
と
吉
同
年
化

ｄ崎
の
速
度
は
速

副
く
な
り
、
一
一

、

麺
○
一
一
五
年
に

畑
は
一
○
％
、

ｅ

恥
一
一
○
五
○
年

粋
に
は
一
五
％

蘆
ｌ
こ
れ

は
日
本
の
一
九
九
五
年
の
水
準
ｌ
と
い

う
高
水
準
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
妬

（
表
１
参
照
）
。

表
１
で
は
、
世
界
人
口
と
と
も
に
参
考
の

た
め
先
進
地
域
と
途
上
地
域
に
つ
い
て
も
高

齢
化
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。
先
進
地
域

に
お
け
る
出
生
力
の
置
換
水
準
以
下
へ
の
激

落
が
高
齢
化
水
準
の
高
さ
と
そ
の
増
加
速
度

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

世
界
人
口
が
今
日
の
六
・
五
％
が
二
○
五

○
年
に
は
二
倍
以
上
の
一
五
％
に
達
す
る
こ

と
は
、
日
本
の
現
在
の
高
齢
化
水
準
の
社
会

経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
て
み
て
も
、
予

想
さ
れ
る
一
○
○
億
の
地
球
人
口
の
高
齢
化

社
会
の
実
像
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。

日
本
人
口
の
高
齢
化
は
極
め
て
特
徴
の
あ

る
過
程
を
辿
っ
て
い
る
。
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
人
口
比
率
は
遂
に
一
九
九
七
年
に
一
五

・
七
六
％
に
達
し
、
初
め
て
○
～
十
四
歳
の

子
供
人
口
比
率
一
五
・
三
五
％
を
上
回
っ

た
。
人
口
高
齢
化
の
過
程
の
中
で
の
新
し
い

転
換
期
に
は
い
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
こ

れ
を
「
高
齢
化
の
危
機
点
」
と
呼
ぶ
。
そ
の

理
由
は
、
人
口
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
が
一
般
的
な
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富
士
山
型
あ
る
い
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
か
ら
逆

三
角
形
へ
変
形
し
て
い
く
始
動
点
で
あ
り
、

そ
の
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
イ
ン
パ
ク

ト
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。人
口
爆
発
の
後
期
に
お
け
る
人
口
増
加
構

造
の
変
化
、
そ
し
て
年
齢
構
造
の
高
齢
化
と

い
う
特
徴
に
関
連
し
て
、
留
意
す
べ
き
人
口

現
象
は
都
市
化
と
い
う
人
口
の
地
域
分
布
変

動
で
あ
る
。

世
界
人
口
の
中
で
都
市
に
住
む
人
口
は
一

九
五
○
年
に
は
一
○
人
の
う
ち
三
人
（
二
九

・
七
％
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一

九
九
五
年
に
は
四
五
・
三
％
、
す
な
わ
ち
一

○
人
の
う
ち
半
分
に
近
い
人
口
が
都
市
に
住

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
に
は
い

る
と
二
○
○
五
年
に
は
五
○
％
（
四
九
・
七

％
）
が
都
市
に
、
そ
し
て
二
○
三
○
年
に
は

六
一
二
％
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
先
進
諸
国
で
は
一
九
五
○
年
に
す
で
に

五
五
％
の
都
市
化
率
を
示
し
て
お
り
、
一
九

九
五
年
に
は
七
五
％
、
二
○
一
一
一
○
年
に
は
八

四
％
と
全
国
的
都
市
化
に
達
す
る
。
も
ち
ろ

ん
、
世
界
人
口
の
大
部
分
を
占
め
る
途
上
国

日
本
人
口
の
少
子
化
と
高
齢
化
の
論
議
が

政
府
・
民
間
を
通
じ
て
根
強
く
広
く
続
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
望
ま
し
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
部
分
的
な

問
題
点
に
つ
い
て
の
論
議
で
あ
っ
て
、
無
視

し
て
は
問
題
の
解
決
に
な
ら
な
い
基
本
的
な

点
に
つ
い
て
の
誤
り
や
認
識
不
足
に
よ
る
こ

と
が
多
い
。
ま
ず
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
に

つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

で
は
ま
だ
都
市
化
水
準
は
低
い
。
一
九
五
○

年
に
は
都
市
化
率
は
一
八
％
に
す
ぎ
ず
、
人

口
の
大
部
分
は
農
村
に
住
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
途
上
国
で
も
次
第
に
都
市
化
が
進
み
、

今
日
（
一
九
九
五
年
）
で
は
三
八
％
が
、
そ

し
て
一
一
○
一
五
年
に
は
五
○
％
（
四
九
・
三

％
）
が
都
市
人
口
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。第
二
節
少
子
化
・
高
齢
化
論
の
転
換

ｌ
逆
一
一
一
角
形
論
理
の
主
張
Ｉ

、
基
本
的
認
識
の
不
足

と
誤
謬

第
一
は
人
口
学
的
な
視
点
で
あ
る
。
高
齢

化
の
意
義
と
少
子
化
と
の
関
連
で
あ
る
。
人

口
高
齢
化
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
人
口
に
占
め
る
あ
る
特
定
年
齢
の
高

齢
人
口
の
割
合
の
増
大
傾
向
を
意
味
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
現
象
は
人
口
の
年
齢
構
造

の
変
化
の
あ
る
一
面
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
重
要
な
点
は
高
齢
人
口
の
割

合
や
実
数
の
変
化
は
他
の
年
齢
人
口
の
変
化

な
し
に
は
生
じ
え
な
い
。
た
と
え
ば
年
少
人

口
の
割
合
の
低
下
、
さ
ら
に
は
青
年
人
口
の

割
合
の
一
時
的
増
大
、
中
高
年
人
口
の
割
合

世
界
人
口
の
半
分
が
都
市
に
住
む
よ
う
に

な
る
こ
と
は
、
産
業
構
造
や
社
会
シ
ス
テ
ム

の
大
変
化
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
著
し
い
変
化
で
も
あ
る
。

人
口
爆
発
の
後
期
に
お
け
る
基
本
的
な
人
間

の
行
動
の
枠
組
み
と
し
て
注
目
す
べ
き
分
野

で
あ
る
。
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の
変
化
な
ど
と
複
雑
に
関
連
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
高
齢
人
口
の
増
大
の
み
の
分
析

と
と
も
に
他
の
年
齢
人
口
の
変
化
と
の
関
連

で
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
点
は
社
会
経
済
的
視
点
で
あ
る
。
年

齢
構
造
の
変
化
は
、
第
二
次
大
戦
後
人
口
動

態
率
の
歴
史
上
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
劇

的
な
低
下
が
発
生
し
た
。
人
類
社
会
の
維
持

発
展
は
、
子
供
、
大
人
、
老
人
の
安
定
し
た

分
布
構
造
を
前
提
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

今
日
で
は
こ
の
人
口
の
年
齢
分
布
構
造
は
革

命
的
な
変
化
の
過
程
を
示
し
つ
つ
あ
る
。
年

齢
か
ら
見
た
社
会
経
済
構
造
革
命
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
日
本
人
口
は
欧
米
先
進

諸
国
を
超
え
て
、
二
○
五
○
年
に
は
完
全
な

逆
三
角
形
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
実
現
す
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
に
人
口
の
年
齢
分
布

が
変
化
し
た
と
い
う
事
実
以
上
に
社
会
変
革

を
同
時
に
迫
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
逆

三
角
形
の
論
理
の
主
張
の
根
拠
は
こ
の
点
に

あ
る
。

第
三
点
は
、
少
子
化
と
高
齢
化
は
二
元
論

的
現
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
少
子
化
と

高
齢
化
を
こ
の
順
序
で
結
び
つ
け
て
論
ず
る

こ
と
は
正
し
い
。
何
故
な
ら
ば
、
前
者
の
少

子
化
現
象
の
発
生
な
し
に
は
人
口
の
高
齢
化

は
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
子
化
を
因
と

し
、
高
齢
化
を
果
と
す
る
時
間
的
前
後
発
展

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
高
齢
化
は
望
ま
し
く
な

い
か
ら
、
原
因
で
あ
る
少
子
化
を
多
産
化
に

転
換
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
議
論
か
一
部
の

専
門
家
か
ら
提
案
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
短
絡
的
で
あ
る
。
多
産

か
ら
少
子
化
へ
の
転
換
が
人
類
の
画
期
的
進

歩
へ
の
過
程
で
あ
り
、
価
値
観
の
変
化
の
結

果
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
点
は
地
球
規
模
的
視
点
で
あ
る
。
世

界
人
口
の
爆
発
的
増
加
を
基
軸
と
す
る
資
源

の
枯
渇
、
食
料
の
不
足
、
環
境
の
悪
化
に
よ

る
地
球
の
人
口
扶
養
力
の
低
下
、
そ
し
て
人

類
の
持
続
的
生
存
を
脅
か
す
危
機
感
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
人
口
増
加
抑
制
政
策
は
国

連
、
国
際
機
関
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
大
部

分
の
国
々
の
明
確
な
至
上
命
令
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
世
界
人
口
の
出
生
力
も
め

ざ
ま
し
い
低
下
を
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
一
九

五
○
年
前
半
の
世
界
人
口
の
合
計
特
殊
出
生

率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
は
五
・
○
○
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
四
○
年
後
の
一
九
九
○
年
代
前
半
に

は
二
・
九
六
と
三
以
下
に
低
下
し
た
。
夫
婦

当
た
り
五
人
の
子
供
を
生
ん
で
い
た
の
が
三

人
足
ら
ず
ま
で
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
Ｔ

Ｆ
Ｒ
が
二
人
以
下
に
な
る
と
、
将
来
人
口
が

減
少
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
低
出
生
率
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
置
換
水
準
以
下
の
出
生
と
呼

ば
れ
る
。
国
連
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
九

七
年
に
こ
の
置
換
水
準
以
下
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
を
実

現
し
た
国
は
五
一
カ
国
に
達
し
、
そ
の
人
口

は
世
界
人
口
の
四
四
％
に
達
す
る
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
二
○
一
五
年
に
は
こ
の
よ
う
な
国

が
八
八
カ
国
に
増
加
し
、
そ
の
人
口
は
世
界

人
口
の
三
分
の
二
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
出
生
率
の
低
下
は
や
が
て
人

口
の
高
齢
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
国
連
推
計
に
よ
っ
て
み
る
と
、

世
界
人
口
の
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
占
め
る

割
合
は
一
九
九
五
年
に
お
い
て
六
・
五
％
に

す
ぎ
な
い
が
二
○
○
五
年
に
は
七
・
○
％
、

一
一
○
二
五
年
に
は
九
・
四
％
、
二
○
一
一
一
五
年

に
は
一
二
二
％
と
高
齢
化
の
速
度
を
高
め

て
い
く
。
こ
の
世
界
人
口
の
高
齢
化
の
速
度

が
い
か
に
速
い
か
は
、
た
と
え
ば
、
七
％
か

ら
一
二
～
一
三
％
の
水
準
に
達
す
る
の
に
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
の
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高齢化社会は究極の社会

社
会
、
経
済
の
進
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う

価
値
観
の
変
化
は
、
人
口
動
態
、
特
に
出
生

先
進
国
で
は
一
九
五
○
年
か
ら
一
九
九
五
年

ま
で
の
四
十
五
年
か
か
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
全
て
の
途
上
国
を
含
ん
だ
世
界
人
口
で

は
二
○
○
五
年
か
ら
二
○
’
一
一
五
年
ま
で
の
わ

ず
か
三
十
年
間
で
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ち
な
み
に
日
本
で
は
同
じ
水
準
の
高
齢

化
を
一
九
七
○
年
か
ら
一
九
九
○
年
ま
で
の

二
十
年
間
で
実
現
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
い
い
か
え
れ
ば
、
世
界
を

あ
げ
て
そ
の
持
続
的
生
存
と
開
発
の
た
め
に

地
球
規
模
的
少
子
化
を
促
進
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
必
然
的
結

果
と
し
て
高
齢
化
と
い
う
果
実
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
る
。

日
本
は
、
こ
の
地
球
的
大
事
業
の
先
端
を

歩
ん
で
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
。
人
類
が
生
存
の
た
め
に
必
死
に
模
索

し
て
い
る
途
を
日
本
は
先
行
し
、
経
験
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
曰
本
人
ロ
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

の
逆
三
角
形
化

力
に
対
す
る
意
識
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
誘
発

す
る
。
こ
の
行
動
は
や
が
て
社
会
に
深
く
根

差
し
、
定
着
し
始
め
る
と
と
も
に
社
会
、
経

済
か
ら
の
影
響
か
ら
独
立
し
な
が
ら
、
反
対

に
社
会
、
経
済
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
方
向
に
転
換
し
て
い
く
。

日
本
人
口
の
出
生
力
行
動
は
、
戦
後
の
激

烈
な
社
会
・
経
済
崩
壊
の
打
撃
の
下
に
、
先

進
諸
国
の
先
例
に
な
い
よ
う
な
ミ
ラ
ク
ル
的

な
出
生
力
の
激
落
を
実
現
し
て
い
っ
た
。
一

九
四
七
’
’
九
四
九
年
の
出
生
ブ
ー
ム
期
の

年
平
均
普
通
出
生
率
三
三
・
六
は
一
九
五
七

年
に
は
一
七
・
二
と
わ
ず
か
十
年
間
に
半
減

し
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）

に
つ
い
て
み
て
も
一
九
四
七
一
九
四
九
年

の
年
平
均
四
・
四
二
が
一
九
六
○
年
に
は
半

分
以
下
の
二
・
○
○
に
低
下
し
て
い
る
。
生

涯
出
生
児
数
四
人
以
上
が
わ
ず
か
十
年
余
で

半
分
以
下
の
二
人
に
低
下
し
た
こ
と
は
驚
く

べ
き
価
値
観
変
動
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
時
的
と
は
い
え
異
常
な
高

出
生
率
に
よ
る
団
塊
の
世
代
は
一
九
七
○
年

代
の
前
半
に
二
世
の
団
塊
世
代
ｌ
そ
れ

は
最
初
の
団
塊
の
世
代
よ
り
も
は
る
か
に
小

さ
い
規
模
で
は
あ
る
が
ｌ
を
生
ん
だ
あ

と
再
び
出
生
動
向
は
低
下
傾
向
を
持
続
し
て

い
る
。
普
通
出
生
率
で
は
一
九
九
○
年
以
降

ほ
ぼ
一
○
の
水
準
を
割
っ
て
九
の
低
水
準
に

あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
精
密
な
合
計
特
殊
出

生
率
で
見
る
と
一
九
七
五
年
以
降
置
換
水
準

を
割
っ
て
低
下
傾
向
を
持
続
し
て
お
り
、
一

九
八
八
年
以
降
一
・
五
、
最
近
の
一
九
九
七

年
に
は
遂
に
一
・
三
九
と
い
う
日
本
の
歴
史

上
初
め
て
の
最
低
水
準
に
、
国
際
的
に
み
て

も
イ
タ
リ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
に
次
い

で
超
低
水
準
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
口
の
出
生
力
の
激
落

は
、
国
際
的
に
も
例
の
少
な
い
急
激
な
人
口

の
高
齢
化
過
程
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
。死
亡
率
の
年
齢
別
変
動
が
人
口
の
年
齢
構

造
に
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
特
に
、
日
本
の
場
合
、
世
界
最
低
の

乳
児
死
亡
率
を
実
現
し
た
あ
と
、
死
亡
率
の

低
下
が
高
年
齢
層
に
移
行
し
た
結
果
、
人
口

の
高
齢
化
に
、
高
齢
人
口
の
死
亡
率
改
善
が

効
果
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
付
記
す

る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

’
九
五
○
年
か
ら
一
九
九
五
年
に
至
る
約

半
世
紀
、
さ
ら
に
一
九
九
五
年
か
ら
二
○
五
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日本人ロの若年人ロ比(Ｏ～14)と老年人口比(65＋)の推移、1950～2050図１％

5０

4０

○
年
に
至
る
半
世
紀
余
に
つ
い
て
日
本
人
口

の
年
齢
別
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
そ
の

３ ０

（
百
分
比
）

cｋ

2０

０

推
移
の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
約

半
世
紀
間
に
お
け
る
変
化
は
特
に
注
目
に
値

０

2050年20402000 2010 2020 20301９９０1９６０ 970 1９８０950

年次

す
る
。
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
三
大

年
齢
区
分
で
あ
る
○
～
十
四
歳
、
十

五
～
六
十
四
歳
、
六
十
五
歳
以
上
に

よ
っ
て
見
る
と
次
の
表
の
如
く
で
あ

る
。な
お
、
こ
の
年
齢
三
大
区
分
に
よ

日本人口の年齢別分布、1950～2050表２

ム
ロ
｜
、

P1

L｣

｢１

１J

13.113,139 35.4 15.929,78620,014Ｏ～1４

54.659.6 69.450,1688716554,90415～6４

32.34.15518,26132,454 4.9 1４５６５十

資料：1950,1995は国勢調査結果、2050は国立社会保障・人口問題研究
所、平成９年１月推計

る
変
化
を
一
九
五
○
年
以
降
現
在
の
一
九
九

五
年
ま
で
と
二
○
○
○
年
以
降
二
○
五
○
年

に
至
る
期
間
に
つ
い
て
五
年
間
を
単
位
と
し

て
若
年
人
口
比
（
○
～
十
四
歳
）
と
老
年
人

口
比
を
区
分
し
て
示
す
と
図
１
の
如
く
で
あ

る
。
表
１
と
図
ｌ
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と

は
、
第
二
次
大
戦
後
の
五
○
年
間
と
来
世
紀

の
五
○
年
間
を
顕
著
に
区
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
二
十
世
紀
後
半
の
五
○

年
間
は
人
口
高
齢
化
の
進
行
す
る
前
期
で
あ

り
、
そ
の
特
徴
は
若
年
人
口
が
高
齢
人
口
よ

り
も
な
お
大
き
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か

し
、
来
世
紀
前
半
の
半
世
紀
は
高
齢
人
口
が

若
年
人
口
よ
り
も
多
く
な
る
と
い
う
異
例
的

な
年
齢
構
造
の
転
換
に
著
し
い
特
徴
が
見
ら

れ
る
（
統
計
局
の
推
計
に
よ
る
と
一
九
九
七

年
に
す
で
に
高
齢
人
口
が
若
年
人
口
を
上

回
っ
た
）
。
筆
者
は
こ
の
時
期
を
高
齢
化
の

後
期
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
、
社
会
経
済

構
造
の
基
本
的
変
化
が
生
じ
、
こ
れ
に
対
応

す
る
認
識
と
行
動
（
政
策
）
が
要
請
さ
れ

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
二
十
世
紀
後
半
と
二

十
一
世
紀
前
半
の
そ
れ
ぞ
れ
の
半
世
紀
は
人

間
社
会
の
基
本
的
生
存
形
態
で
あ
る
年
齢
構

造
を
根
底
か
ら
変
革
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

5０
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う
こ
と
、
さ
ら
に
い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
に
対

応
す
る
社
会
経
済
構
造
の
変
革
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
変
革

は
逆
三
角
形
の
論
理
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

人
口
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
逆
三
角
形
化
は
、

図
１
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
○

～
十
四
歳
の
若
年
人
口
は
一
九
五
○
年
で
は

三
五
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
高
齢
人

口
は
五
％
に
も
達
し
な
い
。
子
供
人
口
を
基

礎
と
し
て
年
齢
の
上
昇
と
と
も
に
減
少
し
て

い
き
、
高
齢
人
口
で
も
っ
と
も
少
な
い
と
い

う
い
わ
ゆ
る
富
士
山
型
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
形

成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
約
半
世
紀
後
の
一
九
九
五
年
に

は
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
基
底
部
分
の
子
供
の

人
口
と
ト
ッ
プ
の
高
齢
人
口
は
そ
れ
ぞ
れ
一

五
・
九
％
、
一
四
・
五
％
と
な
お
子
供
人
口
が

若
干
多
い
が
そ
の
差
は
極
め
て
小
さ
い
。
事

実
、
二
年
後
の
一
九
九
七
年
に
は
遂
に
逆
転

し
て
老
年
人
口
が
子
供
人
口
を
越
え
て
い
る

（
統
計
局
卯
人
口
推
計
）
。
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
形
は
、
胴
部
分
が
膨
ら
ん
だ
ビ
ー
ル
樽

の
よ
う
に
変
形
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

こ
の
両
端
の
バ
ラ
ン
ス
が
破
れ
て
、
上
方
部

分
の
高
齢
人
口
比
が
急
速
に
膨
張
し
、

基
底
部
分
の
若
年
人
口
比
が
急
速
に
縮

小
し
、
半
世
紀
後
に
は
一
○
○
年
前
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
は
全
く
反
対
の
逆
三
角

形
に
転
換
す
る
。
青
少
年
を
中
心
と
し

た
人
口
構
造
は
中
高
年
齢
を
中
心
と
し

た
逆
立
ち
の
年
齢
構
造
に
転
換
し
て
い

く
の
が
二
十
一
世
紀
日
本
人
口
の
不
可

避
的
な
過
程
で
あ
る
。

個
人
の
家
計
か
ら
見
て
も
国
家
財
政

の
観
点
か
ら
見
て
も
一
目
瞭
然
で
あ
る

こ
と
は
、
’
九
五
○
年
で
は
一
○
○
人
の
う

ち
三
五
人
が
子
供
で
あ
り
、
高
齢
者
は
わ
ず

か
五
人
で
あ
る
。
仮
に
、
子
供
と
高
齢
者
の

そ
れ
ぞ
れ
一
人
当
た
り
扶
養
負
担
が
同
じ
で

あ
る
と
す
る
と
子
供
負
担
は
高
齢
者
負
担
の

七
倍
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
’
九
九
五

年
に
は
両
者
の
負
担
は
ほ
ぼ
等
し
く
な
り
、

さ
ら
に
二
○
五
○
年
に
は
高
齢
者
負
担
は
子

供
負
担
の
二
・
五
倍
と
な
る
。
国
家
財
政
な

ら
び
に
家
計
構
造
は
一
変
す
る
こ
と
に
な

る
。こ
の
一
○
○
年
に
わ
た
る
期
間
に
お
け
る

三
年
次
の
年
齢
構
造
変
動
を
年
齢
か
ら
見
た

従
属
負
担
指
数
で
見
る
と
表
３
の
如
く
で
あ

表３ 年齢からみた従属人口指数
（1950,1995,2050）

る
（
表
３
）
ｃ

こ
の
単
純
な
指
数
か
ら
年
齢
構
造
の
異
常

と
も
い
え
る
変
化
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
第
一
は
、
子
供
と
高
齢
者
を
あ
わ
せ

た
い
わ
ゆ
る
従
属
人
口
は
、
生
産
年
齢
人
口

（
十
五
～
六
十
四
歳
）
’
○
○
人
に
対
し
、

一
九
五
○
年
で
は
六
八
人
、
そ
し
て
一
九
九

五
年
で
は
四
四
人
と
激
減
し
た
が
、
二
○
五

○
年
に
は
八
三
人
に
激
増
す
る
こ
と
で
あ

る
。こ
の
八
○
人
を
超
え
た
従
属
人
口
指
数
は

日
本
で
も
歴
史
上
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高

水
準
で
あ
る
。
出
生
率
の
著
し
く
高
い
開
発

途
上
国
で
も
一
九
六
○
年
代
、
一
九
七
○
年

従属人口指数 1950 １９９５ 2050

総数

年少人口

高齢人口

67.6 43.8 83.2

24.0

59.2

59.4 22.9

8.2 20.9

資料：表１により計算

備考：従属人口指数の総数は

（0-14)＋(65÷）ｘ１ＯＯ
ｌ５－６４

年少人□は

高齢人口指数は

締ｘｌｏＯ
鳥×100

５Ｊ



代
で
は
八
○
人
を
超
え
て
い
た
が
、
今
日
で

は
六
○
人
台
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
い

る
。
開
発
途
上
国
の
高
い
従
属
人
口
指
数
が

高
い
出
生
力
に
よ
る
子
供
人
口
指
数
が
著
し

く
高
い
こ
と
に
よ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の

場
合
は
低
出
生
力
に
よ
る
高
い
高
齢
人
口
指

数
に
よ
る
も
の
で
あ
る
点
に
基
本
的
な
差
異

が
あ
る
。
仮
に
、
何
人
の
生
産
年
齢
人
口
が

高
齢
者
を
一
人
扶
養
す
る
こ
と
に
な
る
か
を

計
算
し
て
み
る
と
、
一
九
五
○
年
に
は
約
一

○
人
、
’
九
九
五
年
に
は
五
人
、
二
○
五
○

年
に
は
一
・
七
人
と
著
し
く
負
担
が
重
く
な

る
。

三
、
人
口
の
年
齢
構
造
錯
覚

人
口
の
年
齢
構
造
の
変
化
を
示
す
も
っ
と

も
一
般
的
な
指
標
は
、
○
～
十
四
歳
、
十
五

～
六
十
四
歳
、
六
十
五
歳
以
上
の
三
大
年
齢

区
分
法
で
あ
る
。
最
近
に
お
い
て
開
発
途
上

国
の
年
齢
構
造
区
分
に
つ
い
て
高
出
生
力
、

高
死
亡
率
の
影
響
を
考
慮
し
て
生
産
年
齢
人

口
を
十
五
～
六
十
歳
、
高
齢
人
口
を
六
十
歳

以
前
と
す
る
国
連
案
が
開
発
途
上
国
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外

は
前
記
区
分
が
長
期
に
わ
た
っ
て
、
使
用
さ

れ
て
き
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
年
齢
三

区
分
は
人
間
の
生
涯
で
あ
る
子
供
か
ら
成
長

・
生
産
年
齢
、
そ
し
て
引
退
・
老
齢
化
の
段

階
を
よ
く
あ
ら
わ
し
、
そ
の
分
布
状
態
は
社

会
の
生
存
の
基
本
構
造
を
表
現
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
こ
の
年
齢
三
大
区
分
は
改
変
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
区
分
の
内
容
が
変
化
し
て
き
た
場

合
、
そ
れ
に
対
応
し
た
新
し
い
区
分
を
行
な

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に

は
あ
た
か
も
改
変
が
許
さ
れ
な
い
原
理
で
あ

る
か
の
如
く
墨
守
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。国
際
的
比
較
や
時
系
列
的
比
較
を
行
な
う

場
合
、
一
定
の
区
分
方
法
を
守
る
こ
と
は
有

用
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
定
の
国
の
年
齢
区

分
を
考
え
る
場
合
、
従
来
の
慣
習
的
な
区
分

方
法
で
は
現
実
に
即
応
し
な
い
状
態
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の

年
齢
区
分
方
法
で
表
現
し
た
場
合
、
そ
れ
は

現
実
か
ら
離
れ
た
錯
覚
に
す
ぎ
な
い
場
合
が

あ
る
。

日
本
の
場
合
は
そ
の
適
切
な
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
○
～
十
四
歳
を
年
少
人
口

と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
に
よ
っ

て
十
五
歳
未
満
で
は
職
業
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
や
、
義
務
教
育
年
齢
に
当

た
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
合
理
的
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
一

○
○
％
に
近
い
高
校
進
学
率
や
短
期
大
学
進

学
率
（
男
女
計
一
三
％
）
、
大
学
進
学
率

（
男
女
計
三
○
％
余
）
を
考
慮
す
る
と
子
供

人
口
は
○
～
十
四
歳
で
は
な
く
、
○
～
十
九

歳
と
な
る
。
ま
た
、
高
齢
人
口
を
六
十
五
歳

以
上
と
す
る
こ
と
も
現
実
的
で
は
な
い
。
日

本
人
の
平
均
寿
命
が
今
日
で
は
男
七
十
七

歳
、
女
八
十
四
歳
と
世
界
で
最
長
寿
を
実
現

し
て
お
り
、
ま
た
労
働
力
率
で
は
男
は
六
十

五
歳
以
上
で
四
一
・
九
％
二
九
九
五
年
）

も
働
い
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
一
四
・
二
％

（
一
九
九
五
年
）
、
ド
イ
ツ
の
四
二
％
（
一

九
九
五
年
）
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
・
八
％
二
九

九
五
年
）
に
比
較
す
る
と
ず
ば
抜
け
て
高
率

で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
日
本
の
定
年
退

職
年
齢
の
大
部
分
は
六
十
歳
で
あ
る
。
ま

た
、
労
働
に
つ
い
て
は
文
化
の
差
異
に
よ
り

価
値
観
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
高

齢
人
口
の
年
齢
区
分
の
決
定
に
お
い
て
考
慮

5２



高齢化社会は究極の社会

表４２つの年齢区分による従属人口指数の比較（1995-2050）

〕0０２０１０２〔 〕2０２Ｃ

(A）新しい区分
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２０～７４

（a)従属人口指数

年少人口

高齢人口

８
７
５
９
９
０

０
■
■
●
●
●

２
５
１
９
１
８

２
７
３
３

20.6

7.0

724

38.1

28.4

９．７

19.0

10.5

70.5

41.8

26.9

14.9

19.0

11.9

69.1

44.7

27.5

17.2

18.7

13.4

67.9

47.3

27.5

19.7

18.1
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17.3
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66.4

50.6

26.1

24.5

17.8

18.8

63.5

57.6

28.0

29.6

⑧慣例的区分

Ｏ～1４ 15.7１４．７１４．３１４．２１３．７13112.7
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69.4６８．１６３．６６０．６５９．５５９．５58.3

438４６．８５７．２65.0６８２６８．０71.4

22.9２１．５２２．６２３．４２３．０２２．０21.7

20.9２５．３３４．６４１．６４５．２４６．０49.7

91.1８１．４７３．１６８．８６９．４７４．７７０．９

13.1

32.365＋

15～6４ 54.6

b)従属人口指数

年少人口

高齢人口

83.0

23.9

59.1

(A)(a)÷(B)化 69.4

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口平成９年１月推計」により計算。但し、
勢調査結果による。

1995年は国

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。高
齢
期
に
お
け
る
経
済

状
態
、
健
康
水
準
、
そ
し

て
ま
た
家
族
制
度
内
に
お

け
る
高
齢
者
の
地
位
、
そ

し
て
ま
た
著
し
い
人
口
の

高
齢
化
の
進
展
の
中
で
経

済
の
停
滞
を
招
き
か
ね
な

い
労
働
力
の
不
足
に
対
し

て
の
戦
略
と
い
っ
た
観
点

か
ら
も
高
齢
者
就
業
率
対

策
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
日
本
人
口
の
年

齢
構
造
の
変
化
と
そ
の
分

類
区
分
と
の
間
の
不
適
応

を
日
本
人
口
に
つ
い
て
若

干
ふ
れ
た
。
こ
の
年
齢
区

分
を
不
文
律
と
考
え
た

り
、
無
意
識
に
固
守
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
の
不
文
律

化
さ
れ
て
い
る
年
齢
区
分

を
、
前
述
の
諸
変
化
と
政

策
的
考
慮
を
加
え
て
修
正
し
、
従
来
の
慣
習

化
さ
れ
て
い
る
年
齢
区
分
と
比
較
し
て
み

た
。人
口
の
高
齢
化
論
に
お
い
て
も
っ
と
も
危

慎
さ
れ
て
い
る
問
題
点
は
高
齢
人
口
の
激
増

の
結
果
と
し
て
の
社
会
経
済
的
負
担
の
増

大
、
労
働
力
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
る
経
済

的
影
響
で
あ
る
。

ま
ず
、
年
齢
構
造
の
新
し
い
分
類
を
示
し

お
こ
う
。
慣
習
的
な
分
類
区
分
で
あ
る
○
～

十
四
歳
、
十
五
～
六
十
四
歳
、
六
十
五
歳
以

上
に
対
し
て
筆
者
の
提
案
は
○
～
十
九
歳
、

二
十
～
七
十
四
歳
、
七
十
五
歳
以
上
で
あ

る
。
こ
の
二
種
類
の
年
齢
分
布
構
造
か
ら
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
従
属
人
口
指
数
を
計
算

し
て
比
較
し
て
み
よ
う
（
表
４
参
照
）
。
子

供
と
高
齢
者
が
す
べ
て
生
産
年
齢
人
口
に

よ
っ
て
扶
養
さ
れ
、
従
属
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
年
齢
か
ら
見
た
そ
の
社
会
の
あ

る
種
の
活
力
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
九
九
五
年
以
降
二
○
五
○
年
に
至
る
日

本
人
口
高
齢
化
の
後
期
に
つ
い
て
、
従
属
人

口
指
数
を
慣
習
的
分
類
法
と
新
し
い
分
類
法
砥

に
よ
っ
て
計
算
し
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。



表
４
に
よ
っ
て
従
属
人
口
指
数
を
慣
習
的
年

齢
区
分
法
と
新
し
い
年
齢
区
分
法
に
よ
っ
て

示
し
た
の
が
図
２
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
区

分
法
に
よ
る
年
少
人
口
指
数
と
高
齢
人
口
指

数
の
変
化
を
比
較
し
た
の
が
図
３
で
あ
る
。

ま
ず
、
図
２
で
見
る
と
慣
例
的
区
分
に
よ

る
従
属
人
口
指
数
が
終
始
一
貫
し
て
新
し
い

区
分
に
よ
る
も
の
に
比
較
し
て
高
く
、
か
つ

二
○
一
○
年
以
降
そ
の
差
は
大
き
く
開
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産

年
齢
人
口
に
対
す
る
子
供
と
高
齢
者
の
合
計

の
負
担
係
数
が
従
来
の
慣
習
化
さ
れ
た
年
齢

区
分
の
場
合
、
い
か
に
高
い
か
が
理
解
さ
れ

よ
う
。
慣
習
的
従
属
人
口
指
数
に
対
す
る
新

し
い
従
属
人
口
指
数
の
割
合
を
示
し
た
の
が

図
２
の
一
番
上
の
線
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
４

の
最
後
の
欄
に
具
体
的
な
数
値
で
示
し
て
あ

る
。
一
九
九
五
年
に
は
新
し
い
方
法
に
よ
る

場
合
の
従
属
人
口
負
担
係
数
は
慣
習
的
な
場

合
の
係
数
よ
り
も
約
一
○
％
低
か
っ
た
が
、

こ
の
差
は
急
速
に
拡
大
し
、
二
○
’
五
年
、

二
○
二
○
年
に
は
七
○
％
以
下
に
ま
で
低
下

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
従
属
人
口
負
担
が

三
○
％
以
上
も
低
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
れ
以
降
若
干
上
昇
す
る
が
二
○
五
○

2つの従属人口指数の比較、1995-2050図２
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高齢化社会は究極の社会

数
を
上
回
る
こ
と
に
な
り
、
高
齢
従
属
人
［

指
数
の
逆
転
に
半
世
紀
の
差
が
見
ら
れ
る
。

年
に
は
再
び
三
○
％
も
低
い
負
担
係
数
に
低

下
す
る
。

二
○
○
○
年
に
お
い
て
も
慣
習
的
区
分
に

比
較
し
て
新
区
分
に
よ
る
場
合
、
従
属
人
口

指
数
は
約
二
○
％
低
い
。
こ
の
こ
と
は
二
十

一
世
紀
の
前
半
五
○
年
間
は
、
広
く
一
般
に

活
力
の
な
い
、
暗
い
高
齢
化
社
会
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
考
え
方
に
反
省
を
も
た

ら
す
一
つ
の
重
要
な
指
数
で
あ
ろ
う
。

図
３
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
区
分
に
よ
る

従
属
人
口
指
数
の
構
成
部
分
で
あ
る
年
少
従

属
人
口
指
数
と
高
齢
従
属
人
口
指
数
に
つ
い

て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
少
人
口
の
従

属
人
口
指
数
は
新
し
い
年
齢
区
分
ｗ
に
よ
る

場
合
の
方
が
慣
習
的
年
齢
区
分
佃
に
よ
る
場

合
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て
い
る
が
二
十
一

世
紀
前
半
を
通
じ
て
著
し
い
差
は
な
い
。
問

題
は
高
齢
人
口
の
従
属
人
口
指
数
で
あ
る
。

⑧
の
場
合
、
高
齢
従
属
人
口
指
数
は
早
く
も

二
○
○
○
年
以
降
年
少
人
口
従
属
人
口
指
数

を
上
回
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
㈹
の
場
合

は
半
世
紀
後
の
二
○
五
○
年
に
至
っ
て
初
め

て
高
齢
従
属
人
口
指
数
が
年
少
従
属
人
口
指

数
を
上
回
る
こ
と
に
な
り
、
高
齢
従
属
人
口

図３２つの年齢区分による年少人ロ、高齢人口の従属指数の比較、1995-2050
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ｗ
の
年
齢
区
分
で
考
え
る
と
、
⑧
の
場
合

と
比
較
し
て
、
後
期
高
齢
化
を
五
○
年
遅
ら

せ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
年
少
人
口
と
高
齢
人
口
の
逆
転
の
時
期
を

中
心
と
し
て
考
え
る
と
）
。

日
本
人
口
の
高
齢
化
の
後
期
が
二
○
五
○

年
か
ら
始
ま
る
と
考
え
る
と
、
高
齢
化
戦
略

に
も
、
今
ま
で
の
通
説
よ
り
も
五
○
年
間
の

余
裕
と
い
う
か
時
間
か
せ
ぎ
が
可
能
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
、
人
ロ
モ
メ
ン
タ
ム
の
教
訓

出
生
状
態
に
大
変
化
が
生
じ
る
と
年
齢
構

造
分
布
に
変
動
が
起
き
る
。
日
本
の
戦
後
に

お
け
る
出
生
ブ
ー
ム
は
極
め
て
典
型
的
な
人

口
モ
メ
ン
タ
ム
の
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
。

’
九
四
七
’
四
九
年
あ
る
い
は
一
九
四
七
－

五
○
年
の
三
年
な
い
し
四
年
間
に
出
生
ブ
ー

ム
が
生
じ
た
。
三
年
間
の
場
合
、
普
通
出
生

率
は
三
○
（
人
口
千
人
当
た
り
）
以
上
で

あ
っ
た
。
三
年
間
の
出
生
数
は
八
○
六
万

人
、
四
年
間
に
す
る
と
一
○
四
○
万
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
。
堺
屋
太
一
は
「
団
塊

の
世
代
」
と
呼
ん
だ
。
出
生
は
死
亡
と
異

な
っ
て
、
同
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
す

べ
て
同
じ
年
齢
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
死
亡

と
異
な
る
重
要
な
点
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
出
生
ブ
ー
ム
は
三
年
な
い
し

四
年
の
短
期
間
で
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
、
わ

ず
か
一
○
年
後
に
は
半
分
に
低
下
し
て
い

る
。
こ
の
出
生
ブ
ー
ム
と
出
生
率
の
激
落
は

人
口
学
的
に
ま
た
経
済
的
に
重
大
な
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

第
一
は
、
戦
後
間
も
な
く
の
出
生
ブ
ー
ム

を
、
例
え
ば
団
塊
一
世
あ
る
い
は
津
波
の
第

一
波
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
出

生
ブ
ー
ム
の
大
量
の
赤
ち
ゃ
ん
が
二
十
五
年

後
に
結
婚
年
齢
に
達
し
た
時
、
結
婚
件
数
は

膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
結
果
、
膨
大
な
出
生
数

（
た
と
え
低
い
出
生
率
の
下
に
お
い
て
も
）

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
団
塊
二

世
で
あ
り
、
ま
た
津
波
の
第
二
波
と
呼
べ
よ

う
。
比
噛
的
に
山
彦
（
こ
だ
ま
、
。
：
。
）

に
な
ぞ
ら
え
た
り
、
物
理
学
の
惰
性
（
旨
閂
‐

戸
巴
に
た
と
え
ら
れ
た
り
す
る
。

団
塊
二
世
は
、
出
生
力
低
下
が
続
い
て
い

る
限
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
新

し
く
出
生
率
を
引
き
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
団
塊
二
世
は
再
び
結
婚
年
齢
に
達
し
た

時
に
は
団
塊
三
世
代
を
生
む
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
出
生
力
低
下
が
持

続
し
て
い
る
時
代
に
お
い
て
は
、
団
塊
第
二

世
代
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
結
婚
件
数
が
増
大

し
て
も
そ
の
出
生
数
は
、
団
塊
一
世
代
よ
り

も
は
る
か
に
少
な
く
、
特
に
第
三
世
代
で
は

そ
の
モ
メ
ン
タ
ム
的
効
果
は
ほ
と
ん
ど
あ
ら

わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

人
口
学
的
に
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
団
塊

一
世
代
の
人
口
が
十
五
年
後
に
は
生
産
年
齢

人
口
に
達
し
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
で
は
若
い
生
産
年
齢
人
口
は
新
規
雇
用

の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
特
に
戦
後
の
経

済
成
長
開
始
時
代
に
お
い
て
は
「
金
の
卵
」

と
し
て
企
業
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。
高
度
経
済

成
長
期
に
は
何
よ
り
も
大
量
の
若
い
労
働
力

を
必
要
と
し
た
。
団
塊
の
第
一
世
代
は
経
済

成
長
の
最
大
の
要
素
で
あ
る
労
働
力
需
要
を

満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
の
高
度
成
長

期
は
一
九
六
○
’
’
九
七
五
年
の
約
十
五
年

間
で
経
済
成
長
率
も
年
率
一
○
％
を
超
え

た
。
十
五
～
二
十
四
歳
人
口
は
一
九
六
五
年

お
よ
び
一
九
七
○
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
○
○

○
万
近
く
に
ま
で
達
し
て
お
り
、
人
口
全
体

に
占
め
る
割
合
も
そ
れ
ぞ
れ
一
九
％
、
二
○

５６
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％
に
達
し
た
。
一
九
六
○
年
か
ら
一
九
六
五

年
に
か
け
て
、
特
に
中
卒
、
高
卒
の
十
五
’

十
九
歳
人
口
は
九
四
○
万
か
ら
一
○
八
○
万

に
、
年
平
均
三
○
万
に
近
い
増
加
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
労
働
力
人
口
自
体
で
は
な
い

が
、
こ
の
若
い
年
齢
人
口
の
増
加
が
労
働
力

人
口
増
加
の
最
も
有
力
な
源
泉
で
あ
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

次
い
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
出
生
力
の
激

落
に
と
も
な
う
○
～
十
四
歳
人
口
の
絶
対

的
、
相
対
的
減
少
の
経
済
的
、
社
会
的
影
響

で
あ
る
。
一
九
六
○
年
に
は
○
～
十
四
歳
人

口
は
二
八
○
○
万
人
（
総
人
口
の
三
一
一
一
・
○

％
）
だ
っ
た
が
、
’
九
七
○
年
に
は
二
五
○

○
万
足
ら
ず
（
二
三
・
九
％
）
に
減
少
し
て

い
る
。
十
年
間
に
三
○
○
万
ま
で
以
上
の
減

少
で
あ
る
。

’
九
七
五
年
に
は
第
二
次
出
生
ブ
ー
ム
人

口
を
ふ
く
ん
で
い
る
た
め
二
七
一
一
二
万
人
に

増
加
し
て
い
る
が
、
高
度
経
済
成
長
期
の
大

部
分
の
時
期
は
子
供
人
口
激
減
の
影
響
下
に

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
子
供
の
教
育
養
育

を
ふ
く
む
扶
養
負
担
が
国
家
財
政
に
も
、
家

計
に
も
大
き
く
縮
小
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
。

世
帯
規
模
か
ら
そ
の
縮
小
振
り
を
見
て
み

よ
う
。
世
帯
当
た
り
の
人
員
数
は
、
一
九
五

五
年
に
は
約
五
人
（
四
・
九
七
人
）
で
あ
っ

た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は
い
っ
た
一
九
六

○
年
に
は
一
挙
に
四
・
五
人
、
一
九
六
五
年

に
は
四
・
｜
人
、
’
九
七
○
年
に
三
・
七
人
、

一
九
七
五
年
に
三
・
五
人
へ
と
縮
小
の
一
途

を
た
ど
っ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
六
十
五
歳

以
上
高
齢
人
口
の
割
合
は
一
九
七
五
年
に
お

い
て
七
・
九
％
ま
で
に
増
大
し
て
き
た
が
、

欧
米
諸
国
が
一
○
％
以
上
の
水
準
に
あ
る
の

と
比
較
す
れ
ば
な
お
は
る
か
に
低
い
。

世
帯
の
規
模
が
十
五
年
間
に
、
四
・
五
人

か
ら
三
・
五
人
に
減
っ
た
こ
と
は
一
夫
婦
当

た
り
の
子
供
数
が
二
・
五
人
か
ら
一
・
五
人
に

縮
小
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
所
得
水
準
の

上
昇
の
中
で
の
出
生
力
の
低
下
、
家
計
に
お

け
る
子
供
負
担
の
減
少
は
さ
ら
に
家
計
を
豊

か
に
し
、
健
康
水
準
の
向
上
、
子
供
に
対
す

る
教
育
の
高
度
化
を
可
能
に
し
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
経
済
成
長
の
持
続
に
必
要

な
貯
蓄
率
の
上
昇
に
も
以
上
の
諸
条
件
が
貢

献
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
る

》
つ
。

正
０
胚

…
白
。

撒
鐸

負
一
五

詞

}犯

会
解

７
、
易
匡
ぐ
距

齪
瞳
ド
中
う
〃

、鋸
》
》
辮

， 丘
I＿_

〃 ,

旧
｛
谷
雪

Ｘ
Ｉ
ｆ
圭
二 口
巨

Ｉ。

９

,
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ご卦》 人
類
は
生
き
残

地
球
規
模
の
人
ロ
と
食
料
問
題
の
重
要
性

を
広
く
一
般
に
訴
え
る
た
め
、
本
協
会
は
辻

井
博
京
大
教
授
（
食
料
）
、
黒
田
俊
夫
博
士

（
人
ロ
）
の
両
博
士
を
講
師
に
迎
え
、
十
月

Ａ
虻
刷
匡
応
十
Ｔ
市
六
△
酉
日

、
十
月

蝿
ソ
ン
プ

潟
日
報

新
潟
放挨拶する広瀬常務理事

る
か

送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
の
後
援
で
セ
ミ

ナ
ー
「
’
’
十
一
世
紀
人
類
は
生
き
残
れ
る
か

ｌ
人
口
・
食
料
・
環
境
ｌ
」
を
閾
催

し
、
同
県
内
か
ら
約
一
五
○
名
が
参
加
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
は
、
広

瀬
次
雄
・
本
協
会
常
務
理
事
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
広
く
県
内
に
紹

介
し
、
人
ロ
と
食
料
問
題
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

先
ず
、
広
瀬
常
務
理
事
が
新
潟
県
選
出
で

本
協
会
理
事
長
、
農
林
水
産
大
臣
を
務
め
た

故
佐
藤
隆
議
員
が
、
人
類
の
平
和
の
た
め
の

重
要
課
題
で
あ
る
人
ロ
問
題
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
紹
介
、
世
界
の
食
料
問
題
、
環
境
問

題
の
根
源
は
人
ロ
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
人
口
問
題
の
重
要
性
を
取
り
上
げ
、
開
会

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

辻
井
博
京
都
大
学
大
学
院
教
授
は
、
次
の

よ
う
に
講
演
し
た
。
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人口・食料・環境セミナ

コ
メ
不
足
に
苦
し
む

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

九
月
中
旬
農
業
事
業
事
情
の
調
査
の
た
め

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
人
口
二
億
人
で
世
界
最
大
の
コ
メ
輸
入

国
、
九
七
年
の
エ
ル
ニ
ー
ー
ー
ョ
で
干
ば
つ
に

よ
る
山
火
事
や
経
済
危
機
で
コ
メ
価
格
が
急

騰
し
、
食
料
不
足
に
よ
る
政
治
・
経
済
不
安

が
起
こ
り
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
中
国
人
街

で
は
焼
き
討
ち
が
多
発
し
て
お
り
、
コ
メ
価

格
の
急
騰
に
よ
り
人
口
の
半
数
の
一
億
人
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
コ
メ
不
足
は

価
格
を
上
昇
さ
せ
、
ア
ジ
ア
の
コ
メ
市
場
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

辻井教授

コ
メ
は
、
世
界
総
生
産
の
九
一
％
が
ア
ジ

ア
諸
国
で
生
産
さ
れ
、
ア
ジ
ア
で
消
費
さ
れ

て
い
る
自
給
的
穀
物
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
コ

メ
生
産
が
集
中
す
る
の
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
気

候
に
よ
る
多
雨
の
た
め
で
あ
り
農
家
、
農

村
、
地
域
、
国
の
各
レ
ベ
ル
で
自
給
す
る
こ

と
が
優
先
さ
れ
る
。
｜
方
、
小
麦
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
メ
イ
ズ
な
ど
の
畑
作
穀
物
は
、
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
所
得
国
が
補
助

金
付
き
で
貧
し
い
発
展
途
上
国
に
ダ
ン
ピ
ン

グ
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
高

所
得
国
が
コ
メ
の
自
由
化
を
す
す
め
る
理
由

は
、
コ
メ
が
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
様

輸
出
穀
物
で
あ
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
を
目

的
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
特
に
、
ア
メ

不
安
定
な

世
界
の
コ
メ
市
場

世
界
の
コ
メ
貿
易
市
場
は
非
常
に
不
安
定

で
、
小
麦
な
ど
の
畑
作
穀
物
に
比
べ
て
変
動

的
で
あ
る
。
世
界
の
コ
メ
貿
易
量
は
総
生
産

の
四
％
、
’
四
○
○
万
ト
ン
ほ
ど
で
非
常
に

薄
い
市
場
で
あ
り
、
干
ば
つ
や
冷
害
が
起
き

る
と
コ
メ
価
格
が
急
騰
す
る
。
ア
ジ
ア
諸
国

の
主
食
で
賃
金
財
で
あ
る
コ
メ
は
、
供
給
が

不
安
定
に
な
る
と
政
治
不
安
に
な
る
の
で

〃
政
治
財
〃
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
穀

物
の
貿
易
量
の
割
合
は
、
小
麦
一
九
％
、
メ

イ
ズ
一
四
％
、
大
麦
一
二
％
、
大
豆
二
九
％

で
コ
メ
と
比
べ
て
高
い
。

一
九
九
四
年
の
平
成
の
コ
メ
騒
動
は
、
前

年
の
大
冷
害
で
二
五
○
万
ト
ン
の
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
の
輸
入
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
世
界
貿

易
量
は
一
五
○
万
ト
ン
し
か
な
く
騒
動
を
発

生
さ
せ
た
。
日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
は
九
三

年
～
九
四
年
に
二
八
八
万
ト
ン
、
九
四
年
度

リ
ヵ
の
農
家
で
は
生
産
し
た
コ
メ
の
味
を
知

ら
ず
、
コ
メ
の
自
給
で
な
く
販
売
・
輸
出
を

目
的
と
し
て
い
る
。
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は
一
八
四
万
ト
ン
と
日
本
が
薄
い
世
界
の
コ

メ
市
場
で
突
然
世
界
最
大
の
コ
メ
輸
入
国
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
世
界
最
大
の
コ
メ
輸

出
国
タ
イ
で
も
日
本
の
コ
メ
輸
入
に
よ
り
、

輸
出
価
格
が
五
カ
月
で
二
倍
以
上
に
な
り
、

世
界
の
飢
餓
人
口
八
億
五
千
万
人
の
七
○
％

を
占
め
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
コ
メ
貿
易
市
場
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

世
界
の
穀
物
在
庫
率
は
八
七
年
以
降
減
少

傾
向
に
あ
り
、
穀
物
価
格
が
高
騰
し
た
。
穀

物
全
体
の
予
想
在
庫
率
は
九
七
／
九
八
年
末

で
一
五
・
三
％
、
小
麦
二
一
・
五
％
、
コ
メ
一

四
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
飼
料
作
物
が

二
・
八
％
と
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
安
全
基
準
で
あ
る

一
七
％
を
ぎ
り
ぎ
り
か
、
大
幅
に
下
回
っ
て

い
る
。
こ
の
穀
物
在
庫
量
の
低
下
は
、
九
五

年
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
の
減
収
な
ど
の
短
期
的

要
因
も
あ
る
が
、
欧
米
の
農
業
政
策
の
転

換
、
穀
物
生
産
の
制
約
、
穀
物
需
要
の
急
増

な
ど
長
期
的
要
因
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

減
り
続
け
る

日
本
の
穀
物
自
給
率

日
本
の
穀
物
自
給
率
は
、
九
五
年
に
二
八

％
で
二
○
一
’
○
年
に
は
一
一
一
％
に
ダ
ウ
ン
す

る
。
日
本
の
農
林
水
産
物
の
輸
入
は
、
過
去

一
一
一
五
年
で
二
三
億
ド
ル
か
ら
七
○
六
億
ド
ル

へ
と
三
○
倍
に
な
っ
た
。
日
本
の
農
林
水
産

物
の
輸
入
の
増
加
は
、
輸
出
国
の
自
然
環
境

の
破
壊
や
ア
ジ
ア
に
集
中
す
る
貧
困
や
飢
餓

人
口
を
危
機
に
陥
れ
る
。

適
正
な
単
収
米
麦
複
合

生
産
構
造
の
確
立
を

日
本
農
業
の
再
構
築
の
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
政
策
手
段
を
進
め
る
。
ま
ず
、
二
○
二

○
年
の
稲
作
生
産
量
は
九
○
○
万
ト
ン
、
作

付
け
面
積
三
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
単
収
三

万
ト
ン
と
す
る
。
麦
は
作
付
け
面
積
を
九
○

年
の
三
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一
五
○
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
へ
、
生
産
量
も
一
三
○
万
ト
ン
か

ら
三
五
○
万
ト
ン
へ
大
幅
に
増
産
し
、
単
収

二
～
三
ト
ン
で
適
正
単
収
米
麦
複
合
生
産
構

造
を
確
立
す
る
。
第
二
は
、
二
○
二
○
年
の

米
麦
複
合
農
業
に
対
応
す
る
窒
素
肥
料
成
分

量
の
投
入
量
の
目
標
は
、
五
○
万
ト
ン
。
投

入
す
る
肥
料
は
有
機
肥
料
の
み
で
、
環
境
破

壊
を
な
く
す
人
間
と
家
畜
の
有
機
廃
棄
物
全

量
か
ら
有
機
肥
料
を
作
れ
ば
有
機
肥
料
が
過

剰
に
な
る
の
で
、
日
本
の
家
畜
規
模
を
削
減

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
有
機
・
循
環
・
低
投

入
・
低
環
境
破
壊
型
農
業
が
確
立
で
き
る
。

第
三
に
、
農
業
改
革
に
伴
う
コ
メ
自
給
、
麦

類
の
大
増
産
お
よ
び
飼
料
穀
物
輸
入
の
畜
産

規
模
を
一
四
○
○
万
ト
ン
削
減
さ
せ
、
穀
物

自
給
率
は
九
二
年
の
二
九
％
か
ら
五
三
％
に

大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
で
高
い
食
料
安
全
保

障
が
可
能
に
な
る
。
第
四
は
、
米
麦
価
格
政

策
と
し
て
米
価
は
国
際
価
格
と
の
比
較
で
引

き
下
げ
、
麦
価
格
は
引
き
上
げ
る
こ
と
で
国

際
価
格
調
整
を
行
う
。
最
後
に
、
大
規
模
専

業
個
人
経
営
な
ど
を
導
入
し
て
も
、
農
業
所

得
水
準
は
非
農
業
部
門
の
所
得
水
準
よ
り
か

な
り
低
い
。
こ
の
た
め
、
農
家
と
消
費
者
が

美
味
い
コ
メ
の
自
給
と
安
定
供
給
お
よ
び
麦

自
給
率
の
上
昇
に
よ
る
食
料
の
安
全
保
障
の

確
保
に
関
す
る
社
会
契
約
を
結
び
、
そ
の
見

返
り
と
し
て
定
額
所
得
補
償
を
実
施
さ
せ
る

所
得
政
策
を
導
入
す
る
。

二
○
二
○
年
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
実
現
さ
れ

る
と
、
日
本
の
膨
大
な
食
料
輸
入
は
削
減
さ

れ
、
こ
の
輸
入
に
よ
る
国
内
外
の
環
境
破
壊

は
削
減
さ
れ
、
膨
大
な
貧
困
・
飢
餓
人
口
の

6０
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少
子
化
の
日
本
は

世
界
の
模
範
国

ｌ
高
齢
者
の
活
用
で

労
働
力
不
足
を
解
消
ｌ

世
界
に
一
二
億
の
貧
困
人
口
が
お
り
、
食

料
不
足
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
で
あ
る
。
一

九
六
三
年
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
の
世
界
人
口
会

議
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
局
長
の
カ
ー
ン
博
士
は
、

「
世
界
で
四
○
年
間
に
食
料
生
産
を
倍
増
し

た
国
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
ソ
連
と
日
本
で
あ

る
。
ソ
連
は
国
士
が
広
い
が
、
日
本
は
国
士

い
る
発
展
途
上
国
か
ら
日
本
が
食
料
を
大
量

に
輸
入
す
る
と
い
う
矛
盾
も
解
消
で
き
る
。

黒田博士

が
狭
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
達
成
し
た
。
」
、
ア

ジ
ア
の
食
料
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
日
本

の
コ
メ
生
産
技
術
が
大
い
に
役
立
つ
。

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
が
生
涯

に
生
む
子
ど
も
の
数
）
は
、
｜
・
三
九
に
な

り
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
と
同

じ
よ
う
に
低
い
数
値
と
な
っ
た
。
人
口
抑
制

の
結
果
少
子
化
に
な
り
高
齢
化
も
す
す
む
こ

と
は
世
界
の
先
進
国
の
傾
向
で
あ
り
、
日
本

は
世
界
の
模
範
国
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
各

国
が
人
口
増
強
政
策
を
取
り
入
れ
て
き
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
カ
ン
ュ
ー
首
相
は
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
黒
田
俊
夫
博
士
は
、
日

本
の
高
齢
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
講
演
を

し
た
。

高
学
歴
の
女
性
に
対
し
子
ど
も
を
生
む
政
策

を
と
っ
た
が
、
一
般
か
ら
の
反
発
に
よ
り
政

策
を
取
り
下
げ
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
も
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
数
に
よ
り

給
料
を
上
げ
る
こ
と
や
児
童
手
当
導
入
に
よ

り
人
口
増
強
策
を
と
っ
た
が
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
現
在
、
各
国
で
進
ん
で
い
る
少
子
化
、

つ
ま
り
、
「
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

は
進
歩
で
あ
る
。
」
と
考
え
れ
ば
よ
い
。

高
齢
化
対
策
と
し
て
、
十
四
歳
ま
で
の
従

属
人
口
を
高
学
歴
社
会
に
向
け
十
九
歳
と

し
、
経
済
活
動
人
口
を
二
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
と
し
、
高
齢
者
を
七
十
五
歳
以
上
に
す

る
。
一
九
九
七
年
日
本
の
子
ど
も
と
高
齢
者

の
比
率
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
九
五
年
で
み
る
と

六
十
五
歳
以
上
が
一
四
・
五
％
、
十
四
歳
以

下
が
一
五
・
九
％
で
、
こ
れ
を
学
校
教
育
で

み
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
先
生
が
一
対
一

で
子
ど
も
の
教
育
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

働
け
る
高
齢
者
も
多
く
、
六
十
五
歳
以
上
の

男
性
の
四
○
％
が
働
い
て
い
る
。
こ
れ
を
、

人
口
構
造
か
ら
み
る
と
逆
三
角
形
と
な
り
高

齢
者
の
活
用
で
二
十
一
世
紀
日
本
の
労
働
力

不
足
を
解
消
で
き
る
。
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十
月
二
十
二
日
（
木
）
午
後
十
二
時
か
ら
参

議
院
会
館
議
員
会
議
室
で
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
・
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
衆
参
合

わ
せ
て
十
四
名
（
代
理
二
名
）
の
国
会
議
員

が
参
加
し
た
。

清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
の
司
会
で
ナ
フ
ィ

ス
。
デ
イ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ⅷ
ｌ
ｊ
Ｍ
ｋ

lｻﾞ．

讃
月斫已

彪 脾
・
』
乃
罰

ヤ

L験

\.誰.『で゛鐘

鯨

国
隠
兜
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
と
懇
談

ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長

並
び
に
安
藤
博
文
同
次
長
を
紹
介
。
中
山
太

郎
会
長
が
「
日
本
政
府
は
予
算
極
め
て
厳
し

い
中
、
一
律
カ
ッ
ト
を
免
れ
円
高
で
拠
出
金

を
前
年
度
並
み
に
保
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
大
成
功
で
安
堵
し
て
い
る
。
今
後
、
米
政

府
の
出
方
を
注
目
し
て
い
る
。
」
と
挨
拶
し

た
。サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
、
「
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
へ
の
拠
出
金
に
関
し
、
同
懇
談
会
の
貢
献

に
深
く
感
謝
す
る
。
他
の
国
際
機
関
は
円
建

て
で
な
い
た
め
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い

る
。
今
回
は
、
東
京
で
の
ア
フ
リ
カ
会
議
出

席
の
た
め
来
日
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
二

九
九
四
年
カ
イ
ロ
で
の
国
際
人
口
開
発
会
議

か
ら
五
年
）
の
一
九
九
八
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
四
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
青
年
期
の
性
と
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
、
六
月
二
十
二
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
ウ
ガ
ン
ダ
・
カ
ン
パ
ラ

で
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
七
月
一
一
十
七
日
か
ら
三
十

日
ま
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
で
「
市

民
社
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
会
議
が

行
わ
れ
た
。
専
門
家
会
議
は
、
六
月
二
十
九

日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ

で
「
国
際
人
□
移
動
と
開
発
」
会
議
、
十
月

六
日
か
ら
九
日
ま
で
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
で
「
人
口
と
高
齢
化
」
会
議
、
十
一
月

三
日
か
ら
六
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
・
レ
ネ
ス
で

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ

ス
」
の
会
議
が
あ
る
。
九
九
年
二
月
に
は
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

か
れ
る
。
二
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
六
日
・
七
日
に
青
年
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
、
八

日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
か
れ
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
代
表
と
政
府
代
表

が
参
加
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
に
つ
い
て

国
・
地
域
レ
ベ
ル
で
の
実
施
状
況
と
問
題
点

に
つ
い
て
検
証
す
る
。
こ
こ
で
の
報
告
書
は

国
連
特
別
総
会
準
備
機
関
で
あ
る
国
連
人
口

開
発
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
三
月
一
一
十
一
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
開
か
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
同
委
員
会
で
取
り
上
げ
た
後
、
六
月
に

開
催
す
る
国
連
特
別
総
会
に
提
出
し
、
事
務
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左の方

総
長
報
告
書
案
を
作
成
す
る
。
六
月
三
十
日

か
ら
七
月
二
日
ま
で
開
か
れ
る
国
連
特
別
総

会
で
は
、
報
告
書
案
に
基
づ
き
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以

イ
ン
ヵ
ー
・
フ
リ
ュ
ソ
ヶ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
掘
務
局
腿

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
と
懇
談

》
与
鈩
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十
一
月
十
三
日
（
金
）
午
後
十
二
時
か
ら
参

議
院
議
員
会
館
議
員
会
議
室
で
国
際
人
口
問

題
議
員
懇
談
会
・
役
員
会
が
開
か
れ
、
衆
参

合
わ
せ
て
九
名
（
代
理
二
名
）
の
国
会
議
員

が
出
席
し
た
。

清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
の
司
会
で
来
日
し

た
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
国
際
家
族

計
画
連
盟
事
務
局
長
並
び
に
池
上
清
子
同
財

源
・
事
業
開
発
課
長
を
紹
介
。
中
山
太
郎
会

長
が
渡
米
中
の
た
め
桜
井
新
幹
事
長
が
「
米

国
は
国
連
へ
の
分
担
金
を
拠
出
し
な
い
こ
と

が
あ
る
が
、
日
本
は
経
済
混
乱
の
中
で
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
同
様
人
口
問
題
の
拠
出
金
は
削
ら

な
い
努
力
を
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
は
、

こ
れ
ら
の
日
本
の
協
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
」
と
挨
拶
し
た
。

降
五
年
間
の
評
価
及
び
問
題
点
に
つ
い
て
他

議
し
、
解
決
策
を
検
討
す
る
。
」
と
報
告
－

た
。ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
事
務
局
長
は
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
へ
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
同
連
盟
は
、
’
四
○
の
支

部
を
通
じ
一
八
○
カ
国
を
カ
バ
ー
し
、
家
族

計
画
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ

ッ
の
具
体
的
な
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
に
つ
い
て
は
、
行
動

計
画
に
基
づ
い
て
女
性
の
健
康
、
思
春
期
な

ど
へ
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
た
。

ハ
ー
グ
の
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
、

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
の
協
力
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
、
現
在
事
務
局
体
制
の
再
編

を
す
す
め
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
三
分
の
一

及
び
事
務
局
費
を
削
減
し
、
少
人
数
の
体
制

に
す
る
努
力
を
行
っ
て
い
る
。
先
進
国
か
ら

の
拠
出
金
は
で
き
る
か
ぎ
り
各
国
、
特
に
ア

フ
リ
カ
の
家
族
計
画
協
会
に
あ
て
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
本
部
に
あ
る
各
地
域

事
務
局
は
各
地
域
に
移
管
す
る
。
ま
た
、
当

連
盟
の
政
策
決
定
機
関
で
あ
る
理
事
会
を
従

来
三
年
に
一
回
開
催
し
て
き
た
が
、
新
し
い

動
き
に
つ
い
て
い
け
な
い
た
め
、
小
さ
い
グ

ル
ー
プ
を
作
り
対
応
す
る
よ
う
改
善
す

る
。
」
と
報
告
し
た
。
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精力的に人口･開発事情を視察
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本
協
会
主
催
・
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
・
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
補
助
事
業
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
と
日
本
の

国
会
議
員
交
換
研
修
事
業
」
が
、
カ
ン
ボ

デ
ィ
ア
国
で
十
一
月
十
七
日
か
ら
一
一
十
一
日

（
谷
津
団
長
及
び
南
野
議
員
は
一
一
十
日
に
帰

国
）
の
五
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
議
員

団
は
、
谷
津
義
男
・
衆
議
院
議
員
（
自
民

党
）
を
団
長
に
、
清
水
嘉
与
子
・
参
議
院
議

員
（
自
民
党
）
、
南
野
知
惠
子
・
参
議
院
議

員
（
自
民
党
）
、
武
山
百
合
子
・
衆
議
院
議

員
（
自
由
党
）
で
構
成
。
短
時
日
で
あ
っ
た

が
、
積
極
的
に
政
府
要
人
や
現
地
関
係
者
と

会
っ
て
同
国
の
人
ロ
・
開
発
事
情
を
聞
き
、

９
JnpaneseMPsMeet
WithCPPP皿sidemt

FourJapanesel〕arliamentali‐
allsmetCPPR9esidelltCheaSim

atllisPlmomPeIuhresidel1ce

Wednesday､WhileKazuhiro
Nakai，firstsecretaryalthe
Jal〕aneseEmbassysaidn1eviSil
wﾋﾞｌｓｆＯｒａ`IgToupstu〔lytouron
populationandrepro(luclive
healuI,''1llemeetingbecamean
oppoIhmityfbrCheaSimlolObby
fbrintema【ionZllpoliIicalsupporl
fOrCambo〔Ua."lCheaSimlsaid
hehopedmq1enem･iiltlIlで,Ｃａｍ‐
bo【Uacdu1〔Ibecomeamemberof

Asean,,，saidOumSarith,ａｌｌａｄ‐
visertoClleaSim,Whoaddedu)ｅ

〔Ielega6onappealで(lsympan1etic・
ＯｎＮｏｖｌ４,fOreigIlminislers
li℃mAseanrejectedCan】1〕o(lia、
bidtojoinUleonganization,col】‐
cludingthecountrywDuld1)ot
llaveaiilllyibrmedgovCmnlent
lhisyear・OumSarithsaidChea
SilnaIsospokeolCambo〔1ia，ｓ
ｗｉｓｈｔｏ1℃claimtheUNseatthat

hasbeenleftvacantbecauseof

rivEllchimsonitanerlaslyear's
iklctionallighting,T11ejal〕anese
delegnlionalsooflie舵dCheaSim
aIlinvitationtovisitJalXul,WlUCh
lleaccepted・OumSarithsai〔I
CheflSimWiUl〕robablydepartib1・
JapanaitertheesIablishmentof
tllenewSenate,whiclDheisto

lead・ThelOurdelegates,who
alTivedmCambodiaonTilesday，
ａｌも、巴mbeIBoftheo『ganization

JapanPal･liamentarifhnsFeder・
ationfbrPopulation・Theywill
leaveonSaturday．（ﾉＷ，ｍﾉｉＤ
Ｓｈ“"〃

日本議員団の視察を報じた

現地新聞（11月１９日、．`The

CambodiaDaily"より）

施
設
を
視
察
し
た
。
ま
た
人
口
議
員
連
盟
の

設
立
を
呼
び
か
け
、
実
り
多
い
成
果
を
納
め

て
帰
国
し
た
。
カ
ン
ボ
デ
ィ
ァ
は
国
内
の
政

治
も
安
定
し
、
乾
期
に
入
っ
た
ば
か
り
で
、

政
治
・
気
候
的
に
も
一
行
に
と
っ
て
タ
イ
ミ

ン
グ
の
良
い
訪
問
と
な
っ
た
。

・
九
鮠
五
○
成
田
空
港
出
発
、
香
港
経

由
で
一
七
率
○
○
プ
ノ
ン
ペ
ン
着
。

。
｜
八
二
一
’
○
大
使
公
邸
で
、
カ
ン
ポ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
兼

ｏ
七
二
’
一
○
国
際
家
族
計
画
連
盟
・
東

ア
ジ
ア
、
南
東
ア
ジ
ア
及
び
オ
セ
ア
ニ
ア

事
務
局
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
／
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｏ
Ｒ
）

・
事
務
局
長
代
理
マ
ー
デ
ィ
・
ナ
ー
ゥ
ィ

氏
よ
り
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
及
び
カ
ン

ボ
デ
ィ
ア
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
。
へ
ル

ス
協
会
（
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
の
活
動
内
容
に
つ

い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
。

ね
た
、
齋
藤
正
樹
・
日
本
大
使
主
催
晩
餐

会
に
出
席
。

十
一
月
十
八
日
（
水
）．
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精力的に人ロ・開発事情を視察
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秀
一
ら
｝
升
，
，
彗
則
，
Ｐ
ｕ

現
在
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
各
国
か
ら
の
資
金
援
助

が
減
少
し
、
苦
し
い
運
営
状
態
に
あ
る
。
地

域
事
務
局
の
ロ
ン
ド
ン
駐
在
事
務
所
の
閉
鎖

等
、
組
織
改
革
・
人
員
削
減
・
経
費
節
減
を

実
行
し
、
財
政
難
に
対
処
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
・
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｏ
Ｒ
に
は
準
加
盟

国
を
含
め
二
六
カ
国
が
所
属
。
そ
の
う
ち
曰

斗・・→一一》・一

尹雰--:･弓!~÷口二・一丁
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塀

軸
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本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
除
く
二
三
カ
国
を
、
国
連
基
準
に
基
づ

き
資
金
需
要
度
別
に
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
。
準
加
盟
国
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
は
、
二
番

目
に
資
金
配
分
率
（
一
七
％
）
が
高
い
「
カ

テ
ゴ
リ
ー
Ａ
」
に
属
し
、
Ｕ
Ｓ
＄
五
三
、
○

六
四
受
け
取
っ
て
い
る
。
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
含
む
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
」
は
、
人
口

も
多
く
、
家
族
計
画
／
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
た

め
、
｜
番
資
金
配
分
率
が
高
い
（
六
○

％
）
。
タ
イ
国
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
）
や
香
港

・
大
韓
民
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
カ
テ
ゴ

リ
ー
Ｄ
）
は
今
後
資
金
援
助
を
減
ら
し
て
い

く
予
定
。

保
健
省
マ
ン
・
ブ
ン
ヘ
ン
副
長
官
が
会
長

を
務
め
る
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ
は
、
一
九
九
六
年
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
の
準
加
盟
国
と
な
り
Ｕ
Ｓ
＄
五
三
、
○

○
○
の
資
金
援
助
を
受
け
、
家
族
計
画
の
普

及
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ
で

は
政
府
事
業
と
は
違
い
、
患
者
に
「
責
任

感
」
を
持
た
せ
る
こ
と
と
、
事
業
の
「
自
給

自
足
」
の
た
め
に
、
低
額
で
避
妊
具
を
支
給
応

し
て
い
る
。



・
九
叩
○
○
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン
ポ
デ
ィ

ア
・
へ
デ
イ
・
ジ
ャ
マ
イ
代
表
よ
り
、
活

動
内
容
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
イ
ン
グ

ジ
ャ
マ
イ
氏
は
「
日
本
と
の
つ
な
が
り
を

重
視
す
る
『
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
』
で
、
議
員
団

一
行
が
『
カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
』
政
府
要
人
を
表

敬
し
、
人
口
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
将
来
的
に
大
き

な
重
要
性
を
持
つ
と
、
今
回
の
一
行
の
訪

問
を
歓
迎
。

カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
の
人
口
状
況
に
つ
い
て
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
説
明
。
人
口
分
野
に
お
け
る

今
後
の
カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
の
課
題
は
、
①
国
家

の
「
能
力
」
の
向
上
（
施
設
・
人
材
等
）
②

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
張
（
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
含
む
）
③
人
口
及
び
社

会
経
済
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
④
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
で
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
も
そ
れ
ら
の
改
善
に
向
け

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
。
本
年
度
は
カ
ン
ポ

デ
ィ
ア
政
府
と
共
に
、
一
九
九
七
年
に
行
っ

た
国
勢
調
査
（
’
九
六
二
年
以
来
、
実
施
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
）
の
結
果
を
発
表
。
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
、
国
勢
調
査
イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
グ
ッ
ズ
を
使
用
し
た
Ｐ
Ｒ
効
果
も

あ
り
、
ほ
ぼ
全
域
（
危
険
地
域
以

外
）
で
統
計
を
収
集
。
結
果
は
出

版
物
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
メ

デ
ィ
ア
（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
）
の

形
で
発
表
さ
れ
た
。

今
回
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
、
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
国
立
統

計
研
究
所
は
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
や

デ
ー
タ
ー
分
析
等
の
方
法
に
つ
い

て
習
得
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
か
ら
教
材

及
び
専
門
家
を
提
供
し
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
大
学
に
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

「
人
材
育
成
」
に
努
め
て
い
る
。

所
有
の
リ
ゾ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
で

昼
食
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
か
ら
車
で
四
○
分
程
の
所

の
農
村
で
、
ボ
ク
氏
が
主
催
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
所

有
の
農
場
を
見
学
。
カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
の
農

業
、
灌
概
シ
ス
テ
ム
、
今
年
の
干
ば
つ
の
影

響
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
氏
の
リ

ゾ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
で
昼
食
。

。
｜
○
ｍ
○
○
農
村
見
学
及
び

ボ
ク
・
ユ
ア
テ
国
会
議
長
顧
問

。
｜
五
》
○
○
チ
ア
・
シ
ム
国
会
議
長
を

表
敬

チ
ア
・
シ
ム
国
会
議
長
は
、
カ
ン
ポ
デ
ィ

ア
の
政
治
情
勢
に
関
す
る
説
明
と
、
今
ま
で

の
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
日
本
政
府
の
協

力
と
支
援
に
対
し
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
は
新
政
府
樹
立
に
向
け
て
十

Ｉ

チア・シム国会議長を表敬訪問
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精力的に人ロ・開発事禰を視察

。
｜
六
“
○
○
マ
ン
・
ブ
ン
ヘ
ン
保
健
省

副
長
官
表
敬

厳
し
い
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
の
後
、
保
健
・

医
療
分
野
は
施
設
・
人
材
共
に
「
無
」
か
ら

の
再
出
発
で
あ
っ
た
（
残
存
し
た
医
療
関
係

者
は
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
専
門
分
野
に
従
事

保
健
分
野
の
改
善
、
「
日
本
・
カ
ン
ポ
デ
ィ

ァ
」
間
の
女
性
議
員
交
流
の
推
進
を
提
言
。

チ
ァ
・
シ
ム
国
会
議
長
は
、
政
府
・
国
会
議

員
・
国
民
間
の
協
力
は
と
て
も
重
要
で
、
日

本
議
員
が
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
心
配
・

関
心
を
示
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
し
た
。

一
月
二
十
五
日
か
ら
動
き
出
す
が
、
新
政
府

が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
席
獲
得
及
び
国
連
代
表

権
を
取
り
戻
す
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

チ
ァ
・
シ
ム
国
会
議
長
は
、
今
回
新
設
さ
れ

た
上
院
議
長
に
就
任
、
国
家
元
首
代
行
を
務

め
る
こ
と
に
な
る
。
新
政
府
が
世
界
的
に
支

援
を
受
け
、
国
民
の
「
生
活
の
糧
」
と
な
る

外
国
投
資
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
、
日
本
か
ら
の
更
な
る
支
援
・
協
力
を
期

待
し
て
い
る
。

日
本
議
員
団
か
ら
は
、
人
口
に
関
す
る
カ

ン
ポ
デ
ィ
ァ
国
会
議
員
連
盟
の
設
立
、
母
子

・
一
七
》
○
○
日
本
人
記
者
懇
談
会
と
の

記
者
会
見

政
権
確
定
後
、
初
め
て
チ
ア
・
シ
ム
国
会

議
長
が
外
国
政
府
代
表
と
会
見
し
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
当
初
記
者
の
質
問
は
、
議
長

に
対
す
る
感
想
や
新
政
府
政
策
案
に
つ
い
て

の
議
長
の
コ
メ
ン
ト
に
集
中
。
そ
の
後
、
今

回
の
視
察
事
業
の
目
的
や
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
に
つ
い
て
質
問
。
過
去
に
カ
ン
ポ

デ
ィ
ァ
を
訪
問
し
た
こ
と
の
あ
る
南
野
議
員

は
「
前
回
訪
問
し
た
時
か
ら
『
カ
ン
ポ
デ
ィ

す
る
か
、
後
輩
の
教
育
・
指
導
を
担
当
す
る

か
選
択
を
迫
ら
れ
た
）
。
現
在
、
医
科
・
看

護
大
学
共
に
設
立
さ
れ
、
｜
年
に
医
師
一
五

○
人
、
歯
科
医
師
三
○
人
、
看
護
婦
六
○
人

が
輩
出
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
で
は
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児

死
亡
率
が
高
く
、
日
本
か
ら
既
に
予
防
接
種

用
ワ
ク
チ
ン
が
援
助
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

今
後
人
材
育
成
に
投
資
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
よ
っ
て
、
現
状
の
改
善
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
に
対

し
、
ワ
ク
チ
ン
の
援
助
の
み
な
ら
ず
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
受
入
研
修
を
希
望
し
て
い
る
。

・
七
ｍ
一
一
一
○
女
性
省
家
族
計
画
事
業
省

キ
ェ
ゥ
・
セ
レ
イ
・
ヴ
テ
ァ
氏
よ
り
事
業

内
容
に
つ
い
て
説
明

カ
ン
デ
ジ
ィ
ア
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お

い
て
も
周
産
期
死
亡
率
が
高
い
。
衛
生
状
態

が
悪
い
環
境
で
の
出
産
や
強
制
中
絶
が
主
な
原

因
で
あ
り
、
自
分
の
意
志
に
基
づ
い
た
家
族
計

画
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
農
村
部

で
は
一
家
族
九
～
一
○
人
の
子
供
が
い
る
）
。

ァ
』
が
変
化
し
た
点
は
？
」
と
の
間
に
、

「
当
時
注
目
さ
れ
始
め
た
ば
か
り
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
が
、
今
や
社
会
の
主
流

の
問
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
急
速
に
拡
大

す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
の
深
刻
さ
に

つ
い
て
懸
念
を
示
す
。

。
｜
八
二
｜
｜
○
山
本
啓
司
公
使
主
催
晩
餐

会
に
出
席
。
山
本
公
使
、
鈴
木
ケ
イ
及
び

矢
追
ま
り
子
・
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
か

ら
、
カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
で
の
仕
事
や
生
活
に

つ
い
て
話
を
伺
う
。

十
一
月
十
九
日
（
木
）
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女性省家族計画

事業省の活動に

ついてスタッフ

から説明を受け

る－行

こ
の
団
体
は
女
性
省
の
支
部
に
あ
た
り
、

女
性
の
健
康
・
社
会
福
祉
を
管
理
、
ま
た
家

族
計
画
の
普
及
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成霞!§雪雲

に
努
め
て
い
る
。
省
内
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

教
育
し
た
後
、
地
方
へ
出
張
さ
せ
た
り
、
各

州
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
し
、
プ
ノ
ン
・
ペ

ン
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
、
各
州
で
再
生
産

年
齢
女
子
（
’
五
歳
か
ら
四
九
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
避
妊
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

く
。
こ
の
事
業
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
Ａ
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
、
今
後
は
男
性
も
ス
タ
ッ
フ
に
取

り
込
み
、
も
っ
と
広
い
地
域
で
家
族
計
画
に

つ
い
て
知
識
を
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
。

・
八
“
三
○
女
性
省
に
イ
ム
・
ル
ン
次

官
を
表
敬

一
九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
た
女
性
省
は
、

そ
れ
ま
で
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
女
性
協
会
」
と
し

て
活
動
し
て
い
た
。
当
初
、
女
性
の
社
会
的

自
立
（
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
の
大
虐
殺
に

よ
っ
て
、
多
く
の
男
性
が
死
亡
し
た
た
め
）

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、

最
近
は
男
性
も
社
会
復
帰
を
始
め
、
家
庭
内

や
職
場
で
の
男
女
間
の
問
題
解
決
が
、
新
た

な
活
動
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
国
家
予
算
の
一
・
一
五
％
し
か
予

算
が
あ
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
財
政
的
に
苦
し

い
た
め
、
事
業
内
容
に
よ
り
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
か

ら
支
援
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
六
州
で
女
性
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
益
々
そ

の
活
動
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

・
九
率
三
○
カ
ン
ダ
ル
地
方
で
女
性
省

家
族
計
画
事
業
省
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス

タ
ッ
フ
宅
を
訪
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
宅
に
集
ま
っ

た
仲
間
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
一
人
当
た
り
の

担
当
所
帯
数
、
担
当
家
族
に
訪
問
を
連
絡
す

る
方
法
や
彼
女
た
ち
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

法
、
活
動
を
行
う
際
の
障
害
に
つ
い
て
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

。
｜
四
恥
○
○
～
’
五
叩
三
○
国
立
母
子

保
健
セ
ン
タ
ー
視
察

ク
ム
・
カ
ナ
ル
所
長
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の

事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
。
当
セ
ン
タ
ー
は

「
予
防
・
治
療
・
教
育
」
を
中
心
に
活
動
し

て
お
り
、
保
健
省
の
認
可
に
基
づ
き
、
患
者

の
収
入
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
治
療
費
を
徴
収
し

て
い
る
。
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
は
出
血
多
量
（
貧
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精力的に人ロ・開発事情を視察

女性省家族計画

事業省の活動を

支えるボランテ

ィア・スタッフ

を訪問

血
が
原
因
）
、
妊
娠
中
毒
等
に
よ
る
妊
産
婦

の
死
亡
率
が
高
い
。
近
年
、
妊
産
婦
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

・
一
六
紗
○
○
デ
イ
・
ナ
ロ
ン
グ
リ
ス
保

健
省
長
官
を
表
敬

カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
で
国
連
が
活
動
し
始
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
国
内

に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
に
つ
い

て
注
目
を
浴
び
始
め
る
が
、
詳
し
い
デ
ー
タ

が
不
足
し
て
お
り
、
現
状
を
把
握
で
き
て
い

な
い
。
一
九
九
五
年
、
政
府
・
民
間
・
宗
教

人
を
タ
イ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
事
情
視
察

に
派
遣
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
国
・
県
・
郡

レ
ベ
ル
で
対
策
計
画
を
推
進
し
始
め
、
五
年

計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
予
防
教
育
に
力
を
置
い
て
い
る
。

カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
は
「
自
立
」
を
目
指
し
て

て
お
り
、
新
た
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
検

診
、
母
子
感
染
問
題
等
が
深
刻
な
問
題
と
し

て
浮
上
し
て
き
て
い
る
。

引
き
続
き
、
新
井
博
之
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
所
長
と

鈴
木
ケ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
案
内
で
施
設
見
学
。
現
在
、
セ

ン
タ
ー
は
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
的

に
は
全
管
理
と
運
営
を
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
に
任

せ
る
予
定
。

・
’
八
叩
一
一
一
○
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
・
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
協
会
（
Ｒ
Ｈ
Ａ

Ｃ
）
主
催
夕
食
会
に
出
席
し
、
カ
ン
ボ

デ
ィ
ァ
政
府
国
会
議
員
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ

ン
ボ
デ
ィ
ア
、
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
等
と

親
睦
を
深
め
る
。

そ
の
後
、
深
刻
さ
が
増
す
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題

に
関
連
し
て
、
一
行
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
周
辺
の

売
春
宿
街
の
現
場
を
視
察
。
増
え
続
け
る
海

外
か
ら
の
売
春
婦
の
流
入
と
、
未
成
年
の
売

春
の
実
態
を
見
学
。

・
八
“
○
○
～
’
○
北
三
○
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ

診
療
所
Ｉ
及
び
Ⅱ
訪
問
。
ウ
ク
・
ヴ
ォ
ン

・
ヴ
ァ
シ
ニ
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ
事
務
局
長
か
ら
、

Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｃ
診
療
所
の
活
動
に
つ
い
て
説
明

努
力
し
て
い
る
が
、
現
在
の
経
済
状
況
で
は

海
外
か
ら
の
支
援
な
し
で
は
活
動
を
続
け
ら

れ
な
い
。
今
後
と
も
、
人
道
的
援
助
を
含
む

日
本
か
ら
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助
及
び
指
導
・
教
育

を
期
待
し
て
い
る
。

十
一
月
二
十
曰
（
金
）

6９



ヨヰ－０

鰯

を
受
け
る

診
療
所
に
は
医
師
・
看
護
婦
・
助
産
婦
。

｜
般
事
務
職
員
含
み
八
二
人
勤
務
し
て
お

り
、
｜
日
に
約
八
○
～
一
五
○
人
の
患
者
が

来
診
。
診
療
所
で
は
家
族
計
画
の
推
進
と
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
患
者
に
各
避
妊
具

ＲＨＡＣ診療所見学

の
利
点
・
副
作
用
に
つ
い
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
し
た
り
、
性
病
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
低
額
の
治
療
費
を
患
者

に
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
相
手
の
収

入
に
よ
り
治
療
費
免
除
の
場
合
も
あ
る
。
ま

た
若
年
層
及
び
売
春
婦
に
は
、
無
料
で
治
療

し
て
い
る
が
、
仕
事
柄
、
売
春
婦
は
よ
く
地

域
間
を
移
動
す
る
た
め
、
継
続
的
に
治
療
を

施
す
こ
と
が
難
し
い
。

現
在
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
で
は
、
｜
股
主
婦
の

性
病
、
Ａ
ｌ
Ｄ
Ｓ
感
染
が
急
増
（
性
病
に
関

し
、
感
染
が
判
明
次
第
、
夫
も
一
緒
に
治
療

す
る
こ
と
を
勧
め
、
八
割
の
人
は
治
療
を
受

け
に
来
診
）
ｃ
一
九
九
六
年
の
調
査
で
は
、

診
察
に
来
た
患
者
の
内
、
六
％
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
一
九
九
七

年
以
降
、
国
民
の
問
で
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る

知
識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
大
き
な

社
会
問
題
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
後
ピ
ン
・
チ
ュ
テ
マ
医
師
、
ホ
ウ
・

ヘ
ン
・
ム
ナ
リ
医
師
か
ら
診
療
所
Ｉ
．
Ⅱ
の

活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
診
療

所
見
学
。

。
｜
四
二
一
’
○
国
立
統
計
研
究
所
・
人
口

統
計
事
業
活
動
を
視
察

サ
ン
。
シ
・
タ
ン
所
長
か
ら
、
本
年
度
発
、

表
さ
れ
た
国
勢
調
査
実
施
ま
で
の
背
景
に
つ

い
て
説
明
。
続
い
て
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
国
勢

調
査
の
実
施
過
程
、
情
報
収
集
・
分
析
方
法

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
概
要
説
明
を

受
け
る
。

国
立
統
計
研
究
所
で
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
か
ら

七
億
ド
ル
の
資
金
を
受
け
、
国
勢
調
査
の
準

備
を
始
め
る
。
約
一
三
、
○
○
○
村
に
ス

タ
ッ
フ
を
派
遣
し
世
帯
を
地
図
に
記
し
、
地

域
及
び
家
族
構
成
に
対
す
る
質
問
票
を
二
種

類
作
成
。
国
勢
調
査
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に

は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
五
○
○
万
ド
ル
支
援

し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
他
に
、
お
寺
・
村
長

の
協
力
を
得
て
、
危
険
地
域
を
除
い
た
全
所

帯
数
の
う
ち
、
九
八
％
の
世
帯
に
つ
い
て
訪

問
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
年
度
発
表
し
た
国
勢
調
査
結
果
は
仮
の

統
計
白
書
で
、
現
在
も
分
析
が
進
行
中
。

デ
ー
タ
は
全
て
コ
ー
ド
化
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
入
力
さ
れ
て
い
る
が
、
エ
ラ
ー
を
減
ら

す
た
め
二
度
人
力
を
行
っ
て
い
る
。
最
終
分

析
結
果
は
、
出
版
だ
け
で
は
な
く
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ

Ｏ
Ｍ
や
オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス



精力的に人口・開発事情を視察

の
形
に
し
て
発
表
予
定
。
三
六
年
振
り
に
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
は
、
依
然
信
魑
性
が
低

い
も
の
だ
が
、
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
政
府
及
び
活

動
団
体
に
と
っ
て
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
る
。

。
｜
五
二
一
’
○
保
健
・
社
会
福
祉
・
女
性

委
員
会
メ
ン
・
サ
ム
副
委
員
長
、
チ
ュ
オ

保健・社会福祉・女性委員会メン・サム副委員長（中央)、チュ
オン・ブントール委員（左)、ゾル・カプン委員（右）表敬訪問

ン
・
ブ
ン
ト
ー
ル
及
び
ソ
ル
・
カ
プ
ン
同

委
員
会
委
員
を
表
敬

メ
ン
・
サ
ム
副
委
員
長
か
ら
保
健
・
社
会

福
祉
・
女
性
委
員
会
に
つ
い
て
概
要
説
明
を

受
け
る
。
七
人
の
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る

同
委
員
会
は
、
’
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
八

年
ま
で
公
務
員
の
労
働
条
件
の
改
善
、
失
業

問
題
対
策
、
家
族
の
問
題
に
関
す
る
法
案

等
、
計
六
本
担
当
。
ま
た
現
場
レ
ベ
ル
で
実

際
の
法
律
に
沿
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
る
か
等

の
、
現
場
調
査
も
任
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は

道
路
・
学
校
の
建
設
問
題
の
み
な
ら
ず
、
未

亡
人
に
関
す
る
問
題
が
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

清
水
・
参
議
院
議
員
か
ら
「
国
家
が
安
定

し
た
頃
に
、
人
口
議
員
連
盟
を
設
立
し
、
共

に
人
口
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
一
と
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
メ
ン
・
サ
ム

副
委
員
長
は
「
日
本
議
員
団
か
ら
チ
ア
・
シ

ム
国
会
議
長
が
人
口
議
員
連
盟
発
足
の
提
言

を
受
け
た
と
聞
い
て
い
る
。
私
達
も
議
連
発

足
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
返
答
。

。
｜
八
“
’
’
’
○
日
本
議
員
団
主
催
レ
セ
プ
。
｜
○
“
’
’
’
五
～
’
’
○
二
五
プ
ノ
ン
ペ

ガ
シ
ョ
ン

ン
を
出
発
し
、
香
港
経
，
田
で
日
本
へ
帰
国

・
九
”
○
○
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
民
族
舞
踊

見
学

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
芸
術
協
会
で
、
子
供
た
ち

の
カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
民
族
舞
踊
を
見
学
。
ポ
ル

・
ポ
ト
政
権
下
で
多
く
の
民
族
舞
踊
家
が
虐

殺
さ
れ
、
現
在
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
。

こ
の
舞
踊
学
校
で
は
、
国
立
の
舞
踊
学
校
等

で
、
正
式
に
舞
踊
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

家
庭
の
子
供
た
ち
に
対
し
、
無
料
で
指
導
。

踊
り
の
意
味
に
つ
い
て
舞
踊
学
校
の
先
生
か

ら
説
叩
客
受
け
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
見
事
な

カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
舞
踊
の
手
や
体
の
動
き
に
、
清

水
・
武
山
両
議
員
は
終
始
感
心
し
て
い
た
。

清
水
・
参
議
院
議
員
の
挨
拶
と
、
武
山
・

衆
議
院
議
員
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
視
察
団

一
行
と
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
政
府
要
人
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ス
タ
ッ
フ
問
の
交
流
が
は
か
ら
れ
た
。

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
‐
ｌ
‐
－
－
１
１
－
１
１
‐
‐
－
１
１

十
一
月
一
一
十
一
曰
（
土
）少
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鰐籟鰯
鋤一一 Ａ
石
工
、

Ⅲ
価
の

廿
几
「
イ
』
。

国
際
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
」

の
準
備
進
捗
状
況
の
報
告
や
、
来
年
四
月
に

韓
国
で
開
催
予
定
の
第
十
五
回
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

（
通
称
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）
、
来
年
十
月
に
日

本
で
開
催
予
定
の
第
六
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会

Ⅲ１F=刀［

５，．発士仁Ⅱ
‐
能
の
壺
尹
華
不
郵
祁
生
ロ
ム
ニ

ロ

几
九
九
年
度
の
活

ｇ
ｉ
Ｊ
Ｄ

と
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
ら

員
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
」
を
東
京
で
開
催

に
つ
い
て
も
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
役
員

・
桜
井
新
議
長
（
日
本
）

・
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
副
議
長
（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）

・
ア
ペ
ニ
サ
・
ク
リ
サ
キ
ラ
副
議
長
（
フ
ィ

ジ
ー
）

・
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
事
務
総
長

（
タ
イ
）

・
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
ー
・
タ
ン
財
務
担
当
（
ベ

ト
ナ
ム
）

・
ザ
ン
・
フ
ァ
イ
シ
ー
議
員
（
ハ
オ
。
イ
ー

チ
ュ
ン
元
副
議
長
後
任
候
補
、
中
国
）

・
カ
ン
テ
ィ
ラ
ル
・
ブ
リ
ア
議
員
（
ウ
ル
ミ

ラ
ペ
ン
・
パ
テ
ル
副
議
長
代
理
、
イ
ン
ド
）

参

加

者

7２



｢ＡＦＰＰＤ運営委員会」と「ｌＦＰ第２回運営委員会」を東京で開催

〔写真･右頁〕

運営委員会

ＦＰの第２回

十
二
月
一
一
十
日
（
日
）
、
二
十
一
日

（
月
）
の
両
日
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
評
価
の

た
め
の
国
際
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ

Ｐ
）
」
第
二
回
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
一
九
九
四
年
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

「
国
連
人
口
・
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
」

か
ら
五
年
目
に
当
た
る
来
年
、
過
去
五
年
間

事
務
局
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

・
安
藤
博
文
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
事
務
局
次
長

・
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
国
際
家
族

計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
事
務
局
長

・
シ
フ
・
カ
レ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長

・
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局

長

・
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
任
研
究
員

・
北
畑
晴
代
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
長

・
星
合
千
春
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
主
任

・
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ
イ
ン
ド
人
口

・
開
発
議
員
連
盟
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
事
務

局
長

・
ダ
イ
・
シ
ュ
ー
キ
ン
中
国
事
務
局

・
リ
ー
・
イ
ン
グ
中
国
事
務
局

鶉
１

１１

同
会
議
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
人
口
と
開

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ

リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
メ
リ

カ
地
域
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ａ
Ｐ

Ｇ
）
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

議
員
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ｇ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
人
口
と

開
発
国
会
議
員
世
界
委
員
会
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
、
国
際
医
療
議
員
組
織
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）
、

地
球
規
模
的
活
動
の
た
め
の
国
会
議
員
連

（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
、

人
口
・
開
発
超
党
派
議
員
グ
ル
ー
プ
（
英

国
）
、
世
界
人
口
基
金
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
が
、
運

営
委
員
会
を
形
成
し
て
、
開
催
準
備
を
進
め

て
い
る
。
会
議
は
、
来
年
二
月
四
日
か
ら
六

日
、
オ
ラ
ン
ダ
国
ハ
ー
グ
で
開
催
が
予
定
さ

の
行
動
計
画
の
実
施
状
況
の
評
価
を
行
な
う

た
め
に
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）

が
オ
ラ
ン
ダ
、
ハ
ー
グ
で
「
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
ハ
ー
グ
会
議
】
を
開
催
す
る
。
Ｉ
Ｆ

Ｐ
は
、
こ
れ
に
先
駆
け
て
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｐ
運
営
委
員
会
の
た
め
に
来
日
し
た

メ
ン
バ
ー
と
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
役

員
と
の
昼
食
懇
談
会
が
、
二
十
一
日
正
午
か

ら
国
会
議
事
堂
衆
議
院
議
員
食
堂
で
行
な
わ

れ
た
。
同
昼
食
会
に
は
、
桜
井
新
幹
事
長
、

小
杉
陸
副
会
長
、
広
中
和
歌
子
副
会
長
、
堂

本
暁
子
副
会
長
、
清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
、

南
野
知
惠
子
事
務
次
長
の
計
六
名
の
人
口
懇

役
員
が
参
加
し
て
、
親
睦
を
深
め
た
。
一
時

半
か
ら
は
国
会
議
事
堂
見
学
を
行
な
い
、
午

後
は
浅
草
寺
を
参
詣
、
ひ
と
と
き
の
観
光
を

楽
し
ん
だ
。

・
桜
井
新
議
員
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
Ｉ
Ｆ

Ｐ
運
営
委
員
会
議
長

・
ヤ
ン
・
ホ
ッ
ヶ
マ
議
員
・
オ
ラ
ン
ダ
国
会

議
員
代
表
（
議
員
会
議
ホ
ス
ト
国
）

れ
て
お
り
、
世
界
か
ら
一
四
五
名
の
国
会
議

員
が
集
っ
て
、
カ
イ
ロ
会
議
以
降
の
国
会
議

員
活
動
の
成
果
と
今
後
の
国
会
議
員
活
動
に

つ
い
て
話
し
合
う
。

参
加
者 鑑
‐
１
？
！
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衆
議
院
議
員
食
堂
で
人
口
懇
役
員
と
懇
談

す
る
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
運
営
委
メ
ン
バ
ー

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

・
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
議
員
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副

議
長

・
堂
本
暁
子
議
員
・
Ｐ
Ｇ
Ａ
人
口
部
会
長

・
ア
ル
ン
・
パ
ウ
サ
ワ
デ
議
員
・
ｌ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

代
表

（
以
下
事
務
局
）

・
安
藤
博
文
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長

・
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
事
務
局
長

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
メ
イ
ヤ
ー
・
世
界
人
口
基

金
理
事

・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
力
議
員
・
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

議
長

・
ゾ
ー
ン
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
議
員
・
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｇ
代
表

・
ホ
ウ
ダ
・
カ
ノ
ウ
ン
議
員
・
Ｐ
Ｇ
Ａ
代
表

・
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
議
員
・
Ｉ

Ｍ
Ｐ
Ｏ
代
表

・
ト
ニ
ー
・
ワ
ァ
ー
ジ
ン
ト
ン
議
員
・
人
口

・
開
発
超
党
派
議
員
グ
ル
ー
プ
（
英
国
）

~､~､~､~､~』

・
カ
ル
メ
ン
・
レ
イ
ノ
ソ
・
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー

・
サ
ラ
・
ハ
イ
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
員
グ

ル
ー
プ

・
ト
ゥ
ル
ー
デ
ィ
ー
・
デ
イ
ビ
ス
・
超
党
派

議
員
グ
ル
ー
プ

・
デ
ィ
リ
ス
・
コ
ッ
シ
ィ
ー
ズ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
員
プ
ロ
グ

ラ
ム
主
任

・
シ
フ
・
カ
レ
・
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
、

Ｉ
Ｆ
Ｐ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
デ
ィ

、
ネ
ー
タ
ー

・
エ
レ
ン
・
メ
イ
・
ブ
レ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｆ
Ｐ

・
広
瀬
次
雄
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務

局
長

・
楠
本
修
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
任
研
究
員

・
北
畑
晴
代
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
長

・
星
合
千
春
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
主
任

・
加
藤
祐
子
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ

河



ＡＦＰＰＤ湾憲Ａ

●
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
「
貧
困
緩
和
の
た
め
の
政

府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
関
係
の
促
進
」
と
題

し
た
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
会
議
は
十
一
月
の
十
七
’
二
十
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら

●
ｌ
国
際
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
ｌ
進
捗
状
況
報
告

Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
準
備
に
弾
み
が
つ
い
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
会
議
は
一
九
九
九
年
二
月
四

’
六
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
会
議
開
催
に
対
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｐ

事
務
局
ま
で
ど
う
ぞ
。
こ
の
会
議
に
は
世

界
中
か
ら
一
五
○
名
の
国
会
議
員
が
参
加

す
る
予
定
で
す
。

ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
運
営
委
員

会
に
引
き
続
き
十
二
月
二
十
日
に
東
京
で

第
二
回
運
営
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
Ｉ
Ｆ
Ｐ
事
務
局
は
現
在
一
ニ
ー
ズ
レ

タ
ー
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
入
手
先
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
事
務
局
で
す
。

●
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
シ
フ
・
カ
レ
ー
は

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
就
任
要
請
を
受
諾
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
管

理
関
連
業
務
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
立
て
方
や
そ
の
可
能
性
に
つ

い
て
所
長
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
も
の
で

・
国
際
医
療
議
員
機
構
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
会
の
共
催
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
／
Ｓ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
後
援
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〃
経
済
危
機
と
健
康
”
が
一
九
九
八
年
十

二
月
七
’
九
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
開
か
れ
ま
す
。
プ
ラ
ソ
ッ
プ
ラ
タ

ナ
コ
ー
ン
ー
Ｍ
Ｐ
Ｏ
事
務
総
長
と
シ
フ
・

カ
レ
ー
ｌ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
事
務
局
長
が
十
月
十
二

日
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
れ
、
準
備
の
最
終
確

認
を
行
っ
た
。

は
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
の
人
口
・
開
発
議
連
議

長
で
あ
る
ポ
コ
シ
ョ
フ
議
員
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
ブ
イ
・
ゴ
ク
・
タ
ン
議
員
お
よ
び
グ

ェ
ン
・
ホ
ァ
ン
・
マ
イ
議
員
が
参
加
し
た
。

・
米
国
が
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）

へ
の
拠
出
を
拒
否
ｌ
多
く
の
国
連
機

関
の
う
ち
で
最
も
成
功
し
て
い
る
国
運
機

●
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
第
五
回
総
会
の
下
部
委
員
会

と
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
国
際
機
関

会
議
（
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｐ
）
が
十
月
十
九
日
に
開

催
さ
れ
た
。
国
際
移
民
機
関
（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）

の
マ
ー
ク
・
ゲ
ッ
チ
ェ
ル
が
「
国
際
人
口

移
動
ｌ
予
測
と
そ
の
意
味
す
る
も
の
」
と

題
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
こ
の
会
議
は

国
連
機
関
、
政
府
間
組
織
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
専

門
機
関
が
参
加
す
る
も
の
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

か
ら
は
ス
コ
ッ
ト
・
マ
ー
が
参
加
し
た
。

あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｃ
の
目
的
は
小
さ
い
家
族
・

家
族
計
画
の
利
用
、
女
性
の
地
位
の
向
上

が
も
た
ら
す
利
益
に
つ
い
て
人
々
を
教
育

す
る
こ
と
で
人
口
の
安
定
化
に
貢
献
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

人
口
の
多
い
国
に
お
け
る
包
括
的
メ
デ
ィ

ア
戦
略
の
開
発
、
特
に
、
放
送
メ
デ
ィ
ア

ー
中
で
も
ｌ
娯
楽
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
に
焦
点
を
当
て
活
動
し
て
い
る
。
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●
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
米
国
の
こ
の
決
定
に
懸
念

を
表
明
し
、
国
会
議
員
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む

関
係
機
関
に
米
国
政
府
へ
の
懸
念
を
表
明

す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
米
国
の
こ
の
決

定
は
、
お
も
に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
中
国
に
お

け
る
中
絶
に
対
し
て
資
金
を
提
供
し
て
い

る
と
い
う
誤
解
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

関
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
拠
出
を
米

国
下
院
が
否
決
し
た
。
ナ
フ
ィ
ス
・
サ

デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
は
ス
テ

イ
ッ
メ
ン
ト
の
中
で
、
〃
こ
の
決
定
は
私

た
ち
に
制
裁
を
課
し
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
私
た
ち
が
肩
代
わ
り
し
て
働
い
て
い

る
数
百
万
人
も
の
人
々
に
制
裁
を
課
す
こ

と
に
な
る
”
と
述
べ
た
。
こ
の
決
定
が
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
及
び
ラ
イ
ッ

分
野
に
お
け
る
決
定
的
に
重
要
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
能
力
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
米
国
の
こ
の
決
定
は

起
こ
る
必
要
の
な
い
死
を
も
た
ら
し
、
家

族
計
画
に
関
す
る
情
報
と
手
段
を
奪
う
こ

と
で
女
性
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。

●
つ
い
最
近
行
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

総
選
挙
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
の
コ
リ
ン

・
ホ
リ
ス
議
員
が
再
選
さ
れ
た
。
ま
た
、

る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
絶
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
推
進
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
中
国

や
そ
の
他
の
国
を
問
わ
ず
、
中
絶
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
援
助
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

中
国
に
対
す
る
新
し
い
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
九
四
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

に
お
い
て
一
八
○
カ
国
の
合
意
を
得
ら
れ

た
人
権
に
関
す
る
規
範
を
十
分
配
慮
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
米
国
を
含
む
三
六
カ
国
か
ら
な
っ
て

い
る
本
年
初
め
に
開
か
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

理
事
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
家
族
計
画
や

家
族
の
規
模
を
割
り
当
て
る
よ
う
な
低
次

元
の
基
準
を
導
く
よ
う
な
要
素
を
す
べ
て

排
除
し
て
い
る
。
こ
の
拠
出
拒
否
と
い
う

米
国
の
決
定
は
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

弱
体
化
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
増
加
す
る
望

ま
れ
な
い
妊
娠
に
対
す
る
中
絶
の
増
加
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
部
門
の
イ
メ
ル
ダ
・

ヘ
ン
キ
ン
ス
さ
ん
が
最
近
バ
ン
コ
ク
で
開

か
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
ア
ジ
ア
の
経
済
危

機
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
イ

メ
ル
ダ
・
ヘ
ン
キ
ン
ス
さ
ん
は
バ
ン
コ
ク

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
口
と
開
発
に
関
す
る

超
党
派
議
連
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
）
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
ト
ゥ
リ
シ
ュ
・
ワ
ー
ス
議
員

も
再
選
さ
れ
た
。
こ
の
再
選
さ
れ
た
両
議

員
は
一
九
九
七
年
に
行
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
合
同
に
よ

る
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
国
会
議
員
視
察
団
に

参
加
し
た
。

滞
在
中
に
シ
フ

・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局

長
と
会
談
を
行

い
、
シ
フ
・
カ

レ
ー
事
務
局
長

は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

事
業
に
対
す
る

説
明
を
行
っ

た
。

必要な場合、ＡＦＰＰＤ事務局では

上記に関する情報をＥ－Ｍａｉｌ：skh

are＠mozart.inet､ｃｑｔｈまたはＦＡ

Ｘ：001-66-2-646-8827でご提供い

たします（英文)。

巧
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人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
’
九
九
七
年
の
世
界
人
口
は
五
八
億
人
、
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
１
１

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
羊
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ

ｆ
；
；
Ｑ
ご
入
一
会
の
お

Ａ
賛
口
助
会
・
負

願

い

Ｉ

云員の特曲

週

してC噸可懸醐で蝦､ろ鱈Zab瞳､Ｂ型
□as蛾bmnriご瞬閏髄 《13.塾鎚，

oi瓢鴎6兆口麿属I愚』等癒胤鬼E)鰯隠〒060-,0厘爵韓甑擁司塞:RｾﾞﾖU-5-U
圏鱸筑ヨリツ駒ピル３階

DljK口遇圖露握属Ｉがる､§Z臓回がW愚ら躯 Iqip;畠ＪＬア鯵矛人口｡EII霊Ii駿
鴎斑

【ハＰロハ，
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ぼ
け
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
よ
う
と
い
う
「
公
的
介
護
一

保
険
制
度
」
が
、
１
年
半
後
の
２
０
０
０
年
４
月
か
ら
始
ま
る
。
だ
が
、
制
度
一

の
内
容
や
運
用
を
め
ぐ
っ
て
ス
タ
ー
ト
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
の
声
が
上
が
っ
－

て
い
る
。
ま
た
、
深
刻
な
不
況
に
加
え
、
医
療
費
の
ア
ッ
プ
や
公
的
年
金
の
見
一

直
し
な
ど
国
民
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
老
後
の
生
活
に
不
安
を
感
一

じ
る
人
は
か
っ
て
な
い
高
率
だ
っ
た
。
毎
日
新
聞
の
「
高
齢
社
会
に
関
す
る
世

論
調
査
」
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社
の
協
力
で
、
９
月
初

め
に
実
施
し
た
。【
浜
田
重
幸
、
中
本
輝
雄
、
平
林
壮
郎
、
宮
澤
恵
一
、
長
松
敏
雄
】

１
位
が
ん
、
２
位
ぼ
け

圖
恐
ろ
し
い
病
気

自
分
の
健
康
に
「
不
安
が
あ
る
」

蠅三 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

卵
全
国
世
論
調
査

老
後
の
頼
り
は
や
は
り
家
族

介
護
保
険
に
期
待
と
不
安

（
「
少
し
」
を
含
む
）
人
は
弱
％
で
、
１

９
８
７
年
の
調
査
開
始
以
来
最
高
だ
っ

た
師
年
調
査
と
比
べ
、
ポ
イ
ン
ト
減
っ

た
。
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、
男
女
と

も
加
代
以
下
で
５
割
を
割
っ
た
。
「
不

安
は
な
い
」
（
「
あ
ま
り
」
を
含
む
）
は

⑬
％
で
、
師
年
比
で
幻
ポ
イ
ン
ト
増
え

た
。今
、
一
番
恐
ろ
し
い
と
思
う
病
気

は
、
①
が
ん
“
％
②
ぼ
け
（
老
人
性
痴

ほ
う
症
）
旧
％
③
脳
卒
中
ｎ
％
④
エ
イ

ズ
６
％
⑤
心
臓
病
５
％
⑤
糖
尿
病
５
％

ｌ
の
順
だ
っ
た
。
船
年
の
調
査
以

降
、
漸
減
傾
向
だ
っ
た
が
ん
は
、
師
年

比
で
わ
ず
か
に
増
え
た
。
反
対
に
師
年

（数字は飴､その他､無回答は除く）

4拓一鍼ん-
幅■ぼけI￣２０
，３己脳卒中日し

：曰ｴｲｽﾞ匪

圏＝鶉:;;國
昌鰯邑,宕灘

・
肥
高
齢
社
会
全
国
世
鏑
調
査
・
…
ね

。
世
界
一
の
老
人
大
国
日
本
…
．
．
…
髄

Ｃ
飢
餓
に
配
分
シ
ス
テ
ム
作
り
・
…
閉

・
出
生
率
の
低
下
第
四
段
階
に
…
曲

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
「
童
か
ら
質
へ
』
．
．
…
・
…
・
卵

え
き

ｎ
Ｕ

・
結
婚
、
４
人
に
１
人
益
な
Ｉ
し
。
…
９

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
米
不
足
深
刻
・
…
別

・
中
国
・
改
革
開
放
磯
業
総
括
・
…
別

・
高
齢
者
、
雇
用
含
め
対
策
を
…
・
皿

。
薄
れ
る
結
婚
適
齢
期
意
識
…
・
…
・
肥川
寺

・
老
保
施
設
’
‐
痴
ほ
う
１
３
割
．
…
９

・
途
上
国
少
子
化
は
女
性
保
護
・
…
弧

・
世
界
人
ロ
、
百
億
人
へ
…
…
…
…
妬

・
米
，
人
口
基
金
へ
拠
出
中
止
…
・
妬

●
中
国
加
歳
以
上
一
億
六
千
万
…
・
船

。
増
え
続
け
る
一
人
暮
ら
し
…
・
…
・
卵

・
コ
メ
増
人
口
増
に
追
付
け
ず
…
。
町

・
中
国
・
兵
役
も
一
人
っ
子
向
・
…
師

・
百
歳
以
上
日
本
世
界
一
に
…
…
：
卵

・
外
国
人
労
働
者
が
日
本
救
う
。
…
肥

・
地
球
温
暖
化
森
林
存
亡
危
機
…
・
閑

・
地
域
全
体
で
子
育
て
支
援
・
…
…
・
川

屯くじ
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こゆ－すふぉ－らむ

国
老
後
の
世
話

老
後
、
ぼ
け
た
り
寝
た
き
り
に
な
る

な
ど
、
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
場
合
に

以
降
、
漸
増
傾
向
だ
っ
た
ぼ
け
は
６
ポ

イ
ン
ト
減
っ
た
。
女
性
は
男
性
よ
り
ｕ

ポ
イ
ン
ト
高
く
、
印
代
以
上
で
３
割
台

を
占
め
た
。
ま
た
、
自
分
の
健
康
に

「
不
安
が
あ
る
」
人
の
う
ち
、
恐
ろ
し

い
と
思
う
病
気
の
割
合
は
、
①
が
ん
妬

％
②
ぼ
け
店
％
③
脳
卒
中
⑫
％
④
心
臓

病
７
％
⑤
糖
尿
病
６
％
ｌ
だ
っ
た
。

身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い

相
手
は
①
配
偶
者
妬
％
②
老
人
ホ
ー
ム

・
老
人
保
健
施
設
や
病
院
な
ど
の
介
護

者
肥
％
③
娘
皿
％
④
公
的
な
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
や
訪
問
看
護
婦
９
％
⑤
嫁
６
％

⑥
息
子
４
％
ｌ
の
順
で
、
師
年
調

査
と
比
べ
て
大
き
な
変
動
は
な
か
っ

た
。
「
配
偶
者
」
を
挙
げ
た
の
は
、
男

性
鮨
％
（
師
年
調
査
釦
％
）
に
対
し
女

性
釦
％
（
同
羽
％
）
。
女
性
は
ｗ
年
と

ほ
ぼ
同
率
だ
が
、
男
性
は
妻
に
対
す
る

依
存
度
を
高
め
て
い
る
。

世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
相
手
を
身

え・渡辺正義

近
な
親
族
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
外

部
の
人
に
二
分
す
る
と
、
身
近
な
親
族

鉛
％
、
外
部
の
人
泌
％
で
、
親
族
の
方

が
２
倍
以
上
あ
る
。
ま
た
、
体
が
不
自

由
に
な
っ
た
場
合
に
生
活
し
た
い
場
所

で
は
、
①
自
宅
仇
％
②
老
人
ホ
ー
ム
や

老
人
保
健
施
設
な
ど
の
施
設
恥
％
③
病

院
ｕ
％
ｌ
で
、
師
年
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
か
っ
た
。

①
自
宅
と
答
え
た
人
が
望
む
介
護
の

形
態
は
、
「
家
族
が
中
心
に
な
り
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ら
外
部
の
人
の
助
け

を
借
り
る
」
別
％
、
「
家
族
だ
け
の
介

護
」
町
％
の
順
で
、
船
年
調
査
と
大
き

な
差
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
②
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
③
病

院
、
と
答
え
た
人
に
そ
の
理
由
を
聞
い

堅罪

）

粛
尉
』

乱
施
病

94年

／／95年

，;;;;;"／'96年

97年

今回

た
と
こ
ろ
、
「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
」
が
ね
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

次
い
で
、
「
施
設
の
方
が
専
門
的
な
介

護
が
受
け
ら
れ
る
」
弱
％
、
「
家
族
は

仕
事
が
忙
し
く
、
介
護
の
時
間
が
と
れ

・
医
療
費
格
差
で
一
・
八
五
倍
．
…
伽

・
中
国
に
大
規
樟
矯
噌
林
を
提
案
…
・
川

・
中
国
留
学
生
百
カ
国
へ
加
万
…
・
伽

・
人
口
抑
制
へ
「
産
む
選
択
権
」
…
・
伽

・
少
子
化
対
策
法
案
を
提
出
へ
。
…
畑

・
ア
ジ
ア
危
機
で
失
業
鬮
率
３
倍
…
・
叩

・
道
半
ば
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
…
・
川

・
食
料
自
給
率
別
％
に
…
…
…
…
・
…
肪

・
食
料
自
給
率
、
数
値
目
標
を
．
…
伽

・
自
給
率
ア
ッ
プ
実
現
は
疑
問
…
・
川

・
一
億
三
千
万
教
育
機
会
な
く
。
…
、

・
コ
メ
輪
入
来
年
四
月
関
税
化
・
…
、

・
社
会
保
障
給
付
師
兆
５
千
億
・
・
・
・
川

。
「
子
育
て
減
税
」
最
大
躯
兆
円
・
…
畑

・
コ
メ
輸
入
急
増
見
込
み
簿
…
・
…
・
川

・
保
育
所
整
備
は
オ
ト
ク
で
す
。
…
Ⅲ

・
夕
〆
輸
入
増
、
高
関
税
の
壁
・
…
叩

・
コ
メ
強
制
減
反
を
廃
止
・
…
…
…
烟

”



戦
い
」
胆
％
ｌ
と
続
き
、
専
門
的
こ
と
を
示
し
て
い
る
．

な
介
護
へ
の
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

若
い
世
代
で
低
い
期
待
度

も
の
の
、
別
～
加
代
で
は
「
期
待
し
な

国
公
的
介
護
保
険

い
」
（
「
あ
ま
り
一
を
含
む
）
が
「
期
待

公
的
介
護
保
険
導
入
の
賛
否
に
つ
い
す
る
」
を
上
回
り
、
５
割
台
を
占
め
る
。

て
は
、
弘
年
と
弱
年
、
師
年
の
計
３
回
そ
の
理
由
は
同
保
険
の
制
度
や
運
用

調
査
を
し
て
い
る
が
、
「
賛
成
」
は
８
を
め
ぐ
る
不
安
点
（
複
数
回
答
）
で
み

～
７
割
台
の
高
率
だ
っ
た
。
今
回
、
質
る
と
よ
く
分
か
る
。
「
希
望
す
る
介
護

問
を
変
え
て
期
待
度
を
聞
い
た
が
、
辛
が
受
け
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
」
と

う
じ
て
５
割
台
に
乗
っ
た
。
「
期
待
す
「
月
々
の
保
険
料
が
将
来
高
額
に
な

る
」
（
「
多
少
」
を
含
む
）
は
年
代
別
で
る
」
が
と
も
に
虹
％
で
、
「
市
町
村
に

は
帥
代
前
半
で
や
っ
と
帥
％
に
達
す
る
よ
っ
て
介
護
状
態
の
認
定
基
準
が
バ
ラ

鰯墜繊嚇介………
Ｚ;;i蓼i蓼ｉｉＺｉＺｌ…繰険料…額…
’参参ZZ;ii12灘銑写繍欝
彦!；iZ鰯…と團己……
〃繍濟離繍掛け捨て上

に酌一一一
ま
し
勢

》鵬一一一一績勢譜箙！

期待する
１８ <数字は％、’

無回答は除く）

バ
ラ
に
な
る
」
「
重
度
だ
と
自
己
負
担

が
高
額
に
な
る
」
「
弘
歳
ま
で
は
実
質

的
に
掛
け
捨
て
と
な
っ
て
恩
恵
が
少
な

い
」
が
そ
れ
ぞ
れ
３
割
前
後
で
上
位
を

占
め
る
。

厚
生
省
は
介
護
の
認
定
は
全
国
統
一

基
準
と
し
、
「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、

基
準
と
し
、
「
だ
鉤

ど
こ
で
で
も
」
を

う
た
い
文
句
に
し

て
い
る
。
だ
が
、

実
際
に
事
業
を
行

う
の
は
市
町
村
で

あ
る
。
居
住
す
る

自
治
体
に
よ
っ
て

準
備
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
に
差
が
つ
く

で
あ
ろ
う
こ
と
は

容
易
に
想
像
が
つ

く
。
国
民
は
そ
う

し
た
問
題
点
を
敏

感
に
か
ぎ
取
っ
た

と
い
え
そ
う
だ
。

画
周
知
度
、
２
年
前
よ
り

枢
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ

公
的
介
護
保
険
制
度
つ
い
て
ど
の
程

度
知
っ
て
い
る
か
の
質
問
に
、
「
知
っ

人
気
低
い
施
設
サ
ー
ビ
ス

（複数回答､数字は船､鯖回答は除く）

国国

'1霧霧讓lili讓霧篝議期ﾌﾞＩ鑿譲|鑿｜鰯
！'霧霧霧ｉｉ霧i鰯ii瀞蝋
鱸鰯とliL鍵鐇
醗施職ｻｰﾋﾞｽ灘
１１;鐵醐澗鰯
鰯ｼﾖｰﾄｽﾃﾞｲ鰯
｜蕊鹸闘ﾘﾊﾋﾞﾘ鰯

鰯ｸﾞﾙｰﾌﾟ議一ﾑ露

こ
れ
ら
の
不
安
解
消
の
た
め
の
対
応

策
（
同
）
と
し
て
、
「
預
貯
金
に
励

む
」
が
記
％
、
「
生
保
や
損
保
、
郵
便

局
、
農
協
な
ど
の
介
護
保
険
や
介
護
特

約
に
加
入
す
る
」
は
“
％
だ
っ
た
。

て
い
る
」
（
「
か
な
り
」
と
「
多
少
」
の

計
）
は
妬
％
で
、
卵
年
調
査
比
で
⑫
ポ

イ
ン
ト
多
い
・
年
代
別
で
は
、
中
高
年

ほ
ど
高
く
、
印
代
以
上
で
４
割
を
超
え

た
。
性
・
年
代
別
で
４
割
台
な
の
は
、
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こゅ－すふぉ－らむ

画
望
む
サ
ー
ビ
ス

利
用
し
た
い
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
（
複

数
回
答
）
に
つ
い
て
、
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
」
閲
％
、
「
訪
問
看
護
婦

の
派
遣
」
妬
％
、
「
福
祉
用
具
の
貸
し

出
し
や
購
入
費
支
給
、
住
宅
改
修
費
の

支
給
」
岨
％
が
上
位
３
だ
っ
た
。
４
位

男
性
別
代
以
上
と
女
性
伽
代
以
上
だ

が
、
在
宅
介
護
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

女
性
の
周
知
度
が
や
や
低
い
の
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
だ
。

介
護
保
険
制
度
に
対
す
る
周
知
の
度

合
い
は
、
自
分
の
健
康
や
老
後
の
生
活

の
と
ら
え
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
。
健
康
や
老
後
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人
ほ
ど
周
知
度
は
高
い
。
さ

ら
に
、
公
的
年
金
へ
の
依
存
度
が
強
い

人
も
、
同
制
度
に
対
し
て
高
い
関
心
を

示
し
て
い
る
。

ま
た
、
老
後
、
体
が
不
自
由
に
な
っ

た
場
合
に
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
も

ら
い
た
い
相
手
と
し
て
「
ヘ
ル
パ
ー
や

訪
問
看
護
婦
」
と
「
娘
」
を
挙
げ
た
人

は
、
「
知
っ
て
い
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
躯

％
、
「
配
偶
者
」
は
同
加
％
だ
っ
た
。

在
宅
で
の
介
護
を
希
望
す
る
人
た
ち
の

関
心
が
強
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

希
望
者
、
佃
年
で
ｈ
ポ
イ
ン
ト
増
加

て
ほ
し
い
」
は
刀
％

圏
が
ん
生
昂

の
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保

健
施
設
に
入
所
し
て
の
施
設
サ
ー
ビ

ス
」
弱
％
と
は
か
な
り
の
差
が
つ
い

た
。
国
民
の
間
に
施
設
よ
り
も
在
宅
で

の
介
護
を
選
ぶ
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

上
位
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
は
男
性
よ
り

も
女
性
が
挙
げ
る
割
合
が
高
い
。
ま

た
、
現
実
に
要
介
護
の
老
人
を
抱
え
て

い
る
の
か
、
別
～
如
代
で
６
～
５
割
台

と
一
員
か
つ
た
。

が
ん
患
者
へ
の
告
知
に
つ
い
て
、

「
治
る
見
込
み
が
な
い
と
き
、
告
知
し

０
０
０
０
０
０
０

８
７
６
５
４
３
２

）
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て
ほ
し
い
」
は
刀
％
だ
っ
た
。
ｗ
年
調

査
比
で
は
横
ば
い
状
態
だ
が
、
妬
年
比

で
は
４
ポ
イ
ン
ト
増
大
し
、
こ
の
質
問

を
始
め
た
硫
年
と
比
べ
る
と
告
知
希
望

者
は
ｎ
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
て
い
る
。
年

代
別
で
み
る
と
、
加
代
で
８
割
台
、
卵

～
蛆
代
で
７
割
台
だ
っ
た
。
年
代
が
上

が
る
ほ
ど
低
く
な
る
が
、
師
年
と
の
比

較
で
は
、
妬
歳
以
上
で
ｎ
ポ
イ
ン
ト
、

加
代
前
半
で
９
ポ
イ
ン
ト
も
そ
れ
ぞ
れ

増
え
、
老
年
層
の
拒
否
反
応
が
年
々
簿

園
医
療
費
ア
ッ
プ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
の
患
者
負
担
が

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
医
療
保
険
制
度
が
改

地
域
別
で
は
、
大
、
中
都
市
で
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
望
ん
で
い
る
。
ま

た
、
住
宅
の
規
模
別
で
み
る
と
、
一
戸

建
て
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
持
ち
家
、
賃

貸
を
問
わ
ず
上
位
三
つ
の
希
望
が
高

い
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
パ
ー
ト
や
公
団

住
宅
、
社
宅
な
ど
で
は
、
施
設
に
入
所

し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
割
合
が

４
割
を
超
え
た
。

６
割
が
負
担
を
感
じ
る

正
さ
れ
て
１
年
が
た
っ
た
。
値
上
が
り

し
た
医
療
費
の
支
払
い
に
負
担
を
感
じ

て
い
る
人
は
胡
％
（
「
非
常
に
」
を
含

む
）
に
上
っ
た
。
職
業
別
に
み
る
と
、

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
地
域

別
で
み
る
と
、
都
市
部
は
人
口
規
模
を

問
わ
ず
７
割
台
で
ほ
ぼ
同
率
だ
が
、
小

都
市
で
は
、
卵
年
比
で
⑫
ポ
イ
ン
ト
も

増
え
て
い
る
。

告
知
し
て
ほ
し
い
理
由
の
１
位
は
、

「
残
さ
れ
た
時
間
を
真
剣
に
生
き
た

い
」
妃
％
で
、
「
仕
事
や
家
族
に
つ
い

て
の
問
題
を
整
理
し
た
い
一
妬
％
、

「
自
分
の
病
名
を
正
し
く
知
り
た
い
」

型
％
の
順
だ
っ
た
。
「
真
剣
に
生
き
た

い
一
は
、
師
年
調
査
と
比
べ
５
ポ
イ
ン

ト
減
っ
て
い
る
が
、
如
代
で
は
６
割
に

達
し
て
い
る
。

｜
方
、
「
告
知
し
て
ほ
し
く
な
い
」

は
、
女
性
の
鮨
歳
以
上
で
４
割
台
と
多

か
っ
た
。

ま
た
、
治
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
の

告
知
希
望
は
師
％
だ
っ
た
。
治
る
見
込

み
が
な
い
と
き
と
同
様
、
漸
増
傾
向
に

あ
る
。
年
代
別
で
は
、
卯
～
如
代
で
９

割
台
に
達
す
る
。
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労
務
職
（
一
般
作
業
従
事
者
）
髄
％
、

事
務
職
、
主
婦
各
陀
％
、
熟
練
・
技
能

職
釦
％
ｌ
と
６
割
を
超
え
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
多
い
職
種
が
上
位
を
占
め

た
。
自
営
業
は
蛆
％
だ
っ
た
。
性
・
年

代
別
で
は
女
性
加
代
の
和
％
を
最
高

に
、
同
帥
代
前
半
的
％
が
高
率
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
「
こ
れ
以
上
の
医
療
費
支

払
い
増
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
引
き
下
げ
て
ほ
し

国
五
つ
の
選
択
肢

国
の
年
金
審
議
会
は
厚
生
年
金
の
粥

年
度
の
見
直
し
へ
向
け
て
「
五
つ
の
選

択
肢
」
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
五
つ
の

選
択
肢
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
支
給
額
の
現
状
維
持
」
か
ら
「
現
状

の
４
割
減
」
ま
で
選
択
す
る
人
に
意
見

が
分
か
れ
た
ｂ
ま
た
、
無
回
答
も
弱
％

(数字は％､鋪回答は除く）厚
生
年
金
見
直
し
現
状
維
持
派
が
小
差
で
１
位
に

し

仕
方
が

な
い

iii’

』
れ
以
支
払
い
烟
を
ど
う
因

玉’し

現
状
が

負
担
の
限
界

し

訓
刎
き
下
げ
て

ほ
し
い

繩ｊＨ感慨人
５９３Ｂ

い
」
が
鍋
％
、
「
現
状
が
負
担
の
限
界

だ
」
弱
％
で
、
ｎ
人
に
７
人
が
将
来
の

医
療
費
ア
ッ
プ
に
「
ノ
ー
」
を
表
明
し

た
。
年
代
別
に
み
る
と
、
家
計
に
子
供

の
教
育
費
な
ど
が
大
き
な
比
重
を
占
め

る
加
代
で
は
、
「
現
状
が
負
担
の
限

界
」
が
蛆
％
、
「
引
き
下
げ
て
ほ
し

い
」
師
％
で
、
計
８
割
近
く
が
”
反
対
“

し
て
い
る
。
医
者
に
か
か
る
こ
と
が
多

い
乳
幼
児
や
小
学
生
を
抱
え
る
釦
代

も
、
「
現
状
が
負
担
の
限
界
」
妬
％
、

「
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
」
羽
％
と
高

か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
「
仕
方
が
な
い
と
思

う
」
は
醜
％
だ
っ
た
。
年
代
別
で
は
、

医
療
機
関
に
通
う
頻
度
が
高
い
高
齢
者

に
多
く
、
開
歳
以
上
で
は
弱
％
に
上
っ

た
。

と
高
率
だ
っ
た
。
高
負
担
高
給
付
と
低

負
担
低
給
付
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
国
民
の

戸
惑
い
が
感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

１
位
の
「
現
状
維
持
」
は
虫
員
年
層

で
の
支
持
が
高
く
、
加
代
で
坊
％
、
釦

代
前
半
で
は
皿
％
に
上
る
。
負
担
と
支

給
の
ひ
ず
み
の
影
響
を
最
も
多
く
受
け

る
若
い
年
代
で
は
、
当
然
な
が
ら
支
給

額
が
減
少
し
て
も
負
担
の
ア
ッ
プ
を
抑

制
し
た
い
と
の
意

見
が
多
い
。
加
代

で
は
「
２
割
減
」

型
％
、
「
１
割
減
」

旧
％
と
高
か
っ

た
。
「
４
割
減
」

を
選
ん
だ
の
は
加

代
が
高
く
肥
％

だ
っ
た
。

ま
た
、
老
後
の

家
計
で
公
的
年
金

へ
の
依
存
度
の
高

い
層
で
は
「
現
状

維
持
」
が
的
％
だ
っ
た
。
老
後
の
生
活

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
層
で
も
羽
％
と
、

た
と
え
高
負
担
で
あ
っ
て
全
局
い
支
給
額

を
求
め
る
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

国
民
年
金
未
納
問
題

冷
静
な
回
答
目
立
つ

一
方
、
３
人
に
１
人
が
未
納
や
滞
納

で
、
そ
の
不
足
額
を
勤
め
人
の
年
金
で

穴
埋
め
す
る
と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
国
民
年
金
に
つ
い
て
、
「
強

制
手
段
で
徴
収
」
は
わ
ず
か
に
焔
％
で

「
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
」
訂
％
、

「
国
保
保
険
料
と
同
時
に
徴
収
」
犯
％

が
上
位
を
占
め
た
。
回
答
者
の
大
部
分

は
穴
埋
め
す
る
側
の
勤
め
人
だ
が
、
そ

(数字は％､無回答は除く）

支給額の
現状維持

篝…賜;二塁＄の
意
見
は
意
外
に
冷
静
だ
っ
た
。

年
代
別
で
は
、
「
所
得
に
応
じ
た
保

険
料
」
が
加
代
妃
％
、
加
代
蛆
％
、
如

代
蛆
％
と
い
ず
れ
も
４
割
を
超
え
た
。

「
国
保
と
同
時
に
徴
収
」
は
加
代
前
半

汀
％
、
卯
代
妬
％
、
加
代
羽
％
の
順
で

高
か
っ
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
自
営
業
者

の
収
入
把
握
が
難
し
い
た
め
、
収
入
に

関
係
な
く
負
担
を
一
定
に
し
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。
い
わ
ば
課
税
側
の
怠
慢

を
国
民
に
押
し
つ
け
た
格
好
だ
。
所
得

を
ガ
ラ
ス
張
り
で
把
握
さ
れ
る
大
多
数

の
勤
め
人
た
ち
が
、
「
公
平
さ
」
を
強

く
求
め
て
い
る
現
れ
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

1Ｂ

支給額2割減 2０
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こゆ すさ お－らむ

刎
代
が
最
高
別
％
次
い
で
別
代
皿
％

対
し
、
中
部
市
而
％
、
大
都
市
巧
％
、

画
老
後
の
不
安

小
都
市
Ⅲ
％
と
大
き
な
差
は
な
か
っ
た

老
後
の
生
活
に
対
す
る
不
安
派
は
４
が
、
師
年
調
査
と
比
べ
る
と
、
郡
部
で

人
の
う
ち
３
人
に
上
っ
た
が
、
年
代
別
８
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
る
。

で
は
、
中
年
の
如
代
で
最
も
高
く
醜
％

で
は
、
い
っ
た
い
老
後
の
生
活
で

だ
っ
た
。
次
い
で
加
代
の
躯
％
、
加
代
国
民
は
公
的
年
金
を
ど
の
程
度
あ
て
に

と
加
代
前
半
の
各
巧
％
の
順
で
続
く
。
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ｗ
年
調
査
と
比
べ
る
と
、
髄
歳
以
上
の

「
公
的
年
金
を
あ
て
に
し
て
い
る
一

伸
び
率
が
高
く
旧
ポ
イ
ン
ト
増
の
師
％
（
「
か
な
り
」
と
「
多
少
」
の
計
）
の
依

だ
っ
た
。
地
域
別
で
は
、
郡
部
門
％
に
存
派
は
わ
％
だ
が
、
「
あ
て
に
し
て
い

０
０
０
０
ｌ
ｄ
ｌ
ｍ
ｗ
ｌ
ｕ
ｌ
引
山
－
．
１
％
と
逆
転
す
る
。

８
７
６
５
４
３
２
１

不安派

留
一
〔
■

僧
□
。
。
□

Ｆ
』
元

」
旧
卜
「 安心派

Ｌ
呵
ら
「

エ
ロ
旧
山
韮

Ｌ
【
己
曰

Ｅ
ｎ
Ｕ
「

色
［
］
『
Ｊ
の

Ｌ
存
派
は
ｎ
％
だ
が
、
「
あ
て
に
し
て
い

な
い
」
、
（
「
あ
ま
り
」
と
「
全
く
」
の

銅
計
）
の
非
依
存
派
は
蛆
％
だ
っ
た
・
年

年
代
別
で
は
、
依
存
派
は
、
受
給
年
齢
直

師
前
の
卯
代
後
半
で
卯
％
と
最
高
で
、
帥

鎚
代
前
半
師
％
、
価
歳
以
上
筋
％
、
加
代

４
前
半
ね
％
と
年
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て

ｇ
低
く
な
る
。
｜
方
、
非
依
存
派
は
加
代

兜
前
半
の
卵
％
が
高
率
で
、
次
い
で
同
躯

～
弘
歳
の
弱
％
が
続
く
。

２９

全
体
で
は
、
依
存
派
が
非
依
存
派
を

卯
大
き
く
上
回
る
が
、
弱
歳
を
境
に
変
化

７
す
る
。
加
代
後
半
の
依
存
派
は
釦
％
、

８
非
依
存
派
は
側
％
だ
が
、
加
代
前
半
の

躯
依
存
派
姐
％
に
対
し
、
非
依
存
派
は
弱

１
ｉ
Ｉ
ｉ
・
；
．
～

◇
質
問
と
回
答
◇

数
字
は
％
、
複
数
回
答
の
合
計
は
１
０
０
％
を
超
え
る
。
そ
の
他
、

無
回
答
は
省
略
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は
昨
年
９
月
の
調
査
結
果
。

◆
あ
な
た
は
、
自
分
の
健
康
に
不
安
が

特
に
な
い

８
（
５
）

あ
り
ま
す
か
。

◆
も
し
、
あ
な
た
が
、
が
ん
に
か
か
っ

不
安
が
あ
る

Ⅳ
（
虹
）
た
と
し
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
自
分
に
知

少
し
不
安
が
あ
る

羽
（
妬
）
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か
、
思
い

あ
ま
り
不
安
が
な
い
路
（
妬
）
ま
せ
ん
か
。

不
安
は
な
い

肥
（
８
）

㈲
治
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
ど
う

◆
あ
な
た
が
、
い
ま
一
番
恐
ろ
し
い
と
で
す
か
。

思
う
病
気
は
次
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す

知
ら
せ
て
ほ
し
い

飯
（
妬
）

か
。

知
ら
せ
て
ほ
し
く
な
い
胆
（
週
）

脳
卒
中

ｕ
（
旧
）

⑪
治
る
見
込
み
が
な
い
と
き
は
ど
う

心
臓
病

５
（
５
）
で
す
か
。

が
ん

“
（
妃
）

知
ら
せ
て
ほ
し
い

、
（
的
）

ぼ
け
（
老
人
性
痴
ほ
う
症
）
胆
（
幻
）

知
ら
せ
て
ほ
し
く
な
い
汀
（
四
）

肝
臓
病

３
（
２
）
◆
⑥
〈
⑪
で
「
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と

糖
尿
病

５
（
３
）
答
え
た
方
だ
け
に
〉
そ
の
主
な
理
由
は

エ
イ
ズ

６
（
５
）
次
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。

そ
の
他
の
病
気

３
（
２
）

自
分
の
病
名
を
正
し
く
知
り
た
い

で
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１質問と回答

◇
調
査
の
方
法
◇

調
査
は
９
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
３
日
間
、
「
層
別
多
段
無
作

為
抽
出
法
」
で
選
ん
だ
全
国
の
加
歳
以
上
の
男
女
４
５
２
９
人

を
対
象
に
面
接
し
て
聞
い
た
。

回
収
率
は
“
％
。
内
訳
は
男
性
蛆
％
、
女
性
躯
％
。

、
代
皿
％
▽
加
代
Ⅳ
％
▽
如
代
四
％
▽
加
代
別
％
▽

加
代
前
半
ｎ
％
▽
開
歳
以
上
卯
％
。

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ゴ
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型
（
皿
）

末
期
医
療
に
つ
い
て
自
分
の
意
思
を

述
べ
る
機
会
が
ほ
し
い
７
（
８
）

残
さ
れ
た
時
間
を
真
剣
に
生
き
た
い

一
妃
（
幻
）

仕
事
や
家
族
に
つ
い
て
の
問
題
を
整

理
し
た
い

邪
（
配
）

◆
あ
な
た
は
、
老
後
、
ぼ
け
や
寝
た
き

り
に
な
る
な
ど
体
が
不
自
由
に
な
っ
た

場
合
、
主
と
し
て
、
だ
れ
に
身
の
回
り

の
世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
。

配
偶
者

蛆
（
ｕ
）

嫁
６
（
６
）

息
子

４
（
６
）

娘
担
（
喝
）

そ
の
他
の
親
族

１
（
１
）

家
政
婦

１
（
１
）

公
的
な
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問
看

護
婦

９
（
９
）

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
や
病

院
な
ど
の
介
護
者

氾
（
旧
）

◆
③
あ
な
た
は
、
老
後
、
体
が
不
自
由

に
な
っ
た
場
合
、
ど
こ
で
生
活
し
た
い

と
思
い
ま
す
か
。

自
宅

仇
（
艶
）

病
院

ｕ
（
⑩
）

老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど

の
施
設

弱
（
配
）

◆
⑪
〈
③
で
「
自
宅
」
と
答
え
た
方
だ

け
に
〉
で
は
、
自
宅
で
介
護
さ
れ
る
場

合
、
あ
な
た
は
次
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
形
の
介
護
を
望
み
ま
す
か
。

７

家
族
だ
け
の
介
護

２

家
族
が
中
心
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ら
外
部
の
人
の
助
け
を
借
り
る
４５

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ら
外
部
の
人
を
中

心
に
し
、
家
族
が
協
力
す
る
旧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ら
外
部
の
人
だ
け

の
介
護

１

◆
回
〈
⑧
で
一
病
院
」
「
老
人
ホ
ー
ム

や
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
施
設
」
と
答

え
た
方
だ
け
に
〉
そ
の
理
由
は
何
で
す

か
。
（
二
つ
ま
で
）

家
族
が
い
な
い

６
（
５
）

家
族
に
介
護
す
る
気
持
ち
が
な
い

１
（
１
）

家
族
は
仕
事
が
忙
し
く
、
介
護
の
時

間
が
と
れ
な
い

⑫
（
、
）

家
族
は
介
護
す
る
だ
け
の
体
力
が
な

い
６
（
６
）

家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

吃
（
布
）

住
宅
が
狭
く
、
介
護
の
ス
ペ
ー
ス
が

な
い

７
（
６
）

施
設
の
方
が
専
門
的
な
介
護
が
受
け

ら
れ
る

弱
（
蛆
）

◆
あ
な
た
は
、
２
０
０
０
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
公
的
介
護
保
険
の
制
度

に
つ
い
て
ど
の
程
度
知
っ
て
い
ま
す

か
。か
な
り
知
っ
て
い
る

４

多
少
は
知
っ
て
い
る

１３５

あ
ま
り
知
ら
な
い

３９

全
く
知
ら
な
い

２

◆
公
的
介
護
保
険
で
は
次
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
な
ら
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（
い
く
つ
で
も
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介９

護
や
入
浴
介
護
）

５５

訪
問
看
護
婦
の
派
遣

４２

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

３

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
に
よ
る
介
３

護
）
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ

３

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
施
設
へ
の
短
期３

入
所
）

３

福
祉
用
具
の
貸
し
出
し
や
購
入
費
支２

給
、
住
宅
改
修
費
の
支
給

４

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健

施
設
に
入
所
し
て
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
６３

痴
ほ
う
性
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
６

（
共
同
生
活
介
護
）

１

◆
公
的
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
拠
歳

ま
で
の
人
は
特
定
の
病
気
以
外
に
は
利

用
で
き
な
い
な
ど
、
制
度
や
運
用
を
め

ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、
次
の
ど

の
点
に
不
安
を
感
じ
ま
す
か
。
（
三
つ

ま
で
）

則
歳
ま
で
は
実
質
的
に
掛
け
捨
て
と
９

な
っ
て
恩
恵
が
少
な
い

２

市
町
村
に
よ
っ
て
、
介
護
状
態
の
認

定
基
準
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
釦

重
度
だ
と
自
己
負
担
が
高
額
に
な
る０３

こ
れ
ま
で
の
公
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
２

よ
り
吉
同
額
に
な
る

１

地
域
間
で
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
８

量
に
違
い
が
生
じ
る

１

希
望
す
る
介
護
が
受
け
ら
れ
る
と
は
ｌ

限
ら
な
い

４

自
治
体
独
自
の
介
護
手
当
（
現
金
給

付
）
が
な
く
な
る

４

家
族
の
介
護
の
苦
労
の
軽
減
と
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か

１２

月
々
の
保
険
料
が
将
来
高
額
に
な
る
１４

◆
あ
な
た
は
、
そ
れ
ら
の
不
安
を
軽
く

す
る
た
め
に
何
か
準
備
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
か
。
（
二
つ
ま
で
）

２

預
貯
金
に
励
む

５

生
保
や
損
保
、
郵
便
局
、
農
協
な
ど

の
介
護
保
険
や
介
護
特
約
に
加
入
す４

る
４
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こゆ－すふお－らむ
特
別
な
準
備
は
し
な
い

９２

◆
で
は
、
あ
な
た
は
公
的
介
護
保
険
制

度
に
期
待
し
ま
す
か
。

期
待
す
る

８１

多
少
は
期
待
す
る

５３

あ
ま
り
期
待
し
な
い

４３

期
待
し
な
い

１１

◆
勤
め
人
の
医
療
保
険
で
加
入
者
本
人

の
自
己
負
担
２
割
、
高
齢
者
の
外
来
・

入
院
利
用
料
ア
ッ
プ
な
ど
、
医
療
保
険

制
度
が
改
正
さ
れ
’
年
が
た
ち
ま
す
。

あ
な
た
は
こ
の
１
年
、
窓
口
で
の
支
払

い
に
負
担
増
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

非
常
に
感
じ
て
い
る

４２

感
じ
て
い
る

５３

あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い

０３

全
く
感
じ
て
い
な
い

８

◆
あ
な
た
は
、
こ
れ
以
上
の
支
払
い
増

に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

仕
方
が
な
い
と
思
う

６２

現
状
が
負
担
の
限
界
だ

５３

引
き
下
げ
て
ほ
し
い

６３

◆
あ
な
た
は
、
老
後
の
生
活
に
不
安
が

あ
り
ま
す
か
。

非
常
に
不
安
が
あ
る
皿
（
Ⅳ
）

あ
る
程
度
不
安
が
あ
る
斑
（
Ⅲ
）

あ
ま
り
不
安
は
な
い
皿
（
焔
）

全
く
不
安
は
な
い

２
（
４
）

考
え
た
こ
と
が
な
い
９
（
９
）

◆
あ
な
た
は
、
老
後
の
生
活
で
、
公
的

年
金
を
ど
の
く
ら
い
あ
て
に
し
て
い
ま

す
か
。

か
な
り
あ
て
に
し
て
い
る
羽

多
少
あ
て
に
し
て
い
る
蛇

あ
ま
り
あ
て
に
し
て
い
な
い
型

全
く
あ
て
に
し
て
い
な
い
６

◆
国
は
、
厚
生
年
金
の
朗
年
の
改
正
へ

向
け
次
の
「
五
つ
の
選
択
肢
」
を
提
示

し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら
こ
の
う
ち
の

ど
れ
が
い
い
と
思
い
ま
す
か
。
モ
デ
ル

は
夫
が
如
年
加
入
で
平
均
月
収
は
弘
万

円
で
す
。
な
お
、
見
直
し
後
の
数
字
は

２
０
２
５
年
の
時
点
の
も
の
。
現
受
給
者

の
年
金
額
の
引
き
下
げ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
現
行
（
月
収
の
Ⅳ
・
妬

％
）
の
２
倍
と
な
る
が
、
現
在
の
支

給
額
の
月
額
約
羽
万
円
を
維
持
躯

保
険
料
は
現
行
の
１
．
羽
倍
、
支
給

額
は
約
皿
万
円
に
減
額
（
１
割
減
）
４１

保
険
料
は
現
行
の
１
．
５
倍
、
支
給

額
は
約
四
万
円
に
減
額
（
２
割
減
）
８１

保
険
料
は
ほ
ぼ
現
行
の
ま
ま
、
支
給

額
は
約
ｕ
万
円
に
減
額
（
４
割
減
）
２１

厚
生
年
金
を
廃
止
し
、
現
行
月
額
約

６
万
５
千
円
の
基
礎
年
金
の
み
と
す

る
９

◆
国
民
年
金
は
、
免
除
や
未
納
、
拒
否

な
ど
で
実
際
に
は
３
人
に
１
人
が
未
払

い
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
な
ど
勤
め
人

の
年
金
で
そ
の
穴
を
埋
め
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
あ
な
た
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
か
。

不
公
平
だ
か
ら
差
し
押
さ
え
な
ど
強

制
的
手
段
を
と
っ
て
も
徴
収
す
べ
き

と
に
か
く
公
的
保
険
の
仕
組
み
は

や
や
っ
こ
し
い
。
だ
れ
も
が
詳
し
い

知
識
は
持
て
そ
う
に
な
い
。
し
か

し
、
生
活
実
感
で
「
役
に
立
つ
」
と
思

え
る
制
度
で
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

年
金
に
つ
い
て
「
か
な
り
」
「
多

少
」
あ
て
に
し
て
い
る
が
７
割
を
占

め
た
。
も
う
年
金
の
な
い
老
後
は
考

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
支
え

が
、
少
子
・
高
齢
化
に
揺
さ
ぶ
ら
れ

て
い
る
。
保
険
料
を
払
う
現
役
世
代

が
急
減
し
、
年
金
を
受
け
取
る
引
退

世
代
は
急
増
す
る
の
だ
か
ら
、
無
理

も
な
い
。 函

３
制
度
間
や
地
域
で
連
携
を

先
行
き
不
透
明
な
公
的
保
険

厚
生
省
は
「
五
つ
の
選
択
肢
」
を

示
し
て
改
定
作
業
を
進
め
る
が
、
調

査
の
回
答
も
揺
れ
る
。
高
齢
者
を
中

心
に
躯
％
は
現
在
の
支
給
額
の
維
持

を
求
め
、
逆
に
、
若
い
世
代
を
軸
に

“
％
は
、
程
度
こ
そ
違
え
保
険
料
の

抑
制
を
望
み
、
支
給
額
の
削
減
も
や

む
な
し
、
と
い
う
。

た
だ
し
無
回
答
が
路
％
も
あ
っ

た
。
改
定
の
行
方
が
見
え
に
く
い
、

情
報
も
不
足
す
る
、
し
か
も
難
解
な

専
門
用
語
の
並
ぶ
制
度
に
拒
否
反
応

が
先
立
つ
。
そ
ん
な
現
状
の
反
映
で

あ
ろ
う
。

だ
６１

未
払
い
の
少
な
い
国
民
健
康
保
険
料

と
同
時
に
徴
収
す
べ
き
だ

２２

定
額
の
保
険
料
で
は
な
く
、
所
得
に

応
じ
た
保
険
料
に
す
べ
き
だ
諏

公
平
さ
と
制
度
を
守
る
た
め
全
額
税

金
で
ま
か
な
う
べ
き
だ

９

現
在
３
分
の
１
の
国
庫
補
助
率
を
引

き
上
げ
る
べ
き
だ

５
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こ
の
特
集
記
事
の
内
容
に
加
筆

お
し
ら
せ
し
、
デ
ー
タ
を
添
え
た
報
告
書

が
来
年
１
月
、
毎
日
新
聞
か
ら
発
売
さ
れ
る

予
定
で
す
。
部
数
は
限
定
で
、
代
金
は
１
部

１
０
０
０
円
（
郵
送
料
を
含
む
）
。
希
望
者

は
郵
便
振
替
（
口
座
番
号
「
０
０
１
５
０
．

２
０
０
０
年
度
ス
タ
ー
ト
の
介
護

保
険
に
対
し
て
も
「
期
待
す
る
」

「
多
少
は
期
待
す
る
」
が
辛
う
じ
て

過
半
数
を
占
め
た
。
し
か
し
、
制
度

の
内
容
を
「
余
り
」
「
ま
っ
た
く
」

知
ら
な
い
が
師
年
調
査
よ
り
少
な
く

な
っ
た
も
の
の
、
６
割
強
に
上
る
。

ま
だ
実
施
前
だ
け
に
、
こ
れ
も
無

理
は
な
い
。
た
だ
し
、
関
心
の
あ
る

人
々
は
実
に
的
確
に
問
題
点
や
課
題

を
挙
げ
た
。
「
希
望
す
る
介
護
が
受

け
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
」
「
市
町

・
村
で
介
護
状
態
の
認
定
基
準
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
る
」
「
保
険
料
が
将
来
高

額
に
な
る
一
…
…
。

先
発
の
健
康
（
医
療
）
保
険
は
、

「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

で
も
」
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
現
在
を
育
て
た
。
そ
れ
だ
け
に
少

子
・
高
齢
化
の
大
波
を
真
っ
先
に
か

ぶ
り
始
め
、
昨
秋
か
ら
自
己
負
担
が

大
幅
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
で

８
．
１
０
６
７
８
」
、
加
入
者
名
・
毎
日
新

聞
世
論
・
選
挙
セ
ン
タ
ー
）
で
、
希
望
部
数

分
の
代
金
を
送
っ
て
下
さ
い
。
通
信
欄
に
希

望
部
数
を
明
記
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン

タ
ー
（
明
。
３
２
１
２
．
１
３
３
９
）
へ
。

「
負
担
感
の
重
さ
」
を
感
じ
る
人
々

は
６
割
に
上
っ
た
。

・
三
つ
の
制
度
は
個
々
に
独
立
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
相
互
に

か
ら
み
あ
う
。
、

介
護
保
険
は
、
心
身
が
弱
っ
て
も

自
宅
で
暮
ら
せ
る
支
援
づ
く
り
を
最

大
の
目
標
に
す
る
。
同
時
に
、
病
院

に
頼
り
す
ぎ
て
経
費
も
か
か
り
す
ぎ

る
現
状
を
改
め
、
医
療
保
険
の
財
政

危
機
を
救
う
狙
い
で
も
あ
る
。
そ
の

保
険
料
は
価
歳
以
上
で
は
主
に
年
金

の
支
給
額
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。
高

齢
者
は
、
年
金
か
ら
介
護
や
医
療
の

費
用
を
払
う
の
だ
か
ら
、
支
給
額
を

ば
っ
さ
り
削
ら
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。

い
か
に
制
度
間
で
連
携
を
取
る

か
。
そ
れ
は
政
治
や
行
政
の
責
任
だ

が
、
国
民
の
側
も
、
「
自
助
」
に
加

え
、
地
域
で
支
え
合
う
「
共
助
」
と

い
う
連
携
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

（
論
説
室
・
宮
武
剛
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
｜
）

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
３
日
Ⅱ
吉
田
英
雄
】
二

○
二
○
年
に
は
日
本
は
世
界
一
の
老
人

大
国
Ｉ
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
は
こ
の
ほ
ど
こ
ん
な
予
測
を
発
表

し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
○
二
○
年
の
各

国
の
六
十
歳
以
上
の
人
口
比
率
は
、
日

本
が
三
一
％
で
ト
ッ
プ
。
次
い
で
イ
ク

戦
後
の
五
十
年
間
に
倍
増
と
い
う
空

前
の
人
口
増
を
経
験
し
た
地
球
は
今
、

開
発
途
上
国
を
中
心
に
厳
し
い
食
糧
不

足
に
直
面
し
て
い
る
。
増
え
る
需
要
に

対
し
、
世
界
は
農
業
技
術
の
改
善
な
ど

に
よ
っ
て
何
と
か
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
っ
て
き
た
が
、
最
近
は
土
壌
の
劣

面

2020年の曰本

世界一の

老人大国

團國

飢
餓
人
口
８
億

配
分
シ
ズ

以
上
に

テ
ム
作
り
急
務

リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
イ
ス
、
フ
ィ

ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
順
。
現

は
イ
タ
リ
ア
と
ギ
リ
シ
ャ
が
二
三
％

ト
ッ
プ
で
、
日
本
は
ド
イ
ツ
、

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
な
ら
ん
で
二
二
％
の

位
。現
在
五
億
八
千
万
人
の
世
界
の
六

歳
以
上
の
人
口
も
、
こ
の
期
間
中
に

億
人
を
超
え
る
ま
で
増
え
る
。
地
域

で
は
、
現
在
も
二
○
二
○
年
も
、
ヨ

ロ
ッ
パ
が
最
も
老
人
比
率
の
高
い
地

だ
が
、
開
発
途
上
国
の
高
齢
化
も
急

に
進
み
、
十
億
人
中
七
億
人
は
途
上

に
住
む
と
の
予
測
だ
。

化
、
水
資
源
の
枯
渇
な
ど
で
食
糧
の

産
も
限
界
に
き
て
お
り
、
食
糧
不
足

悩
ま
さ
れ
る
人
の
数
は
世
界
で
八
億

以
上
に
及
ん
で
い
る
。
一
方
、
一
部

先
進
国
で
は
相
変
わ
ら
ず
飽
食
の
習

が
や
ま
ず
、
毎
日
、
大
量
の
食
糧
が

て
ら
れ
る
と
い
う
不
合
理
な
現
実
も

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
ｍ

爵０生
、
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今
年
の
世
界
の
穀
物
生
産
量
は
前
年

比
で
約
１
％
減
の
見
込
み
だ
が
、
一
九

九
六
年
と
九
七
年
は
二
年
連
続
で
過
去

わ
り
な
い
。
十
六
日
の
「
世
界
食
糧

デ
ー
」
を
機
に
世
界
の
食
糧
事
情
を
再

異
常
気
象
原
因
供
給
に
か
げ
り

最
高
の
生
産
量
を
記
録
し
た
た
め
、
現

在
、
国
際
市
場
価
格
は
安
価
で
安
定
し

て
い
る
。
供
袷
量
が
ひ
っ
迫
し
て
い
た

考
し
た
い
。供
給
量
が
ひ
っ
迫
し
て
い
た

九
六
年
当
時
、
ト
ン
当
た

り
二
百
が
も
し
た
小
麦
が

今
は
百
㎡
以
下
、
百
五
十

芯
だ
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

が
八
十
が
前
後
に
下
落
す

煕
湘
、
釦
釦
犯
犯
皿
旧
０

解
説
部
杉
下
恒
夫liilMll る

な
ど
、
主
要
穀
物
は
、
十
一
年
ぶ
り

と
い
わ
れ
る
安
価
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
は
比
較
的
順
調
な

世
界
の
食
糧
供
給
事
情
だ
が
、
来
年
以

降
は
悲
観
的
な
材
料
の
方
が
多
い
。

九
七
年
中
ご
ろ
か
ら
世
界
各
地
を

襲
っ
た
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
は
、
開
発
途
上

国
を
中
心
に
干
ば
つ
に
よ
る
農
産
物
の

・
被
害
を
巻
き
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
、
今

年
春
以
降
の
ラ
ニ
ー
ー
ー
ャ
は
、
水
害
と

な
っ
て
ア
ジ
ア
地
域
の
農
産
物
の
減
産

に
つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
懸

世
界
の
穀
物
生
産

が
伸
び
、
価
格
が
下

が
る
現
象
の
中
で
逆

に
食
糧
不
足
に
陥
る

国
も
増
え
た
。
国
連

食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
の
世
界
食
料

農
業
情
報
早
期
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ｌ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
）
に
よ
る
と
、

一
し
て
い
る
。
特
に
懸

念
さ
れ
る
の
は
こ
こ

数
年
、
飛
躍
的
に
生

産
量
を
伸
ば
し
、
九

六
年
に
は
イ
モ
類
を

含
め
て
六
億
少
も
の

「
救
済
処
置
必
要
」
蛆
の
国
・
地
域
に

食
糧
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
国
の
数
は
、

ア
フ
リ
カ
の
二
十
一
か
国
を
筆
頭
に
今

年
は
四
十
三
か
国
・
地
域
に
も
及
ん
で

い
る
。
穀
物
価
格
が
高
騰
し
た
九
六
年

は
二
十
六
か
国
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

二
年
で
十
七
か
国
・
地
域
も
増
加
し
た

こ
と
に
な
る
。

食
糧
不
足
国
が
増
加
す
る
原
因
に
は

か
ん
が
い

政
情
、
経
済
不
安
、
そ
れ
に
灌
概
施
設

な
ど
農
業
関
連
設
備
が
整
っ
て
い
な
い

穀
物
類
を
生
産
し
た
中
国
の
農
業
生
産

動
向
だ
。

最
近
の
順
調
な
世
界
の
食
糧
需
給
関

係
を
支
え
て
き
た
の
は
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
と
北
米
、
そ
れ
に
中
国
の
穀

物
生
産
が
好
調
だ
っ
た
た
め
、
と
さ
れ

る
が
、
中
国
は
六
月
中
旬
、
長
江
流
域

で
二
千
五
百
万
粉
の
農
地
が
水
没
す
る

と
い
う
五
四
年
以
来
と
い
う
大
水
害
に

襲
わ
れ
た
。

約
五
百
万
粉
の
農
地
が
収
種
不
能
に

な
る
な
ど
洪
水
が
今
年
の
農
産
物
の
収

穫
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必

至
だ
。
十
二
億
人
以
上
も
の
人
口
を
抱

え
る
中
国
の
農
業
生
産
の
減
少
が
今

後
、
世
界
の
食
糧
需
要
バ
ラ
ン
ス
を
大

幅
に
崩
す
こ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
る
。
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こ
と
な
ど
が
あ
る
が
、
異
常
気
象
が
最

大
の
原
因
だ
。
昨
年
か
ら
の
異
常
気
象

で
、
食
糧
の
収
穫
が
激
減
し
て
い
る
国

が
続
出
し
て
い
る
。

経
済
成
長
で
八
○
年
代
半
ば
に
は
一

時
、
コ
メ
の
自
給
を
達
成
し
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
、
昨
年
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の

た
め
、
雨
期
の
雨
が
足
り
ず
、
コ
メ
の

生
産
量
は
大
き
く
落
ち
た
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
は

近
付
く
増
産
限
界
、
先
進
国
は
配
慮
を

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
通
貨
・
経
済
危
機
ア
人
の
主
食
で
あ
る
米
は
価
格
が
上

に
も
襲
わ
れ
て
お
り
、
食
品
価
格
は
高
昇
、
今
後
の
安
定
供
給
に
も
黄
信
号
が

騰
、
一
日
に
一
度
も
満
足
な
食
事
に
あ
と
も
さ
れ
て
い
る
。

り
つ
け
な
い
貧
困
層
は
人
口
の
半
分
の

ア
フ
リ
カ
で
も
ケ
ニ
ア
、
ソ
マ
リ

一
億
人
に
も
達
す
る
と
言
わ
れ
る
。
日
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ザ
ン

本
が
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
で
六
ビ
ア
な
ど
で
政
情
不
安
に
加
え
て
、
異

十
万
ト
ン
の
コ
メ
を
送
る
な
ど
二
国
常
気
象
に
よ
る
干
ば
つ
と
洪
水
の
被
害

間
、
国
際
機
関
を
通
し
た
国
際
支
援
が
が
極
度
の
食
糧
不
足
を
招
い
て
い
る
。

続
い
て
い
る
が
、
事
態
の
根
本
的
解
決

内
乱
で
難
民
が
出
て
い
る
ス
ー
ダ
ン

は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
状
況
だ
。

で
は
約
百
二
十
万
人
が
飢
餓
状
態
に
あ

ア
ジ
ア
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ほ
か
り
、
す
で
に
数
多
く
の
餓
死
者
が
出
た

に
も
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
も
エ
ル
ー
ー
ー

衛
星
か
ら
の
調
査
で
は
内
乱
な
ど
で

ニ
ョ
に
よ
る
米
作
へ
の
被
害
が
発
生
し
今
年
の
穀
物
の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い

て
い
る
。

な
い
地
域
も
多
く
、
食
糧
事
情
は
さ
ら

一
方
、
中
国
の
ほ
か
、
バ
ン
グ
ラ
デ
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
そ
う
だ
。

シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
韓
国
で
は
ラ
ニ
ー

中
南
米
で
も
最
大
の
農
業
国
で
あ
る

ニ
ャ
に
よ
る
洪
水
の
被
害
も
出
て
ア
ジ
ブ
ラ
ジ
ル
で
南
東
部
が
大
雨
、
北
東
部

当
初
、
来
年
三
月
ま
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
内
で
不
足
す
る
コ
メ
の
量
は
三
百

五
十
万
少
と
推
計
し
た
が
、
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
の
後
、
今
年
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
に
よ

る
多
雨
が
続
き
、
八
月
に
収
穫
す
る
乾

期
作
の
コ
メ
に
も
病
虫
害
な
ど
に
よ
る

被
害
が
発
生
、
年
間
の
コ
メ
の
不
足
量

は
五
百
万
少
を
超
え
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。

が
干
ば
つ
に
襲
わ
れ
る
な
ど
農
作
物
に

被
害
が
出
て
、
五
百
万
人
近
い
人
が
食

糧
難
に
な
っ
て
い
る
。

ペ
ル
ー
で
も
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
に
よ
る

洪
水
の
被
害
が
各
地
で
発
生
、
主
要
穀

倉
地
帯
で
あ
る
北
部
海
岸
地
域
の
今
年

の
稲
作
は
前
年
比
二
割
減
、
小
麦
や
卜

ウ
モ
ロ
コ
シ
も
、
昨
年
よ
り
減
産
に
な

る
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

世
界
の
穀
物
消
費
量
は
先
進
国
が
八

○
年
代
か
ら
一
人
当
た
り
六
百
三
十
七

キ
ロ
．
惣
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
資
料
）
前
後
で
安
定

し
て
い
る
。
一
方
、
途
上
国
は
二
百
三

十
五
㎡
・
甥
（
同
）
と
半
分
以
下
だ
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
人
口
増
に
食
糧
供
給

が
追
い
付
か
な
い
途
上
国
で
は
個
人
の

消
費
量
は
む
し
ろ
減
り
気
味
だ
。
そ
れ

エルニーーョによる洪水で日2や田畑を流され、たた
ずむ匹壷の銅人（ペルー・イーカで＝ＦＡＯ提供）

が
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
総
人
口
の
約
四

割
、
途
上
国
全
体
の
約
二
割
以
上
の
人

を
栄
養
不
足
に
追
い
込
み
、
状
況
を
悪

化
の
方
向
に
向
か
わ
せ
て
い
る
。

先
進
国
に
お
い
て
は
大
半
が
家
畜
用

飼
料
に
回
さ
れ
る
穀
物
だ
が
、
必
要
以

上
の
飼
料
が
家
畜
用
に
使
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
一
般
家
庭

で
は
食
べ
き
れ
な
い
量
の
食
物
を
食
卓

に
並
べ
、
安
易
に
捨
て
て
い
る
の
で
は

な
い
の
か
。

水
資
源
の
枯
渇
や
環
境
保
全
の
観
点

か
ら
世
界
の
食
糧
増
産
が
限
界
に
近
い

と
さ
れ
る
。

今
、
わ
れ
わ
れ
は
食
糧
問
題
を
自
分

た
ち
だ
け
の
問
題
と
し
て
考
え
る
の
で

な
く
、
地
球
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

先
進
国
の
国
民
は
無
駄
な
食
糧
の
消
費

を
避
け
、
世
界
の
人
、
皆
に
平
等
に
配

分
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
き
て
い

る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
五
）
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「
少
子
社
会
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
今
年
の
「
厚
生
白
書
」
は
、

「
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
に

『
夢
』
を
持
て
る
社
会
を
一
と
訴
え
て

い
る
。
白
書
で
は
、
戦
後
の
少
子
化
を

三
期
に
分
け
て
い
る
が
、
そ
の
推
移
を

た
ど
り
、
さ
ら
に
「
少
子
化
は
す
で
に

第
四
期
に
入
り
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
す

る
桜
美
林
大
学
国
際
学
部
の
舩
橋
恵
子

教
授
（
社
会
学
）
に
、
今
後
の
出
産
や
、

育
児
支
援
の
方
向
に
つ
い
て
聞
い
た
。

今
年
の
厚
生
白
書
に
よ
る
と
、
戦
後

の
出
生
率
の
推
移
は
三
期
に
分
け
ら
れ

囮
出
生
率
の
低
下
第
四
段
階
に

背
景
に
晩
婚
化
の
進
展
白
書
分
析

お
裳
‐
薫
畿
‐
韓
わ
へ
簿
韓
印
争
‐
》
栽
埠
・
Ｐ
』
ャ
鷲
一
輪
鰯
小
（
鰍
へ
（
導
・
・
駿
歎
が
》
‐
・
が
瀕
一
へ
巧
．
貴
乱
心
》
←
、
＃
必
（
・
茎
・
鷺
＄
’
…

ダ。‐→‐叩惇刷‐今唖“評がい，。」’１こ一吋，》●則｜Ⅱ益
矼
，
』
・
◇
Ｐ
ロ
ロ
ロ
。
甘
‐

る
。第
一
期
の
出
生
率
低
下
は
、
一
九
四

七
年
か
ら
四
九
年
の
第
一
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
後
で
、
五
○
年
代
半
ば
に
起

こ
っ
た
。
出
生
児
数
は
、
避
妊
手
段
の

普
及
や
中
絶
の
増
加
な
ど
で
急
減
。

そ
の
後
、
七
○
年
代
半
ば
ま
で
、
出

生
率
は
第
二
段
階
の
「
安
定
期
一
に
入

る
。
こ
の
こ
ろ
、
夫
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
妻
は
専
業
主
婦
、
郊
外
の
住
宅
地

に
住
み
子
ど
も
は
二
人
、
と
い
う
家
庭

が
一
般
的
に
な
り
、
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
の
役
割
分
業
が
普
及
し
た
。
職
場

と
住
居
の
分
離
も
急
速

作
…
｜
ｉ
ｊ
４
に
進
み
、
通
勤
時
間
が

940年５２５７６２６７７２７７８２８７９２９７
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伸
び
て
父
親
が
早
く
帰

宅
し
に
く
い
、
と
い
う

土
壌
も
定
着
し
た
。

七
○
年
代
半
ば
以
降

は
低
下
の
一
途
を
た
ど

り
、
昨
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
、
一
・
三
九

ま
で
落
ち
込
み
第
三
段

階
に
入
っ
た
。

理
想
の
子
ど
も
数
も
減
少

育
児
に
「
ゆ
と
り
」
必
要

ｌ
舩
橋
恵
子
・
桜
美
林
大
教
授
に
聞
く
ｌ

少
子
化
は
す
で
に
第
四
期
に
人
り
っ
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
母
親
が
「
こ

つ
あ
る
。
実
際
に
産
む
子
供
の
数
だ
け
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
い
う
恩

で
な
く
、
’
九
七
○
年
代
以
降
二
・
六
い
を
子
ど
も
に
ぶ
つ
け
、
虐
待
に
発
展

人
台
だ
っ
た
理
想
の
子
ど
も
数
ま
で
す
る
こ
と
が
あ
る
。
父
親
も
参
加
し
、

が
、
九
七
年
は
二
・
五
三
人
ま
で
下
保
育
園
で
多
く
の
人
と
か
か
わ
り
な
が

か
っ
た
か
ら
だ
。
晩
婚
化
が
つ
い
に
、
ら
「
子
育
ち
」
を
待
つ
方
が
、
子
ど
も

理
想
の
子
ど
も
数
に
ま
で
影
響
を
与
え
に
も
い
い
。

始
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
集
団
中
心
か

人
間
に
は
共
同
性
を
求
め
て
家
族
を
ら
個
人
中
心
へ
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か

つ
く
る
欲
求
が
あ
る
と
思
う
し
、
自
分
し
、
女
性
が
個
人
と
し
て
の
自
己
実
現

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
い
る
の
は
喜
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
の
は
相
変
わ

び
で
も
あ
る
。
た
だ
、
喜
び
を
感
じ
る
ら
ず
難
し
い
・
子
ど
も
を
持
つ
か
、
持

た
め
に
は
、
「
ゆ
と
り
」
が
大
切
だ
。
た
な
い
か
で
大
差
が
で
き
る
今
の
シ
ス

そ
れ
な
の
に
、
育
児
の
負
担
を
背
負
テ
ム
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
。

わ
さ
れ
て
い
る
の
は
母
親
だ
け
。
「
密
こ
う
し
た
状
況
で
、
「
ゆ
と
り
あ
る

室
育
児
」
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
子
育
て
」
の
条
件
が
で
き
る
ま
で
侍
と

だ
が
、
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
今

で
も
平
均
二
・
二
人
前
後
産
ん
で
い

る
。
合
計
特
殊
出
生
率
の
低
下
は
、
女

性
が
子
ど
も
を
産
ま
な
く
な
っ
た
と
い

う
よ
り
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
、
結
婚
を

先
送
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
原

因
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
が
少
な
く
な
る
と
、
労
働
力

が
不
足
し
経
済
成
長
を
妨
げ
る
、
年
金

な
ど
の
現
役
世
代
の
負
担
増
、
子
ど
も

の
社
会
性
が
育
ち
に
く
く
な
る
、
な
ど

負
の
側
面
を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
一

方
、
一
人
あ
た
り
の
社
会
資
本
が
増
加

す
る
な
ど
プ
ラ
ス
面
を
指
摘
す
る
声
も

あ
る
。
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う
と
い
う
晩
婚
晩
産
な
ら
、
む
し
ろ
歓

迎
す
べ
き
だ
。

問
題
は
、
育
児
支
援
策
が
、
依
然
と

し
て
「
母
子
」
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
「
母
子
」
密
着
の
弊
害
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
今
、
「
子
ど
も
」
そ
の

も
の
へ
の
支
援
に
発
想
を
切
り
替
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
独

身
で
養
子
な
ど
の
子
供
を
育
て
た
い
人

が
い
れ
ば
支
援
の
対
象
に
な
る
し
、
単

親
家
庭
を
支
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

戦
後
、
生
産
年
齢
人
口
が
多
か
っ
た

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
援
助
な
ど
を

行
っ
て
い
る
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
ｌ

Ｃ
Ａ
）
の
九
八
年
版
年
報
の
内
容
が
六

九
八
年
度
に
初
め
て
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
予
算
が
前
年
度
比
で
削
減

さ
れ
る
な
ど
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
「
量
か
ら
質

へ
の
転
換
期
に
あ
る
」
と
位
置
付
け
た

日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

回

｢量から質へ」

転換明記

国際協力事業団年報

時
期
は
、
失
業
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
片
働
き
世
帯
が
合
理
的
だ
っ
た
側

面
が
あ
る
。
だ
が
、
生
産
年
齢
人
口
が

減
り
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
・
家
庭
シ
ス

テ
ム
で
は
状
況
に
柔
軟
に
対
応
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
育
児
を
社
会
化
し
、

男
女
の
両
方
が
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
（
給
料

を
も
ら
う
仕
事
）
と
ア
ン
ペ
ィ
ド
ワ
ー

ク
（
家
事
や
育
児
）
を
担
う
こ
と
が
必

要
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
六
）

上
で
、
Ｊ
ｌ
Ｃ
Ａ
に
対
し
て
「
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
事
業
の
実
施
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。

Ｊ
ｌ
Ｃ
Ａ
の
具
体
的
な
課
題
と
し
て

は
①
国
際
社
会
の
需
要
を
的
確
に
把
握

す
る
②
幅
広
い
国
民
の
参
加
③
知
識
と

経
験
を
国
内
外
に
提
供
す
る
ｌ
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸

国
の
通
貨
・
金
融
危
機
へ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
対
応
と
し
て
、
金
融
分
野
の
人
材
育

成
や
貧
困
層
な
ど
社
会
的
弱
者
の
支
援

を
強
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
。
十
・
七
）

、
β
■
■
、
ソ
Ｑ
ｄ
ｈ
ヴ
且
ソ
ｈ
７
ｎ
Ｊ
、
Ｊ
ｑ
げ
Ｂ
Ｊ
ｈ
グ
Ｌ
Ｐ
１
ｆ
Ｂ
ｇ
Ｄ
ｆ
む
く
ｐ
■
、
Ｆ
、
ぐ
ぅ
ｎ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
Ｅ
グ
、
ひ
５
Ｊ
、
β
も
●
Ｐ
Ｓ
Ｐ
、
Ｐ

結
婚
適
齢
期
へ
の
こ
だ
わ
り
が
薄

れ
、
「
理
想
の
相
手
が
見
つ
か
る
ま
で

結
婚
し
な
く
て
も
構
わ
な
い
」
と
考
え

る
未
婚
者
が
男
女
と
も
初
め
て
半
数
を

超
え
た
こ
と
が
八
日
、
厚
生
省
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
第
十

一
回
出
生
動
向
基
本
調
査
」
で
分
か
っ

た
。
「
結
婚
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と

答
え
た
若
い
未
婚
者
も
ほ
ぼ
四
人
に
一

人
に
上
り
、
若
者
の
”
結
婚
離
れ
“
の
実

：

頤
理想を追求

３７．５

｜
『
覇
．
》
；
．
．
蕊
．
七
（
蕊
鑓
；
｛
鶉
で
丹
】
（
・
鵠
〈
く
圏
（
『
．
．
、
．
台

、４ツ 若
い
独
身
の
４
人
に
１
人
が

デ
・
メ
リ
ッ
ト

９
２
句
ご
刀
へ
Ｆ
６

態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
同
研
究
所
は

「
こ
う
し
た
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
み

ら
れ
、
晩
婚
・
少
子
化
は
さ
ら
に
進

む
」
と
分
析
し
て
い
る
。

独
身
者
調
査
は
五
年
ご
と
で
、
四
回

目
の
今
回
は
昨
年
六
月
に
実
施
、
全
国

の
十
八
’
三
十
四
歳
の
未
婚
男
女
約
七

千
六
百
人
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

厚
生
省
の
昨
年
調
査

１m

「
理
想
の
相
手
が
見

つ
か
る
ま
で
結
婚
し
な

く
て
も
構
わ
な
い
」
と

答
え
た
未
婚
者
は
、
男

性
の
五
○
・
一
％
（
前

回
四
五
・
五
％
）
、
女
性

の
五
六
二
％
（
同
四

九
・
六
％
）
を
占
め
、

「
あ
る
程
度
の
年
齢
ま

で
に
結
婚
し
た
い
」
と

す
る
回
答
を
男
女
と
も

初
め
て
上
回
っ
た
。

た
だ
「
希
望
す
る
結

婚
年
齢
」
は
、
男
性
三

９０



する､お－らむこゆ

十
歳
、
女
性
二
十
五
歳
が
最
も
多
く
、

「
こ
の
辺
に
ま
だ
心
理
的
な
壁
が
あ
る
」

（
厚
生
省
）
よ
う
だ
。

結
婚
そ
の
も
の
へ
の
意
欲
の
低
下
も

見
ら
れ
、
「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も

り
」
と
い
う
未
婚
者
が
男
女
と
も
初
め

て
九
割
を
切
っ
た
ほ
か
、
「
結
婚
に
は

利
点
が
な
い
」
と
の
回
答
が
二
十
五
－

二
十
九
歳
で
は
、
男
性
が
一
一
三
・
一
％

（
前
回
一
九
・
○
％
）
、
女
性
が
二
三
・
六

％
（
同
一
七
・
六
％
）
と
増
え
て
い

る
。現
在
独
身
で
い
る
理
由
と
し
て
は
、

「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」
「
自
由
や
気
楽

さ
を
失
い
た
く
な
い
」
な
ど
が
目
立
っ

た
。
し
か
し
、
二
十
五
歳
以
上
で
は

「
適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
合
わ
な
い
」

を
理
由
に
挙
げ
た
未
婚
者
が
男
女
と
も

約
半
数
に
上
る
な
ど
、
じ
っ
く
り
選
ん

で
は
い
る
が
理
想
の
相
手
が
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
現
実
も
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

希
望
す
る
平
均
子
供
数
も
前
回
の
二

・
一
一
九
人
か
ら
一
一
・
一
三
人
に
減
少
。
こ

れ
は
既
婚
者
の
希
望
子
供
数
と
ほ
ぼ
同

じ
数
字
だ
が
、
結
婚
を
先
送
り
す
る
傾

向
も
強
ま
っ
て
お
り
、
少
子
化
に
は
当

分
歯
止
め
が
か
か
り
そ
う
に
な
い
。

厚
生
省
が
八
日
ま
と
め
た
出
生
動
向

基
本
調
査
で
、
出
産
と
仕
事
の
関
係
に

つ
い
て
未
婚
女
性
が
抱
く
理
想
像
に
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
か
っ
て
ト
ッ

プ
だ
っ
た
「
専
業
主
婦
」
が
激
減
す
る

一
方
、
子
育
て
後
の
「
再
就
職
」
が
初

め
て
一
位
と
な
り
、
仕
事
と
育
児
の

「
両
立
」
も
急
増
し
た
。

理
想
と
す
る
生
活
設
計
を
未
婚
女
性

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
再
就
職
」
（
三
四

・
一
一
一
％
）
、
「
両
立
」
（
二
七
・
二
％
）
、
「
専

業
主
婦
一
（
二
○
・
六
％
）
の
順
と
な
っ

た
。
五
年
前
の
前
回
調
査
で
ト
ッ
プ

だ
っ
た
「
専
業
主
婦
」
（
三
二
・
五
％
）

は
、
｜
気
に
三
位
に
後
退
し
た
。

実
際
に
た
ど
り
そ
う
な
「
予
定
」
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
「
両
立
」
二
五
・
五

％
）
、
「
専
業
主
婦
」
二
七
・
七
％
）
と

も
「
理
想
」
を
下
回
り
、
ト
ッ
プ
は

「
再
就
職
」
の
四
二
・
九
％
・
厚
生
省
は

「
女
性
の
働
く
意
欲
の
高
ま
り
が
反
映

さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
的
な
選
択
と
し

て
『
再
就
職
』
を
選
ぶ
女
性
が
多
い
の

で
は
」
と
分
析
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
九
）

仕
事
と
家
庭
両
立
へ

【
北
京
ｕ
日
Ⅱ
石
井
利
尚
】
北
京
で
開

か
れ
て
い
た
中
国
共
産
党
第
十
五
期
第

三
回
中
央
委
員
会
総
会
（
三
中
総
会
）

は
十
四
日
、
中
国
人
口
十
二
億
の
七
割

以
上
を
抱
え
る
農
村
の
改
革
深
化
と
農

業
問
題
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し
て
閉

幕
、
国
営
新
華
社
電
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
を
発
表
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、

故
部
小
平
氏
が
改
革
・
開
放
路
線
を
打

ち
出
し
た
一
九
七
八
年
の
第
十
一
期
三

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は

八
日
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国
連
世
界

■■罰

｢改革･開放の

農業｣総括

一環境との調和も－

■湿誼

インドネシア

コメ不足深刻

ＦＡＯなど調査

中
総
会
以
降
の
二
十
年
間
の
農
村
改
革

を
総
括
、
集
団
経
営
の
人
民
公
社
制
に

代
わ
り
定
着
し
た
生
産
請
負
制
が
生
産

性
向
上
に
寄
与
し
た
と
評
価
し
、
同
制

度
の
三
十
年
間
の
延
長
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
中
国
の
高
度
成
長
の
原
動
力

と
な
っ
た
郷
鎮
（
農
村
）
企
業
の
活
性

化
、
個
人
経
営
や
私
営
企
業
の
育
成
な

ど
を
通
し
、
農
村
部
の
市
場
経
済
化
を

促
進
す
る
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
は
、
森
林
や
湖
沼
保

護
な
ど
、
環
境
と
調
和
し
た
農
業
振
興

の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

中
国
共
産
党
が
今
総
会
で
農
村
問
題

を
主
要
議
題
に
し
た
の
は
、
改
革
・
開

放
の
進
展
に
伴
い
、
農
村
と
都
市
、
沿

海
部
と
内
陸
部
農
村
間
の
経
済
格
差
が

拡
大
し
た
う
え
、
今
年
に
入
り
、
経
済

食
糧
計
画
）
が
九
月
に
行
っ
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
食
料
・
農
業
事
情
の
合
同
調

査
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
九
九
年
三
月
ま

で
に
、
百
四
十
三
万
少
の
コ
メ
追
加
輸

入
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受

け
て
農
水
省
は
、
具
体
的
な
追
加
支
援

策
の
検
討
に
入
っ
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
九
）
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成
長
の
鈍
化
な
ど
で
農
民
の
収
入
が
伸

び
悩
み
、
党
の
権
力
基
盤
で
あ
る
農
村

社
会
の
安
定
を
脅
か
し
つ
つ
あ
る
た
め

一
九
九
九
年
は
国
際
高
齢
者
年
。

「
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社
会
を
め

ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
月
か
ら
各

国
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
日
本
で
も
民
間
の
十
団
体
が
高

齢
者
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
協
議
会
を
発
足
さ
せ

た
。
国
際
高
齢
者
年
の
「
仕
掛
け
人
」

の
一
人
で
あ
る
国
連
人
口
部
長
の
ジ
ョ

セ
フ
・
シ
ャ
ミ
ー
さ
ん
（
五
四
）
が
来

日
し
た
の
を
機
に
、
高
齢
者
年
の
意
義

な
ど
を
聞
い
た
。

ｌ
鬮
遮
が
総
会
で
九
九
年
を
国
際

高
齢
者
年
と
す
る
決
議
を
採
択
し
た
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

「
世
界
の
人
口
の
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
死
亡
率
、
有

病
率
が
改
善
さ
れ
る
一
方
で
、
先
進
国

を
中
心
に
出
生
率
が
低
下
し
て
、
高
齢

化
率
が
上
が
っ
て
い
る
。
高
齢
者
が
増

え
る
と
個
人
、
家
族
、
地
域
、
国
、
世

皿

「
高
齢
者
二
雇
用
も
含
め
対
策
を
」

シ
ャ
ミ
ー
・
国
連
人
ロ
部
長
に
き
く

だ
。（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
十
五
）

界
の
様
々
な
レ
ベ
ル
で
影
響
が
出
て
き

ま
す
．
’

「
国
連
は
か
ね
て
か
ら
高
齢
化
問
題

に
注
目
し
て
き
ま
し
た
。
九
五
年
に
三

億
七
千
万
人
だ
っ
た
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
が
、
二
○
二
五
年
に
は
二
倍
以

上
の
八
億
九
百
万
人
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
問
題
は
最
も
大

き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
」

ｌ
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

「
ま
ず
経
済
的
側
面
。
日
本
や
北
欧

で
は
少
子
高
齢
化
問
題
が
顕
著
で
す
。

従
来
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
崩
壊
で

す
。
少
な
い
生
産
人
口
で
多
く
の
高
齢

者
を
支
え
て
い
く
わ
け
で
、
年
金
や
医

療
制
度
な
ど
従
来
の
福
祉
パ
タ
ー
ン
で

財
政
的
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
、
な
ど

検
討
課
題
は
多
い
」

「
高
齢
者
の
都
市
集
中
も
大
問
題
。

我
々
の
予
測
で
は
二
○
○
○
年
に
高
齢

者
の
半
数
は
都
市
居
住
者
に
な
る
。
家

族
と
同
居
か
、
そ
れ
と
も
近
所
に
住
む

の
か
、
孤
独
な
高
齢
者
の
扱
い
は
、
な

ど
居
住
形
態
の
議
論
も
す
べ
き
だ
」

ｌ
高
齢
者
を
「
社
会
の
お
荷
物
」

と
考
え
が
ち
で
す
が
。

「
と
ん
で
も
な
い
誤
り
で
す
。
高
齢

者
の
知
恵
や
経
験
は
大
き
な
社
会
資

産
。
働
く
意
欲
の
あ
る
元
気
な
人
も
多

い
。
雇
用
を
含
め
た
抜
本
的
な
高
齢
者

対
策
が
肝
要
で
す
。
高
齢
者
自
身
の
意

識
改
革
も
大
事
。
ア
メ
リ
カ
の
全
米
退

職
者
協
会
（
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
の
活
動
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
。
会
員
三
千
万
人
。
政

府
も
議
会
も
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
意
向
は
無
視

で
き
な
い
。
グ
レ
ー
パ
ワ
ー
を
結
集
し

人
生
設
計
の
大
黒
柱
だ
っ
た
「
結

婚
」
は
、
な
ぜ
、
そ
の
存
在
が
薄
く

な
っ
た
の
か
。
厚
生
省
の
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た
独

身
者
の
「
結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国

調
査
」
は
、
若
者
た
ち
の
結
婚
離
れ
を

浮
き
彫
り
に
し
た
が
、
崩
れ
る
適
齢
期

圏圃

薄
れ
る
適
齢
期
意
識

独
身
を
社
会
が
”
認
知
“

ま
し
よ
う
」

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
も
高
齢
者
は

大
き
な
存
在
に
な
る
。
自
動
車
、
化
粧

品
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
商
品
の
在
り

方
に
も
影
響
す
る
の
は
必
至
で
す
。
死

亡
率
低
下
と
長
寿
は
今
世
紀
、
人
類
が

達
成
し
た
最
大
の
成
果
。
長
生
き
し
て

良
か
っ
た
と
い
う
世
界
に
し
な
く
て

は
。
高
齢
者
年
を
記
念
し
て
世
界
一
の

長
寿
国
・
日
本
で
国
際
会
議
が
開
け
な

い
か
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
と
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
経
験
、
教
訓
は
他

国
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す

か
ら
」（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
十
六
）

意
識
、
専
業
主
婦
願
望
の
低
下
な
ど
、

変
化
す
る
現
代
の
結
婚
観
を
改
め
て
検

証
し
た
。

（
長
戸
雅
子
）

回
国
画

「
『
せ
め
て
母
親
が
一
元
気
な
う
ち
に
結

婚
し
て
安
心
さ
せ
て
や
れ
』
と
親
せ
き

か
ら
言
わ
れ
た
と
き
は
、
悩
ん
だ
け
れ
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すしS､お－らむこゆ

ど
、
結
婚
は
ま
ず
相
手
あ
っ
て
の
こ

と
。
親
を
安
心
さ
せ
る
と
か
、
何
ら
か

の
メ
リ
ッ
ト
を
期
待
し
て
結
婚
す
る
の

は
お
か
し
い
」

都
内
で
家
族
と
同
居
す
る
会
社
員
の

男
性
（
三
四
）
は
、
未
婚
の
理
由
を
こ

う
説
明
す
る
。

千
葉
県
松
戸
市
に
住
む
女
性
会
社
員

（
三
二
）
も
「
結
婚
す
る
理
由
が
自
分

の
な
か
で
見
つ
か
ら
な
い
。
世
間
体
で

結
婚
す
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
｜
生
の

問
題
だ
か
ら
後
悔
し
な
い
選
択
を
し
た

い
」
と
積
極
的
シ
ン
グ
ル
生
活
を
続
け

て
い
る
。

ｕ

両
者
に
共
通
す
る
の
は
「
適
齢
期
一

意
識
の
薄
さ
。
代
わ
り
に
出
て
き
た
の

が
「
結
婚
相
手
へ
の
こ
だ
わ
り
」
。
厚

生
省
の
調
査
で
も
「
理
想
的
な
結
婚
相

手
が
見
つ
か
る
ま
で
結
婚
し
な
い
」
と

答
え
た
人
は
男
性
五
○
％
、
女
性
五
六

％
で
、
と
も
に
十
年
前
と
比
較
す
る

と
、
一
二
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
し
た
。

同
時
に
「
結
婚
の
メ
リ
ッ
ト
」
に
「
親

や
周
囲
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
」
と

す
る
回
答
は
急
減
。
人
口
問
題
研
究
所

で
は
「
独
身
者
に
対
す
る
社
会
の
許
容

範
囲
が
広
く
な
り
、
結
婚
へ
の
切
迫
感

を
感
じ
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
」
こ

と
を
あ
げ
る
。

こ
う
し
た
「
こ
だ
わ
り
」
を
評
価
す

る
声
も
あ
る
。
日
本
青
年
館
結
婚
相
談

所
の
坂
本
洋
子
所
長
は
「
結
婚
は
周
囲

や
社
会
の
意
思
で
す
る
も
の
で
な
く
、

個
人
の
も
の
と
い
う
本
来
の
在
り
方
で

と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
」
と
話

す
。現
在
の
交
際
状
況
は
ど
う
か
。
五
年

前
の
調
査
と
比
べ
、
「
低
調
」
と
い
う

結
果
が
出
た
。
「
異
性
の
交
際
相
手
が

い
る
」
と
回
答
し
た
男
性
は
四
六
％
か

ら
四
二
％
に
、
女
性
は
五
五
％
か
ら
五

一
％
に
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

結
婚
し
な
い
理
由
で
も
、
二
十
五
Ｉ

ｒ
Ｉ
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Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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１
１
．
ｒ
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Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
－
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
‐
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
－
ｌ
Ｉ
ｌ
－
１
１
１
．
．
－
↓
１
１
－
’
’

’
二
十
四
歳
の
約
半
数
が
「
相
手
が
い
な
い
」
と
分
析
す
る
。

い
」
を
あ
げ
た
。
同
研
究
所
で
は
「
異

男
女
と
も
専
業
主
婦
を
望
む
割
合
が

性
と
の
中
途
半
端
な
付
き
合
い
を
わ
ず
十
年
前
に
比
べ
、
’
○
ポ
イ
ン
ト
近
く

ら
わ
し
く
思
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
」

減
少
し
て
い
る
。

と
消
極
的
な
若
者
像
を
指
摘
す
る
。

結
婚
情
報
誌
『
ゼ
ク
シ
イ
』
の
森
川

坂
本
所
長
は
「
恋
愛
を
は
じ
め
、
入
ま
ゆ
み
編
集
長
は
女
性
側
の
理
由
を

間
関
係
に
は
ス
ト
レ
ス
が
付
き
も
の
だ

「
経
済
的
ゆ
と
り
が
欲
し
い
と
い
う
理

が
、
相
談
者
の
中
に
は
そ
れ
を
避
け
よ
由
や
特
別
な
キ
ャ
リ
ア
志
向
で
は
な
く

う
と
す
る
人
が
結
構
見
受
け
ら
れ
る
。

て
も
、
社
会
と
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と

恋
愛
を
す
る
こ
と
で
心
の
機
微
を
学
ん
で
、
自
分
を
磨
き
た
い
と
い
う
願
望
が

で
い
け
る
の
で
す
が
」
と
憂
う
。

あ
る
」
と
説
明
す
る
。

そ
の
う
え
で
「
日
本
の
恋
愛
結
婚
の

男
性
側
の
変
化
に
つ
い
て
『
松
田
聖

歴
史
は
戦
後
の
た
か
だ
か
五
十
年
余
。

子
論
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
小
倉
千
加

今
は
過
渡
期
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
子
・
愛
知
淑
徳
大
教
授
（
心
理
学
）
は

Ｔ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国
調
査

全
国
十
八
’
三
十
四
歳
の
未
婚
男

女
を
対
象
に
五
年
ご
と
に
実
施
し
て

い
る
。
昨
年
六
月
の
調
査
は
、
男
性

三
千
九
百
八
十
二
人
と
女
性
三
千
六

百
十
二
人
か
ら
回
答
を
得
て
、
今
月

八
日
に
厚
生
省
が
発
表
し
た
。

「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」
と

答
え
た
男
性
八
五
・
九
％
、
女
性
が

八
九
・
一
％
で
、
と
も
に
初
め
て
九

割
を
割
っ
た
。
年
代
別
で
は
二
十
代

後
半
で
は
「
ま
だ
結
婚
す
る
つ
も
り

は
な
い
」
と
い
う
男
性
が
四
二
・
七

％
、
女
性
が
二
六
・
九
％
と
十
年
前

と
比
べ
と
も
に
一
○
ポ
イ
ン
ト
以
上

増
加
。
特
に
三
十
代
男
性
の
結
婚
離

れ
が
顕
著
で
、
五
年
前
か
ら
一
○
ポ

イ
ン
ト
近
く
増
加
、
晩
婚
化
傾
向
が

は
っ
き
り
表
れ
て
い
る
。

結
婚
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、
三

十
代
前
半
男
性
と
二
十
代
後
半
女
性

の
四
人
に
一
人
が
「
結
婚
す
る
こ
と

は
利
点
が
な
い
」
と
答
え
、
前
回
調

査
に
比
べ
、
’
○
ポ
イ
ン
ト
近
く
増

加
し
て
い
る
。

‐
Ｉ
０
０
ｄ
０
ｄ
Ⅱ
■
０
１
０
１
．
０
５
．
１
日
ｑ
・
０
．
■
Ｐ
ｂ
ｌ
ｊ

９３



「
今
の
男
性
は
自
分
だ
け
が
、
経
済

的
、
精
神
的
に
頼
ら
れ
る
と
い
う
の
は

イ
ヤ
な
の
で
し
ょ
う
。
お
給
料
も
で
き

る
だ
け
自
分
で
使
い
た
い
か
ら
、
仕
事

を
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

小
倉
教
授
は
今
年
、
東
海
地
区
を
中

心
に
行
っ
た
意
識
調
査
で
、
男
性
の

”
主
夫
願
望
〃
の
多
さ
に
驚
い
た
。
「
リ

ス
ト
ラ
に
代
表
さ
れ
る
一
雇
用
不
安
な

ど
、
喜
び
の
あ
る
労
働
が
減
っ
て
き
て

い
る
証
拠
」
と
小
倉
教
授
は
み
て
ぃ

介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
が
家
庭
復

帰
を
目
指
し
て
機
能
訓
練
な
ど
を
す
る

老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
の
三
人
に
一

人
が
、
痴
ほ
う
を
主
な
傷
病
と
し
て
い

る
こ
と
が
十
九
日
、
厚
生
省
の
一
九
九

七
年
老
人
保
健
施
設
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
脳
血
管
疾
患
を

傷
病
と
す
る
人
が
最
も
多
く
、
痴
ほ
う

が
最
多
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
。
ひ
と

昔
前
ま
で
は
、
は
い
か
い
な
ど
で
困
っ

て
い
る
こ
と
を
家
族
が
な
か
な
か
明
ら

園臓
肌
柵
糊
施
設
「
痴
ほ
う
」
３
割

専
用
病
床
の
増
加
、
背
景
に

る
。少
子
化
の
要
因
と
さ
れ
る
晩
婚
・
非

婚
化
は
さ
ら
に
進
む
の
だ
ろ
う
か
。

坂
本
所
長
は
「
競
争
や
効
率
優
先
の

社
会
や
教
育
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
人

と
出
会
い
、
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
余

裕
を
見
い
だ
せ
な
い
。
結
婚
に
必
要
性

を
感
じ
な
く
な
っ
て
い
る
現
象
を
社
会

を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
判
断
し
て
は

ど
う
か
」
と
提
案
す
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
十
九
）

か
に
で
き
ず
、
精
神
病
院
な
ど
に
押
し

つ
け
る
傾
向
も
あ
っ
た
が
、
社
会
の
理

解
が
進
み
、
痴
ほ
う
で
困
っ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
入
所
す
る
人
が
増

え
て
い
る
、
と
厚
生
省
は
分
析
し
て
い

る
。調
査
は
全
国
の
千
八
百
五
十
三
施
設

を
対
象
に
、
昨
年
九
月
の
利
用
者
を
調

べ
た
。
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
は
十

六
万
二
千
九
百
七
十
一
人
で
、
そ
の
う

ち
一
一
三
％
の
五
万
二
千
百
十
六
人
が
主

な
傷
病
が
痴
ほ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
主

な
傷
病
で
は
な
い
が
、
軽
い
痴
ほ
う
も

含
め
て
痴
ほ
う
の
症
状
が
あ
る
人
は
全

体
の
七
四
・
四
％
を
占
め
た
。

痴
ほ
う
の
入
所
者
が
増
え
て
い
る
背

景
に
は
、
痴
ほ
う
性
老
人
の
た
め
の
専

用
病
床
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

厚
生
省
が
九
五
年
か
ら
痴
ほ
う
性
老
人

専
用
病
床
な
ど
の
設
置
に
対
し
て
補
助

額
を
増
額
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

以
降
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
痴
ほ

う
性
老
人
の
た
め
の
ベ
ッ
ド
数
は
前
年

に
比
べ
て
三
割
増
、
専
門
棟
は
四
割
強

増
だ
っ
た
。

ま
た
、
平
均
入
所
日
数
は
、
痴
ほ
う

の
あ
る
人
は
百
二
十
四
・
三
日
で
、
痴

ほ
う
が
な
い
人
の
百
二
・
一
日
よ
り
長

く
、
痴
ほ
う
が
あ
る
人
は
入
院
が
長
く

な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

老
人
保
健
施
設
調
査
に
よ
る
と
、
九

七
年
九
月
の
利
用
者
の
男
女
別
を
み
る

と
、
女
性
は
七
三
・
六
％
、
男
性
は
二

六
・
四
％
だ
っ
た
。
平
均
年
齢
は
、
女

性
が
八
十
二
・
六
歳
、
男
性
が
八
十
・
七

歳
。
女
性
ほ
ど
配
偶
者
が
い
な
い
傾
向

が
大
き
い
。

通
所
者
九
万
六
千
百
二
十
六
人
に
対

し
て
、
主
な
介
護
者
を
尋
ね
る
と
、
男

性
の
半
数
以
上
が
「
配
偶
者
」
と
あ
げ

た
が
、
「
配
偶
者
」
に
介
護
し
て
も

ら
っ
て
い
る
と
答
え
た
女
性
は
一
割
に

と
ど
ま
っ
た
。
女
性
の
介
護
者
は
「
子

ど
も
の
配
偶
者
（
女
性
）
」
が
五
割
弱

で
最
も
多
か
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
）

世
界
人
口
白
書
に
よ
る
と
、
毎
年
、

約
五
十
八
万
五
千
人
の
女
性
が
妊
娠
や

出
産
で
命
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
明

％
は
開
発
途
上
国
の
女
性
。
乳
児
の
死

亡
率
が
高
い
た
め
、
何
人
も
の
子
ど
も

を
産
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

一
九
六
八
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法

人
・
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
、
本
部
・
東
京
）
は
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
な
ど
十
三
か
国
で
、
出
産
の

間
隔
を
十
分
あ
け
る
こ
と
や
十
代
で
妊

娠
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
指
導
や
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
安
全
で
清
潔

な
器
具
や
駆
虫
剤
を
使
う
と
い
っ
た
、

囮

途上国少子

化は女性の

保護から
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簡
単
な
対
策
で
も
効
果
は
大
き
い
と
い

》
っ
。活
動
の
特
長
は
、
現
地
の
事
情
を
よ

く
知
っ
て
い
る
助
産
婦
や
保
健
婦
な

ど
、
主
に
女
性
に
働
い
て
も
ら
っ
て
い

る
点
だ
。
ジ
ョ
イ
セ
フ
の
職
員
は
、
栄

養
指
導
や
出
産
計
画
を
指
導
で
き
る
人

材
を
育
て
て
い
る
。

「
各
地
域
に
は
、
そ
こ
の
人
に
し
か

わ
か
ら
な
い
事
情
が
あ
る
。
お
仕
着
せ

で
は
な
く
、
現
地
の
住
民
の
自
立
を
支

援
し
て
い
く
形
を
取
っ
た
方
が
対
策
が

進
み
や
す
い
」
（
広
報
部
長
の
鈴
木
良

一
さ
ん
）
か
ら
だ
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
自
転
車
を

途
上
国
に
送
り
、
現
地
で
役
立
て
て
も

ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
使
用
済
み
の
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
な
ど
を
集
め
、
そ
れ
を

売
っ
た
収
入
で
駆
虫
剤
や
せ
っ
け
ん
な

ど
を
買
っ
て
い
る
。

鈴
木
さ
ん
は
「
外
国
に
人
口
を
減
ら

せ
と
い
う
の
は
、
重
大
な
主
権
の
侵
害

だ
。
女
性
の
健
康
を
守
る
こ
と
で
少
子

化
が
進
み
、
そ
の
結
果
、
人
口
問
題
が

解
決
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う

見
方
で
人
口
問
題
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
社
会
部
植
木
康
夫
）

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
｜
）

世
界
の
人
口
は
七
月
現
在
で
五
十
九

億
三
千
万
人
、
来
年
中
に
六
十
億
人
を

超
す
の
は
確
実
だ
。
今
後
も
急
増
を
続

け
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
一
方
で
、
二

○
五
○
年
か
ら
減
少
に
転
じ
、
二
一
○

○
年
に
は
九
五
年
並
み
の
五
十
五
億
人

に
な
る
と
い
う
楽
観
的
な
意
見
ま
で
あ

る
。
そ
の
中
で
は
二
○
五
○
年
に
九
十

囮

一
○
○
億
人
へ

一
一
○
五
○
年
の
世
界
人
ロ
推
計

三
億
人
に
達
し
、
そ
れ
以
降
は
横
ば
い

に
な
る
と
い
う
予
測
が
主
流
だ
。
人
口

急
増
の
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
き
た
途

上
国
の
出
生
率
が
、
徐
々
に
下
が
り
始

め
て
い
る
た
め
だ
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
阿
藤
誠
副
所
長
は
「
途
上
国
で
家
族

計
画
や
教
育
、
医
療
な
ど
に
力
を
入
れ

て
き
た
こ
と
が
、
出
生
率
低
下
の
大
き

な
原
因
」
と
見
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
五
十
年
後
の
世

界
人
口
は
現
在
の
二
倍
近
く
に
ふ
く
ら

む
。
そ
し
て
、
増
え
る
の
は
ほ
と
ん
ど

が
途
上
国
だ
。
人
口
問
題
研
究
所
の
今

井
博
之
さ
ん
は
「
途
上
国
で
は
今
後
、

自
家
用
車
を
持
ち
、
エ
ア
コ
ン
付
き
の

家
に
住
む
人
が
ぐ
ん
と
増
え
る
」
と
予

測
す
る
。
現
在
、
途
上
国
の
一
人
当
た

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
先
進
国
の

五
分
の
一
だ
が
、
予
測
通
り
な
ら
、
差

は
縮
ま
っ
て
い
く
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

に
限
り
が
あ
る
以
上
、
使
い
す
ぎ
て
い

る
先
進
国
は
省
エ
ネ
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

省
エ
ネ
の
効
果
を
厳
密
に
計
算
す
る

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
花
木
啓
祐
・

東
大
教
授
（
都
市
環
境
工
学
）
は
「
技

術
の
発
達
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
高

ま
っ
て
お
り
、
生
活
レ
ベ
ル
を
極
端
に

落
と
さ
な
く
て
も
省
エ
ネ
は
可
能
」
と

指
摘
す
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、
日

本
で
は
九
六
年
度
に
三
億
九
千
三
百
万

キ
ロ
．
胡
（
原
油
換
算
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
使
わ
れ
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
二
○

’
○
年
度
に
は
四
億
五
千
六
百
万
キ
ロ
．

脚
に
跳
ね
上
が
る
。
し
か
し
、
も
し
冷

暖
房
を
適
正
温
度
に
し
た
り
車
の
空
ぶ

か
し
を
や
め
る
な
ど
の
努
力
を
積
み
重

ね
れ
ば
、
五
千
六
百
万
キ
ロ
．
刷
分
が
浮

く
と
い
う
。

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
蛍
光
灯
を
つ
け
た

店
、
人
通
り
が
な
い
深
夜
も
動
い
て
い

る
自
動
販
売
機
な
ど
、
生
活
の
豊
か
さ

と
は
関
係
の
な
い
無
駄
に
も
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
。
花
木
さ
ん
は
「
十
年

前
の
生
活
に
戻
れ
ば
か
な
り
の
省
エ
ネ

効
果
が
見
込
め
る
」
と
言
う
。

（
生
活
情
報
部
室
靖
治
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
｜
）
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【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
印
日
】
途
上
国

の
家
族
計
画
に
取
り
組
む
国
連
人
口
基

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
に
対
し
、
米
国
が

近
く
成
立
す
る
見
通
し
の
新
年
度
予
算

で
資
金
拠
出
を
中
止
す
る
こ
と
が
二
十

日
、
わ
か
っ
た
。
人
工
妊
娠
中
絶
に
反

対
す
る
共
和
党
の
圧
力
を
受
け
た
も
の

画
厚
生
省
推
計

二
人
暮
ら
し
」
の
世
帯
は
平
成
二

十
五
年
（
二
○
一
三
）
年
に
は
「
夫
婦
と

子
」
の
世
帯
を
上
回
り
、
三
十
二
年
に

は
三
世
帯
に
一
世
帯
に
な
る
こ
と
が
二

十
二
日
、
厚
生
省
の
「
日
本
の
世
帯
数

の
将
来
推
計
」
か
ら
分
か
っ
た
。
高
齢

函圖圖圃

１

増
え
続
け
る
一
人
暮
ら
し

皿
圧
後
開
歳
以
上
の
高
齢
惜
箒
川
倍
増
に

人口基金へ

拠出中止

で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
「
予
算
削
減
で
避

妊
の
普
及
な
ど
が
妨
げ
ら
れ
、
望
ま
な

い
中
絶
を
増
や
す
恐
れ
が
あ
る
」
と
批

判
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
二
）

化
、
少
子
化
、
晩
婚
化
、
離
婚
の
増
加

な
ど
で
世
帯
人
員
は
減
少
し
続
け
、
平
成

七
年
の
二
・
八
二
人
が
三
十
二
年
に
は
二
・

四
九
人
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

調
査
は
五
年
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
平
成
七
年
の
国
勢
調
査
を
基

に
、
三
十
二
年
ま
で
の
二
十
五
年
間
の

世
帯
数
な
ど
を
推
計
し
た
。

【
北
京
ｎ
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ⅱ
時
事
】
中
国
の

西

80歳以上

1億6000万人に

2050年を予測

国
営
新
華
社
通
信
は
二
十
一
日
、
同
国

の
八
十
歳
以
上
の
人
口
が
二
○
五
○
年

に
は
一
億
六
千
万
人
に
達
す
る
と
報
じ

た
。
六
十
歳
以
上
は
四
億
人
に
達
す
る

と
み
ら
れ
る
。

専
門
家
の
話
と
し
て
伝
え
た
も
の

で
、
八
十
歳
以
上
の
人
口
は
二
○
一
○

年
に
二
千
五
百
万
人
を
超
え
、
二
十
一

世
紀
半
ば
に
は
現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
総

人
口
に
等
し
い
一
億
六
千
万
人
に
な
る

と
い
う
。

中
国
の
昨
年
の
総
人
口
は
十
二
億
四

千
三
百
万
人
で
、
う
ち
八
十
歳
以
上
は

八
百
万
人
だ
っ
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
二
）

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の
世
帯
数
は
、

十
九
年
に
人
口
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
後

高齢者世帯の将来推計

鴎
伽
岬
孵
１
岼
鉦
叫
蠅
”
艸
辨
昨

万
２
１
１
１
１
１

も
増
え
続
け
、
二
十
六
年
に
四
千
九
百

二
十
九
万
世
帯
で
頂
点
に
達
す
る
。

そ
の
後
、
減
少
に
転
じ
る
が
、
三
十

二
年
で
七
年
よ
り
約
五
百
万
世
帯
も
多

い
四
千
八
百
八
十
五
万
世
帯
に
な
る
。

家
族
類
型
別
に
み
る
と
、
高
齢
化
、

晩
婚
化
の
せ
い
か
一
人
暮
ら
し
は
三
十

二
年
に
七
年
の
一
・
三
倍
、
少
子
化
な

ど
で
夫
婦
の
み
世
帯
は
一
・
四
倍
、
離

婚
で
父
子
家
庭
、
母
子
家
庭
は
一
・
五

倍
に
増
加
す
る
一
方
、
夫
婦
と
子
か
ら

成
る
世
帯
は
八
七
％
に
減
少
す
る
。
こ

の
結
果
、
世
帯
規
模
の
縮
小
傾
向
が
続

き
、
平
均
世
帯
人
員
は
平
成
三
十
二
年

に
、
七
年
よ
り
も
○
・
三
三
人
少
な
い

二
・
四
九
人
に
達
す
る
。

特
に
著
し
い
の
は
、
世
帯
の
高
齢
化

だ
。
七
年
に
は
五
世
帯
に
一
世
帯
だ
っ

75歯以上の1人暮らし
●●●●●●

1995年２０００２００５２０１０２０１５２０２０

た
「
世
帯
主
が
六
十
五

歳
以
上
の
世
帯
」
は
三

十
二
年
に
一
千
七
百
十

八
万
世
帯
と
二
倍
に
迫

り
、
三
世
帯
に
一
世
帯
。

六
十
五
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
も
二
・
四
四

倍
で
、
九
世
帯
に
一
世

帯
と
な
る
。
七
十
五
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
も

三
・
三
四
倍
に
達
す
る
。
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せ
め
て
主
食
の
コ
メ
は
輸
入
に
頼
ら

な
く
て
も
す
む
よ
う
に
し
た
い
。
農
業

の
生
産
性
を
高
め
、
一
方
で
工
業
化
を

進
め
て
農
村
で
余
っ
た
労
働
力
を
吸
収

す
る
。
そ
う
す
れ
ば
農
村
も
都
市
の
暮

ら
し
も
安
定
す
る
ｌ
ス
ハ
ル
ト
前

政
権
が
描
い
た
構
想
だ
っ
た
。

ス
ハ
ル
ト
前
大
統
領
は
一
九
八
四

年
、
コ
メ
の
「
自
給
達
成
」
を
宣
言
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
構
成
比
で
み
る
と
、
八
○
年
代

末
を
境
に
農
業
国
か
ら
工
業
国
へ
と
変

身
し
た
。

し
か
し
、
就
業
人
口
で
は
、
工
業
部

門
は
現
在
で
も
一
○
％
台
で
、
農
業
部

一
人
暮
ら
し
率
が
三
割
を
示
す
こ
と

に
つ
い
て
、
諸
外
国
と
の
比
率
で
は
平

成
一
一
二
九
九
○
）
年
時
点
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
（
三
六
％
）
や
ド
イ
ツ
（
三
五

％
）
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
同
時
期

の
ア
メ
リ
カ
（
二
五
％
）
や
フ
ラ
ン
ス

（
二
四
％
）
に
比
べ
る
と
多
い
。
ま

た
、
世
帯
人
員
二
・
五
人
は
、
一
九
九

囮．鮴糊蠅机価餓机椥蠅に
門
が
依
然
、
過
半
数
を
占
め
る
。
こ
の

間
認
人
口
は
二
倍
の
二
億
人
に
膨
ら
ん
だ
。

国
立
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
シ
ャ
フ
ー
ー

ル
農
業
調
査
員
は
「
ス
ハ
ル
ト
政
権
は

コ
メ
の
『
自
給
達
成
』
宣
言
後
、
工
業

化
に
重
点
を
置
い
た
が
、
主
に
外
国
資

本
な
ど
と
組
ん
だ
資
本
集
約
型
だ
っ
た

た
め
、
工
業
化
の
割
に
は
働
き
口
は
広

が
っ
て
い
な
い
」
と
分
析
す
る
。
一

方
、
農
業
の
主
役
の
米
作
は
、
よ
り
労

働
集
約
型
に
な
っ
て
生
産
量
は
伸
び
た

が
、
人
口
増
に
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。

コ
メ
の
増
収
は
、
六
○
年
代
末
か
ら

東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
導
入

○
年
時
点
の
英
国
（
二
・
五
人
）
や
ア

メ
リ
カ
（
二
・
六
人
）
と
同
程
度
だ

が
、
同
時
期
の
韓
国
（
三
・
七
人
）
、
中

国
（
四
人
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
五
・
三

人
）
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
’
’
十
三
）

インドネシア

【
北
京
酊
日
Ⅱ
時
事
】
中
国
人
民
解
放

軍
の
義
務
兵
役
期
間
を
現
行
の
三
’
四

年
か
ら
二
年
に
短
縮
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
兵
役
法
修
正
案
が
、
二
十

さ
れ
た
高
収
量
品
種
に
よ
る
「
緑
の
革

命
」
の
成
果
だ
。
だ
が
、
こ
の
「
革
命
一

は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
大
量
に
使
う
な

ど
カ
ネ
と
手
間
が
か
か
る
農
業
を
も
も

た
ら
し
た
。
低
利
の
融
資
制
度
な
ど
が

機
能
し
な
い
と
、
資
金
力
の
差
が
農
村

内
の
貧
富
の
格
差
拡
大
に
つ
な
が
り
や

す
い
。
そ
し
て
、
貧
し
い
層
を
「
安
い

農
作
業
員
」
と
し
て
確
保
し
て
き
た
の

が
「
労
働
集
約
農
業
」
の
実
態
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
石
油
ブ
ー
ム
が

去
っ
た
八
○
年
代
半
ば
以
降
、
政
府
は

コ
メ
の
買
い
上
げ
価
格
を
抑
制
、
肥
料

や
農
薬
の
補
助
金
も
削
っ
た
。
九
○
年

代
に
入
る
と
コ
メ
の
輸
入
国
に
再
転

落
。
昨
年
七
月
以
来
の
経
済
危
機
で
、

園

。
、
■
■
〃
、
ｒ
乃
咀
Ｊ
ｑ
Ｊ
、
〃
、
Ｊ
１
ｆ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
、
！
Ｊ
、
Ｊ
、
ｆ
Ｊ
ｔ
〃
ｑ
Ｊ
６
Ｊ
ｈ
７
ｎ
β
、
く
げ
、
夕
、
口
、
づ
●
ｈ
夕
■
■
■
グ
ｑ
●
〃
、
Ｐ
、
β
、
〃
、
〃
、

兵役も一人っ子

向けに短縮案

などを上程〃

七
日
開
幕
し
た
全
国
人
民
代
表
大
会

（
全
人
代
）
常
務
委
員
会
第
五
回
会
議

に
上
程
さ
れ
た
。
兵
役
適
齢
者
の
ほ
と

ん
ど
が
一
人
っ
子
で
、
厳
し
い
兵
役
に

就
き
た
が
ら
な
い
実
態
を
考
慮
し
た
措

置
と
み
ら
れ
る
。
解
放
軍
は
今
後
、
五

十
万
人
の
兵
員
削
減
を
進
め
る
一
方
で

志
願
兵
の
割
合
を
高
め
、
軍
の
精
鋭

化
、
職
業
化
を
目
指
す
。

中
国
新
聞
社
電
に
よ
る
と
、
干
永
波

・
軍
総
政
治
部
主
任
は
常
務
委
会
議
で

同
修
正
案
の
内
容
を
説
明
し
、
義
務
兵

最
近
で
は
各
地
で
食
糧
庫
が
襲
わ
れ
る

暴
動
騒
ぎ
が
頻
発
し
て
い
る
。

シ
ャ
フ
ー
ー
ル
氏
は
「
都
市
部
の
『
安
定
』

が
優
先
さ
れ
、
農
村
が
そ
の
負
担
を
背

負
わ
さ
れ
て
き
た
。
「
緑
の
革
命
』
型
農

業
の
見
直
し
も
必
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
は
農
村
人
口
が

多
数
派
を
占
め
る
。
工
業
化
政
策
で
農

村
部
か
ら
労
働
力
を
う
ま
く
吸
収
で
き

た
例
は
韓
国
や
台
湾
ぐ
ら
い
だ
。
農
村

の
疲
弊
と
不
安
定
化
は
、
新
た
な
成
長

を
め
ざ
す
ア
ジ
ア
の
国
々
の
足
場
を
揺

る
が
し
か
ね
な
い
。
農
業
・
農
村
の
役

割
と
そ
の
あ
り
方
が
い
ま
、
改
め
て
問

わ
れ
て
い
る
Ｃ

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
七
）
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役
を
一
律
二
年
と
し
、
二
年
間
の
兵
役

延
長
制
も
廃
止
す
る
と
述
べ
た
。
「
兵

役
年
齢
者
の
大
多
数
が
一
人
っ
子
と

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
配
日
Ⅱ
村
上
伸
一
】

国
連
が
二
十
八
日
発
表
し
た
世
界
人
口

推
計
に
よ
る
と
、
出
生
率
の
低
下
と
平

均
寿
命
の
延
び
に
伴
う
人
口
の
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
日
本
は
百
歳

以
上
の
人
口
比
率
が
二
○
五
○
年
に
世

界
最
大
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
｜

方
、
エ
イ
ズ
の
広
が
り
が
最
も
深
刻
な

ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
今
後
、
平
均
寿
命

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
傾
向
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

推
計
に
よ
る
と
、
現
在
五
十
九
億
人

の
世
界
人
口
は
、
毎
年
一
・
三
％
ず
つ

増
え
て
二
○
五
○
年
に
は
八
十
九
億
人

に
な
る
。

今
回
は
初
め
て
、
八
十
歳
代
か
ら
百

歳
以
上
ま
で
の
世
代
ご
と
の
各
国
別
人

口
が
示
さ
れ
た
。
現
在
と
二
○
五
○
年

を
比
べ
る
と
、
八
十
歳
代
は
五
・
三
倍

の
三
億
千
百
万
人
、
九
十
歳
代
は
約
八

園
百
歳
以
上
の
比
率
日
本
が
世
界
一
に

国
連
人
ロ
推
計
で
一
一
○
五
○
年

倍
の
五
千
七
百
万
人
、
百
歳
以
上
は
十

六
倍
の
二
百
二
十
万
人
に
そ
れ
ぞ
れ
増

え
る
。

な
っ
た
現
在
、
彼
ら
の
軍
参
加
の
積
極

性
を
引
き
出
す
た
め
」
と
い
う
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
八
）

バ
ブ
ル
の
つ
け
で
あ
る
巨
額
の
不
良

債
権
を
な
す
す
べ
も
な
く
放
置
し
て
金

融
不
安
を
招
き
、
そ
の
ツ
ケ
を
こ
ん
ど

は
中
小
企
業
に
転
嫁
し
て
不
況
を
招
い

た
政
府
と
金
融
機
関
の
罪
は
重
い
。

「
景
気
低
迷
罪
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

極
刑
と
は
言
わ
ず
と
も
無
期
懲
役
刑
は

免
れ
な
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
ほ
ど
国
民

の
怒
り
は
強
い
に
違
い
な
い
が
、
そ
の

憤
り
は
す
で
に
不
安
に
代
わ
っ
て
い

る
。
「
日
本
は
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
な

四
外
国
人
労
働
者
が

日
本
を
救
う

二
○
五
○
年
に
八
十
歳
以
上
の
人
口

比
率
が
一
○
％
を
超
え
る
国
は
、
’
四

％
の
イ
タ
リ
ア
を
筆
頭
に
ス
ペ
イ
ン
、

ス
イ
ス
、
中
国
、
ギ
リ
シ
ャ
、
日
本
な

ど
計
十
三
。
百
歳
以
上
の
人
口
比
率

は
、
二
○
五
○
年
に
日
本
が
千
人
あ
た

り
二
・
六
人
で
世
界
最
大
に
な
る
。
日

本
に
続
く
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
イ
タ
リ
ア
だ
が
、
千
人
あ
た

り
二
人
を
や
や
下
回
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
二
十
九
）

の
か
」

戦
後
日
本
の
高
度
成
長
を
生
ん
だ
経

済
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
揺
ら

い
で
い
る
。
そ
う
し
た
「
構
造
的
な
危

機
」
を
象
徴
す
る
の
が
、
予
想
を
は
る

か
に
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
す
る
少

子
・
高
齢
化
だ
。
若
年
労
働
力
は
減
り

続
け
る
の
に
、
高
齢
者
は
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
く
。
い
ま
は
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
一
人
を
四
人
で
支
え
る
形
だ

が
、
五
十
年
後
に
は
高
齢
者
二
人
を
三

人
で
支
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
済
活
動

の
負
担
だ
け
で
な
く
、
年
金
や
医
療
と

い
っ
た
社
会
保
障
の
国
民
負
担
率
も
確

実
に
増
大
す
る
の
だ
。

「
日
本
経
済
は
い
ず
れ
立
ち
行
か
な

く
な
る
」
と
い
う
将
来
へ
の
強
い
不
安

感
が
、
消
費
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
不
況

を
長
引
か
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

少
子
化
で
労
働
力
が
不
足
す
る
の
な

ら
、
日
本
で
働
き
た
い
と
い
う
外
国
人

労
働
者
を
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
れ
ば
い

い
で
は
な
い
か
。
厳
し
く
門
戸
を
狭
め

る
意
味
が
ど
こ
に
あ
る
。
”
労
働
者
鎖

国
〃
の
よ
う
な
政
策
と
発
想
を
大
転
換

し
、
受
け
入
れ
を
完
全
自
由
化
す
れ
ば

い
い
。
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
貴
重
な

働
き
手
と
し
て
大
い
に
歓
迎
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
権
を
保
障
す
る
と
と
も

に
、
税
金
や
年
金
の
負
担
シ
ス
テ
ム
を

も
っ
と
き
ち
ん
と
整
備
す
れ
ば
、
相
互

扶
助
に
も
な
る
の
だ
。曰

堺
屋
太
一
・
経
済
企
画
庁
長
官
は
大

臣
就
任
直
前
に
発
売
さ
れ
た
月
刊
誌

「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」
八
月
号
で
「
そ
ろ

そ
ろ
、
本
気
で
移
民
労
働
力
の
受
け
入

れ
方
法
に
つ
い
て
研
究
や
議
論
を
進
め
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する､お－らむこゆ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
奥
田
碩

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長
も
昨
年
夏
の
日

経
連
の
セ
ミ
ナ
ー
で
「
い
ず
れ
労
働
力

が
不
足
す
る
時
代
が
く
る
。
外
国
人
労

働
力
を
計
画
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
」
と
指
摘
し
た
。

九
月
の
完
全
失
業
率
は
四
・
三
％
と

現
行
調
査
方
法
を
採
り
だ
し
た
昭
和
三

十
八
年
以
来
の
最
悪
の
水
準
を
推
移
し

て
い
る
と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
「
３

Ｋ
」
（
き
つ
い
、
き
た
な
い
、
危
険
）
職

場
は
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
あ
え
い
で

い
る
。
日
本
は
外
国
人
の
単
純
労
働
を

認
め
な
い
政
策
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ

の
ま
ま
で
は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
業

者
も
出
る
。
そ
こ
で
、
「
途
上
国
に
産

業
技
術
を
伝
え
る
」
と
い
う
名
目
で
研

修
生
や
実
習
生
を
実
質
的
な
労
働
者
と

し
て
受
け
入
れ
る
姑
息
（
こ
そ
く
）
な

手
段
を
考
え
出
し
た
。

い
ま
、
こ
う
し
た
研
修
生
や
実
習
生

は
五
万
一
今
十
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
に
、
正
規
の
就
労
ビ
ザ
（
入
国
査

証
）
を
持
っ
た
外
国
人
労
働
者
が
十
万

人
い
る
が
、
そ
れ
で
も
十
分
で
は
な

く
、
不
法
就
労
の
外
国
人
は
二
十
七
万

人
も
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
日
本

は
す
で
に
、
こ
れ
ら
外
国
人
労
働
者
が

い
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い
経
済
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

□

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
本
｜
語
る

と
き
、
「
犯
罪
が
増
え
る
」
と
い
う
声

が
必
ず
聞
こ
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て

は
、
’
３
Ｋ
労
働
」
を
彼
ら
に
依
存
し

な
が
ら
非
合
法
の
立
場
に
置
い
て
お
く

こ
と
が
、
逆
に
彼
ら
を
犯
罪
へ
と
追
い

立
て
て
い
る
面
が
強
い
こ
と
を
指
摘
す

る
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
な
に
よ
り
、
い
ま
も
今
後

も
、
日
本
が
彼
ら
を
必
要
と
し
て
い
る

事
実
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
だ
。
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡

大
が
必
要
と
み
る
堺
屋
氏
は
次
の
よ
う

に
指
摘
す
る
。

｜
少
子
化
に
伴
う
若
年
人
口
の
減
少

と
老
齢
化
の
急
速
な
進
展
が
、
働
き
盛

り
の
層
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

自
分
た
ち
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に

日
本
の
経
済
活
力
は
激
減
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
も
っ
と
単
純
に
言
え

ば
、
年
金
は
大
丈
夫
な
の
か
、
だ
れ
が
介

護
し
て
く
れ
る
の
か
、
と
い
う
不
安
だ
」

そ
の
介
護
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て

も
、
将
来
は
非
常
に
心
も
と
な
い
。

政
府
は
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
を
「
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
（
高

齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
カ
年
計
画
）
に

【
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
（
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
）
５
日
Ⅱ
共
同
】
世
界
自
然
保
護
基
金

（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）
は
五
日
ま
で
に
、
植
生
の

変
化
や
病
害
虫
の
増
加
な
ど
地
球
温
暖

化
に
よ
る
悪
影
響
で
、
世
界
二
十
地
域

沿
っ
て
進
め
て
い
る
が
、
八
年
度
実
績

で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
目
標
（
十
七
万

人
）
の
約
七
割
し
か
確
保
で
き
て
い
な

い
。
か
り
に
達
成
で
き
た
と
し
て
も
、

人
口
一
万
人
当
た
り
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
は
一
一
一
一
・
三
人
に
す
ぎ
な
い
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
八
七
・
七
人
も
い
る
。

二
十
年
後
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
上

回
る
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る
日
本

で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
み
の
体
制
を
敷
く

に
は
百
十
二
万
人
が
必
要
と
な
る
が
、
い

ま
の
ま
ま
で
は
夢
物
語
に
す
ぎ
な
い
。
作

家
の
曽
罫
綾
子
氏
は
、
こ
う
指
摘
す
る
。

「
子
供
が
親
の
面
倒
を
見
な
く
な

り
、
老
人
す
べ
て
に
、
き
め
細
か
な
介

護
を
約
束
す
る
だ
け
の
人
手
も
な
い
。

そ
れ
な
ら
、
老
人
の
面
倒
を
見
て
も
ら
う

労
働
移
民
を
当
て
に
し
、
そ
の
人
た
ち
に

園
世
界
別
地
域
・
森
林
存
亡
の
危
機

地
球
温
暖
化
で
動
植
物
に
も
重
大
脅
威

の
森
林
が
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い

る
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
四
回
締
約
国
会
議
が
開

か
れ
た
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
公
表
し

た
。 報
い
た
方
が
ず
っ
と
自
然
で
は
な
い
か
」

作
家
の
郎
永
漢
氏
も
「
日
本
で
働
き

た
い
と
考
え
、
日
本
人
以
上
に
寝
た
き

り
老
人
の
世
話
を
で
き
る
ア
ジ
ア
の
人

間
は
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
う
い
う
人
材

を
な
ぜ
受
け
入
れ
な
い
の
か
一
と
疑
問

を
投
げ
か
け
る
。

邸
氏
自
身
、
日
本
に
帰
化
す
る
過
程

で
「
日
本
人
の
排
他
思
想
に
よ
る
屈
辱

的
な
経
験
を
味
わ
っ
た
」
と
い
う
。
耶

氏
は
語
る
。

｜
外
国
人
に
門
戸
を
閉
ざ
す
こ
と
は
、

『
日
本
人
に
は
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

よ
う
な
度
量
が
欠
け
て
い
る
ん
で
す

よ
』
と
世
界
中
に
示
し
て
い
る
こ
と

に
、
日
本
人
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
気
付

く
の
で
し
ょ
う
か
」
（
植
野
伸
治
）

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
・
三
十
）
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伐
採
な
ど
の
人
間
活
動
に
よ
っ
て
、

地
球
上
の
森
林
の
半
分
近
く
は
既
に
失

わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
残
さ
れ
た
森
林

に
化
石
燃
料
の
燃
焼
な
ど
に
よ
る
地
球

規
模
の
温
暖
化
が
追
い
打
ち
を
か
け
る

と
み
ら
れ
る
。

Ｗ
Ｗ
Ｆ
は
「
温
暖
化
の
影
響
が
加
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
だ
け
で
な

く
、
森
林
に
支
え
ら
れ
て
い
る
植
物
や

野
生
生
物
の
保
全
に
も
重
大
な
脅
威
に

な
る
」
と
警
青
温
暖
化
防
止
策
の
具
体

化
を
討
議
し
て
い
る
締
約
国
会
議
の
参
加

者
ら
に
審
議
促
進
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
ア
ラ
ス
カ
や
カ

ナ
ダ
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
１
北

部
な
ど
に
広
が
る
寒
帯
林
や
常
緑
の
針

葉
樹
林
は
、
温
暖
化
の
進
行
で
分
布
範

囲
が
劇
的
に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
、

小
渕
首
相
の
諮
問
機
関
「
少
子
化
へ

の
対
応
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
（
座

畷巫函

地域全体での

子育て支援提言

｢少子化jimin分科会

長
・
岩
男
寿
美
子
慶
応
大
教
授
）
の
会

合
が
九
日
、
首
相
官
邸
で
開
か
れ
、

「
働
き
方
分
科
会
」
（
主
査
・
八
代
尚

宏
上
智
大
教
授
）
と
「
家
庭
に
夢
を
分

科
会
」
（
主
査
・
岩
男
教
授
）
が
報
告

書
を
提
出
し
た
。
両
報
告
書
は
今
後
の

少
子
化
時
代
の
到
来
を
踏
ま
え
、
職
場

優
先
の
企
業
風
土
の
見
直
し
や
地
域
全

体
で
の
子
育
て
支
援
な
ど
を
提
言
し
て

お
り
、
有
識
者
会
議
は
両
報
告
書
を
も

そ
こ
に
暮
ら
す
ト
ナ
カ
イ
や
野
牛
と

い
っ
た
動
物
の
生
存
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

海
面
上
昇
に
よ
る
被
害
が
著
し
い
と

予
想
さ
れ
る
の
は
セ
ネ
ガ
ル
な
ど
の
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
。
ま
た
、
鳥
に
あ
っ
た

⑪カナダ■
②米国
③米国Ｊｒｈ
④米国
⑤米国ﾏｳｲ島
③ロシア
①jｷﾞﾘｼﾔロ
③ノルウェー
③コスタリカ
⑪パナマ
⑪プラヅノレ
⑬エクアドルペルー
⑬メキシコ
⑭中国雲南省
⑮ﾆｭｰｷﾞﾆｱ島
⑰オーストラリア
⑰ﾀﾝｻﾞﾆｱ
⑬マラウイ
⑲セネガル
⑳シリア

北方タイガ

アラスカの内陸性北方林

雷剖アパラチア山地帯林

北剖ロッキー山脈亜高山林

熱帯山岳雲霧材

中央､東部シベリア北方林タイガ

地中海沿岸林

高山性夕イガ

熱帯山岳雲霧材

低地湿性季節熱帯林

アマソン篇東部湿潤林

北剖アンデス山地帯林

マツカシの森林

亜熱帯湿潤林
山地帯林

ブルー山脈の森林

ウサンバラ山脈熱帯山地帯材

熱帯乾性林

沿岸性マングローブ

亜熱帯乾性高地林

り
都
市
に
囲
ま
れ
て
い
る
森
林
も
、
気

候
変
動
に
合
わ
せ
て
植
生
の
移
動
が
困

難
な
た
め
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
Ｗ
Ｗ
Ｆ
は
指
摘
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
一
・
六
）

厚
生
省
は
ｎ
日
、
自
営
業
者
ら
が
加

入
す
る
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
を
都

道
府
県
・
市
町
村
別
に
比
較
し
た
１
９

と
に
、
年
内
に
小
渕
首
相
に
中
間
提
言

國五

医
療
費
格
差
一
・
八
五
倍

加
年
度
も
ト
ッ
プ
北
海
道

す
る
運
び
だ
。

｜
働
き
方
分
科
会
」
は
、
在
宅
勤
務

や
時
間
的
に
融
通
が
利
く
就
業
形
態
の

推
進
や
父
親
の
育
児
休
業
取
得
の
義
務

付
け
、
企
業
の
育
児
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
第
三
者
機
関
に
よ
る
格
付
け

な
ど
を
提
言
。
「
家
庭
に
夢
を
分
科

会
」
で
は
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
わ
か

ら
せ
る
た
め
に
、
小
中
高
校
生
の
時
に

保
育
所
な
ど
で
子
ど
も
と
触
れ
合
う
機

会
を
増
や
す
よ
う
訴
え
て
い
る
ほ
か
、

各
市
町
村
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
状

案
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
十
一
・
十
）

況
を
指
数
化
し
て
ベ
ス
ト
三
十
位
や

ワ
ー
ス
ト
三
十
位
を
公
表
す
る
よ
う
提

９
６
年
度
の
「
医
療
費
マ
ッ
プ
」
を
発

表
し
た
。
加
入
者
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
北
海
道
の
妬

ZＯＯ



すち､お－らむこゆ

「－－￣￣－－－－－ 万
９
０
０
０
円
で
、
９
年
連
続
の
ト
ッ

プ
。
最
も
低
い
沖
縄
県
の
塑
万
８
０
０

０
円
と
は
ｌ
・
妬
倍
の
開
き
が
あ
っ

た
。
北
海
道
を
除
く
と
、
上
位
に
は
高

齢
化
の
進
む
中
国
・
四
国
地
方
の
県
が

多
く
、
医
療
費
の
使
わ
れ
方
は
「
西
高

東
低
一
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

都
道
府
県
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
全
国
平
均
で
鍋
万
５
０
０
０
円
で
、

前
年
よ
り
６
％
（
１
万
９
０
０
０
円
）

増
え
た
。
厚
生
省
は
、
北
海
道
の
医
療

費
が
高
い
理
由
と
し
て
一
医
療
機
関
が

札
幌
に
集
中
し
て
い
る
う
え
、
冬
は
気

象
条
件
が
厳
し
く
、
通
院
よ
り
入
院
を

露
■
璽
鶴
ｐ
●
駈
椒

卸
の

霧
副

王
子
製
紙
、
新
日
本
製
鉄
、
東
京
電

力
な
ど
経
団
連
の
主
要
企
業
二
十
四
社

が
中
国
で
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
削
減
を

狙
っ
た
大
規
模
な
植
林
に
乗
り
出
す
。

江
沢
民
国
家
主
席
が
二
十
五
日
か
ら
日

本
を
訪
問
す
る
際
、
今
井
敬
経
団
連
会

長
が
植
林
協
力
を
提
案
す
る
。
中
国
で

は
大
洪
水
の
再
発
防
止
に
向
け
、
森
林

資
源
の
回
復
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
地
域
温
暖
化
防
止
対
策
で
は
、

先
進
国
が
途
上
国
の
温
暖
化
ガ
ス
排
出

抑
制
に
寄
与
す
れ
ば
、
そ
の
一
部
を
先

進
国
の
削
減
分
と
み
な
す
「
ク
リ
ー
ン

開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
制
度
が
創
設
さ
れ

る
見
通
し
。
日
本
で
は
国
内
だ
け
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
目
標
達
成
は
難
し
い
と
見
ら

選
ぶ
ケ
ー
ス
が
多
い
」
な
ど
の
理
由
を

挙
げ
て
い
る
。

北
海
道
に
次
い
で
医
療
費
が
高
か
っ

た
の
は
山
口
県
必
万
７
０
０
０
円
▽
高

知
県
姐
万
８
０
０
０
円
▽
広
島
県
蝿
万

５
０
０
０
円
。
い
ず
れ
も
人
口
に
比
べ

國圀

中
国
で
の
大
規
模
植
林
を
提
案

王
子
な
ど
別
社
Ｃ
Ｏ
２
排
出
枠
確
保

れ
て
お
り
、
今
回
の
植
林
は
将
来
の
排

出
枠
確
保
を
見
込
ん
だ
新
し
い
途
上
国

支
援
の
試
み
と
な
る
。

二
十
四
社
は
中
国
で
の
植
林
を
推
進

す
る
た
め
経
団
連
中
国
委
員
会
に
植
林

協
力
部
会
（
部
会
長
・
大
国
昌
彦
王
子

製
紙
社
長
）
を
設
置
、
今
年
度
中
に
現

地
視
察
団
を
派
遣
す
る
考
え
。
植
林
の

場
所
や
時
期
な
ど
計
画
の
詳
細
は
今
後

詰
め
る
。

植
林
は
来
年
中
に
も
始
め
、
十
－
二

十
年
後
を
め
ど
に
数
万
’
十
万
鯵
に
広

げ
る
計
画
だ
。
一
国
に
対
す
る
日
本
企

業
の
海
外
植
林
で
は
、
最
大
規
模
に
な

る
。
王
子
製
紙
な
ど
が
植
林
技
術
を
供

与
し
、
費
用
は
①
参
加
企
業
で
基
金
を

設
立
す
る
②
各
企
業
が
個
別
に
負
担
す

て
病
床
数
の
多
い
地
域
だ
っ
た
。
沖
縄

県
に
続
い
て
低
か
っ
た
の
は
千
葉
県
泌

万
１
０
０
０
円
▽
埼
玉
県
沁
万
１
０
０

０
円
▽
茨
城
県
泌
万
８
０
０
０
円
ｌ

の
順
だ
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
一
・
十
一
）

る
代
わ
り
に
植
林
地
に
自
社
名
を
掲
げ

る
「
冠
植
林
」
を
実
施
す
る
ｌ
な
ど

で
賄
う
。

日
本
政
府
が
導
入
を
進
め
る
環
境
事

業
を
対
象
に
し
た
政
府
開
発
援
助
（
環

境
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
適
用
も
働
き
か
け
る
。

来
年
に
は
官
民
で
「
日
中
植
林
協
力

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
仮
称
）
も
開
き
、
他

の
経
済
団
体
や
企
業
に
も
参
加
を
呼
び

掛
け
る
。

昨
年
の
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議

で
、
日
本
は
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温
暖
化
ガ
ス

の
排
出
量
を
二
○
’
○
年
め
ど
に
九
○

年
比
六
％
削
減
す
る
目
標
を
課
せ
ら
れ

た
。
二
○
○
○
年
に
は
、
先
進
国
間
で

排
出
権
の
余
力
分
を
買
い
取
る
「
排
出

権
取
引
」
や
、
途
上
国
に
温
暖
化
ガ
ス

削
減
の
技
術
や
資
金
を
供
与
す
る
見
返

り
に
排
出
枠
を
確
保
で
き
る
「
ク
リ
ー

ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
な
ど
の
ル
ー
ル

が
決
ま
る
見
通
し
。

植
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
は
、
十

万
鯵
の
植
林
で
お
よ
そ
年
五
十
万
’
六

十
万
少
の
吸
収
力
が
あ
る
と
見
ら
れ
、

日
本
の
製
紙
業
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
（
九

七
年
度
）
の
六
’
七
％
に
相
当
す
る
。

参
加
す
る
の
は
三
社
と
日
本
製
紙
、

住
友
林
業
、
中
部
電
力
、
電
源
開
発
、

大
林
組
、
日
本
生
命
保
険
、
安
田
火
災

１０１



海
上
保
険
、
大
日
本
印
刷
、
凸
版
印

刷
、
コ
マ
ッ
、
商
船
三
井
、
荏
原
、
富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、
住
友
商
事
、
三
井
物

産
、
三
菱
商
事
、
丸
紅
、
伊
藤
忠
商

事
、
日
商
岩
井
、
兼
松
、
ト
ー
メ
ン
の

計
二
十
四
社
で
、
経
団
連
が
出
資
す
る

日
本
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ａ
ｌ
Ｄ
Ｏ
）

も
参
画
す
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
十
一
・
二
十
五
）

中
国
は
「
改
革
・
開
放
」
政
策
か
ら

二
十
年
間
で
、
百
カ
国
余
り
に
三
十
万

人
近
い
留
学
生
を
出
し
、
百
六
十
ヵ
国

か
ら
二
十
一
万
人
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
た
ｌ
・
中
国
の
陳
至
立
教
育
相
は

二
十
四
日
、
北
京
市
内
で
記
者
会
見

し
、
中
国
の
教
育
改
革
の
現
状
と
来
世

紀
に
向
け
た
展
望
を
明
ら
か
に
し
た
。

同
相
は
改
革
・
開
放
の
教
育
面
で
の

成
果
と
し
て
「
全
国
で
現
在
、
六
五
％

園

留学生100ｶ国へ

30万人

一青壮年の

識字率向上一

以
上
の
人
口
に
九
年
度
の
義
務
教
育
が

普
及
し
、
青
壮
年
の
非
識
字
率
は
七
八

年
の
一
八
・
五
％
か
ら
六
％
以
下
に
下

が
っ
た
」
と
表
明
。
同
時
に
「
大
学
へ

の
進
学
率
も
七
八
年
の
一
・
四
％
か
ら

九
七
年
に
は
九
・
○
七
％
に
ま
で
上

が
っ
た
」
と
強
調
し
た
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
「
教
育
振
興

行
動
計
画
」
で
は
、
二
○
一
○
年
の
時

点
で
①
九
年
の
義
務
教
育
を
全
面
的
に

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ッ
」
（
以
下
リ
プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
と

略
）
は
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
／

権
利
」
と
訳
さ
れ
る
。
人
び
と
が
自
分

の
体
や
健
康
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を

来
年
二
月
に
ハ
ー
グ
で
開
か
れ

る
国
連
主
催
「
国
際
人
ロ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
向
け
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
」
の

概
念
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

生
活
情
報
部
永
峰
好
美

囮
恩
鼈
譲
襲
鰭
耀

実
施
す
る
②
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関

へ
の
進
学
率
を
一
五
％
に
す
る
ｌ
と

の
目
標
を
掲
げ
た
。
中
国
で
は
文
化
大

革
命
で
大
学
が
一
時
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど

教
育
面
で
の
遅
れ
が
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
た
が
、
来
年
一
月
に
は
「
高
等

教
育
法
」
を
施
行
し
、
教
育
改
革
に
拍
車

を
か
け
る
構
え
だ
。
（
北
京
Ⅱ
泉
宣
道
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
十
一
・
二
十
五
）

持
ち
、
安
全
で
満
足
の
い
く
性
生
活
を

営
み
、
子
供
を
産
む
か
ど
う
か
、
い
つ

何
人
産
む
か
ｌ
な
ど
を
自
由
に
選
択

。
決
定
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る

状
態
を
示
す
、
新
し
い
概
念
。
一
九
九

四
年
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
・
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
国
際
的
に
合
意
さ

れ
、
「
世
界
人
口
行
動
計
画
」
に
明
記

さ
れ
た
。

ハ
ー
グ
の
会
議
は
、
そ
れ
か
ら
五
年

を
経
て
、
こ
の
考
え
方
が
各
国
で
ど
う

実
行
さ
れ
、
ど
ん
な
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
か
を
評
価
、
点
検
す
る
の
が
目

的
。
こ
れ
を
手
始
め
に
国
連
は
、
「
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
」
と
呼
ば
れ
る
人
口
問
題

に
関
す
る
一
連
の
国
際
会
議
を
開
催
す

る
予
定
だ
。

日
本
で
は
ま
だ
耳
慣
れ
な
い
言
葉
だ

が
、
政
府
の
「
男
女
共
同
参
画
二
○
○

○
年
プ
ラ
ン
」
や
九
八
年
度
版
「
厚
生

白
書
一
、
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活

動
団
体
）
の
学
習
会
や
出
版
物
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
認
知
度
が
少
し
ず
つ
高

ま
っ
て
い
る
。

二
十
三
日
に
は
、
人
口
や
環
境
、
女

性
問
題
に
関
心
の
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
約
八
十

団
体
が
、
横
断
組
織
一
女
性
と
健
康

ネ
ッ
ト
ワ
１
ク
船
」
を
旗
揚
げ
し
た
。

ハ
ー
グ
会
議
に
市
民
か
ら
の
提
言
を
行

う
予
定
だ
。

カ
イ
ロ
会
議
で
は
同
時
に
、
「
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
（
地
位
向
上
）
」

も
強
調
さ
れ
た
。
女
性
の
教
育
水
準
が

向
上
す
れ
ば
自
己
決
定
力
も
強
ま
り
、

家
族
計
画
実
行
率
が
上
が
っ
て
「
リ
プ

ロ
・
ヘ
ル
ス
」
が
確
立
さ
れ
る
、
と
い

う
論
理
だ
。
「
出
生
数
抑
制
の
数
値
目

標
を
設
け
、
そ
の
達
成
を
第
一
に
考
え

た
従
来
の
マ
ク
ロ
の
人
口
政
策
を
根
本

的
に
問
い
直
す
、
画
期
的
な
転
換
」

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
阿
藤
誠
副
所
長
）
と
い
わ
れ
る
。
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にゅ－すふぉ－らむ

た
だ
し
、
人
権
重
視
の
リ
プ
ロ
・
ヘ

ル
ス
の
考
え
方
に
、
そ
の
効
果
面
か
ら

「
本
当
に
人
口
抑
制
に
つ
な
が
る
の

か
」
と
疑
問
を
呈
す
る
人
口
学
者
も
い

る
。
小
川
直
宏
・
日
大
人
口
研
究
所
次

長
は
、
「
途
上
国
の
多
く
は
、
リ
プ
ロ

そ
の
好
例
が
、
イ
ン
ド
南
部
ケ
ラ
ラ

州
。
女
性
一
人
の
生
涯
出
産
数
は
全
土

平
均
で
三
・
九
人
だ
が
、
同
州
は
一
・
九

人
。
女
性
の
識
字
率
は
全
土
平
均
羽
．

４
％
に
対
し
師
。
９
％
と
高
く
、
公
務

員
の
過
半
数
が
女
性
。
イ
ン
ド
政
府
は

「
ケ
ラ
ラ
に
学
ぼ
う
。
女
性
の
教
育
水

準
を
上
げ
、
社
会
進
出
を
高
め
れ
ば
、

妊
娠
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
女
性
を

育
て
ら
れ
る
」
と
力
説
す
る
。

女性の教育水準と生涯に出産する
平均的な子供の数の関係

消
極
的
な
評
価
も

０
７

辰
キ
ス
タ
ン

・
ヘ
ル
ス
の
計
画
に
何
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
か
裏
付
け
る
デ
ー
タ
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。
ど
ん
な
成
果
に
結
び

つ
く
の
か
、
予
想
が
つ
か
な
い
」
と
指

摘
す
る
。

こ
う
し
た
消
極
的
な
評
価
に
対
し

て
、
先
ご
ろ
来
日
し
た
国
連
人
口
基
金

の
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長

は
、
「
デ
ー
タ
の
整
備
は
急
務
」
と
認

め
な
が
ら
、
「
思
春
期
の
若
者
を
対
象

に
性
に
関
す
る
情
報
提
供
を
始
め
る
と

い
う
だ
け
で
、
『
性
風
俗
の
混
乱
を
も

た
ら
す
』
と
批
判
す
る
人
も
多
く
、
障

害
は
多
い
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
難

し
い
概
念
だ
け
に
、
そ
の
効
果
の
測
定

だ
け
を
急
い
で
は
な
ら
な
い
」
と
話

す
。地
球
環
境
へ
の
負
荷
や
資
源
の
公
正

な
分
配
な
ど
の
問
題
と
も
深

く
関
連
す
る
人
口
問
題
だ

が
、
ア
ジ
ア
や
中
南
米
が
経

済
危
機
に
あ
る
今
日
、
途
上

国
の
教
育
・
保
健
サ
ー
ビ
ス

予
算
が
削
減
さ
れ
る
と
の
懸

念
も
出
て
い
る
。
そ
う
な
る

と
、
三
十
年
か
か
っ
て
１
．

３
％
に
落
ち
着
い
て
き
た
現

在
の
人
口
増
加
率
が
再
び
上

昇
す
る
危
険
性
が
高
い
。
そ

自
民
党
の
亀
井
静
香
元
建
設
相
を
中

心
と
す
る
「
日
本
再
生
会
議
」
（
中
山

太
郎
議
長
）
は
一
日
、
少
子
化
社
会
に

対
す
る
基
本
理
念
や
施
策
を
定
め
た

「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
案
」
の
骨

子
を
発
表
し
た
。
法
案
は
総
理
府
内
に

対
策
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
を
明
記
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
子
育
て
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
施
策
推

進
な
ど
を
う
た
っ
て
い
る
。
同
会
議
で

は
同
法
案
の
細
部
を
詰
め
た
上
、
児
童

手
当
法
改
正
案
な
ど
関
連
法
案
と
と
も

に
次
期
通
常
国
会
に
議
員
立
法
で
提
出

す
る
方
針
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
二
・
二
）

れ
だ
け
に
、
日
本
が
、
途
上
国
へ
の
資

金
的
支
援
を
継
続
す
る
の
は
責
務
で
あ

る
。（
読
売
新
聞

皿

少子化対策

法案

を提出へ

九
九
八
・
十
｜
・
二
十
六
）

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
２
日
福
原
直
樹
】
ア
ジ

ア
の
金
融
・
経
済
危
機
に
よ
っ
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
タ
イ
の
３
カ
国

で
５
２
０
０
万
人
の
貧
困
者
層
が
生
ま

れ
た
１
．
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
は
２
日
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機
に
つ

い
て
の
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
。
報

告
書
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
旧
％
、
韓
国

８
．
４
％
、
タ
イ
６
％
、
香
港
５
％
な

ど
、
ア
ジ
ア
各
国
の
失
業
率
が
、
危
機

の
前
に
比
べ
て
３
倍
以
上
に
な
っ
た
と

指
摘
、
不
況
を
機
に
新
し
い
社
会
シ
ス

テ
ム
を
創
設
す
べ
き
だ
と
警
告
し
た
。

危
機
を
招
い
た
原
因
の
一
つ
と
し

て
、
政
府
や
政
治
家
に
よ
る
一
部
の
企

業
の
優
先
的
な
扱
い
な
ど
に
よ
っ
て
市

場
の
競
争
原
理
が
損
な
わ
れ
た
と
批
判

し
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
一
一
・
三
）

星団

アジア危機で

失業率３倍に

ｌＬＯ調査

１０３



少
子
化
に
歯
止
め
を
掛
け
よ
う
と
厚

生
省
な
ど
四
省
庁
が
九
四
年
度
末
に
ま

と
め
た
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
。
そ
の
核
と

な
る
「
緊
急
保
育
対
策
等
五
カ
年
事

業
」
は
九
九
年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え

る
。
出
生
率
の
低
下
が
な
お
続
く
な
か

で
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
は
ど
こ
ま
で
達

成
さ
れ
た
の
か
、
今
後
の
課
題
は
何
か

に
つ
い
て
検
証
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
。
午
前
十
一
時
を
回

る
と
、
三
歳
児
以
下
の
幼
い
子
供
を
連

れ
た
母
親
た
ち
が
次
々
と
や
っ
て
き

囮
道
半
ば
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

ー
緊
急
保
育
対
策
目
標
達
成
で
き
ず

て
、
約
三
十
平
方
脚
の
部
屋
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
十
組
ほ
ど
の
母
子
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
お
も
ち
ゃ
を
中
心

に
、
子
供
た
ち
は
に
ぎ
や
か
な
輪
を
作

る
。二
○
○
四
年
を
メ
ド
に

こ
こ
は
川
崎
市
に
あ
る
「
母
子
育
成

会
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
。
育
児

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
が
ち
な
専
業
主
婦
の

子
育
て
を
応
援
し
よ
う
と
、
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
今
年
四
月
に
オ
１
プ

ン
し
た
。
市
内
居
住
者
な
ら
無
料
。
傭

市
内
居
住
者
な
ら
無
料
。
備

え
付
け
の
が
ん
具
や
絵

本
、
三
輪
車
な
ど
で
子
供

を
自
由
に
遊
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
専
任
の
指
導

員
が
育
児
相
談
に
も
の

る
。三
歳
と
一
歳
の
娘
を
連

れ
て
週
に
三
日
は
利
用
す

る
と
い
う
主
婦
（
躯
）
は

「
以
前
は
デ
パ
ー
ト
の
屋

上
で
遊
ば
せ
て
い
た
。
こ

こ
な
ら
危
険
も
少
な
い
し
、
私
に
も
子

供
に
も
友
達
が
で
き
た
．
－
と
喜
ぶ
。

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
は
九
四
年
十
二
月

に
少
子
化
対
策
と
し
て
厚
生
、
文
部
、

労
働
、
建
設
の
四
省
が
作
成
し
た
子
育

て
支
援
策
。
①
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

支
援
②
家
庭
で
の
子
育
て
支
援
③
子
育

て
の
た
め
の
住
宅
・
生
活
環
境
の
整
備

④
ゆ
と
り
あ
る
教
育
の
実
現
⑤
子
育
て

コ
ス
ト
の
軽
減
ｌ
を
基
本
方
針
に
、

お
お
む
ね
二
○
○
四
年
ま
で
に
各
省
が

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
列
挙
し
て
い

る
。「
関
、
心
は
介
護
保
険
に
」

同
プ
ラ
ン
の
核
と
な
る
厚
生
省
の
緊

急
保
育
対
策
等
五
カ
年
事
業
（
九
五
’

九
九
年
度
Ⅱ
表
参
照
）
に
よ
る
と
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
九
九
年
度
ま
で

に
全
国
三
千
カ
所
に
整
備
す
る
計
画

だ
っ
た
。
だ
が
今
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン

予
定
を
含
め
て
も
総
数
は
八
百
四
十
カ

所
に
と
ど
ま
り
、
来
年
度
末
に
目
標
値

を
大
き
く
下
回
る
の
は
決
定
的
だ
。

目
標
達
成
が
難
し
い
の
は
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
来
年
度

予
算
案
の
概
算
要
求
分
を
加
え
て
も
、

七
事
業
の
う
ち
、
達
成
で
き
そ
う
な
の

は
延
長
保
育
と
学
童
保
育
（
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
）
く
ら
い
。
し
か
も

ど
の
事
業
も
九
九
年
度
だ
け
で
か
な
り

の
新
設
を
見
込
ん
で
お
り
、
予
算
が
獲

得
で
き
る
か
も
流
動
的
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
厚
生
省
は
「
低
年
齢

児
（
○
’
二
歳
）
保
育
の
受
け
入
れ
枠

の
拡
大
や
、
延
長
保
育
の
増
加
な
ど
利

用
者
の
要
望
の
強
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
は

進
ん
だ
一
（
児
童
家
庭
局
企
画
課
）
と

反
論
す
る
。

と
は
い
え
、
全
体
の
保
育
所
事
情
が

ぐ
っ
と
改
善
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
問

題
は
残
る
。
保
育
所
ニ
ー
ズ
の
高
い
東

京
・
大
阪
近
郊
の
一
都
二
府
四
県
だ
け

で
も
、
定
員
制
限
な
ど
で
入
れ
な
い
待

機
児
童
が
二
万
二
千
人
近
く
（
九
八
年

四
月
現
在
）
い
て
、
施
設
不
足
の
解
消

は
実
現
し
て
い
な
い
。

計
画
を
十
分
に
達
成
で
き
な
か
っ
た

背
景
に
は
、
自
治
体
側
の
事
情
も
あ

る
。
多
く
の
自
治
体
は
財
政
難
に
陥

り
、
国
の
補
助
が
あ
っ
て
も
、
新
規
事

業
に
取
り
組
む
余
力
が
乏
し
い
。

神
奈
川
県
の
あ
る
自
治
体
の
児
童
福

祉
担
当
者
は
「
こ
こ
数
年
、
自
治
体
の

一
番
の
関
心
は
介
護
保
険
制
度
・
ス

タ
ー
ト
す
る
二
○
○
○
年
度
ま
で
に
十

分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
確

保
す
る
か
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
少

JＯｑ

ｴﾝｾﾞﾙﾌrランの圏撫逸賎状溌

９９年度末見通し
(99年度顯要求分）

目標値

低年齢児保育
の受け入れ

57j万人
(36万人）

60万人

延長保育
7000カ所
(1000カ所）

7000カ所

一時保育
1500カ所
(500カ所）

3000カ所

乳幼児健康支援
一時預かり事業

450カ所
(300カ所）

500カ所

学童保育
9000カ所
(1100カ所）

9000カ所

子育て支援
センター

1500カ所
(660カ所）

3000カ所

多機能保育所
1329カ所
(265カ所）

1500カ所



こゆ すふお－らむ

子
化
対
策
に
予
算
が
回
っ
て
こ
な
い
」

と
嘆
く
。

道
半
ば
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
だ
が
、

二
○
○
四
年
に
向
け
実
効
あ
る
も
の
に

す
る
に
は
今
後
、
ど
ん
な
対
策
を
盛
り

込
む
べ
き
だ
ろ
う
か
。

｜
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
は
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
多
様
化
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
重

点
を
置
き
過
ぎ
て
い
る
。
も
っ
と
、
女

性
の
再
就
労
支
援
に
力
を
入
れ
る
べ
き

だ
―
と
提
言
す
る
の
は
、
恵
泉
女
学
園

大
学
教
授
の
大
日
向
雅
美
さ
ん
。

生
涯
、
働
き
続
け
た
い
と
考
え
る
女

性
は
着
実
に
増
え
た
が
問
題
は
子
育
て

期
間
。
子
供
が
幼
い
う
ち
は
育
児
に
専

念
し
た
い
と
い
う
女
性
は
多
い
。
し
か

し
企
業
社
会
で
は
、
出
産
に
よ
る
就
労

の
中
断
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
も
収
人
面

で
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
「
も

し
各
人
の
能
力
、
キ
ャ
リ
ア
に
見
合
っ

た
再
就
労
を
保
障
す
る
仕
組
み
が
で
き

れ
ば
、
女
性
も
安
心
し
て
子
供
を
産
め

る
」
と
大
日
向
さ
ん
は
説
明
す
る
。

縦
割
り
一
付
政
の
弊
害

内
閣
に
「
少
子
化
問
題
総
合
対
策
推

進
本
部
」
の
設
置
を
求
め
た
日
経
連
の

政
策
調
査
局
環
境
社
会
部
長
、
高
梨
昇

三
氏
は
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
も
関
係
四

省
の
連
携
不
足
と
縦
割
り
行
政
の
弊
害

を
感
じ
る
。
省
庁
の
枠
を
超
え
て
抜
本

的
な
施
策
を
実
行
で
き
る
推
進
部
隊
が

な
い
と
、
少
子
化
に
歯
止
め
は
か
け
ら

れ
な
い
」
と
強
調
す
る
。

三
和
総
合
研
究
所
の
主
席
研
究
員
、

森
永
卓
郎
氏
は
同
プ
ラ
ン
に
懐
疑
的

だ
。
「
私
の
試
算
で
は
子
供
一
人
を
育

て
る
に
は
、
教
育
費
や
子
供
用
ス
ペ
ー

ス
の
部
屋
代
、
子
育
て
を
す
る
親
の
人

件
費
（
賃
労
働
に
換
算
）
な
ど
総
額
八
千

万
円
が
か
か
る
。
非
婚
・
晩
婚
化
も
進

み
、
子
供
を
持
つ
意
義
さ
え
薄
れ
て
い

て
、
も
し
本
当
に
子
供
を
産
ま
せ
た
い

な
ら
、
こ
れ
だ
け
の
巨
費
を
行
政
が
肩

代
わ
り
す
る
覚
悟
が
必
要
だ
。
現
状
で

は
高
齢
化
対
策
も
少
子
化
対
策
も
中
途

半
端
」
と
行
政
の
ス
タ
ン
ス
を
批
判
。

そ
の
う
え
で
「
い
っ
そ
七
十
五
歳
ま

で
現
役
で
働
け
る
仕
組
み
を
作
る
な

ど
、
人
口
減
少
社
会
に
見
合
っ
た
新
し

い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、
予

算
と
知
恵
を
集
中
し
た
方
が
賢
明
か
も

し
れ
な
い
」
と
語
る
。

七
月
に
は
内
閣
に
「
少
子
化
へ
の
対

応
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
が
設
置
さ

れ
、
抜
本
的
対
策
の
検
討
も
進
ん
で
い

る
。
出
産
・
育
児
だ
け
に
目
を
向
け

ず
、
広
く
社
会
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

政
府
・
自
民
党
は
六
日
、
新
し
い
農

業
基
本
法
に
基
づ
い
て
設
定
す
る
食
料

自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
Ⅱ
九
六
年

胆
％
）
の
目
標
を
、
三
○
一
○
年
に

卯
％
」
と
す
る
方
向
で
最
終
調
整
に

入
っ
た
。
政
府
・
自
民
党
は
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
た
農
政
の
抜
本
改
革
と
、

食
料
安
全
保
障
の
確
保
を
目
指
し
た
新

農
業
基
本
法
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提

出
す
る
方
針
だ
が
、
自
給
率
の
目
標
は

改
革
の
根
幹
を
な
す
「
国
民
の
指
針
」

と
位
置
付
け
る
。
新
基
本
法
が
施
行
さ

れ
次
第
、
コ
メ
や
小
麦
な
ど
主
要
農
産

物
の
生
産
努
力
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
二
○
○
○

年
夏
ま
で
に
「
自
給
率
別
％
」
の
達
成

を
描
き
直
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
十
二
・
七
）

図

目給率

５０％に

2010年を目標

政
府
・
自
民
党
は
八
日
、
二
十
一
世

紀
の
農
業
、
食
料
政
策
な
ど
の
方
向
性

を
示
す
「
農
政
改
革
大
綱
」
な
ど
を
ま

に
向
け
た
戦
略
を
具
体
化
す
る
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
低
下
を
続

け
、
九
六
年
に
は
狸
％
と
、
先
進
国
で

最
低
の
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

一
方
、
途
上
国
の
人
口
急
増
な
ど
で

世
界
の
食
料
需
給
は
中
長
期
的
に
ひ
っ

迫
す
る
と
の
予
想
も
あ
り
、
政
府
・
自

民
党
は
、
食
料
自
給
率
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
が
「
食
料
安
全
保
障
」
に
欠
か
せ

な
い
と
判
断
し
た
。
二
○
○
○
年
夏
の

基
本
計
画
に
は
、
目
標
達
成
に
向
け
、

①
コ
メ
、
麦
な
ど
主
要
農
産
物
の
品
目

別
生
産
努
力
目
標
②
優
良
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
策
③
担
い
手
の
育
成
と
農

業
技
術
の
向
上
策
ｌ
な
ど
の
具
体
策

を
盛
り
込
む
方
針
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
十
一
一
・
七
）

圏皿

自給率12年度

までに数値目標

農政改革大綱

１０５



と
め
た
。
食
料
自
給
率
の
数
値
目
標
を

平
成
十
二
（
二
○
○
○
）
年
度
ま
で
に
設

定
す
る
ほ
か
、
制
限
付
き
で
株
式
会
社

の
農
地
取
得
を
認
め
た
の
が
特
徴
。
農

水
省
は
こ
れ
に
沿
っ
て
新
農
業
基
本
法

案
を
ま
と
め
、
来
年
一
月
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
。

こ
の
日
開
い
た
自
民
党
農
業
基
本
政

策
小
委
員
会
で
大
綱
と
個
別
政
策
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
示
し
た
「
農
政
改

革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
承
認
さ
れ
た
。

大
綱
で
は
、
農
業
生
産
活
動
に
つ
い

て
一
二
十
一
世
紀
に
は
、
よ
り
い
っ
そ

う
重
要
な
意
義
を
持
つ
」
と
位
置
づ

け
、
農
業
政
策
と
し
て
は
初
め
て
、
食

料
自
給
率
の
具
体
的
な
数
値
目
標
を
十

二
年
度
ま
で
に
ま
と
め
る
こ
と
を
求
め

た
。最
近
の
日
本
の
食
料
自
給
率
は
四
二

％
（
八
年
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
に
落

ち
込
ん
で
お
り
、
米
国
の
一
一
三
％
、

仏
の
一
四
三
％
（
い
ず
れ
も
昭
和
六
十

三
年
）
英
の
七
三
％
（
同
六
十
二
年
）

な
ど
先
進
各
国
と
比
べ
て
か
な
り
の
差

が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
農
水
省
は
「
二
十
二
年

に
自
給
率
五
○
％
程
度
」
の
数
値
目
標

を
盛
り
込
み
た
い
考
え
だ
。
し
か
し
、

自
給
率
を
一
％
上
げ
る
た
め
に
は
、
例

え
ば
小
麦
な
ら
現
在
の
二
倍
近
い
生
産

量
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ
メ
を

除
い
て
輸
入
食
料
に
依
存
し
て
い
る
国

内
の
食
生
活
の
転
換
が
求
め
ら
れ
そ
う

だ
。ま
た
、
株
式
会
社
の
農
地
取
得
認
可

も
十
二
年
度
の
実
施
を
目
指
し
て
い

る
。
零
細
化
が
進
む
農
業
経
営
に
異
業

種
の
参
入
を
認
め
活
性
化
を
図
る
ね
ら

新
し
い
農
業
基
本
法
に
盛
り
込
む
た

め
政
府
・
自
民
党
が
８
日
決
め
た
農
政

改
革
大
綱
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
１

９
６
１
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
の
農
業

基
本
法
の
「
拡
大
路
線
」
を
見
直
し
、

都
市
住
民
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

の
が
特
色
だ
。
国
土
保
全
な
ど
農
業
の

多
面
的
機
能
を
評
価
し
、
市
場
原
理
を

取
り
入
れ
て
価
格
支
持
制
度
も
再
検
討

す
る
。
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表
示

を
考
え
る
な
ど
、
消
費
者
を
意
識
し
た

政
策
も
打
ち
出
し
て
い
る
。

農
業
問
題
は
２
０
０
０
年
か
ら
の
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
次
期
交
渉

図
自
給
率
ア
ッ
プ
実
現
は
疑
問

鵜
撒
繊
生
産
者
「
掛
け
声
だ
け
で
は
動
か
ぬ
」

い
だ
が
、
農
業
者
か
ら
投
機
的
な
取
得

に
対
す
る
不
安
が
根
強
い
こ
と
か
ら
、

株
式
譲
渡
の
制
限
や
農
業
委
員
会
が
監

視
す
る
な
ど
数
点
の
要
件
を
設
置
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
中
山
間
地
域
農
家
の

活
動
を
助
成
す
る
た
め
、
所
得
補
償
に

当
た
る
「
直
接
支
払
い
」
も
実
施
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
十
二
・
八
）

の
大
き
な
課
題
で
、
こ
れ
を
念
頭
に

「
経
済
社
会
の
国
際
化
」
に
も
対
応
し

て
い
く
こ
と
も
大
綱
は
打
ち
出
し
て
い

る
。
「
中
山
間
地
の
直
接
支
払
い
」

「
食
糧
自
給
率
の
目
標
策
定
」
「
株
式

会
社
の
解
禁
」
と
い
う
新
規
に
盛
ら
れ

た
３
大
テ
ー
マ
は
、
そ
の
た
め
の
備
え

と
も
い
え
る
。

食
糧
自
給
率
策
定
は
、
先
進
国
で
最

低
の
狸
％
を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
い
う

政
策
だ
。
し
か
し
、
実
現
性
は
疑
問

だ
。
農
水
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
小
麦

や
大
豆
、
飼
料
作
物
を
別
～
卯
％
ほ
ど

増
産
し
て
も
、
自
給
率
が
計
１
．
５
％

可
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
，
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
凸

〈
１
９
９
９
年
度
〉

▽
食
品
の
表
示
・
規
格
を
国
際
規
一

格
に
合
わ
せ
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
－

Ａ
Ｓ
）
法
改
正
案
提
出

▽
優
良
農
地
の
確
保
に
関
す
る
国
一

の
方
針
の
明
確
化
へ
農
業
振
興
地
一

域
整
備
法
改
正
案
提
出

▽
大
豆
・
な
た
ね
．
て
ん
菜
・
砂
一

糖
・
乳
製
品
な
ど
の
交
付
金
制
度
一

な
ど
の
見
直
し

▽
農
業
の
自
然
循
環
機
能
促
進
の
一

た
め
に
関
係
法
案
提
出
や
総
合
的
一

一
施
策

一
〈
２
０
０
０
年
度
〉

｜
▽
食
糧
自
給
率
向
上
へ
目
標
策
定
一

一
▽
卸
売
市
場
制
度
の
改
善
な
ど
で
一

一
卸
売
市
場
法
改
正

一
▽
株
式
会
社
の
参
入
へ
農
地
法
改
一

一
正
案
提
出

一
▽
中
山
間
地
へ
の
直
接
支
払
い
を
一

一
ま
と
め
る

Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
１
・
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

上
が
る
程
度
だ
。
輸
入
食
品
を
中
心
に

無
駄
を
省
く
、
脂
質
分
を
減
ら
し
た
食

事
で
コ
メ
の
消
費
を
増
や
す
な
ど
の
苦

し
い
想
定
も
あ
る
が
、
農
業
関
係
者
か

農
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
概
要
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する､お－らむこゆ

唯
是
康
彦
・
千
葉
経
済
大
地
域
総
合

研
究
所
長
の
話
市
場
原
理
重
視
の
姿

勢
は
前
進
だ
。
特
に
、
こ
の
不
況
下
、

消
費
者
に
は
価
格
が
で
き
る
だ
け
安
い

方
が
い
い
。
し
か
し
、
効
率
の
悪
い
中

山
間
地
は
欧
米
の
よ
う
な
所
得
補
償
に

よ
る
直
接
支
払
い
を
す
べ
き
だ
。
た

ら
は
「
掛
け
声
だ
け
で
は
末
端
生
産
者

は
動
か
な
い
一
と
い
う
声
も
聞
か
れ

る
。
２
０
０
０
年
度
を
め
ど
に
目
標
が

策
定
さ
れ
る
が
、
前
途
は
多
難
だ
。

農
地
の
投
機
的
な
取
引
を
規
制
し
な

が
ら
、
株
式
会
社
の
農
業
へ
の
参
入
を

認
め
た
の
は
、
新
規
就
農
者
が
減
少

し
、
高
齢
化
が
進
む
一
方
で
あ
る
こ
と

が
背
景
に
あ
る
。

農
業
生
産
法
人
の
活
性
化
は
若
い
人

の
受
け
皿
に
も
な
る
と
し
て
、
株
式
会

社
が
解
禁
さ
れ
た
。
農
業
関
係
者
以
外

の
構
成
員
は
総
議
決
権
の
４
分
の
１
以

下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
生
活
共
同
組
合
な
ど
も
出

資
で
き
て
刺
激
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
農
業
生

産
法
人
の
枠
内
と
い
う
制
限
つ
き
の
こ

と
で
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
か
は
不
透

明
だ
。

【
塚
本
弘
毅
】

市
場
原
理
重
視
は
前
進

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
８
日
川
西
和
夫
】
開

発
途
上
国
で
は
小
学
校
就
学
年
齢
の
子

供
の
幻
％
に
当
た
る
１
億
３
０
０
０
万

人
以
上
が
基
礎
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い

で
い
る
ｌ
・
国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ

セ
フ
）
は
８
日
、
教
育
に
焦
点
を
あ
て

た
１
９
９
９
年
世
界
子
供
白
書
を
発
表

し
た
。
世
界
全
体
で
約
、
億
人
が
読
み

書
き
で
き
な
い
ま
ま
、
Ⅲ
世
紀
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
「
教
育

革
命
」
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

白
書
は
、
開
発
途
上
国
で
基
礎
教
育

の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
約
１
億
３
０

０
０
万
人
の
う
ち
、
３
分
の
２
に
当
た

る
約
７
３
０
０
万
人
が
女
の
子
と
し
、

だ
、
そ
の
支
払
い
基
準
を
ど
の
よ
う
に

決
め
る
か
の
問
題
は
残
る
。

ま
た
、
現
状
の
食
生
活
を
前
提
に
し

た
自
給
率
の
目
標
設
定
は
、
市
場
原
理

と
の
関
係
で
達
成
は
難
し
く
、
食
糧
の

安
全
保
障
と
絡
め
る
の
も
無
理
が
あ

る
。
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

農
業
の
核
を
農
業
集
落
に
置
き
、
本
当

囿囮

一
億
三
千
万
人
教
育
機
会
な
く

途
上
国
・
就
学
年
齢
の
別
％

政
府
・
自
民
党
は
コ
メ
輸
入
の
九
九

年
四
月
か
ら
の
関
税
化
受
け
入
れ
を
来

週
決
定
し
、
年
内
に
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
通
報
す
る
方
針
を
固
め

女
子
教
育
の
重
要
性
を
う
た
っ
て
い

る
。 に
農
業
を
や
り
た
い
人
や
生
産
法
人
が

兼
業
農
家
の
農
地
を
借
り
て
規
模
拡
大

す
れ
ば
、
生
産
力
が
上
が
る
ば
か
り
で

な
く
、
環
境
を
保
全
し
、
新
田
園
都
市

を
構
築
で
き
る
。
上
か
ら
の
目
標
設
定

だ
け
で
は
、
十
分
な
効
果
は
望
め
な

い
。（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
二
・
九
）

四

輸入､来年

４月関税化

１
１

政府ＷＴＯに年内通報

た
。
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
（
最
低
輸
入

義
務
）
を
超
え
る
輸
入
に
課
す
関
税

（
二
次
関
税
）
は
、
一
第
当
た
り
三
百

五
十
円
程
度
の
従
量
税
を
設
定
す
る
方

向
だ
。
輸
入
米
を
割
高
に
す
る
こ
と
で

国
産
米
の
市
場
が
侵
食
さ
れ
る
の
を
防

ぐ
。
農
協
組
織
も
高
い
関
税
の
確
保
な

ど
を
条
件
に
受
け
入
れ
る
見
通
し
だ
。

ミ
ー
ラ
ム
ア
ク
セ
ス
分
の
輸
入
は
食

糧
庁
以
外
に
輸
入
を
認
め
な
い
「
国
家

貿
易
」
を
維
持
し
、
数
量
を
厳
し
く
管

理
、
用
途
も
加
工
・
備
蓄
用
を
中
心
と

ま
た
学
校
に
通
い
始
め
て
も
５
学
年

に
達
す
る
ま
で
に
や
め
る
子
供
が
１
億

５
０
０
０
万
人
以
上
で
、
教
育
に
金
が

か
か
り
過
ぎ
る
と
指
摘
。
先
進
国
で

も
、
貧
困
が
中
途
退
学
者
増
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

白
書
は
「
万
人
の
た
め
の
教
育
」
を

強
調
し
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
世
界
で

の
就
学
率
を
１
０
０
％
に
す
る
た
め
、

現
在
の
教
育
支
出
に
加
え
て
毎
年
、
億

が
の
追
加
投
資
が
必
要
に
な
る
と
計

算
。
こ
れ
は
米
国
で
毎
年
、
化
粧
品
に

費
や
さ
れ
る
額
に
も
満
た
な
い
と
訴
え

て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
二
・
九
）

Ｉ
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す
る
。
超
過
輸
入
に
つ
い
て
は
形
式
上

は
民
間
企
業
の
自
由
な
参
入
を
認
め
る

が
、
輸
入
は
実
質
的
に
国
家
貿
易
分
に

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

は
九
日
、
九
六
年
度
に
公
的
年
金
、
医

療
保
険
な
ど
で
国
民
に
支
払
わ
れ
た
社

会
保
障
給
付
費
が
前
年
度
を
四
・
四
％

上
回
り
六
十
七
兆
五
千
四
百
二
十
三
億

円
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
年
金
給
付

の
伸
び
が
小
さ
か
っ
た
た
め
、
増
加
率

は
八
年
ぶ
り
の
低
水
準
。
た
だ
、
人
口

の
高
齢
化
に
伴
い
老
人
医
療
費
な
ど
は

j;雛,塞爆臆麓M灘RHI：
圖囿

身 社
会
保
障
給
付
費
町
兆
５
千
億
円

朋
丘
度
の
Ｍ
％
増
、
国
民
所
得
の
何
％

'１
国民所得に占める比

限
定
さ
れ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
十
二
・
十
）

大
幅
増
が
続
き
、
国
民
所
得
に
占
め
る

社
会
保
障
給
付
費
の
割
合
は
一
七
・
二

一
％
と
過
去
最
高
に
な
っ
た
。

国
民
一
人
当
た
り
の
社
会
保
障
給
付

費
は
四
・
一
％
増
の
五
十
三
万
六
千
六

百
円
と
こ
れ
も
過
去
最
高
だ
っ
た
。

社
会
保
障
給
付
費
全
体
の
半
分
強
を

占
め
る
公
的
年
金
は
四
・
三
％
増
の
三

十
四
兆
九
千
五
百
四
十
八
億
円
。
前
年

;'１
円

9１９３９５９６

度
は
年
金
支
給
対
象
者

を
増
や
す
制
度
改
革
に

伴
い
給
付
費
が
八
・
○

％
も
膨
ら
ん
だ
が
、
九

六
年
度
は
こ
の
影
響
が

消
え
た
た
め
小
幅
増
に

な
っ
た
。

各
種
健
康
保
険
か
ら

の
医
療
費
給
付
な
ど
は

四
・
七
％
増
の
二
十
五

兆
千
七
百
八
十
九
億

円
。
原
則
七
十
歳
以
上
を
対
象
と
す
る

高
齢
者
医
療
費
は
九
・
○
％
増
と
大
き

く
伸
び
た
が
、
現
役
世
代
の
医
療
費
は

小
幅
増
。
生
活
保
護
や
児
童
手
当
な
ど

「
福
祉
そ
の
他
」
は
福
祉
予
算
の
抑
制

に
よ
り
三
・
四
％
増
の
七
兆
四
千
八
十

七
億
円
。

年
金
給
付
や
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
合
わ
せ
た
高
齢
者
関
係
給
付
費
は

自
民
党
は
十
六
日
、
九
九
年
度
税
制

改
正
大
綱
を
決
定
す
る
。
政
策
減
税
に

つ
い
て
は
ロ
ー
ン
残
高
の
一
定
率
を
税

額
か
ら
控
除
す
る
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

制
度
」
の
新
設
の
ほ
か
①
父
母
な
ど
か

ら
贈
与
さ
れ
た
住
宅
取
得
資
金
の
税
制

上
の
優
遇
措
置
②
企
業
年
金
の
積
立
金

に
か
か
る
特
別
法
人
税
の
二
年
間
停
止

ｌ
な
ど
が
柱
と
な
る
。
自
民
、
自
由

両
党
は
十
五
日
の
政
策
協
議
で
、
い
わ

ゆ
る
「
子
育
て
減
税
」
の
実
施
で
も
合

意
、
扶
養
親
族
控
除
や
特
定
扶
養
親
族

控
除
の
増
額
を
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り

込
む
。
こ
の
結
果
、
政
策
減
税
と
四
兆

國囹

「
子
育
て
減
税
」
実
施

減
税
総
額
最
大
の
皿
兆
円
に

五
・
八
％
増
の
四
十
三
兆
七
百
八
十
五

億
円
と
給
付
費
総
額
の
六
割
強
を
占
め

た
。
高
齢
化
の
影
響
で
社
会
保
障
給
付

費
の
伸
び
が
国
民
所
得
の
伸
び
を
上

回
っ
て
い
る
た
め
、
社
会
保
障
給
付
費

が
国
民
所
得
に
占
め
る
比
率
は
年
々
高

ま
っ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

円
の
所
得
減
税
、
二
兆
三
千
億
円
の
法

人
減
税
を
合
わ
せ
た
最
終
的
な
減
税
規

模
は
過
去
最
大
の
九
兆
二
千
億
円
程
度

に
な
る
見
通
し
だ
。

自
民
党
は
十
六
日
、
税
制
調
査
会
の

総
会
で
大
綱
案
を
取
り
ま
と
め
、
総
務

会
で
正
式
決
定
す
る
。
政
府
・
自
民
党

は
来
年
一
月
に
召
集
す
る
次
期
通
常
国
会

に
税
制
改
正
関
連
法
案
を
提
出
す
る
。

自
民
党
の
丹
羽
雄
哉
政
調
会
長
代
理

と
自
由
党
の
藤
井
裕
久
元
蔵
相
は
十
五

日
午
後
、
国
会
内
で
会
談
し
、
子
育
て

減
税
を
巡
っ
て
扶
養
親
族
の
控
除
額
を

積
み
増
す
こ
と
で
合
意
。
少
子
化
対
策

九
九
八
・
十
一
一
・
十
）

大綱決定

１０８



すふ､お一らむこゆ

と
し
て
児
童
手
当
の
増
額
と
支
給
対
象

年
齢
の
拡
大
で
も
一
致
し
た
。
現
行
の

児
童
手
当
支
給
の
所
得
制
限
が
年
間
所

得
六
百
五
十
八
万
円
と
な
っ
て
い
る
の

を
七
百
十
二
万
円
に
引
き
上
げ
る
。
両

党
は
税
制
改
正
と
は
別
に
来
年
度
予
算

案
で
措
置
す
る
。

自
民
党
税
調
は
子
育
て
減
税
の
具
体

策
と
し
て
、
現
行
で
は
十
六
’
二
十
二

歳
の
子
供
（
特
定
扶
養
親
族
）
を
持
つ

人
が
受
け
て
い
る
五
十
八
万
円
の
所
得

控
除
額
を
五
万
円
増
額
す
る
と
と
も

。
４
兆
円
の
個
人
所
得
減
税
。
定
率
方
式
で
実
施

・
法
人
課
税
の
実
効
税
率
を
国
際
水
準
並
み
の
蛆
．
Ｗ
％
に
引
き
下
げ
。
減
税
規

模
は
２
兆
３
千
億
円

。
法
人
課
税
の
軽
減
税
率
を
引
き
下
げ

・
期
間
咀
年
の
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
」
を
創
設
。
｜
「
譲
渡
損
失
繰
越
控
除

制
度
」
と
の
併
用
を
認
め
る
。

。
登
録
免
許
税
、
不
動
産
取
得
税
、
特
別
土
地
保
有
税
の
軽
減
・
要
件
緩
和

・
有
価
証
券
取
引
税
・
取
引
所
税
を
朗
年
３
月
末
に
廃
止

・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
情
報
機
器
の
即
時
償
却
制
度
導
入
な
ど
、
投
資
促
進
税
制
の

拡
充

・
企
業
年
金
の
積
立
金
に
か
か
る
特
別
法
人
税
の
凍
結

・
非
居
住
者
に
対
す
る
政
府
短
期
証
券
な
ど
の
源
泉
徴
収
制
度
を
撤
廃

・
低
燃
費
車
・
低
公
害
車
に
対
す
る
自
動
車
取
得
税
の
軽
減
措
置
を
実
施

・
凍
結
納
税
制
度
を
２
０
０
１
年
を
め
ど
に
導
入

Ｉ
Ｉ
Ｌ

税
制
改
正
大
綱
の
骨
子 に
、
十
五
歳
以
下
の
家
族
を
持
つ
人
へ

の
扶
養
親
族
控
除
を
現
行
の
三
十
八
万

円
か
ら
十
万
円
上
積
み
す
る
方
向
だ
。
減

税
規
模
は
四
千
億
円
程
度
と
み
ら
れ
る
。

政
策
減
税
の
柱
で
あ
る
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
制
度
は
、
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て

ロ
ー
ン
残
高
の
一
定
割
合
を
税
額
か
ら

差
し
引
く
制
度
。
住
宅
買
い
替
え
時
に

発
生
し
た
売
却
損
を
所
得
控
除
す
る

「
譲
渡
損
失
繰
越
控
除
制
度
」
と
併
用

で
き
る
。
党
税
調
で
は
単
年
度
一
兆
円

強
を
減
税
で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
。

来
年
四
月
か
ら
コ
メ
輸
入
を
関
税
化

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、

年
間
の
最
低
輸
入
量
を
設
定
し
て
い
る

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
（
最
低
輸
入
義
務

量
）
は
年
々
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
、
二

○
○
○
年
度
以
降
は
年
六
十
八
万
二
千

少
で
横
ば
い
に
な
る
。
そ
れ
を
超
え
る

輸
入
に
は
当
面
、
高
関
税
が
適
用
さ
れ

る
。
輸
入
制
限
を
や
め
て
関
税
化
す
る

こ
と
は
市
場
開
放
と
い
え
る
が
、
高
関

税
の
た
め
短
期
的
に
は
輸
入
は
急
増
し

父
母
な
ど
か
ら
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与

を
受
け
た
場
合
の
特
例
措
置
も
改
め
る
。

現
在
は
一
千
万
円
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て

贈
与
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
る
が
、

千
五
百
万
円
に
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の
普
及
促
進
策
と

し
て
、
低
公
害
・
低
燃
費
車
の
自
動
車

取
得
税
も
軽
減
す
る
。
低
燃
費
車
に
つ

い
て
は
自
動
車
の
取
得
価
額
か
ら
三
十

万
円
を
控
除
す
る
。
企
業
の
情
報
化
投

資
を
促
す
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
百
万

円
以
下
の
情
報
機
器
に
関
し
て
は
、
即

雇皿

コ
メ
輸
入
急
増
見
込
み
簿

関
税
化
決
定
だ
が
、
税
率
下
げ
も

関
税
化
と
は
、
輸
入
禁
止
や
輸
入
数

量
制
限
と
い
っ
た
貿
易
を
制
限
す
る
措

置
を
や
め
て
、
関
税
に
置
き
換
え
る
こ

と
。
コ
メ
の
場
合
、
貿
易
は
事
実
上
、

国
が
独
占
し
て
お
り
、
ミ
ニ
マ
追
ア
ク

セ
ス
以
外
の
輸
入
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
う
に
な
い
。
し
か
し
、
長
期
的
に
は

関
税
引
き
下
げ
が
予
想
さ
れ
、
引
き
下

げ
の
程
度
に
よ
っ
て
は
コ
メ
農
家
に
と
っ

て
厳
し
い
時
代
が
来
る
こ
と
に
な
る
。

時
償
却
制
度
を
認
め
る
。
来
年
四
月
か

ら
一
年
間
の
時
限
措
置
。

親
会
社
と
子
会
社
の
全
体
の
損
益
を

算
出
し
、
法
人
税
を
ま
と
め
て
課
税
す

る
連
結
納
税
制
度
は
二
○
○
一
年
を
め

ど
に
導
入
を
目
指
す
。
有
価
証
券
取
引

税
は
来
年
三
月
末
に
廃
止
。
企
業
年
金

の
積
立
金
に
か
か
る
特
別
法
人
税
（
現

行
一
。
一
七
三
％
）
は
二
年
間
、
適
用

を
停
止
す
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
十
二
・
十
六
）
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来
年
四
月
か
ら
の
関
税
化
は
、
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
を
超
え
る
輸
入
に
つ
い
て

高
め
の
関
税
を
設
定
し
て
、
そ
の
分
は
だ

れ
で
も
取
引
で
き
る
形
に
す
る
こ
と
だ
。

来
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
関
税
は
、

一
キ
ロ
当
た
り
三
百
五
十
円
程
度
の
従
量

税
と
な
る
見
通
し
。

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
全

中
）
が
十
一
月
下
旬
か
ら
の
討
議
に

使
っ
た
資
料
は
関
税
率
の
モ
デ
ル
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば

二
○
○
○
年
で
一
キ
ロ
三
百
四
十
円
の
従

量
税
を
か
け
、
来
年
末
か
ら
始
ま
る
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
次
期
農
業

交
渉
で
毎
年
二
・
五
％
（
現
行
の
農
業

協
定
に
よ
る
コ
メ
以
外
の
関
税
削
減

率
）
の
関
税
削
減
が
決
ま
っ
た
場
合
、

従
量
税
は
二
○
○
四
年
に
約
三
百
円
、
二

○
一
四
年
に
約
二
百
円
、
二
○
二
四
年

に
約
百
円
に
な
る
と
い
う
。

’
九
九
五
年
度
以
降
、
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
の
う
ち
需
要
家
の
引
き
合
い
に

基
づ
い
て
取
引
さ
れ
て
い
る
売
買
同
時

入
札
で
は
、
食
糧
庁
の
買
値
と
売
値
の

差
（
輸
入
差
益
）
は
一
キ
ロ
当
た
り
平
均

百
三
十
五
円
だ
。
従
量
税
が
こ
の
程
度

に
下
が
る
と
、
買
い
手
が
十
分
つ
く
こ

と
に
な
る
。
他
の
経
済
情
勢
の
変
化
を

除
外
す
れ
ば
、
全
中
の
試
算
は
二
十
年

前
後
で
輸
入
米
と
国
産
米
の
価
格
差
が

な
く
な
る
こ
と
を
示
す
。

大
賀
圭
治
東
大
教
授
は
「
議
論
さ
れ

て
い
る
一
キ
ロ
当
た
り
三
百
五
十
円
の
関

税
な
ら
ば
、
輸
入
米
は
簡
単
に
入
っ
て

こ
な
い
」
と
見
て
い
る
。
た
だ
し
、
コ

メ
の
国
内
需
要
は
減
少
が
続
い
て
い
る

た
め
、
輸
入
量
が
拡
大
し
な
く
て
も
「
現

行
程
度
の
生
産
調
整
は
続
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
だ
ろ
う
」
と
予
想
し
て
い
る
。

日
本
の
コ
メ
生
産
量
は
九
八
年
産
水

稲
の
予
想
収
穫
量
で
八
百
九
十
五
万

ト
ン
。
国
内
需
要
は
九
九
米
穀
年
度
（
九

八
年
十
一
月
か
ら
九
九
年
十
月
）
で
九

百
五
十
五
万
ト
ン
。
在
庫
が
あ
り
輸
入
の

重
荷
は
す
で
に
大
き
い
。

堀
口
健
治
早
大
教
授
は
「
関
税
化
に

賛
成
だ
が
、
い
っ
た
ん
関
税
化
す
る
と

税
率
を
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
く
の
が
問

題
」
と
指
摘
す
る
。
全
中
の
試
算
も
Ｗ

Ｔ
Ｏ
交
渉
で
の
関
税
削
減
率
が
大
き
く

な
れ
ば
、
話
が
変
わ
る
。

消
費
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
「
高

関
税
を
課
す
の
で
、
当
面
は
安
い
輸
入

米
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
。
‐
坐
元
価
格
は

下
が
ら
な
い
だ
ろ
う
」
（
中
村
文
治
ヤ
マ

ク
ネ
社
長
）
と
い
う
見
方
が
一
般
的
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
二
・
十
六
）

経
済
企
画
庁
の
研
究
会
「
国
民
生
活

研
究
会
」
（
座
長
、
八
代
尚
宏
・
上
智

大
教
授
）
は
Ⅳ
日
、
保
育
所
整
備
は
社

会
に
と
っ
て
も
、
保
護
者
、
市
町
村
な

ど
に
も
「
得
」
と
の
分
析
結
果
を
ま
と

め
、
働
く
母
親
の
支
援
策
と
し
て
提
言

し
た
。
子
供
を
６
歳
ま
で
預
け
る
場
合

で
、
母
親
の
可
処
分
所
得
（
手
取
り
収

入
）
が
約
４
４
５
０
万
円
増
え
、
市
町
村

な
ど
の
税
収
も
約
１
７
０
０
万
円
増
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
を
大
き
く
上
回
る
。

大
卒
女
性
が
犯
歳
で
就
職
し
、
帥
歳

で
退
職
す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
試
算
し
た
。

１１潟は
オトクですよ」
政
府
、
自
民
党
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
全
中
）
は
十
七
日
、
九
九

團國
コ
メ
輸
入
増
上
同
関
税
の
壁

関
税
化
決
定
で
国
家
管
理
を
事
実
上
維
持

自治体は1700万
円税収アップ

同
じ
企
業
に
勤
務
を
続
け
た
場
合
の
総

所
得
は
２
億
９
８
７
５
万
円
、
所
得
税

・
住
民
税
や
社
会
保
険
料
を
差
し
引
い

た
可
処
分
所
得
は
１
億
９
６
２
６
万

円
。
こ
れ
に
対
し
、
朗
歳
の
出
産
を
機

に
退
職
、
子
供
が
６
歳
（
小
学
校
入
学
）

に
な
る
ま
で
子
育
て
に
専
念
し
て
沁
歳
で

再
就
職
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
し
た
場
合
、
年

功
賃
金
カ
ー
ブ
な
ど
の
影
響
も
加
わ
り
総

所
得
は
２
億
２
８
３
６
万
円
、
可
処
分
所

得
は
１
億
５
１
７
７
万
円
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
結
果
、
母
親
が
継
続
し
て
勤
務

で
き
れ
ば
、
可
処
分
所
得
は
４
４
４
９

万
円
、
税
収
は
１
７
２
３
万
円
増
え
る

計
算
に
な
る
。
一
方
で
、
子
供
１
人
を

６
年
間
保
育
所
に
預
け
た
場
合
の
保
護

者
の
負
担
額
は
最
高
で
４
９
０
万
円

で
、
所
得
増
加
分
の
９
分
の
１
．
市
町

村
な
ど
整
備
運
営
費
も
最
高
６
４
９
万

円
に
と
ど
ま
り
、
増
収
分
の
半
分
以
下

に
と
ど
ま
る
。
【
高
橋
秀
郎
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
一
一
・
十
八
）
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年
四
月
か
ら
コ
メ
輸
入
を
関
税
化
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
中
川
昭
一
農
相
、
桜

井
新
・
自
民
党
農
林
水
産
物
貿
易
対
策

特
別
委
員
長
、
原
田
睦
民
・
全
中
会
長

が
記
者
会
見
し
発
表
し
た
。
形
式
的
に

は
食
糧
庁
に
よ
る
独
占
輸
入
が
改
め
ら

れ
、
民
間
企
業
が
自
由
に
コ
メ
輸
入
に

参
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、
国

産
米
を
保
護
す
る
た
め
政
府
が
民
間
輸

入
に
高
い
関
税
を
か
け
る
の
で
、
当

面
、
輸
入
拡
大
は
進
ま
な
い
と
み
ら
れ

る
。
二
○
○
○
年
に
始
ま
る
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
次
期
農
業
交
渉
で

１ＥＵＪ１十卍Ｈ２

卯
〈
毎
十
八
斗
ロ

行 ｉｉ１ｎ麺趣

倍
Ⅲ
些
践
「
帥
い
田

コ
メ
輸
入
関
税
化
は
十
八
日
の
関
係

閣
僚
会
議
で
正
式
決
定
し
、
同
日
中
に

も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
通
報
す
る
。

現
在
の
コ
メ
輸
入
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
農
業

協
定
で
決
め
ら
れ
た
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
（
最
低
輸
入
義
務
）
に
従
い
、
食
糧

庁
が
独
占
的
に
実
施
二
部
は
商
社
な

ど
が
輸
入
）
し
て
い
る
。
安
い
輸
入
米

と
国
産
米
と
の
価
格
差
を
解
消
す
る
た

め
、
輸
入
価
格
に
食
糧
庁
が
一
篭
あ
た

関
税
引
き
下
げ
圧
力
が
強
ま
る
の
は
必

至
だ
。

り
最
大
二
百
九
十
二
円
を

上
乗
せ
し
て
国
内
市
場
に

流
す
。
商
社
な
ど
の
輸
入

枠
も
同
庁
の
管
理
下
で
同

じ
仕
組
み
を
と
る
。
こ
の

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
に
加

え
て
九
九
年
四
月
か
ら
は

民
間
も
自
由
に
輸
入
で
き

る
が
、
上
乗
せ
価
格
の
代

わ
り
に
そ
れ
よ
り
高
い
輸

入
関
税
が
か
か
る
。

関
税
は
農
業
協
定
に
基

づ
い
て
農
水
省
が
算
出
し

た
従
量
税
で
、
九
九
年
度

は
一
議
当
た
り
三
百
五
十

一
円
十
七
銭
、
二
○
○
○

年
度
以
降
は
同
三
百
四
十
一
円
ち
よ
う

ど
に
な
る
。

食
糧
庁
の
直
近
の
外
国
産
米
の
買
い

入
れ
価
格
に
九
九
年
度
の
関
税
額
を
上

乗
せ
す
る
と
、
米
国
産
の
短
粒
種
は
六

十
篭
当
た
り
約
二
万
七
千
円
、
中
国
産

の
短
粒
種
は
同
約
二
万
五
千
七
百
円
と

な
る
。
新
潟
産
の
一
般
的
な
コ
シ
ヒ
カ

リ
よ
り
三
千
五
百
’
四
千
八
百
円
ほ
ど

割
高
で
、
実
際
に
輸
入
し
て
も
採
算
が

と
れ
る
水
準
で
な
い
。

一
方
、
関
税
化
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
政
府
は
年
々
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
の
数
量
を

抑
え
る
。
農
業
協
定
で
は
関
税
化
し
な

い
場
合
、
二
○
○
○
年
度
以
降
八
十
五

ミニマムアクセス数量

鶏

０
０
０

０
８
６

１

関

liilil
95年度９６９７ 9８９９ 2000年度

以降

万
少
（
九
八
年
は
六
十
八
万
少
）
に
増

や
す
必
要
が
あ
る
が
、
関
税
化
導
入
に

よ
り
七
十
七
万
少
で
済
む
。
形
式
上
は

国
と
民
間
の
二
本
立
て
の
輸
入
に
な
る

が
、
事
実
上
は
貿
易
の
国
家
管
理
を
維

持
し
、
輸
入
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
。

二
○
○
○
年
度
以
降
の
関
税
額
は
Ｗ

Ｔ
Ｏ
の
次
期
農
業
交
渉
の
期
間
中
は
維

持
さ
れ
る
。
た
だ
、
交
渉
で
は
米
国
が

関
税
引
き
下
げ
の
圧
力
を
強
め
て
く
る

の
は
確
実
。
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
他
の
農
産
物
輸
出
国
と
と
も

に
、
関
税
額
に
上
限
を
設
定
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
構
え
と
み
ら
れ
る
。
日
本

は
食
糧
自
給
の
需
要
性
や
農
業
の
持
つ

国
土
保
全
機
能
の
維
持
な
ど
を
訴
え
て

対
抗
す
る
が
、
他
の
加
盟
国
の
支
持
が

ど
こ
ま
で
広
が
る
か
不
透
明
だ
。

吉
同
ま
る
輸
入
米
需
要

コ
メ
輸
入
の
関
税
化
に
つ
い
て
関
係

者
の
間
で
は
「
流
通
市
場
へ
の
影
響
は

当
面
軽
微
」
（
ヤ
マ
タ
ネ
）
と
の
見
方

が
支
配
的
だ
。
一
キ
ロ
三
百
五
十
一
円
強

と
い
う
高
関
税
で
は
「
外
国
産
米
を
輸

入
す
る
業
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」

（
日
商
岩
井
穀
物
部
）
と
み
ら
れ
る
た

め
だ
。
た
だ
、
九
五
年
に
ミ
ー
ラ
ム
ア

ク
セ
ス
制
度
を
導
入
し
て
以
来
、
外
国
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産
米
は
着
実
に
日
本
市
場
に
浸
透
し
て

い
る
。
将
来
、
関
税
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
輸
入
米
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
つ
な
が

る
公
算
は
大
き
い
。

米
国
や
豪
州
な
ど
の
海
外
産
地
で
は

日
本
の
商
社
と
の
契
約
栽
培
が
広
が

り
、
食
味
も
日
本
人
に
合
っ
た
コ
メ
が

増
え
て
い
る
。
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
制

度
で
は
政
府
が
外
国
産
米
の
輸
入
か
ら

販
売
ま
で
一
括
管
理
す
る
二
般
枠
」

（
九
八
年
度
は
約
五
十
六
万
少
）
と
、
市

場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
商
社
と
の
卸

会
社
が
連
名
で
外
国
産
米
を
購
入
す
る

「
売
買
同
時
入
札
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
枠
」
（
同

十
二
万
少
）
が
あ
る
。
｜
般
枠
で
輸
入

し
た
コ
メ
は
大
量
に
売
れ
残
っ
て
い
る

が
、
好
き
な
銘
柄
を
買
い
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
Ｓ
Ｂ
Ｓ
枠
は
「
ほ
ぼ
全
量
が

消
化
さ
れ
て
い
る
」
（
民
間
調
査
機
関

の
米
穀
デ
ー
タ
バ
ン
ク
）
。

持
ち
帰
り
弁
当
店
を
関
西
で
展
開
す

る
ハ
ー
ク
ス
レ
イ
（
大
阪
市
、
青
木
達

也
社
長
）
は
来
春
か
ら
関
税
枠
で
豪
州

な
ど
か
ら
弁
当
用
の
コ
メ
を
年
間
千
少

輸
入
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
十
七
日
決

ま
っ
た
関
税
率
で
は
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
関
税
が
下

が
っ
た
場
合
は
こ
う
し
た
需
要
が
表
面

化
す
る
可
能
性
が
高
い
。

ダ
イ
エ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な

ど
が
Ｓ
Ｂ
Ｓ
で
落
札
さ
れ
た
米
国
産
米

を
中
心
に
家
庭
向
け
の
販
促
を
強
化
し
て

い
る
ほ
か
、
大
手
卸
な
ど
も
商
機
を
狙
っ

て
お
り
、
国
内
市
場
か
ら
関
税
引
き
下
げ

圧
力
が
か
か
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

生
産
者
も
あ
る
程
度
の
関
税
下
げ
を

予
期
し
、
「
付
加
価
値
の
高
い
コ
メ
を

売
る
努
力
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
（
山
形
県
の
農
業
生
産
法
人
、
い

ず
み
農
産
の
斎
藤
一
志
社
長
）
と
の
声

が
出
て
き
た
。

中
川
昭
一
農
相
、
桜
井
新
・
自
民
党

農
林
水
産
物
貿
易
対
策
特
別
委
員
長
、

原
田
睦
民
・
全
中
会
長
の
記
者
会
見
で

の
主
な
発
言
内
容
は
以
下
の
通
り
。

中
川
農
相
来
春
の
関
税
化
が
最
も

適
切
と
判
断
し
た
の
は
、
交
渉
な
し
で

関
税
化
に
移
行
で
き
る
う
え
、
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
を
抑
制
で
き
る
か

ら
だ
。
関
税
化
と
い
う
各
国
共
通
の
土

俵
に
立
つ
こ
と
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
次
期
農

業
交
渉
で
は
日
本
の
主
張
を
理
解
し
て

く
れ
る
加
盟
国
が
増
え
る
だ
ろ
う
。

桜
井
委
員
長
関
税
化
の
受
け
入
れ

が
次
期
交
渉
で
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と

は
な
い
し
、
生
産
調
整
（
減
反
）
の
強

農
相
ら
会
見
要
旨

化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
な
い
。
減
反
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
コ
メ
が
余
っ

て
い
る
の
に
、
強
制
的
に
輸
入
す
る
ミ

ー
ラ
ム
ア
ク
セ
ス
は
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
同
一
の
貿
易
ル
ー
ル
を
す
べ
て
の

国
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
各
国
の

生
産
条
件
の
差
異
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
。

農
水
省
は
、
政
府
が
コ
メ
の
転
作
面

積
や
県
別
の
配
分
を
決
め
る
強
制
減
反

（
生
産
調
整
）
を
、
二
○
○
○
年
度
に

廃
止
す
る
方
針
を
固
め
た
。
減
反
面
積

な
ど
の
決
定
は
農
協
組
織
な
ど
の
自
主

的
な
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
。
コ
メ
の
生
産

に
市
場
原
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
生

産
者
の
競
争
力
を
高
め
る
狙
い
が
あ

る
。
同
時
に
麦
や
大
豆
な
ど
自
給
率
の

低
い
作
物
の
生
産
を
奨
励
し
、
水
田
の

有
効
活
用
を
目
指
す
。

同
省
は
年
明
け
か
ら
自
民
党
や
全
国

農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
全
中
）
と
の

函

コメ強制

減反を廃止

農水省方針

１
１
１
１
口

原
田
会
長
検
討
の
期
間
が
極
め
て

短
く
、
組
織
内
の
協
議
も
厳
し
か
っ
た

が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
も
と
で
稲
作
農
家

を
守
る
に
は
最
善
の
選
択
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
十
二
・
十
八
）

調
整
に
入
り
、
来
年
九
月
ま
で
に
政
策

転
換
を
決
定
し
た
い
考
え
だ
。

強
制
減
反
は
コ
メ
の
余
剰
生
産
を
抑

制
し
、
需
給
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
七

一
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
九
七
年
ま

で
四
年
連
続
の
豊
作
で
コ
メ
在
庫
が
膨

ら
ん
だ
結
果
、
強
制
減
反
の
面
積
も
拡

大
。
九
八
、
九
九
年
の
二
年
間
は
、
過

去
最
大
の
九
十
六
万
三
千
紗
の
強
制
減

反
を
実
施
す
る
。

し
か
し
、
強
制
減
反
に
は
「
農
家
の

生
産
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
」
と
の
批
判

が
強
い
。
九
八
年
は
減
反
を
拒
否
す
る

地
域
が
広
が
っ
た
結
果
、
減
反
の
実
施

面
積
は
七
七
年
以
来
、
二
十
一
年
ぶ
り

に
目
標
を
下
回
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
十
二
・
十
八
）
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２．東南アジア諸陛|等人Ll・開発些礎調iIf報告i1キ

ーイントIFｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎＩｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰＤｐｕlationand

DevelopmentjnSoulheaslAsianCoulUtnes

-II1dla-

施調査報告書及び出L＿

昭和58年度

１．中聴人hL共ﾄﾞⅡI玉1人口家族&1.画坐礎調査級告諜

BasicSurvevonPopulalionandFamiｌｙＰＩａｎＩ１ｉｎｇ
ｉｎｔｂｅＰｅ｡ple1sRepublicofChina（英語版）

４１i育率和生ii1i水平失系にｌ１Ｈ合作澱fii研究恨皆名
（１１１国語脳）

３．中華人lC共ｆⅡ同人｢I・家族iilliI1i第二次｣[L礎鋼iIE報告:謀

Ｂａ＆icSurvey(11）onPopulationandFilmilyP1aIminＲ

ｉｎｔｈｅＰｅｏｐＩｅ,sRepubllcofChina

生育率*ⅡllLiiHi水平矢系第二次１１１１]谷作澗ｲif研究柵

併搭（中国織版）

昭和59年度

1．アジア潴圃の農村人口と農業開発に関する調査慨告評
一インドm-

Repo｢ｔｏｎｔｈｅＳｕｗｅｙｏｆＲｕｍｌＰｏｐｕｌａｌｉｏｎａnd
Agricul[uralDevelopmentinAsianCollnlrieｓ

－ｌｎｄｉａ－（英語版）

４．ネパール－１ﾐ囚人ｕ・家族計画雄礎調森

Bas1cSu｢vevRcportonPoI〕ulationandlhmily

PlanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

Ｕ｢banizanonandDevelopmentinJapan（英語ＩＭＤ

２．東南アジア蒲ljlil等人口・開発叩き礎調森報告諜
一タイli:Ｉ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｗｅｙｏｆＰｏｐｕIationandDeve-
l0pmenlinSoutheastAsianCountries

Thailand-

６．バンコクの人[I部i1I化と生iIli環境・悩祉識ｉｌｆ

－データ綱一

ＳｕｒｖｅｖｏｆＵ｢banizalion，LivingEnvironmentand

WelfareinBangkok－Ｄａｌａ－

（英語版）

３．日本の人口転換と農村Ⅲj苑

DemogrtlphicT｢ansjtioninJapanandRLIrall)eve‐

Iopmcnl（英語版）

スライド

日本の都市化と人口（Ⅱ本語NII）

UrbanizationandPopulationin」apa、（英i譜版）

日本的城ili化｣j人、（中国語ltH）

UrbanisasiDankependudukanDiJepfIng

（インドネシア譜版）

●

【●〃０

４．SurvevofFeI･lilityandLivingStaT1daIdsiｎＣｈｉｎｅｓｅ

ＲｕｒａｌＡｌＵａｓ－Ｄａｔａ－AIlIhehouseholdg0ftwo

viⅡａｇｅｓｉｎＪｉｌｉｎＩ>rovincesurvcvedl〕yqllesl1onnaIres
（英識版）

失干11''五1友付的人I」11i育率勺生iiIi水1起的iJli査恨告

一対千717杯街両今村逃行全戸、i談iＭ在｢灼坊采一一

＝錠ｊ↑＃M＝（｢'１腿l語版）

昭和61年度

ｌ・アジアＩ調[fxlの腰村人１１と農紫HM苑に１４Iする綱jOf報呰『(キ

ーインドネシアiT1-

Renorl〔)ＩｎｔｈｃＳｕｒｖｅｖｏｆＲｕｒａｌＰ〔)pulationand

ARriculturfllDevelopmentinASianCountrics

-Indone別３－（英語版） ５．スライドＵ本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（Ｈ本譜版）

Agricultural＆Rura1Developmentand，PopulEItjon
injapan（英語版）

日本衣並衣村的友展和人口的推移（中匠1諦版j

PerkembanganPertanian，MasyarakatDesaDan

KependudukanDijepang（インドネシア譜版）

（以上４力I玉1腕スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀街を受賞しました｡）

昭和60年度

２．東南アジア諸国等人口・開発ﾉﾘ:礎調炎報告１１ト

ーインドネシアIT1-

ReportonlheBa5icSurvevofPopulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCounlrles

--IndDnｅｓｌａ－（共編版）

３．在日制学生の学ilVと生活条件に脱｜する研究

一人的能力開発の諜越にHlIして－

４．日本の労働力人口と開発

LaborPorceandDevelopmentinJapan（英語版】 l・アジア諸国の農村人'二1と農業IⅢ苑に関する調ff報呰醗
一タイ国一

Ｒｅｐｏｒｔｏｎ［heSurveyofRuralPopulationand

AgriculturfllDeveIopmentlnAsianCountr1es

-Thailand-（英語版）

５．人Ｕと開発１１M連統iil･鵬

DemographicandSocio・Economiclndicatolson

PopulatlonandDevelopmcnt（英語版）

１１３



６．スライド日本の産業開発と人口

－その原nlj力・電気一（日本語版）

IndustrialDevelopmentandPopulationinJapan

-TheprimeMoverEIec[｢lcitv- （英語版）

日本的杵此度展与人口

一其原助力一曳気一（中国語版）

PembangunanlndustridankependudukandiJepang

-PenggerakUtama-TengaListrik-

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人ロ・開発鎚礎調査報告晋

一中華人民共和底ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏpuIationand

DevelopmentinSoutheaslAsianCountries

-China-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査l川究報告書

一タイ国一

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilvinJapan（英語版）￣

7．ネパール王国人口家族計画第二次埜礎調盗

ComplementaryBasicSurveyReportonPopu1ation

andFamilvPlanningｉｎｔｈｅｋｉｎｇｄｏｍｏｆＮｅｐａＩ－総計築一

andDevelopmentinAsian

alldStatisticalTabIes-

５．アジアの人口転換と開発

DemographicTransjtion

Countrieｓ－Ｏｖｅｗｉｅｗ

（英語版）
昭和62年度

Ｌアジア諸国の磯村人口と農業開発に関する調炎報告啓

一中華人民共和国一

ReportonIheSurveyofRuralPopu1atlonand

AgricultuwalDevelopmentinAsianCountries

-China-（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinJapan-AsianExperj・

ｅｎｃｅ－（英語版）

ロ本的人口勺家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluaTgaJepang（インドネシア語版）
２．９K南アジア諸国等人口・開発JIL礎調査報告書

一ｔ１１瀧人民共和|到一

ReportontheBasicSurveyofPoDulationand

DevelopmenlinSoutheastAsianCountris

-China- （英識版）

7．ペルー共和国人口家族計画挫礎調盗

平成元年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調盗報告啓

一バングラデシュ同一

ReportontheSurveyolRuralPopulalionand

AgriculturalDeveIopmcnt-Bangladesh-（英

語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調従研究報告書

一フィリピン同一

４，日本の人口と農業開発

PopulalionandAgricuIturalDevclopmentinJapan

（英識版）

２．東南アジア諸国等人ロ・開発基礎調査報告響

一ネパール庇１－

ReportontheBasicSurveyolPopulationan(I

DevelopmentinSoutheastAsianCount｢ies

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

Populalion，DevelopmentandEnvironmentinNepal

（災諸版）

６．スライド

｜｣小の人口秘勤と絲済発展（[|本譜版）

ＴｈｅＭｉｇ｢atoryMovemenlandEconomlcDevelop

menLinJapan（英譜版）

ロ本的人1-1秘功｣ﾌ難i行友展（中国語版）

PerpindahanPer1dudukDanPerkembanganEkonomi

Dijepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労動力流出に関する調査研究報告書

一マレーシア１瓦一

４．日本の人[l櫛造変動と開発一ilii齢化のアジア的}M

lli-
Dbbb

StructuralChangeinPopLIlatiollandDevelopment

（英語版）－Japan,sExperierxcemAgmg- ７．トルコﾛ人口家族計ilipk礎調在

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

AginginJapan-ChallengesandProsPecLs-

（英謡版）

近人商齢化社会的日本正DiiIl缶挑銭一追求_具生命意又

的老年生iIli-（中国語版）

昭和63年度

ｌ・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一ネパール国一

Rcpor［ontheSurveyofRUralPopulationand

AgriculturaIDevelopmentinAsianCoumrieS

-Kepal-（徒語版）

１１‘



３・アジア諸国からの労働力流１１iに関する調査研究報告書
一中燕人lそ共和国一 TantanganMflsyarakatLaniutusiajepang

（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口－１９９()年代の展塑一

RegionalDevelopmerUtandPopulfItlolTi1Ijal〕an
-TrendsandProsI)ec鴫ｉ【］lhel990s-
（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５ヵ回の比杖一一

StraueglcMeflsuresmrIheAgrlculturalDeveloI〕ｍｅｎｌ
－Ｃｏｎ､pamtiveSlrudie＆〔)YxFivcAsianCoul1trles-
（英i濡版）

（本作品は、199()年(11ｲ)日本視聴覚教育協会主椛優秀映
像教材選奨社会教育部１１Vで優秀賞を受賞｡）

５．スライド

日本の地域開発と人口（Ⅱ本譜版）

ReginalDevelopmentandPcpulaLioninjapaI1
（英語版）

日本的区域升友和人口（↓'１国語版）

PerInbangunanDaerabda11PopulasidiJCpaIlg
（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア潴同の農村人1コと農堆１１１１発に関する洲１１h報告ilド
ーフィリピン[iR1--

Rel)oＪｔｏｎＩｂｅＳｕｒｖｅｖｏｆＲｗａｌＰｏｐｌｊｌａｌｉ〔)nand

AgX1culluralDcvelopmenl-PhiIIP)I)incs-（英語版）
６．アジアの労働力移動

LaborMjgratjcninAsja（英茄版）

２．東南アジア,i制iil等人1コ・開発聡礎調盗報告醤
一一バングラテ縁シュー

ReportonIheBasjcSurvevofPopuIa[ionand
DevelopmentinSoulheastAsjanCoun[r;ｅｓ
－Ｂａｎ度ladesh-（英語版）

平成４年度

１．アジア諸国)の農村人口と農業開発に関する調在雑〈qiLド
ーマレーンアm-

ReI)ortontheSuI-veyofRuralPopulaljImand

Agricu｣turalDeveIopment－Malaysja-
（英語版） ３・アジア`渚[Iilからの労働ﾌﾞﾉ流出に側するＩ調もE研究報〈1Ｆｉｌｌ；

－インドネンア同一

２．東南アジア諸匠l等人口・開発基礎調査報告ill‘
－ベトナム国一

ＲｅＤｏｒｌｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｖｏｆＰｏｐlllationand
DevelopmentinSoutheastAslanCounlrles
-VietNam-（英語版）

４．日本の人口・開発・鞘境一アジアの維験一
ＰＯＩ〕ulation，DevelopnlcntalldEnvironment
JapaI1－AsianExI)erience-（英語版）

1，

５．スライド

日本の環境・人LI・ｌｌＭ苑（Ⅱ本譜版）

EnvironmenLPopulaIiol】ａｎ(IDevelopmentin
Japan（英語版）

日本的坏境・人LI・升友（中国語版）

LinRkungan，PendudLxkdanPembaI】gunanJeI)anｇ
（インドネシア鐇版）

（本作品は、1991年1M)日本視聴覚教育協会主雌優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３・アジア諸国からの労働力流''１に関する調査研究欄i告諜
一スリランカ屈一

４．アジアの睦業転換と人LI

lndustl-ialTransitionandPopuialioninAsia
（英語版）

５．スライド

明日に生きる－１１本の産業転換と人口一（日本
語版）

ＬＷｌｎｇｆｏｒＴｏｍｏｒｒｏｗ－IndustrialTransItionand
PolpulatlonjnJapan-（英語版）

生活在IUj天一日本的芹止蒲換９人'１－（｢１１国語版）

６．アジアの人LI部jlI化一統『汁柴一

Prospects()fUrbaniza1ionjnAsia （英語版）

平成３年度

１.ｱｼﾞｱ諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告謙
一スリランカIR1-

Rep(〕ｒｔｏＩ］thcSurveyRuralPoPu1alionand
AgricullllralDevelopmenl-S｢jlanka-
（英語版）

HidupUntukHariEsok－１.eraIiI1innStl･uktur
IndustriDaIlPonu1a旨ｊＤｉＪｃｐａｎｇ－
(インドネシア語脱）

２．東南アジア術国等人、,開発基礎調在報告誹
一フィリピンIl1-

ReporlontheBasicSurvevofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountrjes
-PhlIlppines-（英語版）

平成５年度

１・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告i1ト
ーベトナム国一
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ReportontheSurveyofRuraIPopulationand
AgriculturalDeveloｐｍｅｎｔ－－ＶｉｅｔＮａｍ－
(英語版）

平成７年度

Ｉ・アジア諸国の発腿段階別農業・農村ＩＨＩ発雅礎,iMff端Ｉｆ

ＩＵ：－パキスタン区l-

ReportontheBasicSurveyonAgriculIurajandRural

DevelopmeｎｔｂｙＰｒｏｇ｢essStageinAsianCounl1des

-Pakistan-（英譜版）

來南アジア諸国等人ｌＬ１ｌＩ１発J`喋礎調在報告書
一スリランカln-

ReportontheBasicSurveyo〔Populatjonand
DevelopmentinSoutheastAsianCountrieS
-SriLanka-（英語版）

ツ

２．アジア諸国の肺Tb化とl1H発雅礎調在報告71ド

ーネバール瞳l-

ReportontheSurvev(jlUrbanizatlonan(lDevelopmen（

ｉｎＡｓｉａｎＣ(】unlries-Nez〕aｌ－（災i譜版）

３．アジア諸国の人間資illH開発と労働力に関する調充研究

報侍諜一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人ｕと開発一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PopuIaKionandSusLainableDevelopment
（英語版）

３．アジア諸同の人間資il熟|Ｈ１莞と労ｌｌＭｌ力に'１４ＩするiiiM森liIf究

織告ｉｌｉ－インド同一

４．アジアにおける女性,カエンハワーメント

ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ（災誌版） ５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位向｣乱と日本の人口一
（日本語版）

WomenandtheirChalIenges－Improvements

in［ｈｅＳ(atusofWomenthePopulati〔mofjapan-

（英語版）

女性的挑lik－女性地位的提高与日本的人ｕ－

〈L１１国謡版）

Tan[anganKaumWanlta-EmansipaslWanita
danPopulasijep魚ｎｇ－（インドネシア識版）

５．スライド

ァソアを拓け－女性たち－（ロイえ,iiIillII）

ABriglltofGenderEquaIity-Empowel･ｍｃｎＩＤｆ

Ｗｏｍｅｎ１ｎＡＥｉａ－（英繍版）

通従月弧之路一十Ｈ｣11洲女健一（｢'１|霜I繭版）
夕

Ila｢p;XnCerahbagl１ｺersELmfl(I、－１（:IulⅢWanita

Asifmvlerambai1Jala,１－（インドネシアiiIIi版）

平成８年度

ｌ・アジア禰陛lの発腔段階別農業・農村１１１１発唯礎iiMｲitWllUr

flドーラオス人民民主共和ｍ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅＶｏｎＡｇｒicul[uralihnd
RuraIDeveloDmeI】tbyProgre畠sStageinAsian

Countries－LaoPeopleDsDemoraUcRepublic＿

（災識版）

平成６年度

１．アジア諸IZlの発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

響一インドln-

ReportontheBasicSurveyonAgriculturaIandRural
Devel()ｐｍｅｎｌｂｙＰｒ()gressStageinAsiaTlCounlrics
-Ｉｘｍｉａ－（英語版）

２．アジア緒風の都市化と開発調査報告ｉｌｌ－タイlrl-

RepDrtontheSurveyofUrbanizationandDevelopment
inAsianCouI1tries-Thailand-（英語版）

２．アジア諸国の都ili化と'1N発iilM術搬告[1ド

ーフィリピンEil-

ReportontheSurveyolUrbfmizationandDevel()ｐ
ｍｅｎｔｉｎＡｓｉａｎＣｏｕｎＩｒｉｅｓ－Ｉ，hjlippines-（災研ＩＭＵ

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調在研究

報告書一ベトナム国一

３．アジア禰l｣i1の人間資源開発と労例ﾌﾞﾉにllMするjilllfHil1究

繩群ｌＷ－ラオス国一
４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１１１t紀の1iUil略一

Women,sLaborParticipationandEconomicDeveloP

mentinAsia-Strategytowaｒｄ２１Ｃｅｎｔｕｒｙ－

（英語版）

４．２１世紀の人｢I・食櫛戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStrategyfor21ｓｔｃｅｎｔｕｒｙ
－ＡｓｉａａｎｄＷ〔)1.1.-（英譜縦）

５．スライド

アジァの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfOrtheWomenofAsia（英語版）

亜洲妃女的新１１j程（中国語版）

ＷａｎｉｔａＡｓｉａＫｍｉ……（インドネシア譜版）

５．スライド

２()25年へ‘)決断一アジアの人｢1期Ⅲ]と食料

ChallengeandDecisionforLheYear2025

-PopulationIncreaseandFoｏｄｉｎＡｓｉａⅦ

（災iilflIlR）
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|〔ﾘ端2〔)25年『ｌ１ｊｔ断一H1iill;(19人口噌股fll檎食一

(''－１[Fli譜版）

TekadUntukTahun2025-PertambahanPopulasl

danPaI1gal】（IｉＡｓｌａ－（インドネシア語版）1．了国際人ロ開発会幽行動計画要旨」1995年（和文）

（内容；1994年カイロの国際人ロ1)M発会識(ICPD)の行

動計画の要旨.同文書関連の出liij物としては本邦初｡）

平成９年度
２．Ｆ国際人ロ開発職員会鰻』、国際人ロ開発蟻国会醗鯛事

録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人口開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議員会議である国際人口開発議

員会議の議事録。｜可会議には117力伺約300名の国会議

員が参加した。会議宣言文はICPD総c会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会識風フォーラムが撚備された｡）

ｌ・アジアiiiⅡIilの発展段階ﾘﾘ農業・健付l刑発1k礎調從靴告

１１キーラオス人lG民主共和国一

Repor［ｏｎｔｈｅＢａ５１ｃＳｕｗｃｖｏＩ１ＡＲ｢icu1luralfIn(Ｉ

ＲｕｒａｌＩ)evelopmcntbvProRressSliuReinAsiim

Counlrles…LaoPeople↑sDemogIでlticRepui〕Ｉｉｃ－

２．アンアゾ)｛I:公|ﾙ１発とノ､lI1IllIl苑

Ｓ【)ciaIDcwlpmcI1tandHumal］Ｉ〕evelopmeI】ｔ

ｉＩｌＡｓｉａ

３．アジアi柵|T；1の人１１M溢湖|)'１発と労l脚力に|H1するiilllilHi)}先

N1iqr1l1-マレーシア同一

１．水をﾀﾞ〕ぐる２１世紀”危機

一アジア人1Jを11{点として－

WaterＣ｢isｘｇｉｎｔｉ１ｅＴｗｅｎｔｖＦｉｒｓｔＣｃｎｔｕｗ

－Ｐ｢ospeclofA＆ｉａｎＰ〔)pulaIionandl光velopmcnt-

３・国連人ロ基金「世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、賓金

の流れを分析。我が国の人口分野への武献も併llif｡〉

４．ｒ国際人ロ．社会開発鯛貝会鰻｣、国際人ロ．社会開発

鰻員会蟻OMPPSD)鯛事録、1996年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ、1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開僻された人

口と社会開発に関するＥ'会議貝会議議事録｡）

５．スライド

水は生きている－人１１と水資#11jl-

WateIigAllve-PopulatiOnandWater

Resources-（英語版）

水是ｲ１１２命ｉＩり一人L１句水臓魂一（[ｌ１ｌＬｊ１ｉ綿|k〉

ＡｉｒｉｌｕＨｉｄｕｐ－Ｉ〕e､(luk〔ｌａｎＳｕｍｄｅｒＡｉｒ－

（インドネシア猯版）

５．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国連人ロ会鯛20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘール1996年（和文）

（内容；国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人｢l開発会議まですべて

の国連主惟の人口会議に参加し、人｢1分ｻﾞ}における世

界的大家である著者が、その推移を概観し分析した｡）

６．ToshioKurcdaUResourceSeries20OFromBucha‐

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula‐

tionConfBrences-''１’９９ｓ（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

7．「国際女性・人ロ・開発磯員会鱗』、国際女性・人ロ・

開発鰻員会鬮(lMPGPD)磯事録、1996年（和文）

〈内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９)jに来京で開催された国際女性・人口・開発議員

会議(lMPGPD)の議事録。同会議には第４IijⅡ此界女性

会議に対する各国政府代表を中心とする国会識貝が参
加した｡）

８．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびボートン・ズアン、グエン・

テイ・タン署、『リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農

業機関(FAO)が国迎人口基金との共同研究さｵした、「人

口増加と土壌劣化」に関する論文のＨ本語服および、
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1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た、人口と食柵安全保障に関するAFPPD（人口と開

発に関するアジア議貝フォーラム）特別運営委貝会で、

ベトナム国会社会委貝会委貝長グエン・ティ・タン議

貝とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ポー

トン・ズアン柳｣丘の共特論文の日本i治版の合本。世界

食料サミヅトに向けた資料として作成きれた」

らｊしている．地球は水の悉jILといわれる力:飲料や腱紫

川に安定して使用できる水の総liiは地球上の水の0.()(）

()0()8％に過ぎない`，この水の総fitは、イブ史以来変ｵ〕っ

ておらず、人ロがjWijjllする分だけ、一人当たり使用で

きる水の１１tはどんどんiLif少しているのが現実だが．こ

のことが｜分にiiB蛾きれていない〔，人IljVi加を父えて

いる地球の限界がｌ１のljijに迫っていることに?f告を発

している｡〉（!{本iii}版版権取得）
９．ｒ国際食料安全保障・人ロ・開発鯛風会鯛』、国際食料

安全保障・人口・開発鰻員会鰻(|MPFSPD)纏事録、

1997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主憾の世界食料サミット

（WFS)に&,わせ、''9(i年１１１１にスイス･ジュネーブで開

ＩＩｉｌされた国際食料安全保障・人口・開発議貝会議

（IMPFSPD)のiijlizl\銃同会iiiの成果は、世界食料サミッ

トで公式に配布きれ、またＷＴＯルジェーロ事務局長

にも桜井新・会議議挺から手渡された｡）

15．国運人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：１重|迦人I｣J僅金出版物EnvironmentforPcople

のＨ本譜版。人Ⅲ問題、蝋境問題、開発問題を効率的

かつ実蘭的に解決するためには、その３つの紬域の'''１

に架け橋を懸け、HllHll1U係をiliiMUすらことが必要であ

るとの視点にJIKって、ｉｉに環境と人ⅡのNIIに横たわる

様々な問題をＩｊｉＩに、解決のためIこ必要な拠点、ノj法、

手段を探っている」

１０．国連人ロ基金？未来のための食料』1997年（和文）

（内容：|到連人口些金出販物ＦｏｏｄｆｂｒｔｈｅＦｕｔｕ｢ｅの

［}本譜版。人'二I増加の抑liillと食料硴保を行うために、

女性の参jJI1が不可欠であることをさまざな具体例から

解きほぐしている」

11．国連食粗農典機縄(FAO）ｒリソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行薗力iili閨i』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミット⑪ローマ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文書のn本翻訳の

決定版として商い評価を受けた｡〉

12.？リソース・シリーズ５FiveYearsfromICPPD-国

際人ロ開発職員会鰻から５年一人ロと開発に関する国

会融国会蝿奇貴文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え、

この機会に人口と開発に関する国際議員会議、地域議

貝会議の虚言文を集成。今後の史なる発展のための盗

料とした｡）

13．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』

1998年（英文）

（内容：当11ｹ団が主催する「人'二Iと開発に閲するアジ

ア催|会議貝会議」で呼びかけをおこない、各国の人口

政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。各

国の政;ifに責係を持つ国会議ロが関与している点で、

航例を見ない｡）

14．「リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一」（和文）

〈内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSandra

Postel箸、WorldwaLchPaperl32

DividingtheWaters：ＦｏｏｄSecurity，Ecosystem

Heal上handtheNewPoliticsofScarcityの邦訳。今後

人類社会に大きなIlill約を与えるのが、淡水賛源の不足

である≦堀え続ける人口を支えるための農業生産もま

た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると埒え
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ＡＰＤＡ 曰誌￣
■■■

ｎ
月
週
日
セ
ミ
ナ
ー
Ⅲ
世
紀
人
類
は
生
き
残
れ
る
か
Ｉ
人
口
・
食
料

・
環
境
－
」
を
新
潟
市
、
Ｊ
Ａ
新
潟
中
央
会
、
新
潟
日
報

社
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
の
後
援
で
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
。
講
師
は
辻
井
博
・
京
大
教

授
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
黒
田
俊
夫
博
士
、
進
行
・
司
会
は
広

瀬
次
雄
常
務
理
事
。

、
月
犯
日
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、
安
藤
博

文
事
務
次
長
が
来
日
。
参
議
院
議
員
会
館
・
議
員
会
議
室
で

中
山
太
郎
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
、
鹿
野
道
彦
会

長
代
行
、
小
杉
峰
副
会
長
、
堂
本
暁
子
副
会
長
、
広
中
和
歌

子
副
会
長
ら
国
会
議
員
ｕ
議
員
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
５
及
び

ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
５
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
協
議
。

ｕ
月
田
日
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
池
上

清
子
財
源
・
事
業
開
発
課
長
が
来
日
。
桜
井
新
国
際
人
口
問

題
議
員
懇
談
会
幹
事
長
、
広
中
和
歌
子
副
会
長
ら
国
会
議
員

９
議
員
と
懇
談
し
、
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
機
構
改
革
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。

ｎ
月
Ⅳ
日
「
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
員
団
」
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
に
派

～
虹
日
遣
。
（
団
長
・
谷
津
義
男
衆
院
議
員
、
清
水
嘉
与
子
参
院
議

員
、
南
野
知
惠
子
参
院
議
員
、
武
山
百
合
子
衆
院
議
員
、
北

畑
晴
代
国
際
課
長
、
星
合
千
春
国
際
課
主
任
）

Ｓ
・
Ｃ
・
シ
ム
国
会
議
長
並
び
に
Ｃ
・
タ
ン
保
健
大
臣
表
敬
。

国
立
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
、
女
性
問
題
省
、
国
立
統
計
研
究

所
等
を
視
察
。

坦
月
８
日
「
第
咀
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者

～
ｎ
日
会
議
」
開
催
準
備
の
た
め
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
遠
藤
正

昭
業
務
推
進
委
員
、
加
藤
祐
子
職
員
を
韓
国
ソ
ウ
ル
に
派

遣
。
大
韓
民
国
児
童
・
人
口
・
環
境
議
員
連
盟
の
ス
ー
・
サ

ン
モ
ク
会
長
、
。
ハ
ク
・
シ
ル
国
会
事
務
総
長
、
キ
ム
・
ソ
ン

ゴ
ン
同
議
連
メ
ン
バ
ー
、
エ
ミ
ー
・
キ
ム
事
務
局
長
ら
と
会

議
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
開
催
日
程
等
に
つ
い
て
協
議
。

皿
月
四
日
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
」
開
催
。
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

議
長
他
運
営
委
員
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
楠
本
修
主
任
研

究
員
、
北
畑
晴
代
国
際
課
長
、
星
合
千
春
国
際
課
主
任
、
安

藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
次
長
、
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
マ
ン

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
ら
が
出
席
。
於
泄
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル

⑫
月
加
日
第
二
回
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
の
た
め
の
国
際
国
会
議
員
フ
ォ
ー

～
趾
日
ラ
ム
」
運
営
委
員
会
開
催
。
桜
井
新
同
運
営
委
員
会
議
長
他

運
営
委
員
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
ら
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
計
幻

名
出
席
。

運
営
委
員
会
終
了
後
国
会
議
事
堂
で
桜
井
新
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
幹
事
長
、
小
杉
隆
副
会
長
、
広
中
和
歌
子
副
会

長
、
堂
本
暁
子
副
会
長
、
清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
、
南
野
知

惠
子
副
事
務
局
長
同
懇
談
会
６
議
員
と
懇
談
。

１１９



◇
一
○
○
○
年
期
の
ラ
ス
ト
の
年
を
締
め
く
く
る
一
九
九
九
年
の

年
頭
に
当
た
り
、
波
欄
万
丈
だ
っ
た
こ
の
世
紀
の
歴
史
に
多
く

の
感
懐
を
こ
め
な
が
ら
一
「
御
慶
」
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
新
春
対
談
は
、
中
山
太
郎
・
新
理
事
長
と
、
日
本
が
抱
え
る
深

刻
な
「
少
子
化
」
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。
亡
国
の
危
機
に
つ
な

が
る
、
と
い
う
共
通
認
識
か
ら
で
あ
る
。

心
「
子
供
は
人
類
の
宝
」
で
あ
る
ｌ
こ
の
こ
と
ば
は
種
“
の

保
存
な
ど
と
い
う
原
点
か
ら
直
裁
（
ち
ょ
く
さ
い
）
簡
明
の
理

で
あ
る
。

こ
れ
に
人
類
と
地
球
の
平
和
的
共
生
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
と
い
う
広
い
視
点
も
含
め
た
対
談
は
わ
が

国
の
少
子
化
対
策
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

伸
び
や
か
で
、
明
る
い
子
供
の
笑
顔
を
”
し
あ
わ
せ
“
（
幸

福
）
と
感
ず
る
こ
と
の
で
き
る
生
き
生
き
社
会
。

慈
愛
に
満
ち
溢
れ
た
豊
か
な
”
心
“
を
育
て
る
教
育
、
気
配

り
綱
や
か
な
家
族
政
策
の
確
立
ｌ
こ
の
両
輪
を
力
強
く
、

、
、
、

ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
た
め
の
「
人
間
学
」
の
復
活
も
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
条
件
だ
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

蝋

表紙の写真説明

｢ペルシャの市場」

忙しそうに行き交い、混雑を極めている。こ

のバザールは斜面を利用して建設されている

ため、内部は非常に複雑で多層になってお

り、案内なしで回ると、自分がどこにいるの

か迷い子になってしまいそうだ。

テヘランは坂の町である。北のザグロス山

脈から南の砂漠にかけて巨大な斜面に位置し

ている。写真はテヘランの下町にあるテヘラ

ン最大のバザール（市場）である。この日は

木曜日で、イスラム休日（金曜日）を前に1

週間のうちで最もにぎやかな１日である。

バザールの中は、ペルシャ絨毯を売ってい

るブロック、金細工を売っているブロックな

どにわかれ、買物客と物資を運ぶ手押し車が
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ＨＡＮＫＹＵＥＸＰＲＥＳＳ

ｌＮＴＥＲＮＡＴｌＯＮＡＬＣＯ．，ＬＴＤ，

求める人に求める旅を

お客様の満足にお応えする

そんな旅づくりが私たちの仕事です

目的やｺﾞ言嘗に合わせて海外掴内を問わず

企画か亀手配談看堅幅鹿いニーズにきめ細かく

お応えしております。

特に創業時より歴代首相⑪海外歴訪蓬手議け

官庁関係には絶大な慣頼を頂いて捲ります。

お問い合わせは…

阪急東宝ﾜﾙｰﾜ「

露
〒１０５－０００４

束京都港区新橘3-3-9
限急交通社ビル阪急交通社 新橋支店

運輸大臣登銅旅行業第43号（社)日本旅行業協会正会員

lＥＬＯＳ－ＳｓＯＳ－Ｏ１７１

営業時間月～金０９:３０～１８００

土｡曰｡祝祭日は休業



日本航空

世界の街へご一緒に。
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／国際線予約･案内、

【画０，輿o認=弱る池

２６Ｌ
ニツコーコクサイ

回国Ｏ１ＺＯ－ＺＳ－畠９３１

／国内線予約･案内､

、函０，２０諾ご諺ﾗｲﾉ（
＝ツコーコクナイ
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電話番号をよくお随かめのうえおかljください


